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本調査資料は､科学技術政策研究所が ｢加速器技術に関する先端動向調査｣の一環






















Q 1.現在使用している ･現在使用したい ･将来使用したい加速器 ビー ムの種類等
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科学技術動向調査の一環として実施 した調査票による ｢加速器ビームニーズ等に関する調査 (辛
成 11年9月27日～平成 12年1月 11日)｣(以下､｢本調査票調査｣ともいう;添付1参照)の結
果を紹介するものである｡
本調査票調査は､主に､現在加速器ビームを利用して研究を行っている研究者 (約 3,000名 ;
次頁参照)を対象としたものであり､以下の加速器ビームについて､現在の研究において使用し
電子ビーム 陽子ビーム 重イオンビーム
陽電子ビーム 放射光 コヒー レント光子ビーム
中性子ビーム 〃粒子ビーム 中間子ビーム























iv-A 電子リング加速器 (陽子 ･重イオン)
iv-B レーザー励起型プラズマ加速器 (陽子)
ivIC レーザー衝撃波加速器 (陽子 ･重イオン)















































































































(敬称略 ;職位は平成 12年 5月末時点)
委員長 平尾 泰男 放射線医学総合研究所 顧問
(以下､委員については50音順)
委 員 上坂 充 東京大学 大学院工学系研究科 原子力工学研究施設 教授
JI 遠藤 -太 広島大学 大学院先端物質科学研究科 教授
〝 小方 厚 広島大学 大学院先端物質科学研究科 教授
〝 片山 武司 東京大学 大学院理学系研究科 原子核科学研究センター 教授
JJ 北川 米喜 大阪大学 レーザー核融合研究センター 助教揺
JJ 熊谷 教孝 (財)高輝度光科学研究センター 放射光研究所 加速器部門長
〝 熊田 雅之 放射線医学総合研究所 主任研究官
〝 小山 和義 工業技術院 電子技術総合研究所 主任研究官
〝 佐藤 勇 日本大学 原子力研究所 教授
〝 佐藤 健次 大阪大学 核物理研究センター 教授
IJ 竹田 誠之 文部省 高エネルギー加速器研究機構 教授
〝 中島 一久 文部省 高エネルギー加速器研究機構 助教授
〝 中村 -隆 東京工業大学 応用セラミックス研究所 助教授
JJ 西田 靖 宇都宮大学 大学院工学研究科 教授
〝 野田 章 京都大学 化学研究所 原子核科学研究施設 教授
JJ 水本 元治 日本原子力研究所 東海研究所 中性子科学研究センター
陽子加速器研究室長 (主任研究員)
















































国立大学等計 2110 353 17%
公立大学計 145 27 19%
私立大学計 135 24 18%
特殊法人計 331 67 20%
国立研究所計 139 27 19%
財団法人計 92 13 14%
民間企業計 109 35 32%




東京大学 236 36 15%
京都大学 221 27 12%
大阪大学 205 54 26%
東北大学 170 28 16%
東京工業大学 142 16 11%
名古屋大学 120 15 13%
筑波大学 108 16 15%
広島大学 108 21 19%
九州大学 101 15 15%
岡山大学 63 7 11%
北海道大学 50 12 24%
神戸大学 30 3 10%
千葉大学 27 7 26%
その他国立大学 140 41 29%
高エネルギー加速器研究機構 365 52 14%
岡崎国立共同研究機構 24 3 13%
国立大学等計 2110 353 17%+ヽ
姫路工業大学 65 15 23%
大阪府立大学 26 7 27%
茨城県立医療大学 23 3 13%
東京都立大学 22 1 5%
その他公立大学 9 1 11%
公立大学計 145 27 19%
立命館大学 30 8 27%
立教大学 20 1 5%
東京理科大学 13 2 15%
早稲田大学 12 2 17%





-~国立珠究所十~ 泰効送付数 回答 回答率
放射線医学総合研究所 94 15 16%
金属材料技術研究所 8 4 50%
無機材質研究所 1 1 100%
工業技術院電子技術総合研究所 28 5 18%
工業技術院 8 2 25%
国立研究所計 139 27 19%
特殊法人 有効送付数 回答 回答率
日本原子力研究所 183 42 23%
理化学研究所 147 24 16%
その他 1 1 loo‰
特殊法人計 331 67 20%
.財団法衣 ;: 有効送付拳 -回答 回答率
財団法人高輝度光科学研究センター 90 12 13%
その他財団法人 2 1 50%
財団法人計 92 13 14%
(研究分野毎の回答(回答率)の詳細)
表F1-3加速器科学研究分野毎の回答
研究分野 有効対象者数 回答者数 回答率
素粒子物理学/原子核物理学 571 112 19.6%
エネルギー科学 115 24 20.9%
(原子核物理学､物質 .材料科学も一部込み)
物質 .材料科学 1,218 215 17.7%
生命科学/医療利用 428 106 24.8%



























































1- 1 新粒子の探索 26
1- 2 精密素粒子理論検証 33
1 - 3 その他 17
原子核物理学 87
2-1 原子核構造 .原子核反応研究 41
2-2 不安定原子核研究 30
2-3 中間エネルギー核反応研究 24
2-4 核物質 .核物性研究 9
2-5 その他 7
エネルギー科学 36
3- 1 プラズマ理工学研究 17






4-2 物性研究 .電子状態解析 97
4-3 物質表面研究 50
4-4 物資材料内の欠陥診断など 36
4-5 極限環境下の物質構造 .物性研究 22
4-6 ビーム物質相互作用研究など 60
4-7 新材料開発 46
4-8 ビー ムによる微細加工研究 18
4-9-1 RⅠ核種製造 .核化学研究 .放射科学研究 6
4-9-2 核融合炉材料開発 14
4-10 原子炉用耐放射線材料開発 8
4-11 耐宇宙環境材料 .半導体などの開発 14
4-12 その他 10
生命科学 74
5 - 1 放射線遺伝学研究 15
5- 2 生体組織機能 .機構解析 12
5 -3 細胞生理学研究 8
































オン､電子､陽子ビー ムと続く｡なお､中性子ビー ムおよび不安定核ビー ムで使用中の人数と使用
できていない人数がほぼ同程度であり､ビー ム使用要望に対するの満足度が低いものと考えられる｡
･現在使用できていないビー ムがあると回答した件数 (重複を含めた数)は､現在ビー ムを使用中で











































t子 陳子 王イオン 焦t子 放射光 コヒーレント 中性子 L粒子 中間子 反律子 不安定核 その他




1 2 3 4
t子 書手 1イオン ■t子
ビー ム ビー ム ビー ム ビー ム
5 6 7 8 9




ビー ム ビー ム
(ビームの構成､利用形態)
表Q1-1現在使用しているビームの構成､利用形態
ビームの構成ビームの種類 回答者総数 単独 複合 (*)総数 固定標的単純照射衝撃利用 固定標的重合照射衝撃利用 ビーム衝突利用 その他 総数 固定標的単純照射衝撃利用 固定標的重合照射衝撃利用 ビー-ム衝突利用 その他
1.電子ビーム 129 125 79 2 29 13 ll 6 3 3 1
2.陽子ビーム 148 143 127 4 9 7 9 5 2 2 0
3.重イオンビーム 144 140 131 9 4 5 7 4 3 0 2
4.陽電子ビーム 32 32 10 1 20 2 0 0 0 00
5.放射光 192 184 163 1 2 12 2 0 1 1 0
6.コヒーレント光子ビーム 16 14 7 2 2 2 3 1 0 2 0
7.中性子ビーム 51 51 47 0 2 0 3 3 0 00
8.〃粒子ビーム 8 8 8 0 0000 0 00
9.中間子ビーム 22 21 20 0 0 1 11 0 0 0
10.反陽子ビーム 7 6 1 0 5 01 0 0 1 0




1 2. 3 4 5 6 7 8 9
t子 NL子 王イオン I&t子 放射光 コヒ一･レ ン ト 中性子 IL救子 中間子




ビー ム ビー ム
(ビームの構成､利用形態)
表Q1-2 (現在使用したいが)使用できていないビームの構成､利用形態
ビームの構成ビームの種類 回答者総数 単独 複合 (*)総数 固定標的単純照射衝撃利用 固定標的重合照射衝撃利用 ビーム衝突利用 その他 総数 固定標的単純照射衝撃利用 固定標的重合照射衝撃利用 ビーム衝突利用 その他
1.電子ビーム 49 46 25 7 3 2 3 0 1 2 0
2.陽子ビーム 44 44 34 5 1 1 1 1 0 0 0
3.重イオンビーム 51 45 33 5 2 1 6 1 2 2 0
4.陽電子 ビーム 18 16 9 2 2 0 2 0 1 0 1
5.放射光 67 61 44 4 0 1 6 3 2 0 0
6.コトレント光子ビーム 27 25 19 1 2 1 4 2 0 1 1
7.中性子 ビーム 43 43 33 1 0 3 6 3 1 1 2
8.〃粒子 ビーム 10 10 6 1 3 1 00 00 0
9.中間子 ビーム 7 6 5 1 1 0 1010 0
10.反陽子 ビーム 4 3 2 1 2 0 10 10 0




1 2 3t子 幹子 1イオンビーム ビ-ム ビー ム
4 5 6 7 8 9NLt子 放射光 コヒ一レン ト 中性子 L牡子 中r幹子






ビー ム ビー ム
ビームの構成ビームの種類 回答者総数 単独 複合 (*)
総数 固定標的単純照射衝撃利用 固定標的重合照射衝撃利用 ビー-ム衝突利用 その他 総数 固定標的単純照射衝撃利用 固定標的重合照射衝撃利用 ビー-ム衝突利用 その他
1.電子ビーム 83 73 27 7 35 6 13 5 5 3 1
2.陽子ビーム 67 64 40 4 15 2 7 5 2 1 0
3.重イオンビーム 70 61 45 5 5 5 14 2 8 4 1
4.陽電子ビーム 50 48 18 4 24 1 3 1 2 1 0
5.放射光 93 82 58 10 2 4 13 4 10 1 0
6.コヒーレント光子ビーム 48 42 32 7 1 2 10 5 2 2 0
7.中性子ビーム 57 50 40 2 1 5 ll 3 4 2 1
8.〃粒子ビーム 32 27 14 2 13 2 5 2 0 2 0
9.中間子ビーム 15 14 u 0 3 0 1 0 0 1 0
10.反陽子ビーム 12 ll 6 0 4 1 1 0 0 1 0








現在 (使用したいビームが)使えない理由 件 数
























1 ビー ム仕様は実現できているが､現在運転されていて使用可能な施設がないo 電子
1 マシンがないo 電子
1 研究時間の制約 .マンパワーの制約○ 電子 .重イオン
1 予算が獲得できないo 電子 .揚電子






1 ①技術的に実現可能の目途がついたばかりであり､今後実現に向けての作業 (政治的.経済的なものを 電子 .陽電子〃粒子
含む)が必要であるo(最高エネルギー200-400GeV e+e~衝突型加速器)
②実験装置の準備中o(最高強度 (スイスPSⅠにて実現)低エネルギー〃◆ビー ム)
1 放射光 (逆コンプ トンγ)を使用したいと思っていますがmachineを現在調整中のため (電子の利用も 電子 .放射光同じ)としますo
1 電子ビームエネルギーの範囲が小さいO放射光では大型のものしか使えず､使い勝手が悪いDまた､必 電子 .放射光要なエネルギー範囲が合致しない○
1 個人ベースで身近に使える装置がない○他の研究機関 (他人)の装置はなかなか使えるものではないQ 電子 .放射光個人レベル (研究室)で加速装置を維持 .管理することは難しいO
1 余力がない○ 電子 t放射光コヒーレント光不安定核
1 高エネルギー電子加速器が研究所にないoその制動放射線変換装置もないo重イオンビー ムについては 電子 .放射光核子あたりのエネルギー 20MeV以上のものが研究所にないo放射光 .中性子ビームについては拡大照 重イオン












1 高安定 (エネルギー)高輝度のビームが欲しいがイオン源加速器等の問題で実現できていない. 陽子
1 大気中で細胞-の陽子ビーム照射を考えているが､照射陽子エネルギーの制御に苦労しているD 陽子
1 RⅠ製造や放射化分析のためのビームラインなどや化学実験室が整備されていない○ 陽子 .重イオン不安定核
(*ビー ム使用に関する立場 1,現在加速器ビー ムを使用している 2,現在加速器ビー ムを使用していない 3.その他)
- 19 -
ど-ム使用に関する立場* 使用できていない理由 ビームの種類
1 重イオン加速器の数と利用できるマシンタイムが圧倒的に足りていないためにPACですべての課題が認 陽子 .重イオンめられるわけではないoそのために使用したい研究課題の中から万人受けする課題のみを選んでPACに
提出しがちになっているO同一性能をもった加速器でも1台あればいいというものではなく､日常的に 不安定核
使えるよう多数台あるべきであるoそうすることでユニークな研究がどんどん行える○
1 施設の問題 :患者-の臨床応用が可能となったとしても適応を選び全国で数施設-集中させる必要があ 陽子 .重イオン
る○ 放射光
1 商業利用 (非研究用)のlOOMeV以上のプロトン20MeV～数100MeVの中性子ビーム 陽子 .重イオン中性子
1 予算がとれないo 陽子 .放射光
1 ビーム強度の不足. 陽子 .中性子
1 将来計画 陽子 .中性子
1 利用できる施設が少ないo 陽子 .中性子中間子
1 KEK-の予算がとても少ないからビームを出してもらえないO 陽子 .〃粒子中間子 .反陽子
1 日本では強度の強い陽子ビームが得られないo 陽子 .中間子
1 数GeV/核子～数十GeV/核子の重イオンビームを提供する施設が日本国内にはないためo 重イオン
1 所有機関の門戸がないためD 重イオン






1 イオン .ポジトロン (暖電子)複合利用の提案 (予算)が所属機関内で認可されない○ 重イオン陽電子









1 ビームのモー ド (パルス､高輝度など)の不足 (開発中)○ 陽電子
1 加速器のエネルギーが不充分であるためD 陽電子





(*ビ-ム使用に関する立場 1,現在加速器ビー ムを使用している 2:現在加速器ビー ムを使用していない 3,その他)
-20-














1 太くて単色度が高く､高強度のビー ムが必要010cmX10cln､>106cps/mm2/see/100meV(ただし水平 放射光
方向のビー ム発散は2Jradのときの値)o コヒーレント光




1 放射光利用で手一杯であるO 放射光 .中性子
1 私の周囲の研究休制が整っていないo 放射光 .中性子




1 エネルギー数100eVの軟X線は､放射光施設軟X線アンジュレー タ-である程度コヒーレントな領域が確 コヒーレント光
保できるが､今現在その数が少なく利用が困難であるC
1 実現できていません○ コヒーレント光〃粒子 .中間子
1 単結晶中性子回折実験を現実的に行うために必要な大きさ/分解能の生休高分子の単結晶を得ること 中性子
が非常に困難であるため○















1 実験スケジュール及びマンパワーのかねあいで現在遂行している実験を優先させているためOまた､近 〃粒子い将来､より実験条件を改善できるような優れたbeamを使用できるかもしれないと う期待もあって､
(*ビー ム使用に関する立場 1,現在加速器ビー ムを使用している 2,現在加速器ビー ムを使用していない 3.その他)
- 2 1 -
ビー ム使用に関する立場* 使用できていない理由 ビームの種類
1 高エネルギー (>100GeV)で高ル ミノシティの衝突型加速器が実用化されていないo 〟粒子
1 マシンタイムがもらえないo 〃粒子
1 末だ現実のビーム強度ではないo一般利用に供される段階ではないo 〟粒子 .反陽子不安定核その他



















2 装置がない○ 電子 .陽子重イオン中性子
2 国内に必要な加速器がない○ 陽子
2 粒子 1つ 1つを加速 しマイクロメータの位置分解能で照射できる系を希望しているが､予算が獲得でき 陽子 .重イオン
ないo
2 所属している研究所に加速器が設置されておらず､他の共同利用機関を利用する機会がない○ 陽子 .中性子
2 こちらの用途にあった蓄積 リングが存在 しないため○ 重イオン
2 実験介助者がいない○ 重イオン
2 個人的理由ですoビーム照射の実験のほかにやることがあるためo 重イオン
2 装置開発に専念 しているため○ 重イオン
2 現在､共同研究を申請中o 重イオン放射光
2 研究グループにマンパワーが足りないo 重イオン放射光中性子
2 陽電子ビーム :偏極陽電子を使用して磁性体の研究を行いたいが丁度良いビームがないo 陽電子 .放射光放射光 :金属人工格子の作製プロセスにおける表面構造を研究したいが､放射光とMBEが連結している
装置がないO 中性子
中性子ビーム :0.1-0.5n皿程度の磁性体の研究をしたいが強度が不充分○
2 所属が10月 1日に変わったばかりで申請していないため○ 放射光
2 放射光 ニ自社設備なし○共同利用施設との共同研究休止中○ 放射光
コヒーレン ト光子ビーム :自社設備建設中o コヒーレント光
2 決 して利用できないわけではなく､単に使用しているだけです○通常は原子炉からの定常な中性子を用 中性子





3 10MeV程度のビーム (電子)を利用したいが自由に使えるビームが身近にないD(現在の主な研究はリニ 電子ア .コライダーであり時間的に並行した研究ができていないD数年のうちにリニア .コライダーが可否
判定するので否の場合ははれて10MeV電子ビー ム利用研究を行 う)
3 現在加速器建設中故o 陽子 .重イオン
3 装置の劣化､老朽化 (高放射エネルギー源として高出力レー ザーを使用する予定であった) 放射光コヒーレント光
3 マシンタイムの問題o申請する時間がないo自分の望む能力と現実システムの能力と十分に比較してい 放射光
ないO コヒーレント光














回答者数 回答者の研究分野別人数(重複回答有) ビーム使用形態 (件数)単独 複合
①現在使用中の電子ビーム 132 素粒子物理学 25 25 2
原子核物理学 15 17 1
エネルギー科学 0 0 0
物質 .材料科学 47 64 7
生命科学 8 7 0
医療利用 8 10 0
その他 29 25 2
②現在 (使用したいが)使用できていな 電子ビーム 57 素粒子物理学 4 3 1
原子核物理学 9 7 0
エネルギー科学 1 1 0
物質 .材料科学 17 15 6
生命科学 5 5 0
医療利用 7 8 0
その他 14 10 3
③将来使用 したい電子ビーム 69 素粒子物理学 33 28 5
原子核物理学 6 2 2
エネルギー科学 2 1 1
物質 .材料科学 12 7 6
生命科学 3 3 0
医療利用 2 2 0








エネルギー範囲 素粒子物理学 原子核物理学 エネルキナ-科学 物質 .材料科学
① ② ③ ① ② ③ ♂ ② ③ ① ② ③
特に指定せず 0 0 0 0 00 0 00 5 0 1
- 1MeV 0 0 0 1 01 001 20 10 4
1MeV～ 5MeV 0 0 1 1 1 0 0 00 20 6 3
5MeV.- 10MeV 2 0 1 2 1 00008 4 1
10MeV～ 20MeV 2 0 1 1 2 0 0 0 0 13 10 3
20MeV～ 50MeV 0 0 02 0000 019 1 2
50MeV～100MeV 0 0 0 2 0 0 0 1 0 2 0 1
100MeV～200MeV 1 01 3 2 1 0 1 1 1 2 0
200MeV～500MeV 1 0 0 3 3 1 0 01 01 0
500MeV- 1GeV 1 1 0 3 3 0 0 0 1 0 0 0
1GeV.- 5GeV 4 1 0 3 4 1 0 0 0 1 1 0
5GeV～ 10GeV 16 006 0 2 0001 0 0
10GeV.- 50GeV 2 0 2 1 1 00 0 00 0 0
50GeV～100GeV 5 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100GeV～500GeV 0 2 19 0 0 0 0 0 00 0 0
500GeV- 1TeV 00 18 0 0 00 0 0 000
1TeV～ 0 012 0 0 0 0 0 0000
エネルギー範囲 生命科学 医療利用 その他 合計
① ② ③ 甘 ② ③ ① ② ③ 迂1 ② ③
特に指定せず 01 0 1 1 1 0 0 1 6 2 3
- 1MeV 1 1 1 0 0 0 3 3 1 25 14 8
1MeV～ 5MeV 3 1 0 つtJ■ 1 0 4 2 0 31 ll 4
5MeV.- 10MeV 3 1 0 6 6 1 5 3 0 26 15 3
10MeV～ 20MeV 1 0 0 5 2 0 9 2 2 31 16 6
20MeV′- 50MeV 0 1 1 1 0 0 7 4 1 29 6 4
50MeV～100MeV 0 1 1 0 0 0 3 2 1 7 4 3
100MeV′-200MeV 0 1 1 0 0 05 2 1 10 8 5
200MeV′-500MeV 0 0 0 0 1 0 3 1 1 7 6 3
500MeV- 1GeV ,0 0 0 0 1 0 2 4 3 6 9 4
1GeV/- 5GeV 0 0 0 2 0 0 5 3 2 15 9 3
5GeV′- 10GeV 0 1 0 0 0 0 3 0 1 26 1 3
10GeV′- 50GeV 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 1 3
50GeV.-100GeV 0 0 0 0 00 00 0 5 1 1
100GeV.-500GeV 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 19













(～数10MeV)､自由電子レーザー発生 (数10-数 100MeV)､中性子発生 (数 10-数100MeV)､陽











































回答者数 回答者の研究分野別(人数) ビー ム使用形態(件数) 物質 一材料科学分野 生命科学分野イオン注入改質層の構造評価 DNA損傷とその修復のLET効果
単独 複合 シンチレー タ､輝尽発光の研究 X線イメージング
132素粒子物理学 25 25 2 タンパク質精製用吸着材の作成 殺菌
原子核物理学 15 17 1 ナノメー トルリソグラフィ 重イオンビー ム効果の対照として
エネルギー科学 0 00ナノ秒パルスラジオリシス 植物の表面処理
物質 .材料科学 47 64 7 パルスラジオリシス 電子線滅菌
生命科学 8 7 0 ピコ秒パルスラジオリシス 滅菌用 (ビー ム照射)
医療利用 8 10 0 フェムト秒パルスラジオリシス 医療利用分野






B中間子崩壊によるCP非保存精密実験 逆光電子分光 コヒー レント放射
Bファクトリー 光量子放射化分析 パラメトリックX線の発生とその応用(放射線計測)CPの破れ 抗酸化剤の反応研究
CP非保存の詳細研究 高分子の改質 ビー ム不安定 .高周波加速
CP不変性の破れの研究 合金の構造解析 ビー ム不安定の研究
KEK-B 材料の微細組織の電子顕微鏡観察 モニター開発 (ビー ム物理)
KEK-BBelle 材料改質 レー ザーシンクロトロンの研究





てレプ トンの崩壊パラメータ 穿孔膜の創製 検出器開発
希現象の発見 .詳細研究 線量評価 高出力FEL(自由電子レー ザー)
最高エネルギ-e'eー衝突反応を用いた素粒子物理の研究 耐熱楓経の開発 高性能中性子源開発
装置のキャリブレー ション 耐放射線性 (新)半導体の開発 自由電子レー ザー
素粒子実験に使用する測定器較正 超臨界COZ中での反応 自由電子レー ザーの開発
太陽ニュートリノ検出実数 超臨界水パルスラジオリシス 小型高輝度放射源の開発とその応用に関する研究ダンピングリング 中での反応
電子 .陽子衝突による素粒子構造の研究 低速陽電子ビー ム発生 .利用 赤外FEL発生とその高性能化
電磁シセリ-カロリメータの研究 天然高分子の放射線加工 赤外自由電子レー ザーの開発研究 (加速器物理)
陽子 .電子衝突による陽子構造の研究 電顕内電子照射 挿入光源開発評価
原子核物理学分野 電子ビーム.リソグラフィによる極微細加工 電子ビー ム排煙処理
(e,e'n)反応による巨大共鳴 電子ビームによるスパッタリング過程 放射線治療用ビームの線量測定












素 ･素粒子物理学 原･･＼原子核物理学 エ ･ ･エネルギー科学 物･･･物質 ･材料科学 生･･･生命科学 医.･医療利用 そI.その他
- 3 3 -
この頁は①現在使用中の電子ビー ムのデータを示しています｡
A.エネルギー
AO. Al. A2. A3 A4. 人5. 人6. 人7. A8. 人9 AIO. All. A12 人13.人14 A15 A16.












BO Bl. B2. B3. B4 B5 B6. B7 B8 B9. BIO Bll. B12. B13. 814. B15.
(AE/El)
図 Q2-2 電子 ビーム (現在 使 用 中) エネルギー分解能 区分 毎 の 回答件数
A.エネルギー 秦 原 二こ 初 坐 医 そ 合 計 B.エネルギー分解能(△E/E:%) 秦 l原 エ 物 坐 医 そ 合計
AO. 特に指定せず 0 0 0 5 0 1 0 6 BO. 特に指定せず 0 3 0 28 3 5 7 46
A1. - 1_MeV 0 1 0 20 1 0 3 25 B1.12.8 - jo 0 0 0 0 0 0 0
A2. 1MeVへ 5MeV 0 1 0 20 3 3 4 31 B2. 6.4 -12.8 0 0 0 0 0 2 0 2
A3. 5MeV～ 10MeV 2* 2 0 8 3 6 5 26 B3. 3.2 ～ 6.4 0 0 0 3 0 2 1 6
A4. 10MeV～ 20MeV 2* 1 0 13 1 5 9 31 B4. 1.6 - 3.2 1 0 0 6 1 2 2 12
A5. 20MeV～ 50MeV 0 2 0 19 0 1 7 29 B5. 0.8 - 1.6 1 1 0 9 0 1 5 17
A6. 50MeV～100MeV 0 2 0 2 0 0 3 7 B6. 0.4 ′-0.8 1 0 0 3 0 1 3 8
A7.100MeV～200MeV 1* 3 0 1 0 0 5 10 B7. 0.2 ′-0.4 1 1 0 0 0 0 1 3
A8.200MeV～500MeV 1* 3 0 0 0 0 3 7 B8. 0.1 - 0.2 3 3 0 2 0 0 4 12
A9.500MeV- 1GeV 1* 3 0 0 0 0 2 6 B9. 0.05- 0.1 ll 3 0 1 0 0 6 21
A10. 1GeV～ 5GeV 4 3 0 1 0 2 5 15 らlo.0.02-.0.05 1 1 0 1 0 0 2 5
Ail. 5GeV～ 10GeV 16 6 0 1 0 0 3 26 811.0.01- 0.02 7 3 0 1 0 0 1 12
A12.10GeV～ 50GeV 2 1 0 0 0 0 0 3 B12.0.005- 0,01 0 0 0 0 0 0 0 0
A13.5α;eV′-lo∝;eV 5 0 0 0 0 0 0 5 B13.0.002- 0.005 0 0 0 0 0 0 0 0
A14.10α;eV～500GeV 0 0 0 0 0 0 0 0 814,0,001- 0.002 1 1 0 6 0 0 1 9




CLO. CLI CL2. CL3. CL4, CL5 CL6, CL 7. CL8 CL9. CLIO
図 02-3 t子 ビ-ム(現 在 使 用 中) ビーム 長径 区分 毎 の 回 答件 数
cs.ビーム径(短径)
CSO. CSI CS2. CS3. CS4 CS5. CS6. CS7. CS8. CS9. CSIO
囲Q2-4 電子ビーム(現 在 使用 中) ビーム短 径 区分毎の回答件数
CL. ビーム長径 秦 原 コ二 物 坐 医 そ 合計 cS.ビーム短径 秦 原 コ二i毒物】 坐 医 そ 合計
CLO.特に指定せず 1 1 0 18 2 2 3 27 CSO.特に指定せず 1 2 0 17 2 1 3 26
CL1. - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0CS1. - 1nm 0 0 0 1 0 0 0 1
1 0 0 ll 0 0 0 12 CS2. 1nm～ 10mm 1 0 0 ll 0 0 0 12
CL3.10mm～100nm 00 0 0 0 0 0 0 CS3.10 nm～100nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL4.loon机- l〟m 01 0 2 0 0 0 3 CS4,100nm～ lFLm 5 1 0 2 0 0 0 8
CL5. 1/Jm～ 10prD 1 1 0 0 0 0 0 2 CS5. 1FLm～ 10Jlm 19 1 0 0 0 0 2 22
CL6.lOFLm～100Jm 12 2 0 0 0 1 0 15 CS6.10f⊥m～100Pm 0 3 0 0 0 1 0 4
CL7.100Jrn- 1rnrD ll 2 0 3 1 1 5 23 CS7.100pm～ 1mm 1 1 0 5 0 1 3 ll
CL8. 1mm～ 1cm 2 6 0 15 1 4 14 42 CS8. 1mm- 1C一口 1 5 0 17 2 2 12 39




DO. Dl. D2. D3 D4. D5. D6 D7. D8. D9 DIO. Dll. D12. D13. D14 015 D16. D17
(●/●¢)










∈0. EI E2 E3. E4. E5 E6. E7 E8. E9.
固Q2-6 t子ビ-ム(現在使用中) 規格化エミッタンス区分毎の回苔件鼓
D.平均ビーム強度(e~/sec) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 E.規格化エミッタンス(7m m .mrad) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合 計
DO. 特に指定せず 1 1 0 12 1 0 4 19 EO.特に指定せず 1 4 0 39 3 5 7 59
D1. - 1fA 2 1 0 1 0 1 1 6 E1.103- 0 0 0 0 1 0 0 1
D2. 1fA- 10fA 0 0 0 0 0 0 1 1 E2.102-103 0 0 0 0 1 0 4 5
D3, lOfA-1OOfA 0 0 0 0 0 0 0 0 E3,10L～102 1 0 0 4 005 10
D4.100fA- 1pA 0 0 0 0 0 0 0 0 E4. 1.-101 1 2 0 1 0 0 7 ll
D7.100pA- 1nA 0 3 0 5 0 0 1 9 E7.10ー3-10-2 5 2 0 0 0 0 2 9
D8. 1nA- 10nA 0 1 0 4 1 1 2 9 E8.10~4-10~3 6 2 0 0 0 0 0 8
D9. 10nA-100nA 1 0 0 7 0 1 4 13 E9. -10~4 5 0 0 0 0 00 5
D10,100nA- 1〃A 1 3 0 4 0 1 1 10
Dll. 1/⊥A- 10f▲A 0 3 0 9 0 1 3 16
D12,10pA-100FLA 0 4 0 8 0 1 2 15
D13.100FLA- 1mA 1 0 0 6 1 1 0 9
D14. 1mA～ 10mA 4 0 0 3 2 3 4 16
D15.10mA-100rnA 2 1 0 2 2 0 .I ll
I)16.100n止- 1 A 6 1 0 3 0 2 2 14












FI F2 F3 Fイ
lAビ-ム 暮k 的/(^ ･スビーム J(ルスビーム その他
国 Q2- 7 電 子 ビーム 餞 在使 用 中) ビーム 時rpl耗 達 の型 区分毎 の回答件 数
G.ビーム継続時間
GO GI G2 G3 64 (i5 Q6 (】7 GB 69.010 611 012 (】13 Q14 015 (i16 617 618 619 G20 G21 622
図 Q21 8 t子ビーム(現在使用 中) ビーム♯捷時間区分毎の回答件数
F.ビー ム時間構造の型 秦 原 ここ. 物 坐 医 そ 合計 G.ビーム継続時間 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計
Fl.連続ビー ム 1 10 0 43 2 06 62 GO.特に指定せず 2 2 0 17 3 0 6 30
F2,連続的パルスビー ム 23 4 0 16 5 4 7 59 G1. .- 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
2 4 0 14 1 5 17 43 G2. 1fsへ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F4_その他 2 0 0 4 0 0 0 6 G3. 10fsも100fs 00 0 0 0 0 0 0
G4.100fs～ lps 0 0 0 4 0 0 2 6
G5. 1ps～ 10ps 0 0 0 5 0 0 4 9
G6. 10ps～100ps 0 0 0 8 0 1 1 10
G7.loops-- 1ns 0 1 0 5 0 0 0 6
GB. lns～ 10ns 0 1 0 3 0 0 1 5
G9. 10ns.-loons 0 0 0 3 0 0 0 3
G10.loons- lps 1 3 0 2 0 0 0 6
Gil. lJS～ 10FLS 0 1 0 3 0 0 2 6
G12.10JLS～lOOFLS 0 0 0 0 0 0 0 0
G13.lOOFLS一 1ms 0 00 0 0 0 1 1
Gl4. 1ms～ 10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
Gl5.10ms～lOOms 0 0 0 0 0 0 0 0
G16.100msへ 1 S 0 0 0 0 0 0 0 0
G17. l s′-10 S 0 0 0 0 1 0 0 1
G18.10 S′-loo s 1 0 0 0 0 1 1 3
G19.loo s- loss 0 0 0 4 1 2 2 9
G20.103S～ 104S 9 2 0 ll 0 1 2 25




H.パルス繰り返し(Hz) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計 Ⅰ.パルス幅 (長) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
HO.特に指定せず 3 0 0 16 0 1 5 25 Ⅰ0.特に指定せず 2 0 0 13 0 1 4 20
H1. - 101 0 0 0 7 0 0 5 12 Ⅰ1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 1 1
H2.101- 102 2 0 0 2 0 0 5 9 Ⅰ2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H3.102- 103 0 1 0 1 1 0 0 3 Ⅰ3. 10fs～100fs 0 0 0 1 0 0 0 1
H4.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ4.10 fs- lps 0 0 0 4 0 0 1 5
H5.104- 105 4 0 0 0 0 0 0 4 Ⅰ5. 1ps～ 10ps 3 0 0 5 0 0 3 ll
H6.105- 106 0 0 0 0 0 0 1 1 Ⅰ6. lops-loops 4 1 0 2 0 0 1 8
H7.106- 107 0 1 0 0 0 0 0 1 Ⅰ7.1∝)ps- 1ns 2 0 0 4 0 0 1 7
H8.107- 3 1 0 0 0 0 1 5 I8. 1ns～ 10ns 0 0 0 4 0 0 0 4
Ⅰ9. 10ns～100ns 1 1 0 3 0 00 5
Ⅰ10.loons- 1′▲S 0 0 0 1 0 0 0 1
Ill, 1FLS～ 10FLS 1 0 0 5 1 0 5 12
Ⅰ12.lo′一s-100/Js 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ13.100f▲S～ lms 0 00 0 0 0 1 1
Ⅰ14. 1ms～ 10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ15.10msへ100ms 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ16.looms- 1 S 0 0 0 0 0 0 0 0
J.パルス強度
K.パルス内パンチ数 L.パンチ幅
堤.パルス内パンチ数 秦 原 コ二 物 坐 医 そ 合計 L.パンチ幅 (長) 秦 原 ここ 狗 坐 医 そ 合計
KO.特に指定せず 2 1 0 17 1 1 6 28 LO.特に指定せず 2 1 0 16 1 1 5 26
K1. - 10Z 3 0 0 3 0 0 1 7 L1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K2.10ー ～ 102 1 0 0 1 0 0 1 3 L2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K3.102- 103 oヨo 0 2 0 0 2 4 L3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K4.103 - 104 1 0 01 0 0 2 4 L4.100fs～ lps 0 0 0 3 0 0 2 5
K5.104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 L5. 1ps～ 10ps 0 0 0 4 0 0 2 6
K6,lo§ - 106 0 0 00 0 0 0 0 L6. 10ps～100ps 2 0 0 2 0 0 4 8
K7.106- 107 0 lO 0 0 0 0 0 0 L7.loops- 1ns 1 0 0 2 0 0 0 3
X8.107- 1 0 0 0 0 0 0 1 L8. 1n5- lol一s 2 0 0 1 0 0 0 3
L9. 10nsへ100ns 0 0 0 1 0 0 0 1




図Q2-9 電子ビー ム(現在使用中)ビー ムエネルギーとビー ム強度との相関
エネルギー区分 -1AIeV lHeV 5NeV lOWeV20MeV50MeV10AleV200MeV500NeV lGeV 5GeV 10GeV50GeV10α;eV50α;eV1TeV～ 特に平均ビー ム強度 5HeV 10NeV20MeV50MeV100NeV20MeV500leV 1GeV 5GeV lOGeV50GeV10∝eV500GeY 1TeV 指定せず
～ lfA 3 4 6 6 3 2 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
1fA- 10fA 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
10fA-100f●A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100fA- IPA 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
lpA- lop九 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
lop九-100PA 2 1 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2
100pA- 1nA 2 1 1 4 3 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0
lnA- 1OnA 0 4 2 4 4 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0
10nA-100r止 2 3 3 4 6 0 2 2 2 3 1 0 0 0 0 0 0
100mA- 1f⊥A 2 3 1 4 4 1 2 1 0 01 0 0 0 0 0 0
1/⊥A- lo〟且 4 4 3 3 3 2 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2
101JA～100LA 0 3 3 5 7 2 1 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0
100FLA- 1mA 1 5 1 3 3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
1n止～ 10n止 1 5 3 3 1 0 0 1 0 2 0 0 4 0 0 0 0
10m1-100mA 1 2 2 0 0 0 0 1 0 0 3 2 0 0 0 0 0
100mA- 1 A 1 0 2 3 3 0 0 0 0 2 6 0 0 0 0 0 0
1A～ 5 0 1 0 0 0 0 0 0 1 10 0 00 0 0 0




回答者数 回答者の研究分野別(人数) ビーム使用形態(件数) エネルギー科学分野 医療利用分野陽電子プラズマ､Ambi-Plasmaの研究 ガン治療
単独 i複合 物質 -材料科学分野 サテライ ト型医療用加速器
57 素粒子物理学 4 3 1 x凍渡の開発 殺菌
原子核物理学 9 7 0 イオンの溶媒和ダイナミクス 腫蕩内酸素濃度測定微小電極の開発
エネルギー科学 1 1 0 ダイオキシン.フロンの処理 多色ビームによる放射線治療
物質 .材料科学 17 15 6 プロセス用線源開発 放射光の治療-の応用
性命科学 5 5 0 レーザープラズマ相互作用 放射線治療
医療利用 7 8 0 光量子放射化分析 滅菌技術
その他 14 10 3 高温超伝導 その他
素粒子物理学分野 材料改質 ウニ-ク場加速
JLC計画 (phasel) 人工衛星搭載用検出器の特性測定 ビーム不安定 .高周波加速
新粒子探索 相対論的電子励起によるX線分析 レーザービーム相互作用
装置のキャリブレー ション 耐照射損傷性材料の開発 可視 .紫外FEL
原子核物理学分野 超高圧電子顕微鏡内電子照射 検出器の較正用に使用したい010～20(榔eV(素粒子実験)(e､e'Ⅹ)同時計測実験 生命科学分野
β崩壊におけるベクトル流保存の検証 DNA損傷とその修復のLET効果 自由電子レーザ
γ- n反応の精密測定 姐RⅠと合体させSORによる蛋白質機能解明 電子からの種々の光子ビーム発生法








AO Al, A2. A3 A4. A5. AS, A7 A8. A9 AIO All. A12 A13. A14. A15.Ale
固 Q2- 10 t子ビ-ム(使用 できていない) エネルギー区分毎の回答件 数
B.エネルギー分解能
BO Bl. B2 B3 B4. B5. B6. B7. B8 B9 BIO Bll. B12. 813 B14. B15
(△ E/EX)
図 Q2- ll t 子ビ-ム(使 用できていない) エネルギ ー分解能 区分毎 の 回答件故
AO. 特に指定せず 0 0 0 0 1 1 0 2 BO. 特に指定せず 0 0 1 6 3 7 6 23
A1. - 1MeV 0 0 0 10 1 0 3 14 B1.12.8 - 0 0 0 0 0 ;0 0 0
A2. 1Mey～ 5MeY 0 1 0 6 1 1 2 ll B2, 6.4 -12,8 00 0 5 0 1 0 6
A3. 5MeV～ 10MeV 0 1 0 4 1 6 3 15 B3. 3.2 - 6.4 0 1 0 1 0 0 0 2
A4. 10MeV～ 20MeV 0 2 0 10 0 2 2 16 B4. 1.6 - 3.2 0 0 0 1 0 0 0 1
A5. 20MCV～ 50MeV 0 0 0 1 1 0 4 6 B5. 0.8 - 1.6 0 1 0 2 0 0 1 4
A6. 50MeV～100lueV 0 0 1 0 1 0 2 4 B6. 0.4 - 0.8 0 0 0 2 0 0 0 2
A7.100MeV～200MeV 0 2 1 2 1 0 2 8 B7. 0,2 - 0.4 1 0 0 0 0 0 0 1
A8.200MeV～500MeV 0 3 0 1 0 1 1 6 B8. 0.1 - 0.2 0 1 0 4 1 0 1 7
A9.500MeV- 1GeV 1 3 0 0 0 1 4 9 B9. 0.05- 0.1 0 1 0 2 0 0 2 5
A10. 1GeV.- 5GeV 1 4 0 1 0 0 3 9 B10.0.02/-0.05 0 0 0 0 0 0 0 0
All. 5GeV- 1α;eV 0 00 0 1 00 1 Bll.0.01- 0.02 0 2 0 1 0 0 0 3
A12.10GeV～ 50GcV 0 I 0 0 0 0 0 1 812.0.005- 0.01 1 2 0 0 0 0 0 3
A13.50GeV～100GeV 1 0 0 0 0 0 0 1 B13.0.002′-0.005 0 0 0 0 o ro 0 0
A14.100GeV～500GeV 2 00 0 0 0 0 2 B14.0.001- 0.002 0 0 0 1 1 0 1 3




CL0. CLl. CL2 CL3, CL4. CL5. CL6 CL7. CL8 CL9. CLIO.
図02-12 t子ビーム (使用できていない) ビーム長径 区分毎の 回答件赦
CS.ビー ム軽く短径)
CSO CSl. CS2 CS3. CS4. CS5 CS6 CS7. CS8. CS9 CS10.
回Q2-13 t子 ビーム(使 用できていない) ビーム短径 区分毎 の回事件救
CL.ビーム長径 秦 原 ここ_ 初 坐 医 そ 合計 CS.ビーム短径 秦 原 コ二 初 坐 医 そ 合計
CLO.特に指定せず 0 0 0 2 2 1 5 10 CSO.特に指定せず 0 1 0 2 2 1 4 10
CL1. - 1nm 0 0 0 3 0 0 0 3 CS1. .- 1nm 0 0 0 3 0 0 1 4
CL2. 1nm～ 10nm 0 0 0 1 1 0 0 2 CS2. 1nm～ 10nrn 1 0 0 1 1 0 0 3
CL3.10mm～100nm 1 0 0 3 1 0 0 5 CS3.10nrn～100nm 0 0 0 3 1 0 0 4
CL4.100nm- 1FLm 0 0 0 0 0 1 1 2 CS4.100nm- 1/Jm 0 0 0 0 0 1 1 2
CL5. 1′…～ 10fJm 0 0 0 1 0 0 0 1 CS5. 1FILn～ 10FLm 1 0 0 1 0 0 0 2
CL6.10FLm～100Flm 1 2 0 1 1 1 2 8 CS6.10FLm～100pm 0 2 0 1 1 1 1 6
CL7.100JLm～ 1mm 0 3 0 2 0 1 1 7 CS7.100〃m～ 1m 0 3 0 2 0 1 1 7
CL8, 1nm- 1cJTl 1 3 0 3 0 1 0 8 CS8. 1mm～ 1cm 1 3 0 3 01 0 8





DO. Dl. D2. D3. D4. D5 D6 D7. D8. D9. DIO. DH D12. D13. D14. D15. D16. D17
図Q2-14 t子ビーム(使用できていない) 平均ビーム強度区分毎の回答件赦 (■/Hc)
E.規格化エミッタンス
EO. El. E2 E3 E4. E5 E6. ∈7. ∈8
図 Q2- 15 t 子 ビー ム (使 用 できていない) 規 格 化 エミッタンス区分 毎 の 回答 件 赦
D.平均ビーム強度(e~/sec) 秦 原 二1二 物 坐 医 そ 合計 E.規格化エミッタンス(冗 皿 .mrad) 秦 原 エ 初 可 医 そ 合計
TX). 特に指定せず 0 0 0 2 2 1 1 6 EO.特に指定せず 0 2 1 ll 5 7 5 31
D1. - 1fA 1 1 0 0 0 0 02 E1.103- 0 0 0 0 0 0 0 0
D2. 1fA- 10fA 0 0 0 0 0 0 0 0 E2.102-103 0 0 0 00 0 0 0
I)3, lOfA-1OOfA 0 0 0 0 0 0 0 0 E3.101-102 1 0 0 1 0 0 1 3
D4.100fA- 1PA 0 0 0 0 0 0 0 0 E4. 1-101 0 0 01 0 0 1 2
D5. 1pA- lop九 0 0 0 1 1 0 0 2 E5.10~】～ 1 0 1 0 1 2 0 0 4
D6. 10pA-1OOpA 0 0 0 1 1 0 0 2 E6.10-2-lo一l 1 3 0 1 0 0 1 6
D7.100pA- 1nA 0 0 0 2 1 0 0 3 E7.lo一a-10L2 0 2 0 0 0 0 1 3
D8. 1TLA- 10nA 0 0 0 3 0 0 0 3 E8.10-4-10~3 1 1 00 00 1 3
D9. 10nA.-100nA 0 0 0 1 1 0 1 3 E9. -10-4 0 0 0 0 0 0 1 1
plo.100nA- 1〝A 0 1 0 0 0 1 1 3
I)ll. 1JIA- 10pA 0 2 0 4 0 0 0 6
I)12.10FLA-100f上A 1 4 0 1 0 1 1 8
D13,100pA- 1rnA 0 1 0 2 0 0 1 4
I)14. 1m止～ 10mA0 0 0 0 1 0 2 3
D15.10n止～100mA 1 1 0 1 1 3 2 9
D16.100mA- 1 A 0 0 0 0 0 1 4 5




FI F之 F3 F▲
連tIビーム 連tt的′tJレスビーム ′tJL･スビーム その他
図 02-16 電子 ビーム (使 用できていない) ビーム 時間書達 の型 区分毎 の 回書 件 数
G.ビーム継続時間
GO GI G2 G3.G4 G5 G6 G7 G8 G9 GIOGllG12G13G14GlSG16G17G18G19G20G21くi22
図Q2-17 t子 ビーム(使 用 できていない) ビーム強練時間 区分毎の 回答件 数
ド.ビー ム時間構造の型 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計 G.ビーム継続時間 秦 原 こし 初 坐 医 そ 合計
F1_連続ビー ム 0 6 0 14 3 2 ⊂こ 30 GD.特に指定せず 1 2 0 2 3 0 7 ≦15
F2,連続的パルスビー ム 1 4 0 5 2 4 3 19 G1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
3 1 1 7 0 3 4 19 C2. ifs～ lOfs 0 0 0 0 1 00 1
F4.その他 0 0 0 0 0 1 2 3 G3. 10fs′-100fs 0 0 0 1 0 0 1 2
G4.100fs～ 1ps 00 0 1 0 0 1 2
G5. 1ps～ 10ps 0 0 0 1 0 0 0 1
G6. 10ps～100ps 0 0 0 1 0 0 0 1
G7.100ps～ lns 0 0 0 0 0 0 0 .0
G8. lns～ 10ns 00 0 0 0 0 0 0
G9. ュons-loons 0 0 0 1 0 0 0 1
G10.loons- 1fJS 0 0 0 0 0 0 1 1
GIL. lFLS～ 10ps 0 1 1 3 0 00 5
G12.10ILS～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G13.100JIS～ lms 0 0 0 0 0 0 0 0
G14. 1ms～ 10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
G15.10ms～100ms 0 0 0 0 0 0 0 0
G16.100ms～ l s 0 0 0 0 0 0 0 0
G17. l s～ 10 S 0 0 0 0 0 0 0 0
G18.10 S′-loo s 0 0 0 0 0 0 0 0
G19.100 S～ 103S 0 0 0 3 0 1 1 5
G20.103S～ 104S 0 1 0 1 0 1 0 3




Hノ ルヾス繰り返し(Hz) 秦 原 ここ 物 坐 医 そ 合 計 Ⅰ.パルス幅 (長) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合 計
nO.特に指定せず 1 0 0 4 2 2 5 14 Ⅰ0.特に指定せず 1 0 0 8 2 2 4 17
H1. - lot 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ1. ～ 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H2.101- 102 2 0 0 1 0 0 1 4 Ⅰ2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H3.102- 103 0 0 0 3 0 0 0 3 Ⅰ3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H4.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ4.100fs～ lps 00 0 0 0 0 1 1
H5.104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H6.105- 106 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H7,106- 107 0 0 0 0 0 0 1 1 Ⅰ7.100ps～ 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
H8.107- 0 0 0 0 0 0 0 0 I8. 1ns～ 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0
Ilo.100ns～ lILS 1 0 0 0 0 0 1 2
Ⅰ11. 1〃S～ 10f▲S 1 0 0 0 0 0 0 1
i Ⅰ12.10〝S～100/Js 0 0 0 0 0 0 0 0
I13.100FLS～ lms 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ14, 1ms～ 10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ15.10ms～100ms 0 0 0 0 0 0 0 0




x.パルス内パンチ数 秦 原 二こ 物 坐 医 そ l合計 L.パンチ幅 (長) 秦 原 コニ 物 坐 医 そ 合計
KO.特に指定せず 1 00 3 1 2 3 10 LO.特に指定せず 1 00 8 2 2 2 15
K1. - 101 0 0 0 0 0 0 1 1 L1. -一 1fs 1 0 0 0 0 0 0 1
K2.101- 102 1 0 0 0 0 0 0 1 L2. 1fs- 1Ofs 0 0 0 0 00 0 0
K3.102- 103 0 0 0 0 0 0 0 0 L3. 10fsへ100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K4.103- 104 0 E o 0 3 0 ,0 0 3 L4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
K5.104- 105 O≡° 0 0 0 0 0 0 L5, 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 1 1
X6.105 - 106 o /o 0 0 0 lo 0 0 L6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 1 1
K8.107- 1 0 0 0 0 0 0 1 L8. 1tS～ 10ns 0 0 0 0 0 ～ 0 0
L9, 10ns一100ns 0 0 0 0 0 0 0 0
) LlO.100ns～ lFLS 0 0 0 0 0 0 0 0




図Q2-18電子ビー ム(使用できていない) ビー ムエネルギーとビー ム強度との相関
エネルギー区分 -1NeV lMeV 5NeV 10MeV20LIeV50NeV100MeV200VeV500WeV lGeV 5GeV 1α;eV5α;eVloo;eV50α;eVlTeV.～ 特に平均ビー ム強度 5NeV 10WeV20MeY50NeV100NeV200NeV500MeV lGeV 5GeV 1α;eV5α;eVlo∝;eV500GeV lTeV 指定せず
～ lfA 0 1 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0
1f■A.-10fA 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10fA.-100fA 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0
100fA～ 1pA 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1pA～ 10pA 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10pA-100PA 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100pA- 1nA 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1nAノー 10nA 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0
10nA.-100nA 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
100nA- 1′JA 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0
lJA～ 10pA 1 1 0 3 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
10FLA～lOOILA 1 1 1 1 0 0 2 2 2 2 0 0 0 1 0 0 1
100FLA- 1n止 0 0 2 0 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
1mA- 10mA 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
10mA-1OOmA 1 1 3 0 1 1 0 0 2 1 0 0 1 0 0 0 0
100n止.- 1 ^ 0 0 1 1 2 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0





回答者数 回答者の研究分野別 ビーム使用形態･人数) 垂宗 覧 合 素粒子物理学分野 物質 .材料科学分野最高エネルギー e+e~衝突反応を用いた素粒子物理の研究 ポシトロニウムの電子構造材料放射線照射効果
69 素粒子物理学 33 28 5 実光子衝突 放射線化学
原子核物理学 6 2 2 薪粒子探索 (重心系エネルギーが>40∝eVのもの) 低エネルギー電子ビー ムによる繰電子ビ-ム
エネルギー科学 2 1 1 原子核物理学分野 生命科学分野
物質 .材料科学 12 7 6 GeV領域単色α線の生成と応用 生体物質の起汲
生命科学 3 3 0 より高エネルギー光核反応に対する研究 培養細胞の放射線感受性
医療利用 2 2 0 天体毒亥反応 医療利用分野
iその他 ll 5 4 電子と陽子または重イオンの衝突実験 サテライト型医療用加速器
素粒子物理学分野 不安定核の荷電分布 その他
J,L.C. エネルギー科学分野 GeV領域単色α線の生成と応用
JLC(√ S=500GeV)でのSUSY探索 光中性子スペクトルの測定 ビー ム計測




γ-γ衝突 イオン注入改質層の構造評価 材料 .バイオ試料等の照射効果研究における線量
ヒッグス粒子の探査及び精密測定 電子照射欠陥の駿電子ビ-ムによる性状決定 評価技術








AO. AI A2. A3. A4 A5. A6. A7. A8. A9. AIO All.A12.A13.A14 A15 A16
国Q2-19 電子ビーム (将来使用 したい) エネルギー区分毎の 回答件数
B.エネルギー分解能
BO. B1. 82. B3. B4 85 86. B7 B8 B9 BIO Bll. B12. B13 B14. 815.
(△ E/E～)
固Q2-20 電子ビーム(将来使用したい) エネルギー分解能区分毎の回答件数
A.エネルギー 秦 原 コ二 初 生 医 巨 合計 ち.エネルギー分解能(△E/E:%) 秦 原 - (物 坐 (医 そ 合計
AO, 特に指定せず 0 0 0 1 】o 1 1 3 BO. 特に指定せず 6 1 0 5 2 1 2 17
A1. - 1MeV 0 1 1 4 1 0 1 8 B1.12.8 -- 0 0 0 1 0 0 1 2
A2. 1MeV～ 5MeV 1 0 0 3 0 0 0 4 B2. 6,4 --12.8 1 0 0 1 0 1 1 4
A3. 5MeV～ 10lueV 1 0 0 1 0 上 り 3 B3. 3,2 -6.4 1 0 i ll 0 0 1 4
A4. 10MeV～ 20ueV 1 0 0 3 0 O も2 6 B4. 1.6 - 3.2 0 0 0 2 0 0 1 3
A5. 20MeV～ 50MeV 0 0 0 2 1 0 1 4 B5. 0.8 - 1.6 2 1 1 0 0 0 1 5
A6. 50MeV′-100MeV 0 0 0 1 1 0 1 3 B6. 0.4 -0.8 1 0 0 0 0 0 0 1
Å7.100MeV～200MeV 1 1 1 0 1 0 1 5 B7. 0.2 -0.4 10 00 0 0 0 0 10
Å8.200MeV～500MeV 0 1 1 0 0 0 1 3 B8. 0.1 - 0.2 ll 1 0 2 0 0 2 16
A9.500MeV- 1GeV 0 0 1 0 0 0 3 4 B9. 0.05-.0.1 2 1 0 0 0 0 2 5
A10. 1GeV～ 5GeV 0 1 0 0 0 0 2 3 B10.0.02- 0.05 1 1 0 0 0 0 0 2
All. 5GeV- 1(唱eV 0 2 0 0 0 0 1 3 Bll.0.01-′0.02 3 0 0 0 0 0 1 4
A12.1(氾eV～ 50GeV 2 0 0 0 0 0 1 3 B12.0.005-0.01 2 0 0 0 0 0 0 2
A13.50GeV～lOOGeV 1 0 0 0 0 0 0 1 B13.0.002-0,005 0 0 0 0 0 0 0 0
A14.100GeV～500GeV 19 0 0 0 0 0 0 19 B14.0.001-0,002 1 0 o lo 0 0 1 2




CLO CL1. CL2 CL3. CL4 CL5. CL6 CL7. CL8. CL9. CLIO
図02-21 電子ビーム(将来使用したい) ビーム長径区分毎の回答件数
CS.ビー ム径(短径)
CSO. CSl. CS2. CS3 CS4 CS5. CS6 CS7 CS8 CS9. CSIO.
固 Q 2-22電 子 ビーム (将 来使 用 したい) ビーム 短径 区分 毎 の回答 件 数
CL.ビーム長径 秦 l原 エ 初 坐 E医 そ 合計 CS.ビーム短径 秦 原 コ二 初 坐】 医 そ 合計
CLO.特に指定せず 4 0 0 1 1 1 1 8 CSO.特に指定せず 3 0 0 2 1 1 1 8
CL1. - 1nm 3 0 0 0 0 0 0 3 CS1. - 1nm 6 0 0 0 0 0 1 7
CL2. 1lーm～ 10nm 7 0 0 1 0 0 1 9 19 0 0 0 ~0 0 1 20
CL3.10nm～100n一口 6 0 0 0 0 0 0 6 CS3.10nm-ノ100nrT] 3 0 0 0 0 0 0 3
CL4.100nm- l〟m 10 0 0 1 0 0 1 12 CS4.iOOnm～ lLrn 2 0 0 1 0-o0 3
CL5. 1〃m～ 10〃m 2 0 0 0 0 0 0 2 CS5. 1FLrn～ 10ILm 1 0 0 0 0 0 0 1
CL6.10〃m～100/… 0 1 0 0 0 1 5 7 CS6.iOFLTH-100FLm 1 1 0 0 0 1 4 7
CL7.100/Jm～ 1m 2 2 0 1 0 1 1 7 CS7.lOOFLm～ 1mm 1 3 1 2 0 1 2 10
CL8. 1 mm～ 1cm 1 2 2 7 0 1 1 14 CS8. 1rnmへ 1cm 1 1 1 5 0 1 0 9




DO Dl. D2 D3. D4. D5. D6 D7. D8. D9. DIO.Dll.D12.D13 D14.D15.D16 D17
図02-23 t子 ビーム (将 来 使 用 したい) 平 均 ビーム強 度 区 分毎 の 回 答 件 放 く●~/Hc)
E.規格化エミッタンス
EO El. E2 E3. E4 E5. ∈6 ∈7 E8
固Q2-24t子 ビーム(再来使用したい) 規格化エミッタンス区分毎の回答件数
I).平均ビーム強度(eノsec) 秦 原 ニト 初 坐 医 そ 合 計 E.規格化エミッタンス(7Tmm .mrad) 秦 原 エ 物 坐 i医 そ 合計
DO. 特に指定せず 2 0 0 3 1 0 2 8 EO.特に指定せず 2 1 0 6 2 1 2 14
D1. - 1fA 1 0 0 0 0 0 0 1 E1.103- 0 0 0 0 0 0 0 0
D2. 1fA- 10fA 0 0 0 0 0 0 0 0 E2.102-103 1 0 0 0 0 0 0 1
D3. 10fA′-100fA 0 0 0 0 0 0 0 0 E3.10Ⅰ～102 2 0 0 1 0 0 2 5
D4.100fA- 1pA 0 0 0 0 0 0 0 0 E4. 1′-101 3 1 2 1 0 0 1 8
T姫. 10pA-100pA 0 0 1 1 0 0 1 3 E6.10~2-lo一l 4 1 00 0 0 0 5
D7.100pA- 1nA 0 1 0 1 0 0 1 3 E7.10~3-10ー2 9 1 0 0 0 0 3 13
D8. 1nA- 10nA 1 0 0 0 0 0 0 1 E8.10ー4-10~3 5 0 0 0 0 0 0 5
D9, lon九-100nA 0 0 0 1 0 0 0 1 E9. .-10~4 6 0 0 0 0 0 2 8
D10.100mA- 1/JA 3 0 0 0 0 0 1 4
Dll. 1/JA～ 10FLA 1 0 0 3 1 0 1 6
D12.10〃A-100〃A 10 0 0 1 0 0 3 14
D13.100/⊥A- 1mA 3 0 0 1 0 0 0 4
I)l4. 1mA- 10mA 4 0 0 0 0 1 2 7
T)15.10rnA-100mA 3 0 0 0 0 0 0 3
D16,100mA- 1 A 4 2 0 1 0 1 1 9










GO G1 62 63 G4 G5. G6 67 08 69. 61O G11 612 (;13 614 015 G16 617 018 619 G20 G21 G22
図02-26 t子ビーム(将来使 用したい) ビーム推栃 時間 区分毎のB]答件数
F.ビー ム時間構造の型 秦 原 二_ 物 坐 医 そ 合計 G.ビーム継続時間 秦 原 こし 初 坐 医 そ 合計
F1.連続ビーム 3 1 0 5 1 0 3 13 GO.特に指定せず 18 1 1 4 1 0 5 20
F2.連続的パルスビー ム 15 3 1 6 1 2 4 32 G1. -.1fs 0 0 0 1 0 0 2 3
20 1 1 4 1 1 5 33 G2. 1fs～ 10fs 0 0 0 1 0 0 2 3
F4.その他 0 0 0 2 0 0 1 3 G3. 10fs～lOOfs 0 0 0 2 0 0 2 4
G4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 1 1
G5. 1ps～ 10ps lO 0 0 1 0 0 0 1
G6. 10ps～100ps 2 0 0 1 0 0 0 3
G7.100ps～ lns 0 0 0 1 0 0 0 1
G8. 1ns～ 10ns 0 0 0 0 1 0 0 1
G9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0
G10.loons- lps 2 0 0 0 0 0 0 2
Gil. llLS～ 10JIS O 0 0 1 0 0 0 1
G12.10〃S～100〃S 0 0 0 0 0 0 0 0
G13.100FLS～ lFnS 0 0 0 0 0 0 0 0
G14. 1ms/-lotus 0 0 0 0 0 0 0 0
G15.10ms～100ms 1 0 0 0 0 0 0 1
G16.100ms～ 1 S 【1 0 0 0 0 0 0 1
G17. 1 S～ 10 s Fll 0 0 0 00 0 1
Gl8.10 S～100 S 0 0 0 0 1 1 0 2
G19.100 S～ 103S 0 0 0 0 0 1 1 l2
G20,103S～ 104S 1 2 0 0 0 0 1 p4




Hノ ルヾス繰り返し(Hz) 秦 原 ここ 初 坐 医 そ 合 計 Ⅰ.パルス幅 (長) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
uO.特に指定せず 2 1 1 4 1 1 2 12 Ⅰ0ー特に指定せず 1 1 1 3 1 1 2 10
H1. - 101 00 0 1 0 0 2 3 Ⅰ1. .- 1fs 0 0 0 1 0 0 1 2
H2.101- 102 6 0 0 0 0 0 1 7 Ⅰ2. 1fs～ 10fs 0 0 0 1 0 0 1 2
H3.102- 103 ll 0 0 0 0 0 0 ll Ⅰ3. 10fs～100fs 0 0 0 1 0 0 1 2
H4.103- 104 00 0 0 0 0 0 0 Ⅰ4.100fs～ lps 0 0 0 0 0 0 2 2
H5.104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ5. 1ps～ 10ps 0 0 0 2 0 0 1 3
H6.105- 106 0 0 0 1 0 0 0 1 Ⅰ6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H7.106- 107 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ7.100ps～ 1ns 1 0 0 0 0 0 0 1
H8.107- 1 0 0 0 0 0 0 1 Ⅰ8. 1ns～ 10ns 1 0 0 00 0 0 1
Ⅰ9. 10ns～100ns 00 0 1 0 0 0 1
Ⅰ10.100ns～ lfJS 13 0 0 0 0 0 1 14
Ⅰ11. 1〟S～ 10〃S 3 0 0 0 0 0 0 3
Il2.lOFLS～100FLS 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ13.10〃S- 1ms 00 0 0 0 0 0 0
Ⅰ14. 1ms.-10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ15.10ms-100tls 0 0 0 0 0 0 0 0




Kノ ルヾス内パンチ数 秦 原 コ二 物 生 医 そ 合計I L.パンチ幅 (長) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
KO.特に指定せず 0 1 1 Ⅰ2 1 1 2 8 LO.特に指定せず 0 0 0 3 1 1 1 6
K1. - 101 0 0 0 1 0 0 1 2 L1. - 1fs 1 0 0 1 0 0 1 3
K2.lot- 102 6 0 0 0 0 0 0 6 L2. 1fs～ 10f■S 0 0 0 1 0 0 1 2
K3.102 - 103 10 !0 0 0 0 0 0 10 L3. 10f5-100fs 0 0 0 2 0 0 2 4
K4.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 L4.100fs～ 1ps 8 0 0 0 0 0 1 9
K5.104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 L5. lps- lops 1 0 0 lo 0 0 1 2
K6.105 - 106 1 0 00 0 0 0 1 L6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
K7.106 - 107 0 0 0 0 0 0 0 0 L7.loops- 1ns 2 0 0 0 0 0 0 2
K8.107- 1 0 0 0 0 0 0 1 L8. 1ns～ 10一S 0 0 0 -o 0 0 0 0
L9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0
LlO.100ns～ llS 0 0 0 0 0 0 0 0




エネルギー区分LIMeV 1NeV 5MeV 10MeV20hleV50MeV100WeV200MeV500NeV lGeV 5GeV 1(㍍eV 5Ⅸ;eV10∝eV50α;eVlTeV～ 特に平均ビーム強度5㍊eV110MeV 20MeV50NeV100MeV200MeV500MeV lGeV 5GeV 1∝;eV 50GeV10∝eV500GeV 1TeV 指定せず
- 1fA 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1fA- 10fA 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10fA-100fA 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100fA- 1PA 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1pA- lop九 0 0 0i 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
lop九-100pA 0 0 0 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
100pA- 1nA 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
lnA- 1OnA 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0
lo n九.-100nA 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 Lo 0 0
100nA- l〟且 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 ∈ 2 0 0
lJLA- 1OJLA 3 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 0
10FLA-100lLA 1 0 0 1 0 1 1 1 1 0 0 2 0 9 0 0 0
100FLA- 1mA 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 1 1 0
1n止～ 10mA 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 3 2 2 1
10mA-100mA 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 1 0
100mA- 1 A 1 0 1 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 1 3 2 0








回答者数 回答者の研究分野別人数(重複回答有) ビーム使用形態 (件数)単独 複合
①現在使用中の陽子ビーム 156 素粒子物理学 20 24 0
原子核物理学 35 42 1
エネルギー科学 4 5 0
物質 .材料科学 50 62 4
生命科学 7 7 0
医療利用 22 21 0
その他 18 17 0
②現在 (使用したいが)使用できていな 陽子ビーム 44 素粒子物理学 5 3 0
原子核物理学 8 8 0
エネルギー科学 0 0 0
物質.材料科学 13 16 0
生命科学 3 2
医療利用 6 5 0
その他 9 7 0
③将来使用 したい陽子ビーム 48 素粒子物理学 13 14 1
原子核物理学 8 6 0
エネルギー科学 5 5 0
物質 .材料科学 6 7 0
生命科学 5 4 0















エネルギー範囲 素粒子物理学 原子核物理学 エネルキし科学 物質 .材料科学
① ② ③ (p ② ③ ① ② ③ 止) ② ③
特に指定せず 0 0 00 0 0 001 5 2 0
- 1MeV 1 0 0 4 0 0 0 0 0 23 3 0
1MeV～ 5MeV 1 0 07 00 1 0036 5 1
5MeV～ 10MeV 1 0 05 1 00 009 3 1
10MeV～ 20MeV 1 0 0 7 0 00 0014 4 2
20MeV～ 50MeV 1 0 0 8 0 0 2 0 06 4 1
50MeV～100MeV 1 0 08 0 02 0 06 3 0
100MeV～200MeV 1 0 05 1 1 1 001 5 0
200MeV～500MeV 1 1 0 13 4 2 1 02 2 4 0
500MeV- 1GeV 1 1 0 8 5 3 1 0 2 1 1 0
lGeV～ 5GeV 1 1 0 5 1 5 1 0 2 1 1 3
5GeV～ 10GeV 1 1 0 2 03 00 0 0 00
10GeV～ 50GeV ll 2 3 3 0 0 0 0 0 1 0 0
50GeV～100GeV 1 1 4 2 0 0 0 0 00 0 0
100GeV～500GeV 2 0 0 1 00 0 0 0 0 00
500GeV- 1TeV 10 0 0 01 0 0 0 0 0 0 0
1TeV～ 0 1 9 0 0 0 0 00 0 o io
エネルギー範囲 生命科学 医療利用 その他 合計
① ② ③ Lp ② ③ ① ② ③ Q ② ③
特に指定せず 0 0 0 0 2 0 2 02 7 4 3
- 1MeV 2 1 2 1 0 04 0 2 35 4 4
1MeV～ 5MeV 2 2 0 3 2 2 9 2 1 59 ll 4
5MeV′- 10MeV 0 2 0 2 1 0 2 2 1 19 9 2
10MeV～ 20MeV 1 1 1 5 0 0 2 1 1 30 6 4
20MeV～ 50MeV 1 1 2 3 0 0 4 0 1 25 5 4
50MeV～100MeV 2 1 2 6 1 0 6 1 1 31 6 3
100MeV/-200MeV 2 1 2 6 2 1 6 1 1 22 10 5
200MeV′-500MeV 2 0 0 7 1 2 6 3 2 32 13 8
500MeV- 1GeV 0 0 0 0 0 0 3 4 2 14 ll 7
1GeV～ 5GeV o to 0 0 0 0 3 3 3 ll 6 13
5GeV～ 10GeV 0 0 0 o lo 0 3 0 1 6 1 14
10GeV～ 50GeV 0 0 0 0 0 0 3 0 1 18 2 4
50GeV～100GeV 0 0 0 0 0 0 00 0 3 1 4
100GeV～500GeV 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0
500GeV- 1TeV 0 0 0 0 0 0 0 00 10 1 0
陽子ビームを間接利用する研究などについては､二次 (高次)ビームとして中間子ビームや中
性子ビーム､ 〃粒子ビームあるいは反陽子ビームなどを発生させることに使われてお り､数
100MeV～数 10GeVのエネルギー領域の陽子ビームが使用されている (7T中間子発生 (数 100MeV
-1GeV程度)､ 〃粒子発生 (数 100MeV～数 GeV程度)､ニュー トリノ発生 (数 100MeV～数 GeV程




































回答者数 回答者の研究分野別 tt1一課 形態 原子核物理学分野 物質 .材料科学分野原子核中の中間子交換効果 耐放射性伝導性制御プロセス技術
単独 複合 原子核内の核子-核子相互作用の変化 大気中マイクロPⅠXE分析
156 素粒子物理学 20 24 0 高エネルギー中性子による核反応 低次元構造体の創製
原子核物理学 35 i 42 1 高エネルギー陽子核破砕反応断面領の研究 電子分光 (原子物理学)
エネルギー科学 4 5 0 高励起原子核の研究 電析薄膜の構造解析
物質 .材料科学 5 62 4 相互作用に対する媒質効果 電析膜界面Ⅰn-situ測定
生命科学 7 7 0 不安定核による核物性 半導俸素子のシングルイベント効果 (非研究用<90MeV)医療利用 22 21 の生成




KEK.PS.E248 pD-K+K+XによるHの探索 陽子非弾性散乱によるスピン励起 分析
KEX-PSでの実験 エネルギー科学分野 有用ラジオアイソトー プの製造
K中間子の稀崩壊現象の研究 p-Li単色中性子源とその利用 融合炉用光検出器の研究
カロリメータ研究 Si検出器の特性測定 生命科学分野
ニュー トリノ振動実験 中性子生成二重微分断面積 細胞内微量元素分析
ヒッグス粒子の探索 長寿命核種のkeV中性子捕獲断面核 これの中性子源としてTLi(p,n)78e 低エネルギー陽子線 トラック婦における生物効果原子核中の4'中間子の質量の研究 陽子の生物影響研究
超対称性粒子の探索 物質 .材料科学分野 粒子線照射に対する細胞応答機構
長基線ニュー トリノ実験 RES,PⅠXE 医療利用分野
長基線ニュー トリノ振動実験 PⅠXE分析 Pf汀による画像診断
電子陽子衝突を用いた素粒子構造の研究 S皿artCut pET装置および画質向上の研究
陽子.電子衝突による陽子構造の研究 イオンと物質の相互作用 医療用RⅠ製造
陽子反陽子衝突実験 イオンビームパルスラジオリシス 医療用尺工 (201x1,67Ga, 123I)製造
原子核物理学分野 イオン-原子､イオン-表面相互作用 (原子物理学)癌治療
(p(偏極)､n)反応で生成される核偏極 イオン誘起電子分光 歯質中のフッ素分布分析






GeV領域での核子-核子 (核反応) 荷電変換､エネルギー損失､2次電子放出 陽電子断層撮影装置(PET)






-イペロン生成 元素の定量 宇宙 .地球物質中の微量元素の分析 (地球科学)
核子のスピン構造の研究 照射､電荷交換 運動量分散整合の研究
核破砕反応からの中性子 :γ線生成断面積aIJ定 照射欠陥の研究 (線源として使用) エアロゾルの元素分析 (環境科学)
核破砕反応における反跳特性 照射硬化 .軟化 (照射後試験) 加速器開発のための特性測定
核反応研究 照射誘起変形 (照射中試験) 加速器施設設計法に関する研究
核分裂 水素イオン照射した材料の特性変化 高安定.高エミッタンス.高電流出力の負イオン源開発力の研究 同位体の損傷-の補足現象
原子核スピン .アイソスピン構造の研究 生命科学用RⅠ核種構造 大強度陽子ビームのダイナミクス
原子核のスピン励起の研究 阻止能の研究 放射線治療用ビームの線量測定
A以後､分野標記の省略 として､以下の ものを使 うこともあ る｡












AO. Al, A2. A3. A4 A5. A6. A7. A8. A9 AI0.All,A12.A13.A14,A15 A16









BO. Bl. B2 B3 B4 B5. B6. B7. B8 B9. BIO. Bll. B12. 813. B14 B15
(A E/∈I)
園 Q 2-29 ヰ 子 ビー ム (現 在 使 用 中 ) エ ネ ル ギ -分 解 能 区 分 毎 の 回 答件 赦
A.エネルギー 秦 原 コ二 初 坐 医 そ 合計 B.エネルギー分解能(△E/E:港) 秦 原 ∴二 物 坐 医 そ 合計
AO. 特に指定せず 0 0 0 5 0 0 2 7 BO. 特に指定せず 5 5 1 32 0 7 4 54
A1. - lMeV 1 4 0 23 2 1 4 35 B1.12.8 - 0 0 0 0 0 00 0
A2. 1MeV～ 5MeV 1 7 1 36 2 3 9 59 B2. 6.4 -12.8 1 0 0 1 0 1 0 3
A3. 5MeV～ 10MeV 1 5 0 9 0 2 2 19 83. 3,2 - 6.4 0 1 0 3 1 1 0 6
A4, 10MCV～ 20MeV 1 7 0 14 1 5 2 30 B4. 1.6 .- 3.2 0 0 2 5 3 5 1 16
A5. 20MeV′- 50MeV 1 8 2 6 1 3 4 25 B5. 0.8 - 1.6 2 4 0 8 1 5 1 21
A6. 50MeV～100MeV 1 8 2 6 2 6 6 31 B6. 0.4 - 0.8 1 0 0 5 0 1 0 7
A7.100MeV～200MeV 1 5 1 1 2 6 6 22 B7. 0.2 /- 0.4 0 2 0 4 0 3 1 10
A8.200MeV～500MeV 1 13 1 2 2 7 6 32 B8. 0.1 - 0.2 2 9 0 5 0 3 1 20
A9.500MeV- 1GeV 1 8 1 1 0 0 3 14 B9. 0.05- 0.1 5 7 2 3 0 1 2 20
Å10. 1GeV～ 5GeV 1 5 1 1 0 0 3 ll B10.0.02- 0.05 2 2 0 1 0 0 0 5
All.5GeV～ lOGeV 1 2 0 0 0 0 3 6 Bll.0.01′-0.02 1 5 0 1 0 0 0 7
Al2,10GeV～ 50GeV ll 3 0 1 0 0 3 18 B12.0.005- 0.01 4 8 0 0 0 0 3 15
A13.50GeV～100GeV 1 2 0 0 0 0 0 3 Bl3.0.002- 0.005 0 0 0 0 0 0 0 0
A14.100GeV′-50α;eV 2 1 0 0 0 0 0 3 B14.0.001- 0,002 0 1 0 2 0 0 1 4













CLO CLl. CL2 CL3. CL4. CL5 CL6 CL7. CL8. CL9. CLIO
園 Q 2- 30 岸 子 ビー ム (現 在 使 用 中 ) ビー ム 長径 区 分 毎 の 回 等 件 故
CS.ビー ム径(短径)
CSO. CSl. CS2 CS3 CS4. CS5 CS6. CS7. CS8. CS9 CSIO
Ei]Q 2-31 FA子 ビー ム (現 在 使 用 中 ) ビー ム短 径 区 分 毎 の 回 答 件 数
cL ビーム長径 秦 原 ここ 初 坐 医 そ 合計 CS.ビーム短径 秦 原 - i物 坐 医ゝ そ 合計
CLO.特に指定せず 1 1 1 9 1 3 2 18 CSO. 特に指定せず 1 1 1 7 0 3 2 15
CL1. - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS1. - 1nm 0 0 oヨo 0 0 0 0
CL2. 1nm～ 10nm 0 0 0 1 0 0 0 1 CS2. 1m′-lon仙 0 0 0 1 o ≒o 0 1
CL3.10nm～100nm 0 0 0 00 0 0 0 CS3.10mm/-100nm 0 0 0 1 0 o )o 0 0
CL4,100ntT]～ lFlm 0 0 0 7 0 0 2 9 CS4.100nrn- 1/Jn] 0 0 0 4 0 0 2 6
CL5. 1/⊥m～ 10〃m 0 0 0 .I 1 1 4 10 CS5. 1FLTn～ 10FLm 1 0 0 2 l l 4 9
CL6.10pTn～100Jlm 5 1 0 5 0 0 2 13 CS6.10fJm～100〃m 6 1 0 4 0 0 2 13
CL7.100Flm～ l mn] 2 8 0 12 1 1 2 26 CS7.100FLm- 1tTm 3 7 0 10 1 1 2 24
CL8, 1mmノー 1cm 9 30 4 25 2 10 6 86 CS8. 1mm～ 1cm 9 27 4 23 1 8 6 78














DO DI D2 D3 04 D5 D6 D7 D8 Dg DIO Dll D12 D13 014 D15 D16 D17






EO EI E2 E3. E4. E5 E6. E7 E8. E9.
(rnrn･nrJd)
回Q2-33 梓子ビーム(現在使 用 中) 規格化エミッタンス区分 毎 の回答件数
T),平均 ビーム強度(pソsec) 莱 原 コ二 物 隻 医 そ 合計 E.規格化エミッタンス(7Tmm .rnrad) 秦 原 二⊂_ 物 坐 ∃医? そ 合計
fX). 特に指定せず 0 1 0 7 0 1 0 9 EO.特に指定せず 3 13 3 39 3 8 5 74
n1. .- 1fA 1 1 0 1 0 0 1 4 E1.103-- 0 0 0 0 0 0 0 0
D2. 1fA′-10fA 0 1 0 0 0 0 0 1 E2.102-103 0 1 0 1 1 1 1 5
I)3. 10fA-100fA 1 1 01 0 0 0 3 E3.10l～102 1 5 0 3 0 5 1 15
D4.100fA- 1pA 1 1 1 0 1 0 0 4 E4. 1-101 7 12 1 4 0 5 3 32
[垢. 10pA-100pA 1 3 0 5 1 2 3 15 E6.10~2-lo一l 1 0 0 1 0 0 2 .1
r)7.100pA- 1nA 1 2 0 9 0 1 1 14 E7.10-3-10-2 0 1 0 1 0 0 0 2
D8. 1nA- 10nA 1 4 1 17 2 6 3 34 E8.10~4-10~3 1 0 0 1 0 0 1 3
D9. 10nA-100nA 1 ll 0 23 0 5 0 40 E9. - 10ー 4 3 0 0 1 1 1 2 8
D10.100mA- 1/JA 5 15 1 19 0 1 4 45
Dll. 1〃A- 10〃A 2 13 1 9 2 4 1 32
Dl2.10FLA-100FLA 0 3 04 2 7 0 16
D13.100pA～ 1汀止 0 0 0 1 0 3 2 6
D14, 1rnA- lo血l 0 0 0 0 0 0 3 3
D15.10mA-100TnA 6 0 0 0 0 0 2 8
D16.100mA- 1 A 1 0 0 0 0 0 1 2














FI F2 F3 F4
1≠ ビーム idE的パル スビ-ム パルスビ-ム その 地







G【l GI G2 G3 G4 G5 G8 G 7 G8 G9 GIO a ll G12 G13 G14 G15Qll Q17 018 G19 620 G21 G22
固 Q 2 1 35 竹 子 ビ ー ム (現 在 使 用 中 ) ビ ー ム 継 続 時 rul区 分 毎 の 回 書 件 数
F. ビー ム時間構造の型 秦 原 エ 初 隻 医 そ 合計 G.ビーム継続時間 秦 原 ここ 物 坐 医 そ 合計
F1.連続ビーム 1 13 0 50 3 5 9 81 GO.特に指定せず 2 川 1 15 2 5 2 37
F2.連続的パルスビーム 13 18 3 12 4 15 4 69 G1, - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
7 13 2 5 1 4 4 36 G2. 1f5- 10fs 0 0 0 'o 0 0 0 0
F4.その他 0 2 0 1 0 1 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0
G4.100fs～ lps 0 0 0 0 0 0 0 0
G5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G6. 10ps～100ps 0 1 0 1 0 0 0 2
G7.loops- 1ns 0 4 0 3 0 0 0 7
G8. 1ns～ 10ns 0 1 0 1 0 0 0 2
G9. 10ns～100ns 0 1 0 1 2 2 1 7
G10.loons- 1fJS 1 0 0 0 0 0 1 2
GIL. lFLS～ 10FLS 2 0 0 2 0 0 0 4
G12.10人上S～100f▲S 0 0 0 0 0 0 0 0
G13.100f⊥S～ lms 0 0 0 0 0 0 1 1
G14. lrns～ 1017)S 0 0 0 0 0 0 1 1
G15.10ms～100ms 0 1 0 0 0 1 0 2
G16.100rns- 1 S 0 2 0 0 0 1 0 3
G17. l s～ 10 S 2 6 1 1 0 2 0 12
G18.10 S～100 S 0 0 0∃2 1 4 0 7
G19.100 S～ 103S 0 1 0 8 0 4 2 15
G20.103S～ 104S 0 4 1 14 2 ;3 5 29




H.パルス繰 り返し(Hz) 寡 原 二こ 初 坐 医 そ 合計 Ⅰ.パルス幅 (長) 秦 原 ここ 初 坐 医 そ 合計
HO.特に指定せず 1 4 1 5 0 4 0 15 Ⅰ0.特に指定せず 1 7 1 4 0 4 0 17
Hl. ～ 0.1 1 0 0 0 0 0 1 2 Ⅰ1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H2.0.1- 1 5 1 0 1 0 0 1 8 Ⅰ2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H3.1 - lot 1 0 0 1 0 0 1 3 Ⅰ3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H4.101- 102 1 0 0 0 0 1 2 4 Ⅰ4.100fs～ lps 0 0 0 0 0 0 0 0
H5.102- 103 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H6.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ6. 10ps～100ps 0 0 0 1 0 0 0 1
H7.104- 105 0 0 0 0 2 1 0 3 Ⅰ7.100ps～ lns 0 2 0 0 0 0 0 2
H8.105- 106 0 3 0 1 0 0 0 4 I8. lns～ lOns 2 1 1 1 0 0 1 6
H9.106- 3 3 1 0 0 0 0 7 Ⅰ9. 10ns～100ns 0 0 0 1 0 1 0 2
Ilo.100ns～ lFLS 2 0 0 0 0 0 0 2
Ill, lFLS～ lOFLS 1 0 0 1 2 1 1 6
Ⅰ12.10′tS～100f⊥S 0 0 0 1 O ho 1 2
Ⅰ13.100FLS- 1【ns 0 0 0 0 0 0 2 2
Ⅰ14. 1ms～ 10n】S 0 0 0 0 0 0 2 2
Ⅰ15.10ms.-looms 0 0 0Eo 0 0 0 0




K.パルス内パンチ数 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 L.パンチ幅 (長) 秦 原 二に 初 坐 医 そ 合計
Xo.特に指定せず 0 7 2 5 1 5 2 22 LO.特に指定せず 0 7 2 5 0 .1 3 21
Ⅹ1. - 101 5 0 0 1 0 1 1 8 Ll. ～ 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
x2,101- 102 0 0 0 0 0 0 0 0 L2. 1fs.-10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅹ3.102- 103 0 0 0 0 0 0 0 0 L3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K4.103- loヰ 0 0 0 0 0 0 0 0 L4.100fs～ lps 0 0 0 0 0 0 0 0
K5.104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 L5. 1ps～ 10ps 0 0 0 弓o 0 0 0 0
Ⅹ6.105- 106 0 0 0 0 0 0 0 0 L6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 1 1
K7.106- 107 0 0 0 0 0 0 0 0 L7,100ps～ lns 1 0 0 1 0 0 1 3
K8.107- 1 0 0 0 0 0 0 1 L8. 1ns～ 10ns 2 0 0 ll 0 0 1 4
L9. 10ns～100ns 2 0 0 0 0 1 0 3





エネルギー区分 -1MeV 1NeV 5WeV 10MeV20MeV 50NeV100MeV200NeV500MeylGeV 5GeV 1∝;eV50GeV10∝eV50KeV1TeV～ 特に平均ビー ム強度 5NeV 10MeV20NeV50NeV100NeV200MeV500NeV 1Gelr 5GeV 1∝;eV5∝;eVlo∝;eV500GeV1TeV 指定せず
～ lfA 3 4 i3 3 3 3 3 3 3 0 0 0 0 00 0 0
1fA～ 10fA 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0
10fA-100fA 0 0 0 1 1 1 1 1 1 0 0 1 0 o 巨 0 0
100fA- 1pA 1 0 0 0 0 0 1 1 2 1 0 0 0 1 0 0 0
1pA- lop九 1 3 0 0 1 1 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0
10pA-100pA 3 10 0 0 0 1 1 2 1 1 0 1 1 1 0 0 2
100pA- 1nA 5 !8 ー 2 2 0 2 3 3 1 0 0 2 0 0 0 0 2
1nA- lon九 10 16 5 3 0 3 6 ll 1 0 0 0 0 0 1 0 2
lOnA-100nA 5 13 5 5 3 9 6 8 1 1 0 3 0 0 0 0 1
100rhq- 1/JA 8 巨 1 巨 8 6 8 8 9 2 2 2 6 0 0 0 0 2
lFLA- 10JIA 7 112 5 7 9 10 5 4 1 1 1 3 0 00 0 0
lo〟且-100〃A 2 5 2 8 2 3 2 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0
100FLA- 1n止 2 1 2 2 3 1 1 1 1 1 1 1 0 0 【 o 0 1
1mA- 10mA 2 2 巨 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1
10mA-100mA 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 6 0 1
100mA- 1 A 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 0 1





回答者数 回答者の研究分野別(人数) ビーム使用形態(件数) エネルギー科学分野 物質 .材料科学分野
(p(偏極)､n)反応で生成される不安定核のモーメント 微細構造光学素子の開発単独 !複合 放射性エアロゾル 生成機構
44 素粒子物理学 5 3 0 高エネルギ-範囲により現在できない 陽電子寿命測定法による原子空孔欠陥等の研究
原子核物理学 8 8 0 核破砕反応による不安定核の研究 生命科学分野
エネルギー科学 0 0 0 原子核スピン.アイソスピン構造の研究 サブミクロンレベルでの細胞不均等照射
物質 .材料科学 13 16 ー中性子による核反応
生命科学 3 2 0 高励起原子核の研究 医療利用分野
医療利用 i6 5 0 相互作用に対する媒質効果 日常の診療に利用
その他 9 7 0 偏極陽子入射反応 放射線治療 (口腔ガン)
素粒子物理学分野 陽子による中性子生成 陽子線によるがん治療
K+中間子の稀崩壊K◆一 花† 物質 .材料科学分野
薪粒子探索 生命科学用RⅠ核種構造 その他
太陽ニュー トリノ検出実験 半導体素子のシングルイベント効果 (非研究用､ 減速距離 (前方)の叔rJ定
長基線ニュートリノ振動実験 >lOOMeV) 宇宙.地球物賓中の微丑元素の分析 (地球科学)
A以後､分野標記の省略 として､以下のものを使 うこともあるO




AO. Al. A2 A3. A4 A5. A6. A7. A8 A9. AIO. All A12･ A13･ A14･ A15 A16･
国Q2-37 qL子 ビー ム (使 用できていない) エネル ギ- 区 分 毎 の 回 書 件 赦
B.エネルギー分解能
80 BI B2. B3 B4 85 B6 87 B8 B9 BIO all. B12 B13 B14 B15
(△E/た■)
園 Q 2-38 様 子 ビー ム (使 用 できていない ) エネル ギ ー分 解 能 区分 毎 の 回答 件 数
A.エネルギー 秦 原 コ二 物 坐 医 そ 合計 B.エネルギー分解能(△E/E:%) 秦 原 ここ 初 坐 医 そ 合計
AO. 特に指定せず 0 0 0 2 0 2 0 4 BO. 特に指定せず 2 1 0 9 2 2 3 19
A1. - 1MeV 0 0 0 3 1 0 0 4 B1.12.8 - 0 0 0 0 0 0 0 0
A2. 1MeV～ 5MeV 0 0 0 5 2 2 2 ll B2. 6.4 -12.8 0 00 1 0 0 0 1
A3, 5MeV～ 10MeV 0 1 0 3 2 1 2 9 83. 3.2 - 6.4 0 0 0 1 0 0 0 1
A4. 10MeV～ 20MeV 0 0 0 4 1 0 1 6 B4. 1.6 - 3.2 0 0 0 1 1 0 2 4
A5. 20MeV～ 50MeV 0 0 0 4 1 0 0 5 B5. 0.8 - 1.6 0 2 0 2 0 1 0 5
A6. 50MeV′-100MeV 0 0 0 3 1 1 1 6 B6. 0.4 - 0.8 1 0 0 0 0 0 0 1
A7.100MeV～200MeV 0 1 0 5 1 2 1 10 B7. 0.2 - 0.4 0 0 0 1 0 0 1 2
A8.200MeV～500MeV 1 4 0 4 0 1 3 13 B8, 0.1 - 0.2 0 2 0 0 0 2 1 5
Å9.500MeV- 1GeV 1 5 0 1 0 0 l4 ll B9. 0.05-′0.1 0 1 0 0 0 0 0 1
A10. lGeV～ 5GeV 1 1 0 1 0 0 3 6 B10.0.02- 0.05 0 2 0 0 0 0 0 2
All. 5GeV- 1α;eV 1 0 0 0 0 0 0 1 Bll.0.01- 0.02 0 0 0 0 0 0 0 0
Al2.10GeV～ 50GeV 2 0 0 0 0 0 0 2 812.0.005- 0.01 0 1 0 1 0 0 1 3
A13.50CCV～100GeV 1 0 0 0 0 0 0 1 B13.0.002-ノ0.005 1 0 0 00 0 1 2
Å14.lo∝;eV～500GeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B14.0.001- 0.002 0 0 0 0 0 0 1 1




CLO. CL1 CL2. CL3. CL4 CL5. CL6 CL7. CL8 CL9 CLIO
国 Q 2- 39 牧 子 ビー ム (使 用 できていない ) ビーム 長 径 区 分 毎 の 回答 特 赦
cs.ビー ム軽く短径)
CSO. CSl. CS2. CS3. CS4. CS5. CS6. CS7. CS8. CS9. CSIO.
周 Q2-40 沸子 ビーム(使用できていない) ビーム短径 区分毎の回答件鼓
CL. ビーム長径 秦 原 二【二 物 隻 医 そ 合計 CS.ビーム短径 秦 原 コ二 初 坐 医 そ 合計
CLO.特に指定せず 0 1 0 2 2 3 1 9 CSO. 特に指定せず 0 1 0 2 2 3 1 9
CL1. - 1r皿 0 0 0 0 0 0 0 0 CSl. ～ 1nm 0 00 0 00 0 0
CL2. 1nm～ 10nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS2. 1nm～ 10Ⅰ一皿 0 0 0 0 00 0 0
CL3.10nm～100nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS3.10nm～lOOnrn 0 0 0 0 0 0 0 0
CL4.100∫一m- lメ川 0 0 0 6 0 0 0 6 CS4.100nm～ 1lLm 0 0 0 2 0 0 0 2
CL5. 1FLm～ 10pm 0 0 0 0 0 0 1 1 CS5. lf▲m～ 10fJm 1 0 0 0 0 01 2
CL6.lOFLm～lOOFLnl 1 0 0 0 0 0 0 1 CS6.10〃m～100fJm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL7.100FLm～ 1m 1 2 0 1 0 0 0 4 CS7.100FLTq～ 1Tnm 1 2 0 1 0 0 0 4
CL8. irtm～ 1cm 1 7 0 6 0 2 1 17 CS8. 1mm～ 1cm 1 6 0 6 0 1 1 15
CL9. 1cm～ 10cm 2 0 0 2 1 0 3 8 CS9. 1cm1 10cm 2 0 0 2 1 1 5 ll
- 6 9 -
この責は②使用できていない障子ビームのT-1タを示していまも
D.平均ビー ム強度
DD DI D2. D3 D4 D5 D6 D7 D8 D9 DIO Dl1 012 D13 D14 D15 D16 D17
(p◆/flc)
国 Q 2-41 鳥子 ビー ム (使 用 できてい ない) 平 均ビ- ム 強 度 区 分 毎 の 回 事 件 鼓
E.規格化エミッタンス
EO El. E2 E3 E4. E5 亡6. ∈7 亡8. E9
(方rlm･rTlrAd)
国 Q 2-42 格 子 ビー ム (使 用 できて い な い ) 規 格 化 エミッタンス 区 分 毎 の 回 答 件 牡
I).平均 ビーム強度(p十′sec) 秦 原 二亡. 物 坐 医 そ 合計 E.規格化エミッタンス(7Tmm .nrad) 秦 原 エ 物l 坐 ⇒∈医 そ 合 計
DO.特に指定せず 0 0 0 0 2 2 1 5 EO.特に指定せず 1 4 0 7 3 1 5 21
D1. - 1fA 1 0 0 0 0 0 0 1 E1.103- 0 0 0 0 0 0 0 0
D2. 1fA- 10fA 0 0 0 0 0 0 0 0 E2.102-103 0 0 0 0 0 0 0 0
D3. 10fA-100fA 0 0 0 1 0 0 0 1 E3.101-102 0 0 0 0 0 0 1 1
D4.100fA- 1pA 0 0 0 0 0 00 0 E4. 1-101 1 2 0 1 0 2 2 8
D5. 1pA- lop九 0 1 0 00 0 0 1 E5.lo一l- 1 1 3 0 1 0 1 1 ー7
D6. 10DA～100pA 0 0 0 1 1 0 0 2 E6.10~2-loll 0 0 0 1 0 0 1 2
D7,100pA- 1nA 0 0 0 3 1 0 0 4 E7.10~3-10~2 0 0 0 0 0 0 0 0
D8. 1mA- lon九 0 0 0 0 0 2 2 4 E8.10-4-lol 0 0 0 0 0 0 0 0
D9. 10nA～100nA 1 4 0 0 0 0 0 5 E9. -10~4 1 0 0 1 0 0 0 2
D10.100nA- 1pA 0 4 0 3 0 0 0 7
Dll. lJIA- 1OFLA 2 3 0 2 0 01 8
D12.10〃A-100〃A 0 0 0 0 0 01 1 l
D13.100pA- 1TnA 0 i 0 1 0 1 3 6
r)14. 1汀止～ 10mA 0 0 0 2 0 0 3 5
D15.10mA-100mA 0 0 0 1 0 0 1 2
D16,100托A- 1 A 1 0 0 0 0 0 0 1








国 Q2-43 規 子 ビーム (使 用 できていない) ビーム 時 rBl柵 造の 型 区分 毎 の 回 答 件 赦
G.ビー ム継続時間
GO GI G2 63 64 65, G6 G7 G8 G9 GIO Gll G12 G13 G14 G15 G16 G17.G18 619 G20 G21 G22
囲 Q2-44 鶏子 ビーム(使用 できていない) ビーム♯ 続 時 間区分毎の 回答 件 赦
F.ビー ム時間構造の型 秦 原 ここ 物 坐 医 そ 合計 G.ビーム継続時間 秦 原 二⊂. 初 生 医 そ 合計
Fl.連続ビーム 1 3 0 10 2 0 2 18 GO.特に指定せず 1 3 0 6 2 2 2 16
F2.連続的パルスビー ム 2 4 0 3 0 1 4 14 Gl. ～ lfs 0 0 0 0 0 0 0 0
2 2 0 2 0 1 3 10 C2. lfsJ- 1Ofs 0 0 0 0 0 0 0 0
F4.その他 0 2 0 0 0 1 0 3 G3. 10fs-1OOfs 00 0 00 0 0 0
G4.100fs～ 1ps 0 00 0 0 0 0 0
G5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G7.lOOps～ lTIS 0 1 0 0 0 0 0 1
G8. 1nsへ 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
G9. 10ns.-loons 0 0 0 0 0 0 0 0
G10.lOOns～ lFLS 2 0 0 0 0 0 0 2
Gll. 1〃5- lops 0 0 0 0 0 00 0
G12.10FLS～iOOFLS 0 0 0 0 0 0 0 0
G13.100FLS～ lms 0 0 0 1 0 0 1 2
G14. 1msへ 10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
G15.10msへ100ms 0 1 0 0 0 0 0 1
G16.looms- 1 5 0 1 0 0 0 1 1 3
G17. l sJ- lO s 1 1 0 0 0 0 0 2
G18.10 S-.loo s 0 0 0 0 1 0 0 1
G19.loo s- loss 0 1 0 2 0 ,1 1 5
G20.loョs-′104S 0 0 0 2 0∃o2 4




H.パルス繰り返し(Hz) 秦 原 二L 物 隻 医 そ 合計 Ⅰ.パルス幅 (長) 秦 磨 二こ 物 坐 医 そ 合計
HO.特に指定せず 1 1 0 0 1 3 1 7 Ⅰ0,特に指定せず 1 1 0 0 1 1 1 5
H1. .- 0.1 1 0 0 0 0 0 0 1 Ⅰ1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H2.0.1- 1 00 0 0 0 2 1 3 Ⅰ2. 1fs.-10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H3.1 - 101 0 0 0 0 0 0 00 Ⅰ3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H4.101- 102 0 0 0 1 0 0 2 3 Ⅰ4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
15.102- 103 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H6.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H7.104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ7.100ps～ lns 0 0 0 0 00 0 0
H8.105- 106 0 0 0 0 0 0 1 1 Ⅰ8. 1ns～ 10ltS 0 0 0 0 0 0 0 0
H9.loも- 0 0 0 0 0 0 1 1 Ⅰ9. 10ns～100ns 0 00 0 0 0 0 0
110.100ns～ lfJS 0 00 0 0 0 2 2
Ⅰ11. 1′▲S～ 10〃S 0 0 0 00 0 1 1
Ⅰ12.10ILS～100JjS 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ13.lOOflS- 1ms 0 0 0 1 0 0 1 2
Ⅰ14. 1ms～ 10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ15.10mS～100ms 0 00 0 0 0 0 0




冗.パルス内パンチ数 秦 原 エ 物 隻 医 そ 合計 L.パンチ幅 (長) 秦 原 コ二 物 坐 医 そ 合計
Ⅹ0.特に指定せず 0 1 0 0 1 1 3 6 LO.特に指定せず 0 1 0 0 1 1 2 5
Ⅹ1, ～ 10l 0 0 0 0 0 1 1 2 Ll. ～ lfs 0 0 0 0 0 0 0 0
K2.101- 102 0 0 0 0 0 0 0 0 L2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
X3.102- 103 0 0 0 0 0 0 0 0 L3. 10fs′-100fS 0 0 0 0 0 0 0 0
K4.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 L4.100fs～ lps 0 0 0 0 0 0 0 0
K5.104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 L5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
X6.105- 106 0 0 0 0 0 0 0 0 L6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
X7.lob- 107 0 0 0 0 0 0 0 0 L7.100ps～ lns 1 0 0 0 0 0 0 1
K8.107- 1 0 0 0 0 0 0 1 L8. 1ns～ 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
L9. 10ns′-loons 0 0 00 0 1 1 2




エネルギー区分lMeV 5MeV 10NeV20MeV50MeV100MeV200NeV500MeV 1GeV 5GeV 1α;eV 50GeV10∝eV500GeVlT ～ 特に指定平均ビーム強度 ～lMeV 5NeY 10〟eVら 20VeV50Mey100AleV200Mey500VeV lGeV 5GeV 10GeV 5∝eV100GeV50∝eV lTeV eV せず
- 1fA 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0
lfA- 10fA 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10fA′-100fA 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100fA- 1PA 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1pA- lop九 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0
lop九-100pA 1 2 t l 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100pA- 1nA 3 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1nA- 10nA 0 1 0 0 0 2 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0
lon上-100nA 0 0 1 0 0 0 0 1 3 1 0 1 1 0 0 0 0
100nA- 1fJA 0 0 2 2 2 2 2 5 4 1 0 0 0 0 0 0 1
1pA- 10FLA 0 0 1 2 2 1 2 3 2 0 0 1 0 0 0 0 0
lOJLA-100lLA 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100pA- 1mA 0 1 0 0 0 0 1 2 3 1 0 0 0 0 0 0 0
1mA- 10mA 1 1 1 0 0 0 0 1 2 2 0 0 0 0 0 0 0
10mA-100mÅ 1 1 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0
100mA- 1 A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0





回答者数 回答者諾 分野別 憲 慧 素粒子物理学分野 エネルギー科学分野電子板子衝突をもちいた素粒子構造の研究の発展形 加速器駆動末臨界炉の基礎研究核変換の実測
48 素粒子物理学 13 14 1 Higgs粒子の探索
K◆中間子の稀崩壊K◆-花Y 物質 .材料科学分野
原子核物理学 8 6 0 KOL中間子の稀崩壊KOl/一花† 気液界面上の単分子膜の組成分析
ATⅠAS実敦 金属中の点欠陥の挙動
エネルギー科学 5 5 0 J1肝 有用ラジオアイソトー プの製造
ニュートリノ振動実験 生命科学分野
物質 .材料科学 6 7 0 ヒッグス粒子､超対称性粒子の探査 サブミクロンレベルでの細胞不均等照射
長基線ニユ-トリノ 細胞内DNA損傷の解析
生命科学 5 4 0 長基線ニュートリノ実験 染色体と修復の関係
原子核物理学分野 医療利用分野
医療利用 5 4 0 (p(偏極)､n)反応での偏極移行 がん治療
KEKの陽子シンクロトロンの2次ビー ムで時々仕事をしている.D2とT2ビ-ムラインの使用を見てください○ その他その他 6 4 2 ビー ム衝突におけるビー ム物理正負イオン同時加速
衝突ビー ムによる陽子クラスタ kーI)OCkout反応 大強度ビー ムにおけるビー ム物理
不安定核の生成 大強度陽子ビー ムのダイナミクス
A以後､分野標記の省略として､以下のものを使 うこともある｡




AO. AI A2 A3. A4 A5 A6 A7 A8 A9. AIO. All A12 A13. A14 A15 A16
図Q2- 46 格子 ビーム (将 来使 用 したい) エネル ギ- 区分 毎の 回答件数
B.エネルギー分解能
BO BI B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 BI0 Bl1 812 813 814 B15
(△ E/Et)
固 Q 2-47 碍 子 ビー ム (将 来使 用 したい) エネル ギ - 分 解 tE区分 毎の 回答 件 鞍
A.エネルギー i素 局 エ (初 坐 医 そ 合計 B.エネルギー分解能(△E/E:港) 秦 原 [エ 喜物1 坐 医 そ 合計
AO, 特に指定せず 0 0 1 0 0 0 2 3 BO. 特に指定せず 6 2 3 6 tl 1 1 20
A3. 5MeV～ 10MeV 0 0 0 1 0 0 1 岳2 B3. 3.2 - 6.4 0 1 1 io 0 0 0 2
A4_ lOMeV～ 20MeV 0 00 2 1 0 1 4 B4. 1.6 .-3.2 0 01 0 1 0 0 2
A5. 20MeV～ 50MeV 0 0 芦o 1 2 io 1 4 B5. 0.8 - i.6 1 0 0 0 0 0 1 2
A6. 50MeV～100MeV 0 0 0 0 2 0 1 3 B6. 0.4 - 0.8 0 0 0 0 1 0 0 1
A7.100MeV～200MCV 0 1 0 0 2 1 1 5 B7. 0.2 - 0,4 0 0 io 0 1 1 1 3
A8.20OMeV～500lfeV 0 2 2 00 2 2 8 88. 0.1 - 0.2 0 i loio o /3 1 5
A9.500hleV- 1GeV 0 3 E2 0 0 0 2 7 B9. 0.05- 0.1 1 3 0 j o 0 0 1 5
A10, 1GeV～ 5GeV 0 l5 2 3 0 0 3 13 BlO.0,02- 0.05 1 3 0 0 0 0 0 4
All. 5GeV～ 10GeV 0 !3 000 0 1 4 Bll.0.01/-0.02 1 3 0 0 o h 0 4
Al2.10GeV～ 50GeV 3 00 0 0 0 1 4 B12.0.005--0.01 2 1 o §o 0 0 0 3
Al3.50GeV～lOOGeV 4 0 0 To 0 0 0 4 BIB.0.002- 0.005 0 1 0 0 0 0 0 1
A14.100GeV～500GeV 0 00 00 0 0 0 B14.0.001- 0.002 0 1 0 0 0 0 0 1




CLO Cい . CL2 CL3 CL4. CL5 CL6 CL7. CL8. CL9 CL10
回 Q 2- 48 幹 子 ビー ム (将 来 使 用 した い) ビー ム 長 径 区 分 毎 の 回 事 件 赦
cs.ビーム軽く短径)
CSO CSI CS2 CS3 CS4 CS5､ CS6 CS7 CS8t CS9､ CSIO
園 Q 2- 49 暁 子 ビー ム (将 来 使 用 した い ) ビー ム 短 径 区 分 毎 の 回 答 特 赦
CL. ビーム長径 秦 原 コ二 初 隻 医 そ 合計 CS. ビ-ム短径 秦 原 エ 物 坐 l医 そ 合計
CLO.特に指定せず 4 0 2 0 2 2 1 ll CSO. 特に指定せず 3 0 2 0 1 2 1 9
CL1. - 1nm 0 1 0 0 0 0 0 1 CS1. - 1nm 0 1 0 0 0 0 .0 1
CL2. 1nTrl～ lOnTn 0 1 0 0 0 0 1 2 CS2. 11一m～ 10mm 0 1 0 0 0 0 1 2
CL3.10nrコ～100nm 0 1 0 0 1 0 1 3 CS3.10nm～100nm 0 1 0 0 2 0 1 4
CL4.100nrn- 1pm 0 1 0 0 1 0 0 2 CS4.100nm- l〟m 0 1 0 0 1 0 0 2
CL5. 1FLm～ 10FLrn 2 1 0 1 1 1 0 6 CS5. 1〃m～ 10〃m 2 1 0 1 1【 1 0 6
CL6.10FLm～100FLm 0 2 0 0 0 0 1 3 CS6.10〟m～100〃m 0 2 0 0 0 0 1 3
CL7.100FLm～ lnm 4 2 0 0 0 0 1 7 CS7,100〃m～ 1mm 4 2 0 0 0 0 1 7
CL8, 1 m ～ 1cm 3 4 2 2 0 1 2 14 CS8. 1 mm～ 1cm 2 3 2 2 0 1 2 12




DO. Dl. D2 03. D4 D5 D6 D7. DB D9 DIO Dll D12 D13. D14. D15 016 D17
(■◆′●ち)















EO. El. E2. E3. ∈4. ES. E6. E7. E8. E9.
(x rTlrTl･nrLd)
囲Q2- 51 幹子 ビーム (将 来 使 用 した い) 規 格 化エミッタンス区 分 毎 の 回 答 件 救
D.平均ビーム強度(pソsec) 秦 原 コ二 物 生 医 そ 合計 E.規格化エミッタンス(7Tmnl.mrad) 秦 原 二r二 初 坐 医 そ 合計
DO. 特に措定せず 2 1 2 1 2 0 2 10 EO.特に措定せず 3 1 2 3 2 4 1 16
D1. - 1fA 0 0 0 0 1 0 0 1 E1.103- 0 0 0 0 0 0 0 0
D2. 1fA′-10fA00 0 0 1 0 0 1 E2.102-103 0 0 0 0 0 0 0 0
D3. 10fA.-100fA 0 1 0 0 0 0 0 1 E3.101-102 1 0 0 0 0 0 0 2
D4.100fA- 1pA 0 1 0 0 0 0 0 1 E4. 1-101 4 3 1 2 0 1 2 13
D6. 10pA-100pA 1 1 0 0 0 0 0 2 E6.10~2- lo一l 1 1 0 0 0 0 2 4
D7.10 pA- 1nA 1 1 0 0 0 0 0 2 E7.10ー3-10-2 0 1 0 0 0 0 0 1
D8. 1rLA- lon九 1 3 0 0 0 0 0 4 E8.10~4-10~3 0 1 0 0 0 0 0 1
D9. 10nA-100nA 1 3 00 0 2 0 6 E9. -10~4 0 1 0 0 0 0 0 1
D10.100nA- 1〃A 3 1 00 0 0 0 4
Dll. llLA- 10FLA 3 2 0 2 0 0 0 7
D12.10/⊥A-100〃A 1 0 0 0 0 0 0 1
D13.100〃A- 1mA 0 1 0 2 1 0 1 5
D14. 1mA- 10rnA 1 0 2 1 0 0 2 6
D15.10mA-100mA 1 0 1 0 0 2 1 5
D16.100mA- 1 A 2 0 0 0 0 0 1 3









国Q2-52 操子ビーム (将 来使 用 したい) ビーム時 間 柵 立 の型 区 分毎 の 回 答件 政
固 Q 2-53 FI子 ビ- ム (将 来 使 用 した い ) ビー ム 推 横 時 rPl区 分 毎 の 回 答 件 汝
F.ビー ム時間構造の型 秦 原 ここ 初 坐 医 そ 合計 G.ビーム継続時間 素 原 コ二 物 生 i医 そ 合計
FL連続ビーム 4 3 1 3 3 2 2 18 GO.特に指定せず 2 3 2 3 1日 1 13
F2,連続的パルスビーム 6 5 2 3 1 3 2 22 G1. -- 1fs 0 0 0 0 oEo0 0
F3_パ′レスビーム 2 4 1 2 0 0 2 ll G2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 oio 0 0
F4,その他 0 0 1 0 0 0 0 1 G3. 10fs～100fs 00 0 0 oho 0 0
G4.lOOfs～ lps 00 0 0 0 0 0 0
G6. 10ps～100ps 00 0 2 0 0 0 2
G7.loops- 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
G8. 1ns～ 10ns 1 0 0 0 0 0 0 1
G9. lOns～lOOns 00 0 0 0 0 0 0
G10.loons- 1FLS00 0 0 0 0 0 0
i Gll. 1〃S～ 10f▲S 1 0 0 0 0 0 0 1
G12.10fJS～100f⊥S 00 0 0 o lo 0 0
G13一1001⊥S- 1ms 0 0 0 0 oil 0 1
G14. 1ms～ 10ms 0 0 0 0 o書o 1 1
G15.10ms～100ms 01 0 0 0 【o 0 1
I Gl6.lOOTnS～ i s 0 1 0 0 o Ll 0 2
G17. l s～ 10 S 1 l fo 0 o Jo 0 2




Hノ ルヾス繰り返し(Hz) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 Ⅰ.パルス幅 (長) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計
HO.特に指定せず 0 1 2 0 1 1 0 5 Ⅰ0.特に指定せず 0 2 2 0 1 2 0 7
H1. - 0.1 1 0 0 0 0 0 1 2 Ⅰ1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H2.0.1.- 1 5 00 0 0 1 1 7 Ⅰ2. 1fs～ 10f■S 0 0 0 0 0 0 0 0
H3.1 - 101 1 00 0 0 0 1 2 Ⅰ3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H4.101- 102 1 1 0 0 0 0 2 4 Ⅰ4.100rs～ lps 0 0 0 0 0 0 0 0
H5.102- 103 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H6.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ6. 10ps～100ps 0 0 0 00 0 0 0
H7.104.- 105 0 0 0 00 0 0 0 I7.100ps～ lns 0 0 0 0 0 00 0
H8.105- 106 0 0 0 0 0 0 00 Ⅰ8. 1ns～ 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
H9.106- 1 0 0 0 0 0 0 1 Ⅰ9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ10.loons- 1′▲S 1 0 0 0 0 0 1 2
Ⅰ11. 1ps～ lOFLS 1 0 0 0 0 0 1 2
Ⅰ12.10〃S～100f▲S 00 0 0 0 0 1 1
Ⅰ13.10〃S～ lms 00 0 0 00 1 1
Ⅰ14. 1Tr)S～ 10ms 0 0 0 0 0 0 2 2
Ⅰ15.10ms～100ms 0 0 0 0 0 0 0 0




冗.パルス内パンチ数 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 Lノ ンヾチ幅 (長) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
KO.特に指定せず 1 2 2 0 1 1 1 8 LO.特に指定せず 1 2 2 01 1 0 7
K1, - 101 1 0 0 0 0 0 1 2 L1. .- 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K2.101- 102 0 0 0 0 0 0 0 0 L2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K3.102- 103 0 0 0 0 0 0 0 0 L3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K4.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 L4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
K5.104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 L5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
K6.105- 106 0 0 0 0 0 0 0 0 L6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 1 1
K7.106- 107 0 0 0 0 0 0 0 0 L7.loops- 1ns 0 0 0 0 0 0 1 1
K8.107 - 0 0 0 0 0 0 0 0 L8. 1ns～ 10ns 0 0 0 00 0 1 1
L9. 10ns.-loons 0 0 0 0 0 0 0 0













I ; ~二 I-_∵ : '･ :71:'-_'-'-I : ttエネルギー 区分
図Q2-54 陽子ビーム(将来使用したい) ビームエネルギーとど-ム強度との相関
.Z z Z7 ､三.1':I:I
エネルギー区分 1MeV 5MeV 10MeV 20MeV50NeV100AleV200WeV500MeVlGeV 5GeV 1∝eV5α;eV10∝eY50α;eV1TeV～ 特に平均ビーム強度 ～lMeV5MeY 10NeV20HeV 50MeV100MeV200WeV500MeV lGeV 5GeV 1α;eV50GeV101芯eV50∝;eV 1TeV 指定せず
- 1fA 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
lfA- 1OfA 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10fA.-100fA 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
100fA- 1pA 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
1pA- lop九 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
lop九-100pA 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0
100pA- 1nA 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0
1nA- 10nA 0 0 0 0 0 0 1 1 2 2 2 1 1 0 0 0 0
lon九-100nA 0 0 0 0 0 0 1 3 2 2 2 1 1 0 0 0 0
100nA- IDA 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 3 0 0 0 0
1LA～ 10〃A 0 0 1 2 1 0 0 0 0 1 0 3 1 0 0 0 0
10fJA-100JLA 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
100JLA- 1mA 2 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 0 0 0 0 1
lmA.- 10mA 1 1 1 1 1 1 1 2 2 3 1 1 0 0 0 1 1
10m4-100m久 1 3 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 0 0 0 1 1
100mA- 1 A 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 2 1











回答者数 回答者の研究分野別人数(重複回答有) ビーム使用形態 (件数)単独 複合
①現在使用中の重イオンビーム 151 素粒子物理学 1 1 0
原子核物理学 36 51 1
エネルギー科学 3 5 0
物質 .材料科学 59 76 6
生命科学 23 31 1
医療利用 16 18 0
その他 13 13 0
②現在 (使用したいが)使用できていない重イオンビーム 55 素粒子物理学 1 1 0
原子核物理学 15 16 2
エネルギー科学 2 2 0
物質 .材料科学 19 21 10
生命科学 8 ll
医療利用 4 3 0
その他 6 6 0
③将来使用したい重イオンビーム 39 素粒子物理学 1 1 1
原子核物理学 12 13 0
エネルギー科学 4 4 0
物質 .材料科学 10 5 5
生命科学 4 4 0




原子核物理学では､低エネルギー領域 (数 10MeV/u程度まで)､中間エネルギー領域 (数 10MeV/u
～数 100MeV程度)､高エネルギー領域 (数 100MeV程度より高い)まで広いエネルギー領域の重イ











エネルギー範囲 素粒子物理学 原子核物理学 エネルキ一一科学 物質 .材料科学
① ② ③ 甘 ② ③ ① ② ③ ① ② ③
特に指定せず 0 0 0 0 0 0 00 1 9 6 1
(*) - 1 0 0 0 7 0 2 3 0044 12 6
(*) 1- 2 1 0 0 3 2 1 0 1 020 4 2
(*) 2- 4 1 0 0 8 2 2 0 0 0 20 4 3
(*) 4- 8 0 00 15 8 2 0 008 3 2
(*) 8- 16 0 00 ll 4 3 0 1 010 4 1
(*) 16- 32 0 00 6 3 1 0009 3 0
(*) 32- 64 0 0 0 2 1 1 0 02 6 5 0
(*) 64- 128 0 1 1 13 5 3 0 02 4 3 1
(*)128- 256 01 1 ll 4 4 2 0 1 8 0 0
(*)256- 512 00 0 6 2 5 2 0 0 5 0 0
(*)512- 1GeV/u 00 0 3 2 6 00 0 1 00
1GeV/u- 2GeV/u 00 0 2 2 1 0 000 0 0
2GeV/u～ 4GeV/u 0 0 0 0 1 1 0 0 0 05 0
4GeV/u～ 8GeV/u 0 0 0 0 1 0 0 0 00 00
8GeV/u～16GeV/u 0 0 0 l i l 1 0 0 0 0 0 0
16GeV/u～ 0 0 0 2 3 3 0 0 00 00
エネルギー範囲 生命科学 医療利用 その他 合計
① を② ③ ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③
特に指定せず 4 2 1 1 0 0 0 1 0 14 9 3
(*) - 1 2 1 0 2 0 1 3 0 1 61 13 10
(*) 1- 2 1 1 0 2 0 1 1 1 0 28 9 4
(*) 2- 4 1 1 0 2 1 2 1 0 1 33 8 8
(*) 4- 8 3 1 0 0 0 1 2 2 0 28 14 5
(*) 8- 16 10 4 2 1 0 0 2 1 1 34 14 7
(*) 16- 32 10 3 1 1 0 0 3 2 2 29 ll 4
(*) 32- 64 6 5 2 1 0 0 3 1 2 18 12 7
(*) 64- 128 5 7 2 3 1 0 3 1 2 28 18 ll
(*)128- 256 10 2 1 7 2 1 3 2 1 41 ll 9
(*)256- 512 10 2 ▲0 14 0 0 4 1 1 41 5 6
(*)512- 1GeV/u 2 0 0 5 1 0 2 0 0 13 i 3 16
1GeV/u- 2GeV/u 0 0 0 0 0 0 2 0 0 4 2 1
2GeV/u～ 4GeV/u-0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 6 1
4GeV/u～ 8GeV/u 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0
































回答者数 回答者の研究分野別(人数) ビーム使用形態(件数) 物質 .材料科学分野 生命科学分野RBS DNA損傷とその修復-のLET効果
単独 複合 Tribology DNA損傷修復
151素粒子物理学 1 1 0 イオンビームパルスラジオリシス DNA損傷誘発の初期過程
原子核物理学 36 51 1 イオン-原子､分子､表面相互作用 (原子物理学) トランスジェニックMouseを用いた研究
エネルギー科学 3 5 ヒト遺伝子組み換え率 (放射線医学研究所との共同研究)H川AC物質 .材料 59 76 6 穿孔膜の創製
生命科学 23 31 1 イオン注入 ヒト細胞での適応応答他 多数
医療利用 16 18 0 イオン注入による金属酸化物微粒子合成 ラジオマイクロサージャリー 技術開発
その他 ‡13 13 0 イオン注入による表面改質 昆虫卵の発生過程の解析
素粒子物理学分野 イオン注入による不純物添加合成 細胞死の誘発
G-パリティ保存則検証 イオン注入に核表面改質 細胞周期調節研究 (ほ乳類)
原子核物理学分野 エピタキシャル膜の結晶性評価 重イオンビームを利用したカイコの発生に関する研究l2B,l2Nのスペクトル形状因子 コヒーレント共鳴励起
03P探索 ジルカロイの二次水素化 重粒子プロジェクト 生物班
β-NMRによる結晶内電子構造 マイクロビー ムによる材料研究 重粒子線の骨代謝と及ぼす影響
クーロン励起による原子核科学の研究 ラザフォード後方散乱 重粒子線を用いた腫蕩発生 (終了)
クオーク.グルオンプラズマの研究 宇宙用電子素子の耐放射線性 重粒子線照射後に発生する遺伝子突然変異及び染色体異常の定量テトラニュー トロ 化合物半導体の結晶性
加速器中性子源開発 (原子核工学) 荷電変換､エネルギ一浪失､2次電子放出 植物のポジトロンイメージング計測
荷電交換反応 核融合炉ブランケットの照射欠陥 植物細胞のアポ トー シス研究
核モーメント軌定 核融合炉材料の照射研究 蛋白誘導とその機能研究





高スピン核異性体ビー ム 高分子-の重イオン照射効果 培養細胞の放射線感受性
















陽子過剰核の構造 電子分光 (原子物理学) その他









ECRイオン源と重イオン線形加速器を用いた微量元素 陽電子との複合照射による欠陥研究 放射線治療用ビー ムの線量測定
分析 陽電子ビー ムを用いた発光特性と欠陥の相関に関する研究 放射線防護ⅠTO
陽電子寿命測定法による原子空孔欠陥等の研究
A以後､分野標記の省略として､以下のものを使 うこともあるO












AO Al. A2. A3. A4 A5. A6. A7. A8 A9 AIO. All A12. A13 A14 A15. A16.










BO. BI B2 B3 B4. B5. B6 B7. B8. B9 BIO. Bll B12. B13. B14 B15.
国Q2-56 王イオンビーム(現在使用中) エネルギー分解能区分毎の回答件数
(AE/En
A.エネルギー(MeV/u) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計 B.エネルギー分解能(△E/E:%) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計
AO_ 特に指定せず 0 0 0 9 4 1 0 14 BO. 特に指定せず 0 12 0 25 21【5 3 66
AL - 1 0 7 3 44 2 2 3 61 B1.12.8 - 0 0 0 0 0 0 0 0
A2. 1 - 2 1 3 0 20 1 2 1 28 82. 6.4 -12.8 0 0 0 0 0 0 0 0
A3. 2 - 4 1 8 0 20 1 2 1 33 B3. 3.2 ～ 6.4 0 0 0 1 0 0 0 1
Å4. 4 ノー 8 0 15 0 8 3 0 2 28 B4. 1.6 - 3.2 0 1 4 5 2 2 2 16
A5. 8 - 16 0 ll 0 10 10 1 2 34 B5. 0.8 - 1､6 0 2 0 ll 2 3 1 19
6^. 16 - 32 0 6 0 9 10 1 3 29 86. 0.4 - 0.8 0 1 0 10 1 2 2 16
A7. 32 .-64 0 2 06 6 1 3 18 87. 0.2 - 0.4 04 0 7 1 1 0 13
A8_64 -128 0 13 0 4 5 3 3 28 B8. 0.1 .-0.2 0 13 1 4 0 2 1 21
A9.128 -256 0 ll 2 8 10 7 3 41 B9. 0.05- 0.1 1 4 0 3 0 2 1 ll
0 6 2 5 10 14 4 41 B10.0.02- 0,05 0 5 0 1 0 0 0 6
All.512 - 1GeV′u 0 3 0 1 2 5 2 13 Bll.0.01- 0.02 0 4 0 2 0 0 1 7
Å12. 1GeY′u- 2GeV′u 0 2 0 0 0 0 2 4 B12.0.005- 0.01 0 2 0 2 0 2 0 6
A13.2GeV/u～ 4GeV/u 0 0 0 0 0 0 1 1 B13.0.002- 0.005 0 0 0 0 0 0 0 0
A14.4GeV/u～ 8GeV/u 0 0 0 0 0 0 1 1 B14.0.001- 0.002 0 0 0 3 0 0 0 3
Å15_8GeY/u～ 16GeV/u 0 l 00 0 0 1 2 B15. - 0.001 0 0 0 3 0 2 0 5
- 8 7 -
この貢は①現在使用中の壬イオンビー ムのデータを示しています?
cL.ビー ム軽く長径)
CLO. CLl, CL2 CL3. CL4. CL5. CL6. CL7. CL8 CL9. CLIO_
図Q2-57 圭イオンビーム(現在使 用 中) ビーム長径 区分毎の回答 件数
cs.ビー ム径(短径)
CSO CSl. CS2 CS3 CS4. CS5 CS6 CS7. CS8 CS9. CS10.
回 Q 2-58 重イオンビーム(現在 使用 中) ビーム短 径 区分毎の 回答件数
CL.ビーム長径 秦 原 コ二 初 坐 医 そ 合計 (コービーム短径 秦 原 ここ_ 物 坐 医 そ 合計
CLO.特に指定せず 0 6 0 16 8 3 2 35 CSO. 特に指定せず 0 3 0 14 7 2 2 28
CL1. - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS1. - 1mm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL2. lnrn～ 10ml 0 0 0 0 0 0 0 0 CS2_ 1nm～ 10nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL3.10mⅠ□～100nm 0 0 0 3 0 0 0 3 CS3.10一m～100nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL4.100nrn- 1FLm 0 0 0 3 2 0 1 6 CS4.100nm- 1/Jm 0 0 0 0 2 0 1 3
CL5. 1f川～ 10Flm 0 0 0 6 0 0 0 6 CS5. lFLT1- 10FLm 0 0 0 3 1 0 0 4
CL6.10FLm～100FLn] 0 1 0 3 3 1 0 8 CS6.10FLm～lOOJlm 0 0 0 2 3 0 0 5
CL7.100〃m～ 1mm 1 9 3 17 2 2 1 35 CS7.100〃m～ 1mm 1 8 3 13 5 3 1 34
CL8. 1mm′- 1cm 0 40 2 29 3 7 4 85 CS8. 1mm～ 1cm 0 LID 2 25 2 5 4 78














DO. Dl. D2. D3 D4. D5. 06. D7 D8 D9. DIO.Dll.D12.D13.O†一.D15.DT6.017
(lOrl●/■8C)
図02-59 壬 イオンビーム (現 在 使 用 中) 平 均 ビーム強 度 区分毎 の回答 件 赦
E.規格化エミッタンス
EO El. ∈2_ E3 ∈4, E5 ∈6 E7 E8. ∈9
(方 rTtrYl･rTlr&d)
図 Q 2-60 王 イオンビー ム (現 在 使 用 中 ) 規 格 化 エミッタンス区 分 毎 の 回 答 件 鞍
r),平均 ビーム強度 秦原 コ1 物 r生 医 そ 合計 E.規格化エミッタンス(7rRZm -mrad) 秦 原 二二 初 坐 医 そ 合計
0 日 0 8 9 2 1 21 EO.特に指定せず 0 26 0 45 21 12 4 108
0 2 1 3 2 0 3 ll E2,102-103 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 1 1 2 0 1 5 E3.101-102 0 5 2 1 5 1 3 17
0 4 1 2 6 1 2 16 E4. 1-101 1 15 1 2 0 2 3 24
0 】7 1 6 15 8 ■1 38 E7.10ー3-10~2 0 0 0 1 0 0 0 1
∃o 4 1 18 7 4 2 36 E8.10~4-10~3 0 0 0 -1 0 0 0 1
0 12 2 13 9 1 4 LIT E9. -lord 0 0 0 i 4` 0 0 0 4
0 日 0 8 0 1 1 ll
O を2 2 7 0 1 1 ,13 】











FI FZ F3 F4
事+ビーム )上的ItIL･スビーム I(ルスビーム その■










図02-621 イオンビーム(現在使 用 中) ビーム継続 時同 区分毎 の 回答 件汝
F.ビーム時間構造の型 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 G.ビーム継続時間 秦 原 二｢. 初 坐 医 そ 合計
FL連続ビーム 1 26 0 65 9 2 7 110 GO.特に指定せず 0 17 0 20 14 3 5 59
F2_連続的パルスビー ム 0 24 4 ll 14 4 5 62 G1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
1 12 1 9 8 12 2 45 G2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F4.その他 0 0 0 2 0 0 0 2 G3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
G4.100fs- lps 0 0 0 0 0 00 0
G5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G6. lops-loops 0 0 0 0 0 0 0 0
G7.100ps～ 1ns 0 2 0 1 0 0 0 3
G8. 1ns～ 10ns 0 0 0 2 0 0 0 2
G9. 10ns.-loons 0 0 2 1 0 0 0 3
G10.100ns～ lps 0 0 0 0 0 0 0 0
Gll. 1ps～ 10ILS 0 0 0 0 3 0 0 3
G12.10〃S～100〃S 0 0 0 0 0 0 0 0
G13.100FLS- 1ms 0 0 0 0 0 0 0 0
G14. 1ms～ 10r)S 0 1 0 0 0 0 0 1
GIS.10ms～100ms 1 2 0 0 0 00 3
G16.looms.- l s 0 3 0 0 0 4 0 7
G17. 1 5- 10 S 0 1 0 0 5 5 0 ll
G18.10 S～100 5 0 0 0 1 12 3 1 17
G19.loo s- loss 0 1 0 10 13 4 2 30
G20.103S～ 104S 0 9 0 18 3 5 0 35




H.パルス繰り返し(Hz) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計 I.パルス幅 (長) 素 原 エ 物 坐 医 そ 合計
HO.特に指定せず 0 4 0 5 4 1 3 17 Ⅰ0.特に指定せず 0 3 0 5 3 2 2 15
H1. - 0.1 0 0 0 0 0 2 0 2 Ⅰ1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H2.0.1- I 0 0 0 0 0 3 0 3 Ⅰ2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H3.1 -101 0 0 0 0 0 0 0 0 I3. lOfs～lOOfs 0 0 0 0 0 0 0 0
H4.101-102 0 0 0 2 0 0 0 2 Ⅰ4.100fs～ lps 0 0 0 0 0 0 0 0
H5.102-103 0 1 0 1 0 0 0 2 Ⅰ5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H6.103-104 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H7.104-105 0 0 0 2 .0 0 0 2 Ⅰ7.loops- 1ns 0 0 0 1 0 0 0 1
H8.105-106 0 0 0 0 0 0 0 0 I8. lns～ 10ns 0 1 1 1 0 0 0 3
H9.lob- 0 4 1 0 0 0 0 5 Ⅰ9. 10ns～100ns 0 0 01 0 0 0 1
Ilo.lOOns～ lFLS 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ11. 1〃S～ 10〟S 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ12.10〃S～100fJS 0 0 0 0 0 0 0 0
I13.lOOFLS～ lms 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ14. 1ms- 10ms 0 0 0 0 0 ■o 0 0
Ⅰ15.10ms～100ms 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ16.looms- 1 S 0 0 0 0 0 2 0 2
J.パルス強度
K.パルス内パンチ数 L.パンチ幅
冗.パルス内パンチ数 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計 L.パンチ幅 (長) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
XO.特に指定せず 0 3 0 7 4 4 2 20 LO.特に指定せず 0 3 0 6 3 4 2 18
X1. .-101 0 0 0 1 0 0 0 1 Ll. ～ lfs 0 0 0 0 0 0 0 0
x2.10)～102 0 0 0 0 0 0 0 0 L2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K3.102-103 0 0 0 0 0 0 0 0 L3. 10f■S～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K4.103-104 0 0 0 0 0 0 0 0 L4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
X5.104-105 0 0 0 0 0 0 0 0 L5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
K6.105-106 0 0 0 0 0 0 0 0 L6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
K7.106-107 0 0 0 0 0 0 0 0 L7.100ps～ 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
K8,107- 0 0 0 0 0 0 0 0 L8. 1ns～ lOns 0 0 0 1 0 0 0 1
L9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0






エネルギー 区分 1NeV/u2NeV/u4〟eV/u8KeY/u16yeV/u32KeV/u 64Hey/u 128Key/u 256Mew/u 512Key/u 1GeV/u2GeV′u 4GeV′u8GeV/u16GeY/u 特に
平均 ビーム強度 1NeV/u2NeV/u4HeV/u8KeV/u16MeV′u32NeV/u64∬eV′U 128〟eV/u 256yeV/u 512NeV/u 1GeV′u 2GeV′u4GeV′u 8GeV/uユ6GeV′u 指定せず
～6.2×103 2 2 5 2 4 4 2 2 4 6 6 3 1 1 1 1 0
6.2x103-6.2×104 4 2 3 Lt 4 4 2 2 4 4 2 2 o h 0 0 0
6.2×104-6.2×105 0 0 0 0 2 3 0 0 1 1 0 0 o h 0 0 0
6.2×105-6.2×106 1 1 00 6 6 2 2 3 5 2 0 0 0 0 0 0
6.2×106-6.2×107 0 0 00 4 3 2 4 】 6 9 4 0 0 0 1 2 0
6.2×107-6.2×108 1 1 1 2 9 8 5 8 1】12 12 4 0 0 0 1 1 0
6.2×108-6.2x109 2 2 4 3 8 7 5 12 22 15 6 1 0 0 0 0 0
6.2×109-6.2×10LO 16 7 5 3 6 5 2 4 ll 10 6 1 0 0 0 0 1
6,2×1010-6.2×101】 12 6 8 7 7 4 1 4 日 o 8 1 i F0 0 0 0 5
6.2×101-6.2×10Ⅰ2 14 6 7 8 9 6 2 l8 9 4 1 1r 0 0 !o 0 1
6.2×1012-6,2×1013 7 5 6 3 2 0 ! o 4 ｢ 2 0 0 i 0 0 0 0 0 2
6.2×1013-6.2×lOl4 5 1 3 2 6 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
6.2×1014-6.2×1015 5 1 i3 3 4 2 2 0 0 0 0 】 0? 0 0 0 0 0
6.2×1015-6.2×1016 8 2 4 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×1016-6.2×1017 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×1017-6.2×10は 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 iF O l 0 0 0 0 0
6.2x10柑～ 1000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0




回答音数 回答者の研究分野別 ビー諾 形態 エネルギー科学分野 生命科学分野重イオンビー ムとプラズマの相互作用 マイクロビー ムによる細胞照射
単独 複合 重イオンと高エネルギー密度プラズマ相互作用 細胞に対するシングルイオン照射効果
55 素粒子物理学 1 1 0 細胞-のシングルイオン照射
原子核物理学 15 16 2 物質 .材料科学分野 細胞局所照射実験
エネルギー科学 2 2 0 LⅠGA 細胞死の誘発
物質 .材料科学 9 2 1 160共鳴弾性錯乱 治療に用いられる重粒子顔の脳-の影響
生命科学 8 ll 0 Si､Fe成膜 重粒子線の骨代謝に及ぼす影響
医療利用 4 3 0 イオン注入による禁則酸化物微粒子合成 植物の形態形成過程の解析
その他 6 6 0 クーロン励起メスバウア-分光 組織器官の機能解析
素粒子物理学分野 クラスターイオン注入 突然変異の誘発
ベクトル凍保存則検証 ジルカロイの二次水素化 医療利用分野
原子核物理学分野 レジンク物性向上 マルチトレー サー核種の医療診断技術-の利用可能性(相対論的)重イオン衝突 材料表面改質
恥P検索 磁気ピン止め 炭素ビー ムによるがん治療
クラスター状態など 新機能材料の開発 その他
加速器中性子源開発 (原子核工学) 低迷多価イオン W値の測定
核モーメント軌定 電子 .重イオン衝突 パルス毎の可変エネルギービーム取り出し








素･･･素粒子物理学 原-原子核物理学 エ･･･エネルギー科学 物-物質 ･材料科学 生･･･生命科学 医･･･医療利用 そ-その他
- 9 3 1
この責は②使用できていない壬イオンビームのデータを示しています｡
A.エネルギー
AO. Al. A2 人3. 人4 人5. 人6. 人7. A8. A9. AIO. AH A12. A13. 人14. 人15. 人16.
園Q2-64Zイオンビーム(使用できていない) エネルギー区分毎の回答件政 (M･V/U)
B.エネルギー分解能
80 81 82 83 B4. 85 86 87 88 B9 BIO 811 812. 813 814 815
(A E/E～)
園Q2-65 王イオンビーム (使 用 できていない) エネルギー分解能 区 分 毎 の 回答 件 数
A,エネルギー(MeV/u) 秦 原 コニ 初 坐 医 そ 合計 B.エネルギー分解能(△E/E:鶴) 秦 原 二二 初 生 医 そ 合計
AO. 符に指定せず 0 0 0 6 2 0 1 9 BO_ 特に指定せず 0 6 1 8 7 1 1 24
A1. .- 1 0 0 0 12 1 0 0 13 81.12.8 - 0 0 0 0 0 0 0 0
A2. 1 - 2 0 2 1 4 1 0 1 9 B2. 6.4 -12.8 0 0 0 0 0 0 0 0
Å3. 2 - 4 0 2 04 1 1 0 8 B3. 3.2 ～ 6.4 0 0 0 0 0 0 0 0
A4. 4 - 8 0 8 0 3 1 0 2 14 B4. 1.6 - 3.2 0 0 0 0 1 0 0 1
Å5. 8 ′-16 0 4 1 4 4 0 1 14 B5. 0.8 - i.6 0 1 0 1 1 0 1 4
A6_16 -32 0 3 0 3 3 0 2 ll B6. 0.4 - 0.8 0 0 0 3 0 0 1 4
A7_32 -64 0 1 0 5 5 0 1 12 B7. 0.2 - 0.4 0 3 0 1 0 0 1 5
A8.64 -128 1 5 0 3 7 1 1 18 B8.0.1 - 0.2 1 .1 1 4 0 2 2 14
A9ー128 -256 1 4 0 0 2 2 2 ll B9.0.05- 0.1 0 2 0 6 0 0 1 9
0 2 0 0 2 01 5 B10.0.02- 0.05 0 0 0 1 0 0 1 2
All_512 - lGeY/u 0 2 0 0 0 1 0 3 Bll.0.01- 0.02 0 2 0 0 0 0 1 3
Al2.1GeV/u- 2GeV/u 0 2 0 0 0 0 0 2 B12.0.005- 0.01 0 2 0 0 0 0 1 3
A13.2GeY/u～ 4(kV/u 0 1 0 5 0 00 6 B13.0.002′-0.005 0 0 0 0 0 0 1 1
1^4_4GeY/u～ 8GeV/u 0 1 0 0 0 0 0 1 B14.0.001- 0.002 0 0 0 0 0 0 1 1




CLO. CLl. CL2 CL3 CL4. CL5 CL6 CL7. CL8. CL9. CL10
園Q2-661イオンビーム(使用できていない) ビーム長径区分毎の回答件政
CS.ビー ム径(短径)
CSO CSI CS2 CS3. CS4 CS5 CS6 CS7. CS8. CS9. CSIO
函Q2-671イオンビーム(使用できていない) ビーム短径区分毎の回答特赦
CL. ビーム長径 秦 原 コニ 物 隻 医 そ 合計 CS.ビーム短径 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
CLO.特に指定せず 0 2 0 9 2 3 2 18 CSO. 特に指定せず 0 2 0 7 2 3 3 17
CL1. - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS1, - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL2. 1Ⅰ一m～ 10nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS2. lnm～ 10nTt) 0 0 0 0 0 0 0 0
CL3.10nm～100mm 0 0 0 1 2 0 0 3 CS3.10nm～100nm 0 0 0 0 2 0 0 2
CL4.100nm- 1/Jm 0 0 0 3 5 0 0 8 CS4.100mm- 1/Jm 0 0 0 2 5 0 0 7
CL5. 1/Jm～ 10f▲m 0 0 0 2 5 0 0 7 CS5, 1FLm～ 10/Jm 0 0 0 2 5 0 0 7
CL6.10〟m～100/⊥m 0 0 0 0 2 0 0 2 CS6.lOFLm～lOOFLhl 0 0 0 0 2 0 0 2
CL7.100/Jm～ 1mm 0 5 2 4 0 0 0 ll CS7.100/川～ 1mm 0 5 2 4 0 0 0 ll
CL8, 1mm～ 1cm 1 13 0 10 2 1 2 29 CS8. 1mm～ 1cm 1 12 0 10 2 0 0 25




DO Dl. D2 03 D4 D5. D6 D7. D8 D9. DIO Dll.D12.D13.D14.D15 D16 D17
回 Q2-68圭イオンビ-ム(使用できていない) 平均ビ-ム斐丘区分毎の回事件赦 (… /8●C)
E.規格化エミッタンス
EO El. E2 E3. E4. E5. E6 E7. E8 E9.
(冗mm･rTtT■d)
図Q2-69 壬イオンビーム(使用できていない) 規格化エミッタンス区分毎の回事件赦
D.平均ビーム強度 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 E.規格化エミッタンス(7Tmn.mrad) 秦 原 も仁 物 生 巨 そ 合計
0 0 1 4 3 1 1 10 EO.特に指定せず 0 6 1 ⊇23 5 3 4 42
0 0 0 03 0 0 3 E3.101-102 1 3 0 0 2 /0 0 6
D4.6.2×105-6.2×106 0 0 0 0 3 0 0 3 E4. 1-101 0 5 0 1 0 1 2 9
D7.6_2xlO8- 6_2×109 0 2 0 1 2 1 1 7 E7.10~3-10一2 0 0 o ho 0 0 0 0
0 1 0 9 0 ro 0 10 E8.10~4-10~3 0 0 0 0 0 声0 0 0
0 9 0 9 1 1 2 22 E9. -10~4 0 0 o Eo o ho 0 0
1 12 1 5 0 1 2 22
1 6 0 4 0 0 0 ll 】辛 i
D12.6.2×1013-6.2×1014 0 0 0 4 0 0 0 4
D13.6.2x10日～6.2×10J500 0 4 0 0 1 5
0 0 0lO 2 0 0 0 21 1 ち00 0 i 0 0 0 1 r










囲Q2- 70 Jiイオンビーム(使用できていない) ビーム時rpl書達の型区分毎の回等件数
GO G1 62 G3 G4 65 G6 G7 (;8 G9 GIO Gll G12 613 (;14 G15 (〕16 G17 618 Q19 G20 621 G22
図Q2- 71 王イオンビーム(使用できていない)ビーム強続時rI'l区分毎の回答件数
ド.ビー ム時間構造の型 秦 原 コ二 初 生i 医 そ 合計 G.ビーム継続時間 秦 原 ここ 初 生 医 そ 合計
FL連続ビーム 1 9 rO 15 6 0 4 35 GO.特に指定せず 0 5 0 7 8 1 3 24
1 6 11 3 2 2 2 17 G2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
i G4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
i / G5. 1ps～ 10ps 0 0 0 00 1 0 1
G6. lOps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
; G7.100ps～ lns 0 2 0 1 0 0 0 3
G8. 1ns～ 10ns 0 0 1 0 0 0 0 1
G9. 10ns.-loons 0 0 0 0 0 0 0 0
( GlO.100ns～ lFLS 0 0 0 0 0 0 0 0
l! i Gil. lFLS～ lOFLS 0 0 0 1 0 0 0 1
J G12.10/Jsへ100fJS 0 0 0 0 0 0 0 0
G13.100fJS- 1ms 0 0 0 0 0 0 0 0
m G15.10ms～100ms 0 0 0 0 0 0 0 0
G16.looms- 1 S 1 2 0 0 0 1 1 5
r∫ j G17, 1 Sへ 10 S 0 1 0 0 0 0 0 1




H.パルス繰り返し(TlT) 秦 原 コ二 物 坐 医 そ 合計 Ⅰ.パルス幅 (長) 秦 原 コニ 初 生 医 そ 合計
HO.特に指定せず 0 0 1 7 1 1 1 ll Ⅰ0.特に指定せず 0 00 7 1 1 1 10
H1. - 0.1 00 0 0 0 0 0 0 Ⅰ1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H2.0.1- 1 0 0 0 0 0 2 1 3 Ⅰ2. 1f5- 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H3.1 -101 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H4.101-102 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
H5.102-103 0 0 0 0 0 0 0 0I5. lps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H6.103-104 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ6. lops-10 ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H7.104-105 0 0 0 2 0 0 0 2 Ⅰ7.loops- 1ltS 0 3 0 2 0 0 0 5
H8.10S～106 0 2 0 0 0 0 1 3 Ⅰ8. 1n5- 10ns 0 0 1 0 0 1 0 2
H9.loも- 0 1 1 0 0 0 1 3 Ⅰ9. 10ns～100ns 0 0 1 0 0 0 0 1
Ⅰ10.loons- 1/Js 0 0 0 0 0 0 1 1
Ⅰ11. 1/▲5- lo′ls 0 0 0 0 0 0 1 1
I12.10ps～lOOJLS 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ13.loo″s- 1ms 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ14. 1ms′-lobs 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ15.10ms～100ms 0 0 0 0 0 0 0 0




冗.パルス内パンチ数 秦 倭 コ二 物 坐 医 そ 合計 Lノミンチ幅 (長) 秦 麻 ここ 初 坐 医 そ 合計
KO.特に指定せず 0 2 0 7 1 2 1 13 LO.特に指定せず 0 2 0 7 1 2 1 13
K1. -lot 0 0 0 0 0 1 2 3 L1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 00
K2.101.-102 0 0 0 0 0 0 0 0 L2. 1fs.-10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K3.102-103 0 0 0 0 0 0 0 0L3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K4.103-101 0 0 0 0 0 0 0 0 L4.100fs- lps 0 0 00 0 0 0 0
X5.101-105 0 0 0 0 0 0 0 0 L5. 1ps～ 10ps 00 0 0 0 0 0 0
K6.105-106 0 0 0 0 0 0 0 0 L6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅹ7.10も～107 0 0 0 0 0 0 0 0 L7.100ps～ lns 0 0 0 0 0 0 0 0
K8.107.- 0 0 0 0 0 0 0 0 L8. 1ns～ 10ns 0 0 0 0 0 0 00
Lg. lOns～100ns 0 0 0 0 0 1 1 2




エネルギー 区分平均ビーム強度 lKeV/u2VeV/u4鮎V′u8NeV/u16MeV/u32HeV/u 64 128Hey/u NeV/u 256-eV′u 512Hey/u lGeV/u2GeV′u4GeV/u8GeV′u16GeV/u 特に1NeY/u2WeV′u4〟eV′u8NeY/u16WeY/u32NeV′u64NeV/u 128 256MeV/u NeV/u 512NeV/u 1GeV′u 2GeV′u4GeV/u8GeV′u16GeV/u 指定せず
～6.2×103 0 0 0 0 2 2 2 4 2 2 0 0 0 0 0 0 1
6.2×103-6.2×104 4 1 1 1 1 0 1 3 2 2 0 0 0 0 0 0 0
6.2x104-6.2×105 1 1 1 1 1 0 0 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0
6.2×105-6.2〉く106 1 1 1 1 1 0 0 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0
6.2×106-6.2×107 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0
6.2×107-6.2×108 1 1 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×108-6.2X10g 1 1 0 0 0 0 2 6 4 1 0 0 0 0 0 0 0
6.2×109-6.2)く1010 3 2 2 0 0 0 1 1 0 0 0 0 5 0 0 0 0
6.2×1010-6.2×10】t 5 4 4 7 5 3 1 2 1 1 1 1 0 0 0 0 4
6.2×101l～6.2×1012 4 4 2 8 5 5 1 3 5 2 2 1 0 0 0 0 0
6.2×1012-6.2×1013 3 3 2 4 3 1 0 3 3 1 1 1 1 1 1 1 0
6.2×1013-6,2X1014 3 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×1014-6.2×1015 1 0 0 1 1 0 2 01 1 0 0 0 0 0 0 0
6.2x10】5-6.2X1076 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×1016-6.2×1017 1 0 01 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×1017-6.2×1018 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×1018- 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0




回答者数 回答者の研究分野別(人数) ビーム使用形態(件数) 素粒子物理学分野 物質 .材料科学分野核内核子の有効質量 PAD
単独 複合 原子核物理学分野 TimeresolveddaJtLageprOd.
39 素粒子物理学 1 1 1 fシェル鏡映核の磁気モーメント イオン照射誘起核反応を利用した物質界面
クオーク .グルオンプラズマの研究 制御
原子核物理学 12 13 0 -イパー核及びス トレンジマター生成 イオン注入による核表面改質
核力ポテンシャルのエネルギー依存性 気液界面上の単分子膜の組成分析
エネルギー科学 4 4 0 逆運動学を使ったクラスターノックアウト 高強度陽電子ビーム複合利用による新機能
反応 材料開発研究
物質 .材料科学 10 5 5 原子核構造 材料放射線カスケー ド損傷のその場観察
重イオン反応における中性子収量軌定 電子 .重イオン衝突
生命科学 4 4 超重核の合成 半導体物性改変
0 天体反応 生命科学分野
医療利用 3 3 0 不安定核の構造 マイクロビーム照射
不安定核の密度分布 培養細胞の放射線感受性










AO. A1. 人2. A3. 人4 人5 人6 人7. 人8. A9. 人10. 人11. 人12. A13. A14. A15. 人16.
園Q2-73 1イオンビーム(早来使 用したい) エネルギー区分毎の回答特赦 (M｡V/U)
B.エネルギー分解能
BO. 81 82 B3_ 84. B5. 86. 87. B8 B9 B10. 811. B12. B13 B14 B15.
回Q2-74 1イオンビーム(将来使用したい) エネルギー分解能 区分毎の回答件敢 (A E/EJ)
Å0_ 特に指定せず 0 0 1 11 1 0 0 3 BO. 特に指定せず 0 3 2 4 12 )L1 2 14
Al_ ∫- 1 o h 0 6 0 1 1 10 B1.12.8 /- 0 0 0 0 0 lo 0 0
A2_ 1 - 2 0 1 0 2 0 1 0 4 B2. 6.4 -12.8 00 0 0 0 0 0 0
Å3ー 2 --4 0 2 0 3 0 2 1 8 B3. 3.2 - 6.4 0 0 o ヨo o lo 0 0
Å4, 4 - 8 ,0 2 0 2 0 1 0 5 B4. 1.6 - 3.2 0 0 0 o o…o 0 0
A5. 8 -16 0 3 0 1 2 0 1 7 B5. 0.8 - 1､6 0 01 0 0 0 0 1
A6_16 -32 0 1 0 0 1 0l 2 4 86. 0.4 - 0.8 0 0 0 2 0 0 0 2
Å7.32 -64 0 1 2 0 2 0 2 7 B7. 0.2 - 0.4 0 2 0 0 1 0 1 4
A8. 64 -128 1 3 2 日 2 0 2 ll B8_ 0.1 - 0.2 1 5 0 い 1 2 1 ll
1 4 】1 0 1 1 1 9 B9. 0.05.-0.1 1 5 0 0 0 ≒o 2 8
0 5 0 0 0 0 1 6 BID.0.02- OLO5 0 3 0 1 o lo 1 5
All_512 - 1GeV/u 0.6 0 0 0 0 0 6 Bll,0.01- 0.02 0 3 O il o !o 1 5
A王2.iGey/Uへ 2Gey/uot1 0Eo o 0 0 1 B12.0.005- 0.01 0 2 0 1 0 0 1 4




CLO. CLl. CL2 CL3. CL4. CL5. CL6 CL7. CL8. CL9, CLIO
固Q2-75 壬イオンビーム(将来使用したい) ビーム長径区分毎の回答件赦
CS.ビーム軽く短径)
CSO CSl. CS2 CS3. CS4 CS5. CS6. CS7. CS8. CS9. CSIO
図02-761イオンビーム(将来使用したい)ビーム短径区分毎の回事件牡
CL. ど-ム長径 秦 原 二こ 物 坐 医 そ 合計 CS.ビーム短径 秦 原 二E. 初 坐 医 そ 合計
CLO.特に指定せず 0 2 1 1 1 2 0 7 CSO. 特に指定せず 0 2 1 1 1 2 1 8
CL1. - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CSl. J,L- 1nm 0 0 0 0 1 0 0 1
CL2. 1nm～ 10nm 0 0 0 0 1 0 0 1 CS2. 1nm～ 10TWT) 0 0 0 0 1 0 0 1
CL3.10nrn～100nm 0 0 0 0 1 0 1 2 CS3.10nm～100nLn 0 0 0 0 1 0 1 2
CL4.100nm- l〟m 0 0 0 0 2 0 2 4 CS4.100nm～ lFLm 0 0 0 0 3 0 2 5
CL5. 1lLtn～ 10FLm 0 0 0 1 1 0 0 2 CS5, 1ILm～ 10FLnl 0 0 0 1 2 0 0 3
CL6.10〟m～100〟m 0 1 0 0 1 1 0 3 CS6,10FLn]-100FLm 0 0 0 0 1 1 1 3
CL7.100FLm～ 1mm 0 6 1 3 1 0 1 12 CS7.100〟m- 1Tm 0 5 1 4 1 0 1 12
CL8. 1lnm- 1crn 1 ll 1 3 0 0 1 17 CS8. 1TnmJ～ 1cm 1 ll 1 3 0 0 1 17




DO. Dl. D2 D3. D4. D5 D6. D7 D8. D9. DIO. Dll, D12. D13. D14. D15 D16. D17
図02-77 王イオンビーム(将来使用したい) 平均ビ-ム強度区分毎の回答件赦 (ton暮/''C)
E.規格化エミッタンス
EO. El. ∈2 E3. [4 E5 E6 ∈7 〔8
回Q2-78 王 イオンビーム(将 来使 用したい) 規格化エミッタンス区分毎の同事件赦
E9.
(x TRn ･rlrLd)
D.平均ビーム強度 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計 E.規格化エミッタンス(7Cmm .mrad) 秦 原 ここ 物 坐 医 そ 合計
0 1 3 2 2 1 2 ll EO.特に指定せず 0 4 2 5 1 3 1 16
D1. -6.2×103 0 0 0 0 1 0 0 1 E1.103- 0 0 0 0 1 0 0 1
0 1 0 0 0 0 0 1 E2.102-103 0 0 1 1 0 0 0 2
D3.6.2×104-6.2×105 0 0 0 0 0 0 0 0 E3.101-102 1 4 0 2 0 0 1 8
D4.6.2>(105-6.2×106 0 1 0 0 0 0 0 1 E4. 1-101 0 5 0 0 0 0 2 7
D5.6.2X106-6.2×ユ07 0 3 0 1 0 00 4 E5.10-し- 1 0 4 0 2 0 0 1 7
D6,6.2×107-6.2X103 0 2 0 1 1 0 0 4 E6.10~2ノー10-1 0 0 0 1 0 0 1 2
D7.6.2×108-6.2×109 0 3 0 1 1 0 0 5 E7.10-3-10~2 0 0 0 0 0 0 0 0
D8.6.2X109-6.2X1010 0 4 0 1 0 0 1 6 E8.lo一.-10~3 0 0 0 0 0 0 0 0
0 3 0 3 0 1 1 8 E9. -10~4 0 0 0 0 0 0 0 0
1 6 0 2 0 1 1 ll
DH.6.2×工OL2-6.2X10L3 1 1 0 2 0 1 1 6
0 2 0 1 0 0 0 3
D13.6.2×1014-6.2×1015 0 0 0 2 0 1 0 3
D14.6.2×1015-6.2×1016 0 1 0 2 0 0 0 3
D15.6.2〉く1016-6.2×1017 0 0 0 0 0 0 0 0










GO G1 62 G3 G4 G5 G6 GT G8 69 GIO Gll G12 G13 614 G15 616 G17 G18 G19 620 G21 G22.
図Q2-80 王 イオンビーム(帝来使用 したい) ビーム継続 時同 区分毎の回答件数
ド.ど-ム時間構造の型 秦 原 二【二 初 生 医 そ 合計 G.ビーム継続時間 秦 原 二L l初 生 F医 そ 合計
Fl.連続ビーム i 6 0 6 2 2 3 20 GO.特に指定せず 0 5 2 2 l l 2 13
F2.連続的パ′レスビーム 0 8 2 4 1 1 2 18 G1. -. 1rs 0 0 0 0 0 0 0 0
1 6 2 2 0 1 0 12 C2. ifs～ lOfs 0 0 0 0 0 0 0 0
F4.その他 0 0 0 0 i 0 0 1 63. 10fs～100fs 0 0 0 1 o】o 0 1
G4.100fs- lps 0 0 0 1 0 0 0 1
G5. 1ps～ 10ps 0 0 O iO o ∈o 0 0
G6. 10ps～100ps 0 0 lo ;o 0 0 0 0
G7,100ps～ lns 0 0o il 0 0 0 1
GB. lnsへ 10ns 0 0 1 0 0 0 0 1
G9. 10ns～100ns 0 0 1 00 0 2 3
1 G10,10 ns- 1〃S 0 0 0 0 oヨo 1 1
Gll. 1/⊥5- 10/⊥S 0 0 o ヨo 0 0 1 1
I G12.10FLS～lOOFLS 0 0 0 0 0 0 1 1
G13.loops- 1ms 0 0 o ho 0 0 1 1
G14. 1ms～ 10ms 0 0 0 ;o 0 0 0 0
i G16.looms- l s i 2 oipo 0 0 0 327 l ～ 10 S 0 1 O rO 1
G18.10 S～100 S0 0 ョo o 1 1』 0 1
G19.100 S～ 103S 01 00 7 1 2 0 4




H.パルス繰り返し(Hz) 秦 原 ここ 物 生 医 そ 合計 I.パルス幅 (義) 秦 顔 エ 初 坐 医 そ 合計
HO.特に指定せず 0 2 2 1 1 1 1 8 Ⅰ0.特に指定せず 0 0 1 1 1 1 1 5
H1. - 0.1 00 0 0 0 0 0 0 Ⅰ1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H2.0.1- 1 0 0 0 0 0 0 0 0 I2. 1fs～ 10fs 0 00 0 0 0 0 0
H3.1 -101 0 0 0 1 0 0 0 1 Ⅰ3. 10f5-100fs 0 0 0 1 0 0 0 1
H4.101-102 0 0 00 0 0 0 0 Ⅰ4.100fs- lps 0 0 0 1 0 0 0 1
H5.102-103 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H6.103-loヰ 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H7.104-105 0 0 0 1 0 0 0 1 I7.100ps～ lns 0 0 0 1 0 0 0 1
H8.105-106 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ8. 1ms～ 10ns 0 0 1 0 0 0 0 1
H9.106- 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ9. lon≦-10 ns 0 0 0 0 0 0 0 0
Ilo.100ns～ llLS 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ11. l∫上s.-10′上S 0 0 00 0 0 0 0
Ⅰ12.10〝S～100f▲S00 0 0 0 0 0 0
I13.100FLS- 1TnS 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ14. 1ms～ 10ms 0 000 0 0 0 0
Ⅰ15.10ms～100ms 0 0 0 0 0 0 0 0




Ⅹノ ルヾス内パンチ数 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 L./ミンチ幅 (長) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計
KO.特に指定せず 0 2 0 1 1 1 1 6 LO.特に指定せず 0 0 0 1 1 1 1 4
K1. -lot 0 !o 1 0 0 0 01 L1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K2.lot-102 0 0 0 0 0 0 0 0 L2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 00 0 0
K3.102-103 0 0 0 00 0 0 0 L3. 10fs～100fs 0 0 0 1 0 0 01
X4.103-104 0 】o 0 0 0 0 0 0 L4.100rs- lps 0 0 0 1 0 0 0 1
K5.104-105 0 0 0 0 0 0 0 0 L5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 00 0 0
K6.105-106 0 0 0 【1 0 0 0 1 L6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
K7.106-107 0 0 0 1 0 0 0 1 L7.loops- 1ns 0 0 0 !o 0 0 0 0
X8.107- 0 0 0 1 0 0 0 1 L8. 1ns～ 10ns 0 0 1 0 0 0 0 1
L9. 10ns～100ns 0 0 1 00 0 0 1






エネルギ- 区分平均ビーム強度 1〟eV′u2HeV/u心ーeV/u8yeV/u16HeY/u32HeV/tl 64一eV′u 128Key/u 256ueV/u 512yeV/u 1GeV/u2GeV′u 4GeV/uBGeV/u16GeV/u 特に1ー`eV′u 2NeV/u 4deY/u 8VeV′u16NeY/u32■eV/u64AeV/u 128UCV/u 256Key/u 512yeV′u 1GeV/u 2GeV/u4GeV′u 8GeV/u16GeV/u 指定せず
～6.2×103 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×103-6.2×104 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×104-6.2×105 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×105-6.2×106 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0
6.2×106-6.2×107 1 1 1 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 1 2 0
6.2×107-6.2×108 1 1 1 1 0 0 1 2 1 1 1 0 0 0 1 1 0
6.2×108-6.2X109 1 1 1 1 0 0 1 4 3 2 2 0 0 0 0 0 0
6.2×109-6.2×1010 1 0 1 1 3 2 2 2 2 2 1 0 0 0 0 1 0
6.2×101】～6.2×1012 3 2 3 3 4 2 2 4 5 3 2 0 0 0 0 0 0
6.2×1012-6.2×10ー3 2 2 2 2 2 1- 1 2 2 1 0 0 0 0 0 0 1
6,2×1013-6.2×1014 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0
6.2×1014-6.2×1015 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×1015-6,2×1016 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×101も-6.2×1017 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×1017-6.2×10】8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0








回答者数 回答者の研究分野別人数(重複回答有) ビーム使用形態 (件数)単独 複合
(D現在使用中の陽電子ビーム 30 素粒子物理学 18 17 1
原子核物理学 0 0 0
エネルギー科学 0 0 0
物質 .材料科学 9 ll 1
生命科学 0 0 0
医療利用 0 0 0
その他 3 4 0
②現在 (使用したいが)使用できていな 陽電子ビーム 21 素粒子物理学 4 3 1
原子核物理学 0 0 0
エネルギー科学 0 0 0
物質 .材料科学 13 14 1
生命科学 0 0 0
医療利用 1 1 0
その他 3 2 0
③将来使用 したい陽電子ビーム 38 素粒子物理学 26 16 2
原子核物理学 1 1 0
エネルギー科学 0 0 0
物質.材料科学 9 10 3
生命科学 1 1 0
医療利用 0 0 0
A.エネルギー
陽電子 ビー ムエネルギーの領域毎の回答件数に関しては､下表 (表一Q218)の結果が得ら
れている｡
これらの表あるいは図に示されるように､陽電子ビームの使用エネルギー領域は､低いエネル





エネルギー範囲 素粒子物理学 原子核物理学 エネルキ〇一科学 物質 .材料科学
① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③
特に指定せず 000 0000002 4 2
- 1MeV 0 1 0 0 0 00 00 8 9 ll
1MeV～ 5MeV 01 1 001 0002 5 0
5MeV～ 10MeV 01 1 00 1 0 0 003 1
10MeV～ 20MeV 01 1 00 1 0 000 3 1
20MeV～ 50MeV 0 0 0 00 0 0 0 0 01 0
50MeV～100MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 0000
100MeV～200MeV 00 0000 0 0 00 00
200MeV～500MeV 0 0 0 0 0 0 0 00 000
500MeV- 1GeV 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0
1GeV～ 5GeV 9 0 0 000 000000
5GeV～ 10GeV 6 0000 00 0 0 000
10GeV～ 50GeV 2 0000 0 00 000 0
50GeV～100GeV 5 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100GeV～500GeV 0 2 18 00 00 0 0 0 0 0
500GeV～ lTeV 0 015 0 0 00 000 00
1TeV.- 0 010 0 0 0000 000
エネルギー範囲 生命科学 医療利用 その他 合計
① ② ③ (♪ ② ③ ① ② ③ ① ② ③
特に指定せず 0 0 000000 1 2 4 3
- 1MeV 001 0 00 2 1 010 ll 12
lMeV～ 5MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 0' 2 6 2
5MeV～ 10MeV 0 0 0 00 00 0 004 3
10MeV～ 20MeV 0 00 0 0 0 0 0004 3
20MeV～ 50MeV 0 00 0 0 0 0 0 0 0 1 0
50MeV～100MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0
100MeV～200MeV 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0
200MeV～500MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 00 00
500MeV- 1GeV 0 0 0 00 0 0 1 0 0 1 0
1GeV～ 5GeV 0 0 0 0 0 0 1 2 0 10 2 0
5GeV′- 10GeV 0 0 00 0 0 00 0 ■6 0 0
10GeV～ 50GeV 0 0 0 00 0 0 0 0 2 0 0
50GeV.-100GeV 0 0 0 00 0 0 0 0 5 1 1
100GeV～500GeV 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 18


































回答者数 回答者の研究分野別(人数) ビーム使用形態(件数) 素粒子物理学分野 素粒子物理学分野
Be11eでのCP非保存の研究 最高エネルギーe◆e~衝突反応を用いた素粒子物理の研究単独 複合 8ファクトリー
30 素粒子物理学 18 17 1 B中間子のCP非保存検証 電子.陰子衝突による素粒子構造の研究
B中間子崩壊でのCP非保存 陽子.電子による吸子構造研究
原子核物理学 0 0 0 B中間子崩壊によるCP非保存精療美嚢 物質 .材料科学分野
CPの破れ イオンビー ムによる欠陥生成の検出
エネルギー科学 0 0 0 CP非保存の詳細研究 ポジトロニウムTOF
CP不変性の破れの研究 空孔分析
物質 .材料科学 9 ll 1 KERB 高分子材料の自由休耕評価
KEKB Belle 材料欠陥分布
生命科学 0 0 0 KERB(前の電子と同じ) 耐放射線性半草体の開発
lEP(CERN)でのOPAl.実験 低速陽電子ビ-ムによる構造 .状態解析
医療利用 0 0 0 LEPにおける鴨 子葉土精密測定 陰電子ビー ム角相関による表面電子構造の研究
LEPにおけるヒッグス粒子探索 その他













図02-82 件 t 子 ビー ム(現 在 使 用 中 ) エネル ギ ー 区分 毎 の 回答 件 政
ら.エネルギー分解能
1○
■ 4 ■ 5
2 2 3
1 1
BO Bl. B2. B3. B4. B5 B6 B7. B8. 89. BIO. Bll B12 B13. 81 4 . B15
(AE/E.I)
固Q2-83 斗 t 子 ビーム (現 在 使 用 中) エネル ギ ー 分 解糖 区分 毎の回 答 件 数
A.エネルギー 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 B.エネルギー分解能(△E/E:%) 秦 原 ここ 物 坐 医 そ 合計
AO.特に指定せず 0 0 0 2 0 0 0 2 BO. 特に指定せず 0 0 0 3 0 0 1 4
A1. - 1MeV 0 0 08 0 0 2 10 B1.12.8 - 0 0 0 0 0 0 0 0
A2. 1MeV～ 5㍍eV 0 0 0 2 0 0 0 2 B2. 6.4 -12.8 0 0 0 0 0 0 0 0
A3. 5MeV～ 10MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B3. 3.2 - 6.4 0 0 0 0 0 0 0 0
A4. 10MeV～ 20ueV 0 0 0 0 0 0 0 0 B4. 1.6 .-3.2 0 0 0 2 0 0 0 2
A5. 20MeV～ 50MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B5. 0.8 - 1,6 0 0 0 3 0 0 1 4
A6. 50MeV～100㍍eV 0 0 0 0 0 0 0 0 B6. 0.4 - 0.8 0 0 0 2 0 0 0 2
A7.100MeV～200MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B7. 0.2 - 0.4 0 0 0 0 0 0 0 0
A8.200MeV～500MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B8. 0.1 - 0.2 4 0 0 0 0 0 0 4
A9.500MeV- 1GeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B9. 0.05- 0.1 10 0 0 0 0 0 0 10
A10. 1GeV～ 5GeV 9 0 0 0 0 0 1 10 B10,0.02- 0.05 1 0 0 0 0 0 0 1
Ail. 5GeV～lOGeV 6 0 0 0 0 0 0 6 Bll.0.01- 0.02 5 0 0 0 0 0 0 5
A12,1∝;eV～ 50GeV 2 0 0 0 0 0 0 2 B12.0.005′-0.01 0 0 0 1 0 0 0 1
Al3.50GeV～lOOGeV 5 0 0 00 0 0 5 B13.0,002′-0.005 0 0 0 0 0 0 0 0
Al4.100GeV～500GeV 0 0 0 00 0 0 0 B14.0.001- 0.002 1 0 0 1 0 0 1 3




CLO CLI CL2 CL3. CL4 CL5 CL6 CL7. CL8 CL9. CLIO.
固 Q 2-84 罷 t 子 ビ-ム (現 在 使 用 中) ビー ム長径 区 分 毎 の 回 答 特 赦
cs.ビーム軽く短径)
CSO CSI CS2. CS3 CS4 CS5. CS6. CS7 CS8. CS9 CSIO.
図 02-85 1芳t 子 ビーム (現 在 使 用 中 ) ビーム短 径 区分毎 の 回 答 件 数
CL. ビーム長径 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計 CS.ビーム短径 秦 原 エl 生物l 坐 医 そ 合計
CL1. - 1nm 0 0 0 00 0 0 0 CS1. - 1nrn 0 0 0 0 0 0 0 0
CL2. 1nm′-10nm 1 0 0 2 0 0 0 3 CS2. 1mm～ 10nm 1 0 0 2 0 0 0 3
CL3.10mm′-100mm 0 0 0 2 0 0 0 2 CS3.10nm～100nm 0 0 0 2 0 0 0 2
CL4.100m～ lFLm 0 0 0 2 0 0 0 2 CS4.100nm～ 11m 4 0 0 2 0 0 0 6
CL5. 1〃m～ 10〟m 1 00 0 0 0 0 1 CS5. 1JLm～ 10Jlrn 17 0 0 0 0 0 1 18
CL6.10〟rn～100人Lrn 10 0 0 0 0 0 0 10 CS6.lOFLm～100FLm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL7_100〃n]- 1一m 10 0 0 1 0 0 2 13 CS7.100/⊥m～ 1mm 1 0 0 1 0 0 1 3
CL8. 1m～ 1cm 1 0 0 5 0 0 0 6 CS8. 1m～ 1cm 0 0 0 6 0 0 1 7
CL9. 1cm～ 10cm 0 0 0 1 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0




DO DI D2 D3. D4 D5 D6. D7. D8 D9. DIO Dll. D12.D13 D14.D15.D16.D17







EO El. E2. E3 [4 E5 E6. E7 E8. E9.
図02-87 醸 電 子 ビー ム(現在使 用 中) 規 格 化エミッタンス区分 毎の回答件故 (' rTM .I" a)
I),平均ビーム絶壁(eソsec) ト素 と原 二【二 初 坐 医 そ 合計 Eー 規格化エミッタンス(7=mm.mrad) 秦 原 コ二 初 坐巨医 そ 合計
ZX). 特に指定せず o J o 0 1 o Jo ■o 1 EO,特に指定せず 0 0 0 5 oio 0 5
0 0 0 .2 【0 0 0 2 E2,102- 103 0 0 0 0 0 00 0
0 0 0 0 0 0 0 0 E3.101- 102 0 0 0 1 0 0 0 1
o/o o 0 o o )1 1 E4. 1- 101 0 0 0 0 00 1 1
o O 0 0 0 0 0 0 0 E8.10~4- 10-3 7 00 0 0 01 8
1 0 0 0 0 0 0 0 0 E9. --10~4 3 00 1 0 0 0 4
2 0 io 0 0 0 0 0 0
3 0 io 0 0 0 0 0 0 ら
<O 0 0 0 0 0 0 0 I 7
4 0 0 0 0 0 ;o 4
2 0 0 0 0 0 0 2










GO (;1 G2. G3 G4 65 G6 G7 G8 G9 GI0 Gl1 612 613 G14_G15 616 617 G18 G19 G20 G21 (i22
回Q2-89 FIt 子 ビーム (現 在 使 用 中 ) ビー ム姓続 時 rW区 分 毎 の 回 答 件 政
F.ビーム時間構造の型 秦 原 コ二 物 坐 医 そ 合計 G.ビーム継続時間 秦 原 コ二 物 坐 医 そ 合計
Fl.連続ビーム 0 0 0 5 0 0 2 7 GO.特に指定せず 2 0 0 2 0 0 2 6
F2,連続的パルスビー ム 21 0 0 3 00 1 25 Gl. ～ lfs 0 0 0 0 0 0 0 0
F3.パルスビーム 0 0 0 2 0 0 0 2 G2. 1f5- 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F4,その他 1 0 0 0 0 0 0 1 G3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
G4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
G5. lps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G6. 10ps～100ps 0 00 0 0 0 0 0
G7.loops- 1ns 0 0 0 1 0 0 0 1
G8. 1ns～ 10ns 0 0 0 1 0 0 0 1
G9. 10ns′-loons 0 0 0 0 0 0 0 0
G10.100ns～ lfJS 0 0 0 0 0 0 0 0
Gll. 1fJS～ 10fJS 0 0 0 0 0 0 0 0
G12.10〃S～100〃S 0 0 0 0 0 0 0 0
Gl3.100FLS～ lms 0 00 0 0 0 0 0
G14. 1ms′-lobs 0 0 0 0 0 0 0 0
G15.10ms～100ms 0 0 0 0 0 0 0 0
Gl6.100ms～ l s 0 0 0 0 0 0 0 0
Gl7. l s～ 10 S 0 0 0 0 0 0 0 0
G18.10 S～100 S 1 0 0 0 0 0 0 1
G19.100 S～ 103 S 0 0 0 2 0 0 0 2
G20.103 S～ 104S 8 0 0 2 0 0 0 10
G21.104S～ 105 5 10 0 0 1 0 0 0 ll
-116-
遡 ま①現在嘆用中の醸電子ビー ムのデ ターを示しています｡
H.パルス繰り返し Lパルス幅
H.パルス繰り返し(Hz) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 Ⅰ.パルス幅 (長) 秦 原 二二 物 坐 医 そ 合計
HO.特に指定せず 1 0 0 0 0 0 1 2 ⅠO.特に指定せず 1 0 0 00 0 0 1
H1. - 101 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H2.101- 102 0 0 0 1 0 01 2 Ⅰ2. 1fsJ,L-10fs 0 0 0 0 0 0 00
H3.102- 103 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H4.103 - 104 0 0 0 0 0 0 00 Ⅰ4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
H5.104- 105 4 0 0 1 0 0 0 5 Ⅰ5. 1ps～ 10ps 3 0 0 0 0 0 0 3
H6.105- 106 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ6. 10ps～100ps 4 0 0 0 0 0 0 4
H7.106- 107 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ7.loops- 1ns 2 0 0 1 0 0 0 3
H8.107- 3 0 0 0 0 0 0 3 Ⅰ8. 1ns～ 10ns 0 0 0 0 0 0 1 1
Ⅰ9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 00 0
Ⅰ10.10 ns- lps 0 0 0 2 0 0 0 2
Ill. lJLS～ 10FLS 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ12.10〃S～100fJS 0 0 0 0 0 00 0
Ⅰ13.100FLS～ lms 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ14. 1Dsへ.10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ15.10ns～100ms 0 0 0 1 0 0 1 2
Ⅰ16.looms- l s 0 0 0 0 0 0 0 0
J.パルス強度
K.パルス内パンチ敢 L.パンチ幅
冗.パルス内パンチ数 秦 原 エ 初 生 医 そ 合計 L.パンチ幅 (長) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計
KO.特に指定せず 0 0 0 2 0 0 2 4 LO.特に指定せず 0 0 0 2 0 0 1 3
Ⅹ1. - 101 3 0 0 0 0 0 0 3 L1. - lfs 0 0 0 0 0 0 0 0
K2.101- 102 0 0 0 0 0 0 0 0 L2. 1fs.-10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K3.102- 103 0 0 0 0 0 0 0 0 L3. 10f5-100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K4.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 L4.100fs～ lps 0 0 0 0 0 00 0
X5.104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 L5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
K6.105 - LOG 0 0 0 0 0 0 0 0 L6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 1 1
K7.106- 107 0 0 0 0 0 0 0 0 L7.lOOps～ lns 1 0 0 2 0 00 3
K8.107- 1 0 0 0 0 0 0 1 L8. 1ns～ 10ns 2 0 0 0 0 0 0 2
L9. 10ns～lOOTIS 0 0 0 0 0 0 0 0





エネルギー区分 ～lNeY lW 上MeV 10NeV 20NeV 50NeV10(糊ev200NeV500NeV lGeV 5GeY lOGeV 50GeY100GeV50GeV1TeV～ 特に定平均ビーム強度 5NeV 10NeV20MeV 50NeV100NeY200NeV500ey 1GeV 5GeV 1∝;eV 50GeV lOGeV500GeV lTeV 描せず
～6.2×103 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×103-6.2×104 2 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×104-6.2×105 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0
6.2×105-6.2×106 1 0 0′ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0i 0
6.2×106-6.2×107 3 0 0 0 0 0 0 o 巨 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×107-6.2×108 2 0】o 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×108-6.2×109 1 0 ぎ0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×1010-6.2x10l 0 0 0 0 00 0 0 io 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×101-6.2×10Ⅰ2 0 0 0 ト 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×1012-6.2×1013 0 0iO 0 0 0 0 0 0I 0 0 0 0 0 olor 0
6,2×10J4-6.2×1015 0 2 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 o ho 0
6.2×1015-ノ6,2×10】6 0 0 0 0 0 0 0 0 ⊇ o 0 0 0 4 0 0 ≡0 0
6.2×1016-6.2×1017 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0i
6.2×10L7-6,2×10Lg 0 0 0 0 00 0 0 】o 3 2 0 0 0 0 0 0





回答者数 回答者の研究分野別(人数) ビー ム使用形態(件数) 素粒子物理学分野 物質 .材料科学分野JLC計画 (phasel) 大強度陽電子ビームによる表面解析
単独 複合 ポジトロニウムの生成 単一エネルギー陽電子の対消滅
21 素粒子物理学 4 3 1 最高エネルギーe◆e｢衝突反応を用いた素粒子物理の研究 短パルスを用いた研究
原子核物理学 0 0 0 超低エネルギー陽電子の対消滅
エネルギー科学 0 0 0 新粒子探索 陽電子顕微鏡の開発と欠陥研究
物質 材ー料科学 13 14 1 物質 一材料科学分野 陽電子寿命測定
生命科学 0 0 0 イオン.ポジトロン複合利用による機能発現 陽電子寿命測定法による原子空孔欠陥等の
医療利用 1 1 0 機構の研究 研究
その他 3 2 0 ポジトロンを利用したイオン照射欠陥の性状決定と材料開発-の応用 その他ビー ム不安定.高周波加速
強磁性 トンネル接合におけるスピン構造 ビー ム不安定の制御
A以後､分野標記の省略として､以下のものを使 うこともある｡




AO. Al. A2. 人3 A4. A5. A6. A7. A8. 人9. AIO. All. A12. 人13. A14. 人15. A16.
図02-91 件t子ビーム(使用できていない) エネルギー区分毎の回答件k
良.エネルギー分解能
80. Bl. B2. B3, B4. B5, B6. B7. B8. 89. 810. Bll B12. B13. B14, 815
(AE/EI)
図02-92 捷書手ビーム(使 用できていない) エネルギー分 解能 区分毎の回答 特赦
A.エネルギー 秦 原 コ∴ 初 坐 医 そ 合計 B.エネルギー分解能(△E/E:%) 秦 原 ここ 物 坐 医 そ 合計
AO.特に指定せず 0 0 0 4 0 0 0 4 BO. 特に指定せず 0 0 0 3 0 0 2 5
A1. .- 1MeV 1 0 0 9 0 0 1 ll B1.12.8 - 0 0 0 0 0 0 0 0
A2. 1MeV～ 5MeV 1 0 0 5 0 0 0 6 B2. 6.4 -12.8 0 0 0 0 0 0 0 0
A3. 5MeV～ 10MeV 1 0 0 3 0 0 0 4 B3. 3.2 - 6.4 0 0 0 0 0 0 0 0
A4. 10MeV～ 20MeV 1 0 0 3 0 0 0 4 B4. 1.6 ′-3.2 0 0 0 1 0 0 0 1
A5. 20MeV～ 50MeV 0 0 0 1 0 0 0 1 B5. 0.8 - 1.6 0 0 0 1 0 0 0 1
A6. 50MeV～100MeV 0 0 0 0 00 0 0 B6. 0.4 ～ 0.8 0 0 0 0 0 00 0
A7.100MeV～200MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B7. 0.2 ～ 0.4 0 0 0 0 0 0 0 0
A8.200hteV～500MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 88. 0.1 - 0.2 1 0 0 3 0 0 0 4
A9.500MeV- 1GeV 0 0 0 0 0 0 1 1 B9. 0.05- 0.1 1 0 0 0 0 0 0 1
A10. 1GeV.- 5GeV 0 0 0 0 0 0 2 2 B10,0.02- 0.05 1 0 0 0 0 00 1
All. 5GeV～ 10GeV 0 0 0 0 0 0 0 0 Bll.0.01- 0.02 0 0 0 0 0 0 0 0
A12,lOGeV～ 50GeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B12.0.005- 0.01 1 0 0 0 0 0 0 1
Al3.50GeV～lOOGeV 1 0 0 0 0 0 0 1 B13.0.002- 0.005 0 0 0 2 0 0 0 2
A14.lo∝;eV～50∝;eV 2 0 0 0 0 0 0 2 B14.0.001- 0.002 0 0 0 4 0 0 0 4














CLO. CLl. CL2. CL3. CL4. CL5. CL6. CL7. CL8. CL9. CLIO.
図02-93 qSt子ビーム(使 用できていない) ビーム 長径 区分毎 の回答 件 数
CS.ビー ム径(短径)
CSO. CSl, CS2 CS3. CS4 CS5. CS6 CS7. CS8. CS9. CS10.
回 Q2-94 F[t 子 ビ-ム(使 用 できていない) ビーム短径 区分毎 の回答 件数
CL.ビーム長径 秦 原 エ 初 生 医 そ 合計 CS.ビーム短径 秦 原 こし 物 坐 医 そ 合計
CLO.特に指定せず 0 0 0 3 0 0 1 4 ∝0. 特に指定せず 0 0 0 3 0 0 1 4
CL1. - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS1. - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL2. 1nnr-10nJ1] 0 0 0 0 0 0 0 0 CS2. 1nm～ 10nm 1 0 0 0 0 0 0 1
CL3.10nm～100mm 1 0 0 0 0 0 0 1 CS3.10nm～100nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL4.100nm～ lFLm 0 0 0 1 0 0 1 2 CS4.100nrn～ lFLm 0 0 0 1 0 0 2 3
CL5. 1FLrn～ 10ILm 0 0 0 1 0 0 0 1 CS5. 1pnl～ 10FLm 1 0 0 1 0 0 0 2
CL6.10/上m～100′⊥m 1 0 0 2 0 0 1 4 CS6.lo〟m-10〃m 0 0 0 2 0 0 0 2
CL7.100FLm- 1mrn 0 0 0 00 0 0 0 CS7.100上川～ 1mm 0 0 0 0 0 0 0 0
Clj. 1mmへ 1cm 0 0 0 5 0 0 0 5 CS8. 1mm～ 1cm 0 0 0 5 0 0 0 5




DO. Dl. D2. D3. D4 D5 D8 D7. D8. D9. DlO.DIつ.D12 D13.D14.D15.D16.D17
(+'/14C)
国Q2-95 FIt 子 ビー ム(使 用 できていない) 平 均 ビー ム強 度 区分 毎 の 回答 件 赦
E.規格化エミッタンス
EO. El. E2. E3. E4. E5. E6. E7 E8 Eg.
図02-96 浄電子ビーム(使用できていない) 規格化エミッタンス区分毎の回答件数
D.平均ビーム強度(eソsec) 秦 原戸 ここ 初 坐 医 そ 合計 E.規格化エミッタンス(7tⅧ 1.Tnrad) 秦 原 エ 物 隻 医 そ 合計
LO_ 特に指定せず 0 0 0 3 0 0 1 4 EO.特に指定せず 0 0 0 6 0 0 1 7
D1. -6,2X103 0 】0 0 0 0 0 0 0 E1.103- 0 0 0 0 0 0 0 0
0 【o 0 1 00 0 1 E2.102- 103 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 1 0 0 0 1 E3.101- 102 0 0 0 1 0 0 0 1
0 0 0 0 0 0 0 0 E4. 1 - 101 0 0 0 ≠Ⅰ 0 0 1 2
0 0 0 4 0 0 1 5 E5.10-1- i 0 0 0 1 0 0 0 1
D7.6.2Xユ08-6.2×109 0 0 0 2 0 0 0 2 E7.10~3- 10~2 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 2 0 0 0 2 E8.10ー4- 10~3 1 0 0 0 0 0 1 2
0 0 0 1 0 0 0 1 E9. -- 10~4 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 2 0 0 0 2
1 0 0 0 0 0 01
0 0 00 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 1 1

















国Q2-97 防t子ビーム (使用できていない) ビーム時間枠進の型 区分毎の回答特赦
GO GI G2 (;3 G4 G5 G6 G7 G8 G9 GIO Gil.G12 G13 G14 G15 G16 G17 G18 G19 620 G21 G22
回 Q 2-98 NLt子 ビーム (使 用 できていない) ビーム鞍横 時 間 区分 毎 の 回事 件 数
ド,ビー ム時間構造の型 秦 倭 エ 初 坐 医 そ 合計 G.ビーム継続時間 秦 原 ここ 初 坐 医 そ 合計
Fl_連続ビーム 0 0 0 5 0 0 0 5 GO.特に指定せず 1 0 0 6 0 0 2 9
F2.連続的パルスビーム 1 0 0 9 0 0 2 12 G1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
2 0 0 3 0 0 1 6 G2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F4,その他 0 0 0 0 0 0 0 0 G3. 10fs/-100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
G4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
G5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G6. 10ps～100ps 0 0 0 1 0 -o 0 1
G7.loops- 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
G8. 1ns～ 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
G9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0
G10.100TIS～ llLS 0 0 0 0 0 0 0 0
Gil. lFLS～ lOiLS 0 0 0 0 0 0 0 0
G12.10FLS～100ILS 0 0 0 0 0 0 0 0
G13.100ps～ lms 0 0 0 0 0 0 0 0
G14. 1msへ 10ms 0 00 0 0 0 0 0
Gl5.10ms～lOOrns 0 00 0 0 0 0 0
G16.looms- 1 S 0 0 0 0 0 0 0 0
G17. l s～ 10 S 0 0 0 0 0 0 1 1
G18.10 S～100 S 0 0 0 !o 0 0 1 1
G19.100 S～ 103S 0 0 0 0 0 0 1 1
G20_103S- 104S 0 0 0 0 oIo 1 1




H./くルス繰り返し(Hz) 秦 原 エ 初 生 医 そ 合計 I.パルス幅 (長) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
HO.特に指定せず 1 0 0 1 0 0 1 3 Ⅰ0.時に指定せず 1 0 0 1 0 0 0 2
H1. - 101 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H2,101- 102 1 0 0 1 0 0 0 2 Ⅰ2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H3.102- 103 0 0 0 0 0 0 0 0 I3. lOfs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H4.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
H5.104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ5. lps- lops 0 0 0 0 0 0 0 0
H6.105- 106 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ6. 10ps～100ps 0 0 0 2 0 0 0 2
H7.106- 107 0 0 0 2 0 0 0 2 Ⅰ7.loops- 1ns 0 0 0 3 0 0 0 3
H8.107- 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ8. 1ns～ 10ns 0 0 0 0 0 0 1 1
Ⅰ9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ10.loons- 1fJS 1 0 0 0 0 0 0 1
Ill. 1′Js～ 10〝S 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ12.10pLS～lOOFtS 0 0 0 0 00 00
Ⅰ13.100fJS- 1ms 0 0 0 0 0 0 0 0
I14. lms～ lOns 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ15.10ms～100 ms 0 0 0 0 0 0 0 0




Kノ ルヾス内パンチ数 秦 原 コ二 物 生 医 そ 合計 Lノ ンヾチ幅 (長) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
KO.特に指定せず 0 0 0 2 0 0 0 2 LO.特に指定せず 0 0 0 3 0 0 0 3
K1. - 101 0 0 0 3 0 0 0 3 L1. - 1fs 1 0 0 0 0 0 0 1
K2.101- 102 1 0 00 0 0 0 1 L2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K3.102 - 103 0 0 0 0 0 0 0 0 L3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K4.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 L4.100fs～ lps 0 00 0 0 0 0 0
K5.104- 105 0 0 00 0 0 0 0 L5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 1 1
Ⅹ6.105- 106 0 0 00 0 0 0 0 L6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 】o 0 0
K7.106- 107 0 0 00 0 0 0 0 L7.loops- 1ns 1 0 0 2 0 0 0 3
Ⅹ8.107- 1 0 00 0 0 0 1 L8. 1ns～ 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
L9. 10nsへ100ns 0 0 0 0 0 0 0 0





エネルギー区分 -1NeV lWeV 5NeY 10KeV 20NeV 50NeV10ONeV20(別eV500ueV 1GeV 5GeV 10GeV 50ccV100GeV50∝eVlTeV～ 特に定平均ビーム強度 5対ey ユOhleV 20yeV 50はey10Oyey2OOyey50Ney ユGeV 5Gey 10Gey 50GeY100GeY500GeV 1TeV 描せず
～6.2×103 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2X103-6.2×104 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×104-6.2×105 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×105-6.2×106 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×106-6.2×107 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×107-6.2×108 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×108-6.2×109 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×109-6.2×1010 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0
6.2×1010′-6.2×101 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 o h 1
6,2×101L～6.2×1012 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×1012-6.2XlO13 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×1013-6.2×1014 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
6.2×1014-6.2×1015 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2X10L5-6.2xlOl6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×1016-6.2×1017 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
6.2×1017-6.2×1018 0 o )o 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 o )o 0





回答者数 回答者の研究分野別(人数) ビーム使用形態(件数) 素粒子物理学分野 原子核物理学分野∫.L.C. β崩壊におけるベクトル流保存の検証
単独 複合 JLC(√S=50∝eV)でのSUSY探索 物質 .材料科学分野
38 素粒子物理学 26 16 2 JL£(√S=500GeV)でのヒツグス判定 イオン.高強度ポジトロン複合利用による機能発現過渡現象の研究
JLC-Ⅱ (√S〉1TeV)新物理研究
原子核物理学 1 1 0 JLC計画 トンネル接合界面におけるスピン構造
ポジトロンを利用したイオン照射欠陥の性状決定と材料開発-の応用.
エネルギー科学 0 0 0 ヒッグス粒子の探索ベクトル流保存則検証 金属中の点欠陥の挙動
物質 材ー料科学 9 10 3 リニアコライダー 反射高速陵電子回折による表面研究
リニアコライダーによるビー ム安定性 生命科学分野
生命科学 1 1 0 最高エネルギーe◆eJ衝突反応を用いた素粒子物理の研究 陰電子顕微鏡 その他
医療利用 0 0 0 質丑の起源､超対称性粒子の探索 放射光による陽電子源の開発
新粒子探索 (重心系エネルギ->40∝kVのもの)
その他 1 0 0 電子 陽ー子､電子.陽電子衝突による素粒子構造の研究
A以後､分野標記の省略として､以下のものを使 うこともある｡




AO A1 A2 A3 A4. 人5. A6 人7 A8 A9 AIO.All A12.人13.人14. 人15.人16.
回Q2-100 陣 t 子 ビー ム (蒋 兼 使 用 したい ) エネル ギ ー 区 分 毎 の 回 答 件 数
B.エネルギー分解能
BO Bl. B2. B3. 84. B5 86. B7 88 B9 BIO BIつ. B12. B13. 814 B15.
(AE/E-n
図 02-101 醸 t 子 ビー ム (市 来 使 用 したい) エネルギ -分 解 能 区 分 毎 の 回 答 件 数
A.エネルギー 秦 原 二L 物 坐r 医 ド 合計 B.エネルギー分解能(△E/E:港) 秦 【原 コニ 初 坐 医 そ 合計
AO.特に指定せず 】0 0 0】2 【o 0 1 3 BO. 特に指定せず 5 0 0 2 0 0 1 8
Å1, - 1MeV 00 0 ll 1 0 0 12 B1.12.8 - 0 0 0 0 0 §o 0 0
A2. 1MeV～ 5MeV 1 1 0 0 0 0 0 2 B2. 6.4 --12.8 1 0 0 0 oio 0 1
A4. 10MeV～ 20MeV 1 1 0 1 0 0 0 3 84. i.6 - 3.2 0 0 o /1 0 0 】o 1
A5. 20MeV～ 50MeV 0 0 00 0 0 0 0 B5. 0.8 -ノ1.6 1 1 0 5 0 0 0 7
A6. 50MeV.-100MeV 00 0 0 0 0 0 0 B6. 0.4 --0.8 1 0 0 1 0 0 0 2
A7.100MeV～200MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B7, 0.2 - 0.4 10 0 0 i2 0 0 0 12
A8.200MeV～500MeV 0 0 EO 0 0 0 0 0 B8. 0.1 --0,2 ll 0 oE2 0 0 0 13
A10. 1GeV～ 5GeV 00 0 0 0 0 0 0BlO.0,02- 0,05 1 00 0 0 !o 0 1
All. 5GeV～ 10GeVー0 0 0 0 00 0 0 Bl1,0.01- 0.02 1 0 o /o o /o 0 1
A12.10GeV～ 5OGeV 0 ∃o 0 0 0 0 0蔓りB12.0.005- 0.01 1 0 oio 0 0 0 1
A13.50GeV～100GeVll 00 0 0 0 0 1 B13_0_002- 0.005 0 0oヨo 0 0 0 0
Al4.100GeV～500rJeV l8 00 0 0 0 3 0 18 B14.0.001- 0,002 i 0 o Jo 0 ! 0 0 1








CSO. CSl. CS2. CS3. CS4. CS5 CS6 CS7. CS8. CS9. CSIO.
国Q2-103 陣t 子 ビ-ム(将来 使 用したい) ビーム短径 区分毎の回答件 k
CL.ビーム長径 秦 原 二王二 初 坐 医 そ 合計 CS.ビーム短径 秦 蘇 ここ 初 生 ∈医 そ 合計
CLO.特に指定せず 4 0 0 3 0 0 0 7 CSO. 特に指定せず 3 0 0 3 0 0 0 6
CL1. - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS1. - 1nm 1 0 0 0 0 0 0 1
CL2. 1nm～ 10nm 5 0 0 0 0 0 0 5 CS2. 1nm～ 10nm 19 0 0 0 0 0 0 19
CL3.10nm～lOOnTn 5 0 0 1 0 0 0 6 CS3.10nm～100nm 3 0 0 1 0 0 0 4
CL4.100nm～ lJlm 9 0 0 0 0 0 0 9 CS4.100nm- l〟m 2 0 0 0 0 0 0 2
CL5. 1pm～ 10/Jm 2 0 0 2 1 0 0 5 CS5. 1Lltq～ 10〟m 0 0 0 2 1 0 0 3
CL6.10fJm～100f… 0 0 0 0 0 0 0 0 CS6,10lLm～100lLm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL7.100/川～ 1mm 0 0 0 7 0 0 0 7 CS7.100FLm～ 1mm 0 0 0 7 0 0 0 7
CL8. 1rEm- 1cTt) 1 1 0 1 0 0 0 3 CS8. 1mm～ 1cm 1 1 0 1 0 0 0 3




DO DI D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8. D9 DIO Dll D12.D13 014.D15 D16.D17
(.◆/tH )
密Q2-104 幹 t子 ビー ム (将 来 使 用 したい) 平 均 ビーム 強 度 区 分 毎 の 回答 件 鞍
E.規格化エミッタンス
EO EI E2. E3 E4. E5. E6 E7. E8.
国Q2-105 払 t 子 ビーム (将 来 使用 したい) 規 格 化 エミッタンス区 分 毎の 回答 件 数
D.平均ビーム強度(eソsec) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合 計 E.規格化エミッタンス(冗m .仙rad) 秦 原 コ二 物l 坐 医 そ 合計
LO. 特に指定せ一軒 2 0 0 4 0 0 0 6 EO.特に指定せず 2 1 0j7 0 0 0 10
D1. -6.2x103 1 1 0 0 0 0 0 2 E1,103 -′ 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 2 0 0 0 0 E2.102-.103 1 0 0 0 0 0 0 1
D3,6.2Xユ04-6.2×ユ05 0 0 0 0 0 0 0 0 E3.10】～ 102 2 0 0 0 0 0 0 2
D4.6.2xユ05-6.2×106 0 00 0 0 0 0 0 E4. 1- 10Z 2 0 0 3 0 0 0 5
0 0 0 2 0 0 0 2 E6.10~2.-lo一l 3 0 0 0 0 0 0 3
0 0 0 3 0 0 0 3 E7.10~3-′10~2 10 0 0 0 0 0 0 10
0 0 0 4 0 0 0 4 E8.10J4- lola 5 0 0 0 0 0 0 5
0 0 0 0 0 0 1 1 E9. - 10~4 3 0 0 0 1 0 0 4
1 0 0 0 0 0 1 2
2 0 0 1 0 0 0 3
9 0 0 0 1 0 0 10
D13,6.2×1014-6.2×1015 3 0 0 0 0 0 0 3
D14.6.2×1015-6.2×1016 4 0 0 0 0 0 0 4
4 0 0 0 0 0 0 .1




.*冒 _ム .… ,{Fiスビーム ,.hi3ト ム モ冨■






GO GI G2 63 G4 G5 G6 G7 68 G9.GI0.611612.G13(314615616617G18lG19G20621622
国Q2-107 練 電子 ビーム(早 来使用 したい) ビーム強 練 時rl区分毎の 回答 件数
F.ビー ム時間構造の型 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 G.ビーム縦続時間 秦 原 エ 物 隻 医 そ 合計
F1.連続ビ-ム 3 1 0 7 0 0 0 ll GO.特に指定せず 5 0 o ト4 0 0 0 9
F2.連続的パルスビー ム ll 1 0 8 0 0 1 21 G1. - 1fs 0 0 0 00 0 0 0
17 0 0 2 1 0 0 20 G2. 1fs′-10fs 0 0 0 00 0 0 0
F4_その他 0 0 0 0 0 0 0 0 G3. 10fs.-100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
G4.100fs- lps 0 0 o ヨo 0 0 0 0
G5. lps～ 10ps 0 0 0 日 oFo 0 1
G6. 10ps～100ps 1 0o fユ 0 0 0 2
G7.loops- 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
G8. 1ns～ 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0o 呈o 0 0
G10.100ns～ lFLS 1 0 0 000 0 1
Gil. lFLS～ 10FLS 0 0 0 00 0 0 0
G12.10ps～100LIS 0 0 0100 0 0 0
G13.loo″s- 1ms 0 0 oto o 声o 0 0
G15.lOms～100ms 1 0oヨo 0 0 0 1
G16.100msへ 1 S 1 0 0 0 O FO 0 1
G17. 1 S～ 10 S 1 0 0 0 0 0 0 1
G18.10 S′-loo s 0 0o∈o o】o 0 0
G19.100 S～ 103S 0 0 0 0 o≠o0 0
G20.103S～ 104S l 1 0 2 o ho 0 4




Hノ ルヾス繰 り返し(Hz) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 Ⅰ.パルス幅 (長) 莱 原 ここ 物 坐 医 そ 合計
HO.特に指定せず 1 0 0 2 0 0 0 3 Ⅰ0.特に指定せず 1 0 0 5 0 0 0 6
H1. - 101 0 0 0 0 1 0 0 1 Ⅰ1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H2.101- 102 5 0 0 0 0 0 0 5 Ⅰ2. 1f■S～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H3.102- 103 ll 0 0 1 0 0 0 12 I3. 10fs～lOOfs 0 0 0 0 0 0 0 0
H4.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
H5.104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H6.105- 106 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ6. 10ps～100ps 0 0 0 1 0 0 0 1
H7.106- 107 0 0 0 3 0 0 0 3 I7.100ps～ lns 1 0 0 0 0 0 0 1
H8.107- 1 0 0 0 0 0 0 1 Ⅰ8. 1rlS～ 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ9. 10ns～100ns 0 0 00 0 0 0 0
Ⅰ10.loons- lps 13 0 0 0 0 0 0 13
Ill. 1FLS～ lOFLS 3 0 00 0 0 0 3
Ⅰ12.10f▲S～100f⊥S 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ13,1001S～ lms 0 0 0 0 1 0 0 1
I14. 1ms～ 10ms 0 0 00 1 0 0 1
Ⅰ15.10ms～100ms 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ16.loo ms- 1 S 0 0 0 0 0 0 0 0
J.パルス強度
K.パルス内パンチ致 L.パンチ幅
Kノ ルヾス内パンチ数 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 L.パンチ幅 (長) 秦 原 ここ 物 坐 医 そ 合計
KO.特に指定せず 0 0 0 4 1 0 0 5 LO.特に指定せず 0 00 3 1 0 0 4
Ⅹ1. - lot 0 0 0 1 0 0 0 1 u. - 1fs 1 0 0 0 0 0 0 1
K2.101- 102 ;5 0 0 0 0 0 0 5 L2. 1fs～ lOfs 0 0 0 0 0 to 0 0
K3.102- 103 4 0 0 0 0 0 0 4 L3, 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K4,LOB- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 L4.100fs～ lps 7 0 0 0 0 0 0 7
K5,104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 L5. 1ps～ 10ps 2 0 0 0 0 0 0 2
K6.LOB- 106 -o 0 0 0 0 0 0 0 L6. 10ps～100ps 0 0 0 3 0 0 0 3
K7.106 - 107 0 00 ≡0 0 0 0 0 L7.loops- 1ns 1 0 0 2 0 0 0 3
K8.107 - 8 0 0 0 0 0 0 8 L8. 1ns/-10ns 0 0 00 0 0 0 0
L9, 10ns～100ns 0 0 00 0 0 0 0





エネルギー区分 ～lKeV lyeV 5ueY 1仇ーeV 20NeY 50MeV10NeY2DOKeV500NeV 1GeV SGeY 10GeV 5α;eV100GeV50∝;eVlTeV～ 特に平均ビーム強度 SKeV 10HeV 20NeV 5(糊ev100LdeV20(粘eY50CNeY lGeV 5GeV 10GeV 50GeV100GeV500GeV lTeY 指定せず
～6.2×103 0 2 2 2 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×103-6.2×104 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×104-6.2×105 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×105-6.2×106 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×106-6.2×107 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×107-6.2×108 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×108-6.2×109 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×109-6.2×1010 4 0 1 1 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×1010-6.2×10H 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
6.2×101ー～6.2×1012 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
6.2×1012-6.2×1013 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1 1
6.2×10】3-6.2×1014 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0
6.2×1014-6.2×1015 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 1 0
6.2×10】5-6.2×1016 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 2 2 0
6.2×1016-6.2×1017 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 1 3 2 2 0
6.2×1017-6.2×1018 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 1 2 4 3 0








回答者数 回答者の研究分野別人数(重複回答有) ビーム使用形態 (件数)単独 複合
①現在使用中の放射光 199 素粒子物理学 0 0 0
原子核物理学 2 2 0
エネルギー科学 1 1 0
物質.材料科学 132 188 1
生命科学 41 42 1
医療利用 7 9 0
その他 16 17 1
②現在 (使用したいが)使用できていない放射光 71 素粒子物理学 0 0 0
原子核物理学 1 1 0
エネルギー科学 0 0 0
物質 .材料科学 44 44 8
生命科学 14 15 1
医療利用 8 9 0
その他 4 3 0
③将来使用したい放射光 69 素粒子物理学 0 0 0
原子核物理学 2 1 0
エネルギー科学 0 0 0
物質 .材料科学 49 43 ll
生命科学 7 7 2









エネルギー範囲 素粒子物理学 原子核物理学 エネルキ÷-科学 物質 .材料科学
α) ② ③ (♪ ② ③ (手 ② ③ (p ② @
特に指定せず 0 0 0 0 01 000 6 02
～0.1eV 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2 2
0,1eV ′- 1eV 0 0 0 0 000 0 0 3 3 4
1eV ～ 10eV 0 00 0 0000 0 17 5 8
10eV .-100eV 00 0 00 00 00 57 19 20
100eV ′- 1keV 0 0 0 0 0 0 0 00 76 28 23
1keV′- 10keV 0 0 0 0 0 01 00 83 28 25
10keV′-100keV 00 0 0 0 0 1 0 0 83 26 25
100keV～ lMeV 0 0 0 0 0 1 0 0 07 0 4
1MeV～ 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0
エネルギー範囲 生命科学 医療利用 その他 合計
(♪ ② ③ ① ② ③ 迂1 ② ③ ① ② ③
特に指定せず 00 0 0 0 0 1 1 1. 7 1 4
～0.1eV 0 0 0 0 0 0 1 0 0 4 2 2
0.1eV - 1eV 1 0 0 0 0 0 0 00 4 3 4
1eV ～ 10eV 3 0 2 0 0 0 4 0 0 24 5 10
10eV .-100eV 5 2 1 0 0 02 0 064 21 21
100eV - 1keV 6 7 0 0 0 0 2 0 1 84 35 24
1keV～ 10keV 24 8 3 1 3 1 8 0 1 117 39 30
10keV′-100keV 24 6 1 6 6 5 6 2 2 120 40 33




































回答者数 回答者の研究分野別(人数) ビーム使用形態(件数) 物質 .材料科学分野 物質 .材料科学分野高圧でのX線回折実験 放射光による表面性状化の研究
単独 複合 高圧下での構造 放射光を用いたマイクロマシンニング研究
199素粒子物理学 0 0 0 高圧下におけるカルコゲンの電子密度分布 放射光刺激脱離の研究
原子核物理学 2 2 0 高圧鉱物の第品構造 放射光波長変調回折法によるBragg反射の位相決定
エネルギー科学 1 1 0 高圧力下の物質構造 放射光利用全般
物質 .材料科学 132 188 1 温高圧力下における鉱物 物性 励起エッチングの研究
生命科学 41 42 1 高温超伝導 放射光励起半導体プロセス
医療利用 7 9 0 高温超伝導体の格子歪み 放射光励起表面ダイナミックス
その他 16 17 1 高磁場 .高圧下での磁性研究 放射線損傷
原子核物理学分野 高分子アロイのダイナミックス 放射線損傷の基礎過程
逆コンプトン光による核物理 錯化化学 有様薄膜の表面状態の研究 (表面物理)
エネル ギー科学分野 酸化物超伝導相の生成機構の研究 溶液化学
X線検出器の特性測定 紫外感光材料の光反応過程 溶萩中の金属錯体構造解析





EUVリソグラフィー 準周期回折格子の開発 Ni-Feとヒドロゲ トー ゼのⅩ凍構造化学
LⅠGAプロセスによる微細部品開発 消衰効果を受けていない回折x凍強度データの収集 o/Vエマルション中の油脂及びアミノ酸結晶化過程の解明0/Yエマルション中の油脂及びアミノ酸結晶化過程の解明 触媒表面の研究
SiO2,Si3N小 テフロンのエッチング 新材料開発 ダイヤモンド チトクロム酸化辞兼X線結晶構造解析 (蛋白質結晶学)0やテフロン膜成長 フラーレ













X線反射率による薄膜分析 超臨界金属流体のⅩ凍非弾性散乱 蛋白質 .蛋白質複合体のX巌結晶構造解析
X凍非弾性散乱を用いた電子状態の研究 超臨界流体の溶媒的構造 蛋白質X簸構造解析 (生命科学)
アルカリ土類金属の自動電離断面積に関する研究 超励起分子のダイナミクス 蛋白質のX線結晶構造解析
イオン結晶 .半導体薄膜の光物性 低次元物質の電子状態 蛋白質の結晶構造解析
エネルギー分散法によるX線回折 影絵 添加物入り酸化物の局所構造解析 蛋白質の構造解折 (静的)(インフルエンザウイルス視覚蛋白精子活性化因子カルコゲンにおける分子間及び分子内結合の圧力依存性 電子レベルでの構造解析
シリコン基板上金属ナノ粒子の表面X線散乱 電子状態と物性の関係 蛋白質の構造-積能相関について
セラミックスシンチレータ結晶の原子構造 電子密度分布解析 (重原子結晶) 蛋白質集合体の構造分析
セラミックスや半導体の構造解析 内殻吸収 蛋白質溶液のⅩ凍小角散乱
ダイヤモンド中の微量元素の分析 (地球科学) 内殻光物性 .光化学 病因性蛋白質の構造研究
















金属-非金属超格子系のXKD 微小丑 .微量分析 メスバウア用単色 γ線
金属表面の酸化､腐食過程の分析 表面､界面､薄膜の磁性 レーザーシンクロトロンの研究
結晶構造相転移 表面 .界面の漸 R解析 結像型位相差X線顕微鏡
原子 .分子の光電離 表面修飾 結像型蛍光X線顕微鏡
固体酸素高圧相の構造解析 表面初期酸化(Si,Sic,etc)etc 高圧下での珪酸塩融体 (マグマ)の粘度
固体電子物性 表面電子状態の解析 高圧下での鉱物の相平衡と物性
固体表面の光電子分光 腐食生成物､表面物理皮脱構造の解析 真空紫外 .軟X線多層膜の開発
光エネルギー変換材料の開発 複雑系の構造解析 挿入光源評価
光電子ホログラフィー 物質の電子構造をX線発生分光法で調べる 軟X線絶対測定 (計測)
光変調XAFSによる動的局所構造解析 放射光アブレー ションによる材料創製 放射光用X線モニターの開発


























BO. 81. B2. 83. B4. B5. B6 B7. B8. B9. BIO. BH B12. 813 B14. 815.
(AE′E)
周Q2-110放射光ビーム(現在使用中)エネルギー分解能区分毎の回答件数
.光子エネルギー 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 ち.エネルギー分解能(△E/E) 秦 原 ここ 初 坐 医 そ 合計
AO. 特に指定せず 0 0 0 6 0 0 1 7 BO.特に指定せず 0 0 0 25 8 1 6 40
A1. - 0.1eV 0 0 0 3 0 0 1 4 B1. 10 - 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 3 1 0 0 4 B2. 1 - 10 0 0 01 0 0 0 1
0 0 0 17 3 0 4 24 B3. 10~】- 1 0 0 1 1 1 1 1 5
0 0 0 57 5 0 2 64 B4. 10-2- 10-I 0 0 0 9 2 2 3 16
0 0 0 76 6 0 2 84 B5. 10~3- 10~2 0 0 0 25 4 0 3 32
0 芦o 1 83 24 1 8 117 B6, 10-1- 10-3 00 0 75 13 0 3 91
0 0 1 83 24 6 6 120 B7. 10~づ～ 10~4 0 0 0 62 8 1 3 74
0 0 0 7 1 0 2 10 B8. lo瑞- 10~5 0 0 0 7 1 0 1 9
A9.1MeV～ 0 0 0 1 1 0 0 2 B9. 10-7- 10~づ 0 0 0 4 0 0 0 4
B10.10~8- 10ー7 0 0 0 1 0 1 0 2
Bll.10一9- 10-8 0 00 3 1 0 0 4
B12.10~10- 10ー9 0 0 0 0 1 0 0 1
813.10~】1- 10~10 0 0 0 0 1 0 0 1
B14.10-l2- 10-!1 0 0 0 0 1 0 0 1
A以後､分野標記の省略として､以下のものを使 うこともあるO
素-素粒子物理学 原-原子核物理学 エ･エネルギー科学 物-物質 ･材料科学 生 ＼生命科学 医･-医療利用 そ-その他
-139-
この頁は①現在使用中の放射光のデータを示しています｡






CALO. CALl. CAL2 CAL3. CAL4 CAL5. CAL6 CAL7. CAL8. CAL9
囲Q2-111放射光ビーム(現在使用中) ビーム&径区分毎の回事件k









CASO. CASl. CAS2. CAS3. CAS4 CAS5. CAS6. CAS7. CAS8. CAS9.
囲Q2-112放射光ビーム(現在使用中) ビーム短径区分毎の回答件数
CAL.ビーム長径 秦 原 ここ 物 坐 医 そ 合計 CAS.ビーム短径 秦 原 ここ 物 坐 医 そ 合計
CALO.特に指定せず 0 0 0 65 12 0 6 83 CASO,特に指定せず 0 0 0 48 ll 0 4 63
CAL1. - 10nm 0 0 0 3 2 0 0 5 CAS1. - 10nm 0 0 0 2 2 0 0 4
CAL2.lOnm～lOOrun 0 0 0 8 0 0 0 8 CAS2.10nm～100nm 0 0 0 7 0 0 0 7
CAL3.100nm- 1JLm 0 0 0 7 0 0 0 7 CAS3.lOOnLn～ lJlm 0 0 0 2 0 0 0 2
CAL4. 1〃m～ 10JLm 0 0 0 8 2 0 0 10 CAS4. 1iLn～ 10FLm 0 0 0 15 2 1 5 23
CAL5.10fJm～100f上m 0 0 0 24 5 0 4 33 CAS5.10f上m～100fJm 0 0 0 22 9 1 3 35
CAL6.100Lm～ lmn 0 0 0 53 13 2 7 75 CAS6.100FLm～ 1mm 0 0 0 35 7 0 3 45
CAL7. 1mm～ 1cm 0 0 1 33 6 1 2 43 CAS7. 1mm～ 1cm 0 0 0 27 5 1 1 34
CAL8. 1cm～ 10cm 0 0 0 ll 1 2 0 14 CAS8. 1cm～ 10cm10 0 0 6 0 2 0 8
-140-
この頁は①現在使用中の放射光のデ ターを示しています｡











CBLO CBLI CBL2. CBL3. CBL4. CBL5. CBL6 CBL7. CBL8. CBL9. CBLIO.
図Q2-113 放射 光ビーム(現在使用 中) ビーム長径 区分毎の 回答件敢










CBSO C8Sl. CBS2 CBS3. CBS4. CBS5 CBS6 CBS7 CBS8. CBS9 CBS10.
回Q2-114 放射光ビーム(現在使用中) ビーム短径区分毎の回答件数
CBL.ビーム長径 t素 原 ここ 初 坐 I医 そ 合計 CBS.ビーム短径 秦 原 コ二 物 坐 医 そ 【合計
CBLO.特に指定せず 0 0 0 27 1 1 6 35 CBSO.特に指定せず 0 0 0 17 1 0 6 24
CBLl. ～ lnm 0 0 0 1 1 0 0 2 CBS1. - lnm 0 0 0 1 1 0 0 2
CBL2. 1nm～ 10n皿 0 0 0 3 0 0 0 3 CBS2. inm～ 10nm 0 0 0 2 0 0 0 2
CBL3.10nm.-100nm 0 0 0 5 1 0 0 6 CBS3.10nm～100nm】0 0 0 3 1 0 0 4
CBL4.100nm- l〟m 0 0 0 13 1 0 1 15 CBS4.100nm- 1/Jm 0 0 0 ll 1 0 1 13
CBL5. 1/Jm～ 10FLm 0 0 ■o 13 3 0 0 16 CBS5. lpm～ 10lLm 0 0 0 12 2 0 1 15
CBL6.10lLm～100pm 0 0 0 34 16 0 0 50 CBS6.lOFLm～100Lm 0 0 0 34 17 0 1 52
CBL7.100JLm～ 1m 0 0 0 59 12 0 7 78 CBS7.100FLm～ 1mm 0 0 0 53 13 0 5 71
CBL8. 1mm～ 1cm 0 0 1 60 7 0 3 71 CBS8. lnvn～ 1cm 0 0 0 43 5 1 3 52












DO. Ol. D2. D3. D4 D5 D6. D7 D8 D9.DIO Dll D12 D13 D14 D15 D16 D17 D18
(phl)tOrl■/HC/01暮by)













EO. EI E2. E3 E4. E5. E6 E7. E8. E9.EIO Ell E12 E13,E14.E15,E16.E17 E18.
(photon■/暮●C/rYlrtd'/0llbw)
国Q2-116放射光ビーム(現在使用中) 光束(負)糖度区分毎の回答件赦
D.光束(photons/see/0.1%b.Y.) 秦 】l原 こ 初 生 医 そ 合計 E.光束 (角)密度(photons/Eec/虹ad2/0.l駕b_Y.) 秦 原 二L 物 坐 医 そ 合 計
DO.特に指定せず 0. 0 0 46 ll 0 8 65 EO.特に指定せずiO 0 0 57 15 1 9 82
D1. - 104 0 0 0 00 0 0 0 E1. - 106io 0 0 0 0 0 0 0
D2. 104 - 105 0 0 0 0 0 0 0 0 E2. 106- 107 0 0 0 ■o 00 ∃o 0
D3. 105- 106 0 0 0 0 0 0 0 0 E3. 107- 108 0 0 0 0 0 0 0 0
D4. 106- 107 0 0 0 0 0 0 0 0 E4. 108- 109 0 0 0 0 0 0 0 0
D5, 107- 108 0 0 02 1 0 0 3 E5. 109.- 1010 0 0 0 5 0 0 0 5
D6. 108- log 0 0 0 9 0 2 0 ll E6. lola- lo一l 0 o lo 8 0 0 lo 8
D7. 109- 1010 0 0 021 1 1 0 23 E7. lo一l- 10L2 0 0 0 16 0 01 17
D8. 10】0- 101 0 0 1 20 2 2 2 27 E8, iOJ2- iOL3 0 0 io 3 1 2 1 7
Dg. lol- 10J2 0 0 032 3 0 5 40 E9. 10】3- 1014 0 0 0 13 4 0 3 20
D10.1012- 1013 0 0 0 25 10 0 1 36 E10.1014- 10]5 0 0 0 7 2 0 1 10
Dll.1013- 1014 0 lO 0 10 9 0 0 19 Elユ.1015- 1016 0 0 0 6 3 0 1 10
I)12.1014- 1015 0 0 015 6 0 2 23 El2.1016- 1017 0 0 0 4 3 0 0 7
D13.1015- 1016 0 0 0 6 2 0 0 8 E13.1017- 1018 0 0 0 8 2 0 2 12
D14.10Ⅰ6- 1017 0 0 0 3 0 0 0 3 E14.1018- 1019 0 0 0 4 2 0 0 6
D15.1017- lOl8 0 0 0 3 0 0 0 3 E15.1019- 10-～ 0 0 0 1 1 0 0 2
D16.10】8- 1019 0 0 0 0 0 0 0 0 El6.1020- 102] 0 o lo 2 0 0 0 2














FO FI F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 FIO Fll F12 F13 F14 F15 F16 F17 F18 F19 F20
Epholo'H/J'C/JT'Jn L/【,.dZ/0-1b～)










F. 輝 度0.1%b_甘.) 秦 ∃原 エ 初 隻 医 そ】 合計 G.ビーム時間構造の型 秦 原 ここ 物 坐 医i そ 合計
FO.特に指定せず o ∈o !o 65 15 1 6 87 Gl_連続ビーム 0 0 0 74 20 2 7 103
Fl, ～ iO8 o Po 0 1 0 0 0 1 C2.連続的ぺ′レスビーム 0 0 1 103 20 2 12 138
F2. 108- 109 0 0 0 7 0 2 0 9 0 0 0 15 4 0 1 20
F3. 109- 1010 0 0 0 4 1 0 0 5 C4.その他 0 0 0 3 0 妻o 0 3
F4. 10】0- 101 o lo 1 9 0 1 0 ll
F5. lol- 10ー2 0 0 0 9 0 0 0 9
F6. 1012- 10】3 0 0 0 8 2 0 1 ll
F7. 1013- 1014 0 0 0 4 2 0 2 8
F8. lol一- 10】5 0 0 0 8 1 1 2 12
F9. 1015- 1016 0 0 0 9 0 0 0 9
Flo.1016- 10L7 0 0 0 13 6 0 2 21
Fll.10Ⅰ7- 1018 0 0 0 18 3 0 3 24
F12,1018- 10】9 0 0 0 6 7 0 0 13
F13.1019- 1020 0 0 0 17 5 0 2 24
F14.1020- 102J 0 0 0 4 1 0 0 5
F15.1021- 102 0 0 0 2 0 0 0 2
F16.102- 1023 0 0 0 0 0 0 0 0
F17.1023- 1024 0 0 0 0 0 0 0 0
F18.1024- 1025 0 0 0 0 0 0 0 0
F19.1025- 1026 0 0 0 0 1 0 0 1















HO Hl. H2 H3 H4 H5 H6. H7 日8 日9.HIO.HIT H12 日13 H14 H15 H16 H17 H18.H19 日20 H21 日22
図 Q2- 119 放射 光 ビーム(現在 使用 中) ビーム牡続時rn区分毎の 回答件赦
班.ビーム継続時間 素粒子物理学 原子核物理学 エネルギー科学 物質 .材料科学 生命科学 医療利用 その他 合計
HO.特に指定せず 0 0 0 70 9 1 8 88
H1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H2. 1f5- 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H3. 10f5-100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H4.100fs～ ips 0 0 0 0 0 0 0 0
H5. 1ps～ 10ps 0 0 0 1 0 0 0 1
H6. 10ps～100ps 0 0 0 7 1 0 1 9
H7.loops- 1ns 0 0 0 8 0 1 0 9
H8. 1ns～ 10ns 0 0 0 5 0 0 0 5
H9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0
H10.loons- 1JS 0 0 0 1 0 0 0 1
Hll. 1f⊥S～ 10〃S 0 0 0 0 0 0 o ～ o
H12.10FLS～100JS 0 0 0 0 0 0 0 0
H13.100ILS～ ltT)S 0 0 0 1 0 0 0 1
H14. 1ms～ 10ms 0 0 0 2 0 0 0 2
H15.10ms～100ms 0 0 0 2 1 0 0 3
H16.looms- 1 S 0 0 0 2 0 0 0 2
H17. 1 S.- lo § 0 0 0 2 1 0 3 t 6
H18.10 S～100 S 0 0 0 5 1 0 1 葛 7
H19.100 S～ 103S 0 0 0 6 2 0 1 9
H20.103 S～ 104S 0 0 1 12 2 0 3 18




Ⅰ.偏光状態 素粒子物理学 原子核物理学 エネルギー科学 物質 .材料科学 生命科学 医凍利用 その他 合計
ⅠO.特に指定せず 0 0 0 50 21 1 7 79
Ⅰ1.無偏光 0 0 0 6 2 0 1 9
Ⅰ2.直線水平偏光 0 0 0 91 3 1 8 103
Ⅰ3.直線垂直偏光 0 0 0 32 1 2 2 37
Ⅰ4.円偏光 0 0 0 36 0 0 1 37
J.パルス繰り返し K,パルス幅
Jノ ルヾス繰り返し(Hz) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計 冗.パルス幅 (長) 秦 原 ここ 初 坐 医 そ 合計
JO.特に指定せず 0 0 0 18 6 0 6 30 KO,特に指定せず 0 0 0 16 2 0 2 20
J1. - 101 0 0 0 1 0 0 0 1 Ⅹ1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
J2.101- 102 0 0 0 1 0 0 0 1 K2. lfs～ 10fs 0 0 0 1 0 0 0 1
J3.102- 103 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
J4.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 K4.100fs～ lps 0 0 0 1 0 0 0 1
J5.104- 105 0 0 0 2 0 0 0 2 K5. 1ps～ 10ps 0 0 0 1 0 0 0 1
J6.105- loも 0 0 0 2 0 0 0 2 K6. 10ps～100ps 0 0 0 3 1 0 0 4
J7.loも- 107 0 0 0 3 0 0 0 3 K7.100ps～ lns 0 0 0 4 1 0 1 6
J8.107 - 0 0 0 4 0 0 0 4 0 0 0 2 1 0 0 3
0 0 0 0 1 0 0 1
K10,loons- 1/⊥S 0 0 0 6 0 0 0 6
Kll. lps～ lOFLS 0 0 0 0 0 0 0 0
K12.10〟S～100〃S 0 00 0 0 0 0 0
K13.100FLS- 1ms 0 0 0 0 0 0 0 0
l 0 0 0 0 0 0 0 0





エネルギー区分 ～0.1eV lyeY～5yeY leV一lOeV 10eV-1(×)eV 100eV～lkeV lkeV～10keY 100keY～lKeV lyeY～ 特に指定拝度 (～12Ln) (12LLJl～1.Jh) (1.2Ln～ 0Tu) (120n～12Ⅷ) (12nn～1.2nD)(1.2n～120Tn)(120叩-12叩)(12pd)～1.2血) (1,2ph～) せず
～ 108 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
108 - 109 0 1 3 2 0 4 3 0 0 0
109 - 1010 0 0 0 3 0 2 0 0 0 0
1010- lol 0 0 0 0 3 9 7 1 0 0
101- lol≡ 1 1 1 3 3 3 3 2 0 0
1012- 1013 0 0 2 4 5 6 5 2 0 0
1013- lol一 0 0 2 2 4 3 3 0 0 0
1014- 1015 0 0 0 0 0 ll 10 0 0 1
1015- 1016 0 0 0 2 0 3 7 0 0 0
1016- 1017 1 0 2 4 5 10 14 1 0 0
1017- 1018 0 0 3 8 8 13 14 0 1 0
1018- 1019 0 0 0 3 2 7 10 0 0 0
1019- 1020 0 0 1 2 5 14 13 1 0 1
1020- 1021 0 0 2 3 3 1 1 0 0 1
1021- 1022 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1
1022- 1023 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1023- 1024 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1024- 1025 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1025- 1026 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0





回答者数 回答者の研究分野別(人数) ビー ム使用形態～(件数) 物質 .材料科学分野 生命科学分野光励起構造相転移の研究 細胞の局部照射
単独 複合 高温超伝導体 細胞組織の機能解析
71 素粒子物理学 0 0 0 高分解能同時計測 (分子物理) 生命情報ダイナミズムの構造生物学
原子核物理学 1 1 0 時間コヒー レンス長が1cm以上のビー ム利用 蛋白質X線結晶構造解析
エネルギー科学 0 0 0 磁性半導体-非磁性半導体超格子のXMC工) 蛋白質の構造解析法
物質 .材料科学 44 44 8 人工格子のエピタキシャル成長プロセス 庫 白質の構造解析 (静的)(インフルエンザウイルス.視覚蛋白.精子活性化因子)生命科学 1 15 1 赤外変調分光
医療利用 8 9 0 電子 .電子同時計測 蛋白質の動的構造解析
その他 4 3 0 電析膜の原子構造のその場観察 超小角散乱
原子核物理学分野 内殻光物性 .光化学 軟X線走査型顕微鏡
光核反応による核構造研究 内殻電子励起による化学反応制御 医療利用分野
物質 .材料科学分野 軟X線での高分解能分光 VerticalWigglerの専有ビームライン
(通常の)高分解能角度分解光電子分光 半導体表面界面の電子状態解析 干渉性放射光Ⅹ線の医学利用
r消衰効果を受けていない回折X線強度データの収集｣の実験をより短波長､高輝度のⅩ線源により行う○半導体表面反応の分析 腰湯内酸素濃度測定微小電極の開発微小部 表面解析 日常の診療に
LⅠGA 複合金属酸化物構造 放射光の治療-の応用
LⅠGAプロセスによる微細部品開発 放射光によるエッチング成膜 その他
SR光化学による物質合成 放射光による表面清浄化の研究 40-100keVでの放射線輸送計算コー ドの精度評
X線磁気光学効果による磁性研究 放射光励起エッチングの研究 価のためのベンチマークの実験 (放射性物理)




















AO AI A2 ^3 A4. A5. A6. A7. A8 A9.
茸02-121 放 射 光ビーム (兼 用 できていない) 光 子エネ ル ギー 区分暮 の 回書 件 k
B.エネルギー分解能
件k Nz92
BO. Bl. 82. B3 B4. 85 B6 87 88. 89 810. Bll. B12. 813. B14. B15
(AE′E)
固Q2-122 放射光ビーム(使用できていない) エネルギー分解能区分毎の回答特赦
A.光子エネルギー 秦'E原 二こ 物 坐 医 そ 合 計 ち.エネルギー分解能(△E/E) 秦 原 こ 初 坐 医 そ 合 計
Å0. 特に指定せず 0 0 0 0 0 0 1 1 BO.特に指定せず 0 0 0 6 2 3 2 13
A1. ～ 0_leV 0 0 0 2 0 0 0 2 B1. 10 - 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 3 0 0 0 3 B2. 1 - 10 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 19 2 0 0 21 B4, 10-2- 10Jl 0 1 05 2 01 9
0 0 0 28 7 0 0 ,35 B5. 10-3- 10-2 0 1 0 7 1 2 1 12
0 20 0 28 8 3 0 39 B6. 10-4- 10-3 0 1 012 5 0 1 19
o 【o 0 26 6 6 2 40 B7. 10~5- 10~4 0 0 0 23 1 1 0 25
0 0 0 0 0 2 1 3 B8. 10-J6- 10一5 0 0 06 1 0 0 7
l B10.10-8- 10一7 0 0 0 0 0 0 0 0
A】 Bll.10-や～ 10-8 0 0 lO 2 0 0 0 2
B12.10-10- 10-9 0 0 00 0 0 0 0
ト 【F B13.10-L～ 10-lO 0 0 00 0 0 0 0




CAL0. CALl. CAL2. CAL3. CAL4 CAL5. CAL6. CAL7. CAL8. CAL9
固Q2-123 放射光ビ-ム (使 用できていない) ビーム長径 区分毎の 回答件 数
GAS.ビー ム短径 (放射光源から放出された直後の放射光ビー ムへの要求)
CASO CASI CAS2. CAS3 CAS4 CAS5. CAS6. CAS7 CAS8 CAS9
図Q2-124放射光ビーム(使用できていない) ビーム短径区分毎の回答件数
CAIJ2.10nm--100nm10 .0 0 00 (‖ o 0CAS2.10nm～iOOnーn 0 0 0 0 0 00 0
CAlA . 1FLm～ lOJm 0 00 8 恒T T 9 CAS4. 1lLm～ 10/Jm 0`o0 19 Eo E1 ro lD
CAL6.100.Lm～ 1mm 0 i 0 iO】4 2 017 CAS6.100FLm～ 1mm 0 i1 08 1 20 0 127 1m c 0 6 0 0 6 7 1m′- c 0 4 0 4
CATL8. 1cTnへ10cm0Io0 3 00 0 E3 CAS8. 1cm′- 10cm 0 o Fo ～3 0 0 EO 3
-149-
この頁は②使用できていない放射光のデ ターを示しています｡
CBL.ビー ム長径 (CAの放射光ビー ムに光学素子等で操作を加えた利用直前のビームへの要求)
CBLO. CBLl. CBL2. CBL3 CBL4 CBL5. CBL6 CBL7. CBL8 CBL9 CBLIO.
図02-125放射光ビーム(使用できていない) ど-ム長径区分毎の回答件救
CBS.ビーム短径 (CAの放射光ビー ムに光学素子等で操作を加えた利用直前のビームへの要求)
CBSO. CBSl. CBS2. CBS3. CBS4. CBS5 CBS6, CBS7. CBS8. CBS9 CBSIO.
匿Q2-126放射光ビーム(使用できていない) ビーム短径区分毎の回答件数
CBL.ビーム長径 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 CBS.ビーム短径 i素 原 二一二 初 坐 医 そ 合計
CBLO.特に指定せず 0 0 0 12 0 2 2 16 CBSO.特に指定せず 0 0 0 8 0 1 2 ll
CBL1. - 1mm 0 0 0 0 0 0 0 0 CBSl. ～ lnTn 0 0 0 0 0 0 0 0
CBL2. 1nm～ 10nm 0 0 0 2 0 0 0 2 CBS2. 1nm′- 10nm 0 0 0 1 1 0 0 2
CBL3.10n皿～100nm 0 0 0 0 1 0 0 1 CBS3.10nm～lOOnm 0 0 0 0 1 0 0 1
CBL4.lOOnm～ lLim 0 0 0 2 2 0 0 4 CBS4.100nm- 1FLm 0 0 0 2 1 0 0 3
CBL5. lFLm～ lOFLm 0 0 0 5 1 0 0 6 CBS5. 1FLm～ 10FLm 0 0 0 5 2 0 0 7
CBL6.10ILm～lOOFLrn 0 0 0 8 3 0 0 ll CBS6.10FLm～100FLm 0 0 0 14 3 1 0 18
CBL7.100FLm- 1nyn 0 1 0 19 5 0 0 25 CBS7.100〃m～ 1m 0 1 0 18 5 1 0 25
CBL8. 1Ⅰtm～ 1cm 0 0 0 13 2 1 1 17 CBS8. 1rN～ 1cm 0 0 0 10 2 .I 1 17









EO. [1. E2 E3. ∈4. ∈5. E6. E7. [8. E9 [10 ∈11.E12.E13.E14.∈15.E16.∈17 ∈18
(photon■′Hc/mr一dZ/0llby)
図02-128放射光ビーム(使用できていない) 光束(負)密度区分毎の回事件赦
DO.特に指定せず 0 0 0 ll 4 3 3 21 EO.特に指定せず 0 0 0 19 8 5 3 35
D1. ∫- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 E1. - 106 0 0 0 0 0 0 0 0
D2. 104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 E2. 106- 107 0 0 0 0 0 0 0 0
D3. 105- 106 0 0 0 0 0 0 0 0 E3. 107 - 108 0 0 0 1 0 0 0 1
D4. 106- 107 0 0 0 0 0 0 0 0 E4. 108- 109 0 0 0 1 0 0 0 1
D5. 107- 108 0 0 0 1 1 0 0 2 E5. 109- 1010 0 0 0 2 0 0 0 2
D6. 108.- 109 0 0 0 4 1 0 0 5 E6. 1010- 10】 0 0 0 1 0 0 0 1
D7. 109- 1010 0 0 0 9 2 0 0 ll E7. 10Ll～ 1012 0 0 0 2 0 0 0 2
D8. lola- lou 0 0 0 6 0 0 0 6 E8. 1012- 1013 0 0 0 1 0 0 0 1
D9. lol- 1012 0 0 0 8 1 1 0 10 E9. 1013- 1014 0 0 0 1 0 0 0 1
D10.101'-～ 1013 0 1 0 12 2 0 0 15 El°.1014- 10】5 0 1 0 4 0 0 1 6
I)ll.10(3- lol 0 1 0 8 2 1 0 12 Ell.1015- 1016 0 1 0 2 0 1 0 4
D12.1014.- 1015 0 0 0 5 1 1 1 8 E12,1016- 1017 0 0 0 4 0 0 0 4
D13.1015- 1016 0 0 0 2 0 0 1 3 E13.1017- 1018 0 0 0 2 0 0 0 2
D14.1016- 1017 0 0 0 1 0 1 0 2 E14.1018- 1019 0 0 0 2 0 1 0 3
D15.1017- lola 0 0 0 1 0 0 0 1 E15.1019- 1020 0 0 0 1 0 0 0 1
D16.1018- 10】9 0 0 0 1 0 0 0 1 E16.1020- 1021 0 0 0 00 0 0 0

















FO.特に指定せず O i0 0 18 6 4 T1 29 Gl_連続ビー ム 0 0 o /28 7 /4 t2 41
F3. 109- 10LO 0 0 10 01 !o 0 I G4.その他 0 0 0: 0 o よo 0 0
F6. 1013- 10】3 0 1 0 2 0 い 0 4 1
F7, 10i3-1014 0 1 0 3 0 1!o !5
F8. 1014-10i5 0 0 0 .I 0 0 1 5
Fll.1017- 10【串 O iO 0 5 1 い jo∫7 i ?
F13.1019- loョo 0 宅 o lo 3 0 -1 0 4
F14.10加～ 10-7llO /0 0!1 0 0 0 1
Fl5.1021- lO2 0; 0 10 1 0 0 01
F17.1023- 1024 oio 0 0 0 0 0 0




HO HI H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 HIO Hll H12 H13 H14 H15 HlS H17 H18 H19 H20 H21 H22
園Q2-131 放射光 ビーム(使用できていない) ビーム継続 時間区分毎の 回答件 数
H.ビーム継続時間 素粒子物理学 原子核物理学 エネルギー科学 物甘 .材料科学 生命科学 医廉利用 その他 合計
HO.特に指定せず 0 0 1 20 5 3 2 31
H1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H2. 1fs～ 10fs 0 0 0 1 0 0 0 1
H3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
H5. 1ps～ 10ps 0 0 0 1 0 0 0 1
H6. 10ps～100ps 0 0 0 1 0 0 0 1
H7.loops- 1ns 0 0 0 1 0 0 0 1
H8. 1ns～ 10ns 0 0 0 1 0 0 0 1
H9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0
H10.100ns～ lFLS 0 0 0 0 0 0 0 0
Hll. 1〃S～ 10FLS 0 0 0 2 0 0 0 2
H12.10〃S～100fJS 0 0 0 0 0 0 0 0
H13.100FLS- 1ms 0 0 0 0 0 0 z o 0
Hl4. 1TnS～ lOms 0 0 0 0 0 1 0 1
H15.10ms～100ms 0 0 0 0 0 1 0 1
H16.lOOms～ l s 0 0 0 0 0 1 0 1
H17. l s～ 10 S 0 0 0 0 0 1 0 1
H18.10 S～100 S 0 0 0 0 1 0 0 1
H19.100 S～ 103 S 0 0 0 1 1 0 0 2
H20.103 S～ 104S 0 0 0 4 2 0 0 6




Ⅰ.偏光状態 声粒子物理学 原子核物理学 エネルギー科学 物質 .材料科学 生命科学 医療利用 その他 合計
Ⅰ0.特に指定せず 0 1 0 17 7 5 3 33
Ⅰ1.無偏光 0 0 0 3 1 1 0 5
Ⅰ2.直線水平偏光 0 0 0 22 1 1 1 25
Ⅰ3.直線垂直偏光 0 0 0 13 1 1 0 15
Ⅰ4.円偏光 0 0 0 8 0 1 0 9
J.パルス繰り返し K.パルス幅
J.パルス繰り返し(Hz) 秦 原 コ二 初 坐 医 そ 合計 冗.パルス幅 (長) 莱 原 エ 物 坐 医 そ 合計
JO.特に指定せず 0 0 0 5 3 2 3 13 KO.特に指定せず 0 0 0 6 2 1 2 ll
J1. - 101 0 0 0 1 0 0 0 1 K1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
J2.101- 102 0 0 0 0 0 0 0 0 x2. lf5-10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
J3.102- 103 0 0 0 0 0 0 0 0 K3.lOfs～lOOfs 0 0 0 0 0 0 0 0
J4.101- 104 0 0 0 1 0 0 0 1 K4.100f5- lps 0 0 0 1 0 0 01
J5.104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 K5. 1ps～10ps 0 0 0 1 1 0 0 2
J6.105- 106 0 0 0 0 0 0 0 0 K6.10ps～100ps 0 0 0 1 1 0 0 2
J7.LOG- 107 0 0 0 0 0 0 0 0 K7.100ps～ lns 0 0 0 0 1 0 0 1
J8.107- 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
KlO.loons- 1ILS 0 0 0 0 0 0 0 0
Kl1.1FLS～lOILS 0 0 0 0 0 0 0 0
K12.10f▲S～100〃S 0 0 0 1 0 0 0 1
K13.100〃S～ l ms 0 0 0 1 0 0 0 1
K14.1ms～ 10 ms 0 0 0 1 0 1 0 2







図Q2-132放射光ビー ム(使用できていない)ビー ムエネルギーとビー ム強度との相関
エネルギー区分 -′0.1eV 1NeV～5NeV leV～10eV 10eY～100eV 100eV～lkeV lkeV～10keY 100keV～lVeV lVeV～ 特に指定輝度 (-12JLn) (12pn～1./⊥) (1,2〟血～ 0T皿) (120n～12nn) (12n皿～1.2r皿)(1.2n～12Opn)(120f血～12pm)(12pzn～1.2血) (1.2pⅡ1-) せず
～ 108 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
108- 109 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
109- 1010 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
1010- 101 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0
lo一l- 1012 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0
1012- 10J3 0 0 0 1 1 2 2 1 1 0
1013- 10[4 0 0 0 0 1 3 3 1 1 0
1014- 1015 0 0 0 2 1 1 1 0 0 0
10柑～ 1016 0 0 0 2 2 1 1 0 0 0
10J6- 1017 1 1 1 3 2 3 7 0 0 0
10】7- 1018 1 1 1 3 4 2 2 0 0 0
lola- 10】9 1 1 1 1 1 3 5 0 0 1
1019- 1020 0 0 0 1 1 2 2 1 0 0
1020- lO21 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
102L～ 102 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
102- 1023 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
1023- 1024 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1024- 1025 0 0 0 0 0 3 3 0 0 0
1025- 1026 0 0 0 0 0 4 3 0 0 0





回答者数 回答者の研究分野別(人数) ビーム使用形態(件数) 物質 .材料科学分野 生命科学分野金属中の点欠陥の挙動 リアルタイム構造解折
単独 複合 結晶内原子振動 蛋白質の微小結晶の解析
69 素粒子物理学 o E o 0 結像型蛍光X線顕微鏡による3次元微量分析 動的構造解折
原子核物理学 2 1 0 固相光化学反応素過程 微結晶
エネルギー科学 0 0 0 光イオン化ダイナミクス 医療利用分野
物質 .材料科学 49 43 ll 高エネルギー励起光 (-1keV)による高 解能VerticalYigglerの専有ビームライン相当の小
生命科学 7 7 2 角度分解充電子分光 型光源
医療利用 4 5 0 高圧力下の磁気構造 超拡大撮影
その他 7 6 0 高圧力下の非弾性散乱 放射光ビームスキヤー撮影
物質 .材料科学分野 高分解能 .角度分解 .スピン分解 .円偏光光電子分光 その他
X線ホログラフィー 100-1000keVでの放射線輸送計算コードの精度評価のためのベンチマークの実験 (放射性物磁気散乱による磁気的素励起の研究 主に強磁性体の物性研究



















BO Bl. B2 B3 B4 B5, B6. B7. 88 B9. BIO Bll B12 B13. B14. 815.
(△ E/E)
図Q2-134放射光ビーム(将来使用したい) エネルギー分解能区分毎の回答件数
A.光子エネルギー 秦 】書 原l エ 物 隻 医 そ 合計 B.エネルギー分解能(△E/E) 秦 原 ここ 物 坐 医 iそ 合計
AO. 特に指定せず 】0 1 0 2 00 1 4 BO.特に指定せず 0 2 0 7 2 2 2 15
A1. - 0_1eV 0 0 0 2 0 0 0 2 B1. 10 - 0 0 0 0 0 0oTo 0 0
0 iO o 】20 1 0 0 21 84, 10 2ー- 10-i 0 0 0 ～2 0 0 0 2
0 0 0 23 0 0 1 24 B5. 10~3- 10-2 0 0 0 4 lF2 0 7
A6_ lkey～ 10keVI0 ro o l25 3 1 い 30 B6. 王0~4- 10-3 0 0 0 14 1 0 3 18
A7,10keV～100keV 0 0 0 25 1 5 2 33 B7, 10~5- 10-4 0 0 0 13 2 11 0 1601 rO 4 0 0 2 7 B8. 10~づ～ 10-5 0 0 0 14 0 30 1 15
A9, 1MeV～ 0 0 oヨo 0 0 2 2 B9. 10~7- 10-6 0 0 lO 5 o Fo 0 5
】 B10.10~8- 10-710 0 0 3 0 0 0 3,】 i Bll.10-や～ 10-8 30 0 0 1 0 0 0 1
≧【 】 巨 B12.10~10- 10-づ 0 0 0 2 o:o0 2














2 2 1 1
CASO. CASI CAS2. CAS3 CAS4. CAS5. CAS6 CAS7. CAS8. CAS9
図Q2-136放射光ビーム(将来使用したい)ど-ム短径区分毎の回答件数
CAL.ビーム長径 秦 原 エ 初 隻 医 そ 合計 CAS.ビーム短径 】秦 原 二二 初 坐 医 そ 合計
CALO.特に指定せず 0 1 0 21 5 2 3 32 CASO.特に指定せず 0 1 0 20 5 2 3 31
CAL1. .- 10nm 0 00 3 0 0 0 3 CAS1. .- 10nm 0 0 0 2 0 0 0 2
CAL2.10nm～100nm 0 0 0 3 1 0 0 4 CAS2.10nm～100nm 0 0 0 4 1 0 0 5
CAL3.100nm～ lFLm 0 0 0 8 1 0 0 9 CAS3.100nm- l〟m 0 0 0 7 1 0 1 9
CAL4. 1〝m～ 10fJm 0 0 0 7 1 1 1 10 CAS4. 1FLn～ 10FLm 0 0 0 5 1 1 2 9
CAL5.10FLm～100FLm 0 0 0 4 0 0 1 5 CAS5.10pm～100lLm 0 0 0 4 0 1 0 5
CAL6.100FLm～ l nm 0 0 0 9 0 1 1 ll CAS6.lOOFLm～ 1mm 0 0 0 7 0 0 0 7
CAL7. 1rDm～ 1cm 0 0 0 5 0 0 0 5 CAS7. 1mm～ 1cm 0 0 0 2 0 0 0 2




CBLO. CBLl. CBL2, CBL3. CBL4. CBL5. CBL6 CBL7. CBL8. CBL9 CBLIO.
園Q2-137放射光ビーム(将来使用しf=い) ビーム長径区分毎の回答件数
CBS.ビーム短径 (CAの放射光ビー ムに光学素子等で操作を加えた利用直前のビー ムへの要求)
CBSO. CBSI CBS2 CBS3. C8S4. CBS5 CBS6 CBS7. CBS8 CBS9 CBSIO.
図02-138放射光ビーム(市来使用したい)ビーム短径区分毎の回答件救
CBL.ビーム長径 秦 原 二亡. 物 坐 医 そ 合計 CBS.ビーム短径 秦 原 二【二 初 隻 医 そ 【合計
CBLO.特に指定せず 0 1 0 7 1 2 2 13 CBSO.特に指定せず 0 1 0 8 1 1 2 13
CBu. ～ lnm 0 0 0 0 0 0 0 0CBS1. - 1mm 0 0 0 0 0 0 0 0
CBL2. lnm～ lOnm 0 0 0 1 0 0 0 1 CBS2. 1nJn～ 10nm 0 0 0 1 1 0 0 2
CBL3.lOnmJ-lOOnm 0 0 0 4 2 0 1 7 CBS3.10nm～100nm 0 0 0 7 1 0 1 9
CBL4.lOOrm～ lFLm 0 0 0 10 1 0 0 ll CBS4.100nm～ lFLm 0 0 0 10 1 0 0 ll
CBL5. 1fLm～ lOILm 0 0 0 ll 3 0 0 14 CBS5. 1Lm～ 10FLm 0 0 0 10 3 0 0 13
CBL6.lOFLm～lOOLm 0 0 0 16 1 0 0 17 CBS6.10〃m～100〃m 0 0 0 18 1 0 1 20
CBL7.100FLm～ 1m 0 0 0 17 1 0 1 19 CBS7.lOOILm～ 1mm 0 0 0 14 1 0 1 16
CBL8. 1mm～ 1cm 0 0 0 13 0 0 2 15 CBS8. 1m～ 1cm 0 0 0 10 0 2 1 13





DO. DI D之 D3 D4. D5. D6 D7. D8 D9 DIO. Dll.D12.D13.D14 D15 D16.ty17.D18.
(photorl■/toe/01lb.yJ
図Q2-139 放射光 ビーム(将来使用したい) 光束(fhx)区分毎の回答件数
E.光束(角)密度
件暮
EO. EI E2. E3. E4. E5. E6 E7. E8 E9. EIO.Ell.E12,E13.E14.E15 E16.E17 E18.
(photon'/t'C/rTuldZ/01■b*3
回Q2-140 放射光 ビーム(将 来使用したい) 光束 (角)密度 区分毎の回答件鞍
D.光束0.1%b_Y_) 秦 ;原 ここ 物 坐 医 そ 合計 E.光束 (角)密度 室'photDnS'SeC/Wad2/ E素0.l駕b.Y.) 原 エ 物 隻 医 そ 合計
DO.特に指定せず 0 1 0 20 1 1 3 26 EO.特に指定せず【0 1 0 25 5 3 ー3 37
D1. - 10.1 0 声0 0 0 0 0 0 0 E1. - 106 0 0 0 0 0 0 0 0
D3. 105- LOG 0 0 0 0 0 0 0 0 E3. 107- 108 0 0 0 0 0 0 0 0
D4. 106- 107 0 0 0 0 0 0 0 0 E4. 108- 109 0 00 0 0 0 0 0
D5, 107- lob 0 0 0 1 0 0 0 1 E5. 109- 1010 0 0 0 0 0 0 0 0
D6, 108- 109 0:o 0 1 0 0 0 1 E6. 10L0- lol 0 0 0 0 0 0 0 0
D7. 109 - 1010 0 0 0 1 0 'o 0 1 E7. 10l～ 1012 0 o :o 1 0 0 0 1
D8. 10日)～ 101 0 0 0 0 1 0 lO 1 E8. 1012- 10i3 0 0 0 0 0 0 lO 0
D9, lotよ- 10】2 00 0 2 3 1 0 6 E9. 1013- 10L4 0 o lo 1 0 0 0 1
Dll.1013- 1014 0 0;o6 0 1 0 7 Elユ.1015- 1016ro 0 0 1 0 1 0 2
D13.10E5- 1016 Plo 0 7 0 00 7 E13,1017- 10は lo o ho 5 0 01 6
I)14.1016- 1017 0 ｢ ｢ 0 5 0 1 0 6 E14.lola- 10∫9Fo ojo 2 0 0 1 3





FO FI F2 F3･ F4 F5 F6･ F7･ F8 F9･ Flo Fll F 12lF13▲ F14. F15.F16 F17. F18 F19 F2 0.
(photorlt/JOC/mn'/mrAdZ/0.1tb～)







5m GL ム 連..的,{G,2Lスe-ム ,｡レ23E_ム そGo,4他
国Q2-142 放 射 光 ビー ム(将 来 使 用 したい) ビーム時 間構 造 の型 区分 毎 の 回答件 数
FO.特に指定せず 0 i1 0 21 2 2 3 29 G1,連続ビー ム 0 1 0 21 3 5 4 34
F1. - 108 0 to 0 0 0 0 0 0 C2,連続的パルスビー ム 0 0 0 36 2 1 1 40
F2. 10B ～ 109 0 W i o E1 0 0 0 1 0 1 0 13 4 0 0 18F3. 109 - 10】0 0 0 ･0 2 0 0 0 2 G4.その他 0 0 0 1 0 0 0 1
F6. lol≡- 1013 0 0 0 0 0 1 0 1 】1
F7. 1013-1014 0 0 0 3 0 0 0 t3
F8. 10L4- 10LS 0 0 0 3 0 0 0 3
F9. 1015.- lola 0 0 0 1 0 0 0 1
Flo.1016′- 1017 0 0 0 6 1 0 1 8
Fll.10】7- 1018 0 ㌻0 0 3 0 1 0 4
F12.iOl8- 10Ⅰ9 olo 0 2 0 0 0 2
F13.1019- 1020 0 喜 oEo 4 0 0 1 5 】
Fl5.102t～ 1023 0 0 0 ー2 0 0 1 3
F16.102- 1023 0 0 0 2 0 0 0 2 【




HO HI H2 H3 HI H5 H6 H7 fia HB HID Hll H12 H13 H14 日15 H16 H17 H18 日19 日20 H21 H22
図 Q 2- 143 放 射 光 ビー ム (将 来 使 用 した い ) ビー ム 推 扶 時 間 区 分 毎 の 回 答 件 数
H.ビーム継続時間 素粒子物理学 原子核物理学 エネルギ-科学 物質 .材料科学 生命科学 医療利用 その他 合計
HO.特に指定せず 0 1 0 16 3 1 1 22
H1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H2. 1fs～ 10fs 0 0 0 2 0 0 0 2
H3. 10fs～100fs 0 0 0 1 0 0 0 1
H4.100fs～ lps 0 0 0 3 0 0 0 3
H5. 1ps～ 10ps 0 0 0 9 0 0 0 9
H6. 10ps～100ps 0 0 0 2 0 0 0 2
H7.loops- 1ns 0 0 0 0 1 0 0 1
H8. 1ns～ 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
H9. lOns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0
H10.loons- 1fJS 0 0 0 0 0 0 0 0
Hll. lFLS～ 10FLS 0 1 0 4 0 0 0 5
H12.10〃S～100〃S 0 0 0 0 0 0 0 0
H13.100〃S～ lms 0 0 0 0 0 0 0 0
H14. 1m5- 10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
H15.10ms.-looms 0 0 0 0 0 0 0 0
H16.100ms～ l s 0 0 0 0 0 0 0 0
H17. 1 S～ 10 S 0 0 0 0 0 1 0 1
H18.10 S～100 S 0 0 0 1 0 0 0 1
H19.100 S～ 103 S 0 0 0 0 0 0 0 0
H20.103 S～ 104S 0 0 0 8 0 0 1 9




Ⅰ.偏光状態 素粒子物理学 原子核物理学 エネルギー科学 物質 .材料科学 生命科学 医療利用 その他 合計
ⅠO.特に指定せず 0 1 0 13 5 4 5 28
Ⅰ1.無偏光 0 0 0 1 0 0 0 1
Ⅰ2.直線水平偏光 0 0 0 30 0 0 1 31
Ⅰ3.直線垂直偏光 0 0 0 12 1 1 0 14
Ⅰ4.円偏光 0 0 0 9 0 0 0 9
J.パルス繰り返し K.パルス幅
J,パルス繰り返し(Hz) 秦 顔 エ 物 坐 医 そ 合計 冗.パルス幅 (長) 秦 原 エ 物 生 医 そ 合計
JO.特に指定せず 0 1 0 6 2 0 2 ll KO.特に指定せず 0 1 0 4 1 0 2 8
J1. - 101 0 0 0 1 0 0 0 1 K1. .- 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
J2.101- 102 0 0 0 0 0 0 0 0 x2. lfs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
J3.102- 103 0 0 0 2 0 0 0 2 0 0 0 3 0 0 0 3
J4.103- 104 0 0 0 2 0 0 0 2 X4,100fs～ lps 0 0 0 4 1 0 0 5
J5.104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 K5. lps～lOps 0 0 0 4 1 0 0 5
J6.105- 106 0 0 0 2 0 0 0 2 K6. 10ps～100ps 0 0 0 3 1 0 0 4
J7.106- 107 0 0 0 0 0 0 0 0 K7.lOOps～ lns 0 0 0 0 1 0 0 1
J8.107 - 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
K10.loons- lps 0 0 0 1 0 0 0 1
Kll. 1ps～ 10/⊥S 0 00 0 0 00 0
Kl2.lOFLS～100LS 0 0 0 0 0 0 0 0
l K13.100JLS～ lms 0 0 lO 【0 0 0 0 0
K14. 1 m5-10ms 0 0 0 0 0 0 0 0







Ⅹ ～0.1eV 1NeV～5MeV leV～10eV lOeV～100eV lOOeV-1keY lkey～lOkeV 100keY～lNeY lNeY～ 特に指定(～12Jjh) (12/川～1.JLm) (1,2〃血～ 0丁Ⅷ) (120n～12T血) (12nm～1,2r皿)(1.2m～120pb)(120p-12血)(12pm-1.2血) (1.2pn～) せず
～ 108 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
108 - 109 0 0 o l o 0 l i 0 0 0 0
1010- lol 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
101l～ 1012 0 0 2 1 0 0 1 0 0 0
1012- 1013 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
1013- 1014 0 2 2 2 2 0 0 0 0 0
lol- 1015 0 0 0 0 0 1 3 0 0 0
1015- 1016 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
1016- 1017 0 1 1 0 0 1 4 2 1 1
1017- lola i 1 0 0 1 2 3 3 0 0 0
1018- 10L9 0 0 0 1 2 1 0 0 0 0
10t9- 1020 0 0 1 1 2 3 0 0 1 0 0
1020- 102E 0 0 i 1 0 1 2 2 0 0
1021- 1022 0 0 1 1 1 2 0 ∈ 1 0 0
102- 1023 0 0 1 1 1 1 0 1 0 0
1023 - 1024 F 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0
1024- 1025 0 0F 1 1 1 4 3 0 0 0
1025- 1026 】 0 0 !ol 0 0 3 3 0 0 0









回答者数 回答者の研究分野別人数(重複回答有) ビーム使用形態 (件数)単独 複合
①現在使用中のコヒーレント光子ビーム 17 素粒子物理学 0 0 0
原子核物理学 1 1 0
エネルギー科学 1 1 1
物質 .材料科学 4 3 1
生命科学 1 1 0
医療利用 1 0 0
その他 9 5 2
②現在 (使用 したいが)使用できていな コヒーレント光子ビーム 20 素粒子物理学 0 0 0
原子核物理学 1 1 0
エネルギー科学 2 2 1
物質 .材料科学 10 9 4
生命科学 1 1
医療利用 2 2 0
その他 4 2 1
③将来使用 したいコヒーレント光子ビーム 35 素粒子物理学 1 1 0
原子核物理学 2 2 0
エネルギー科学 1 1 1
物質 .材料科学 22 20 4
生命科学 3 3 0









エネルギー範囲 素粒子物理学 原子核物理学 エネルキナ-科学 物質 .材料科学
① ② ③ 甘 ② ③ (D ② ③ Jl ② ③
特に指定せず 00 0 0 0 1 00 0 2 0 3
～10-Sew 00 00 000 000 00
10-3eV～10-2eV 000000 00 0000
10 2ーeV～ 0.1eV 0 0 0 000 0 0 0 00 0
0.1eV～ 1eV 0 00 00 0 0 1 0 02 2
1eV～ 10eV 0 0 0 0 0 0 1 1 1 2 6 10
10eV～100eV 0 0 00 0 0000 1 2 10
100eV～ lkeV 0 0 0 000 0 00 1 2 9
lkeV′- 10keV 0 0 0000 0001 4 5
10keV～100keV 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1 6
エネルギー範囲 生命科学 医療利用 その他 合計
① ② ③ ① ② ③ 迂1 ② ③ ① ② ③
特に指定せず 0 000 1 000 1 2 1 5
～10-3eV 0 0 0 0 0 0 2 1 0 2 1 0
10J3eV～10-2eV 0 0 00 0 0 1 1 01 1 0
10~2eV～ 0.1eV 0 0 00 0 03 1 0 3 1 0
0.1eV- 1eV 1 000 0 0 1 0 02 3 2
leV～ 10eV 1 0 0 0 0 0 3 1 1 7 8 12
10eV～100eV 1 0 1 0 00002 2 2 13
100eV- 1keV 0 1 0 0001 1 2 2 4 ll
1keV～ 10keV 0 0 0 1 001 1 2 3 5 7
































この頁は①現在使用中のコヒー レント光子ビー ムのデ ターを示しています,
(む現在使用中のコヒー レント光子ビーム
回答者数等,具休的に挙げられた課題
回答者数 回答者の研究分野別(人数) ビー ム使用形態(件数) 原子核物理学分野 その他コヒーレント逆コンプトン散乱 コヒーレント光発生
単独 複合 物質 .材料科学分野 コヒーレント放射光による電子ビーム波形分析
17 素粒子物理学 0 0 0 レー ザー .プラズマ相互作用
原子核物理学 1 1 0 輝尽発光現象の解明 レー ザーシンクロトロンの研究
エネルギー科学 1 1 1 放射光とレーザーによる2光子分光 原子衝突 .冷多価イオン発生
物質 .材料科学 4 3 1 生命科学分野 小型高輝度放射源の開発とその応用に関する研究生命科学 1 1 0 環境工学
医療利用 1 0 0 軟X線ホログラフィー
A以後､分野標記の省略として､以下のものを使うこともあるo














AO. Al. A2. A3. A4. AS. A6. A7. A8. A9
図 02-145 コt:- レン ト光 子 ビ- ム (現 在 使 用 中 ) 光 子 エネ ル ギ - 区 分 毎 の 回 答 件 敢
B.エネルギー分解能
BO. Bl. B2. B3 84 85. B6. 87. B8. B9 810. 811 B12. B13. B14 815.
(ム ∈/E)
園 Q2-146 コヒーレント光子ビーム(現在使用中) エネルギー分解能区分毎の回答件赦
A.光子エネルギー 秦 原 エ】 初 坐 -医 そ 合計 a.エネルギー分解能(△E/E) ≒素 原 ここ 狗 坐 医 そ 合計
AO. 特に指定せず Lo 0 0 2 0 0 0 2 BO.特に指定せず 0 0 20 2 0 0 ⊆3 5
A1. - 10~3eV 0 0 0 0 0 0 2 2 B1. 10 - 0 0 0 0 0 0 0 0
Å2,10-3ev～ 10~2evlo 0 0 0 0. 0 1 1 B2. 1 - 10 0 0 0 0 0 0 0 0
A3.10-2ev～ 10ー1ev 0 0 0 0 0 0 3 3 B3. loll.- 1 0 0 0 0 0 0 0 0
A4.10~leV- 1eV 0 0 0 0 1 0 1 2 B4. 10J2- 10-1 0 0 0 0 0 0 .0 0
A5. 1eV～ 10eV 0 0 1 2 1 0 3 7 B5. 10~3- 10~2 0 0 0 1 0 0 2 3
A6.10eV～100eV 0 0 0 1 1 0 0 2 B6. 10ー4- 10~3 0 ofo 1 1 1 F2 5
A7.100eV- 1keV 0 0 0 1 0 0 1 2 B7. 10~5- 10ー4 0 0 0 1 0 o い 2
A8. 1keV- 1OkeV 0 0 0 1 0 1 1 3 B8. 10~塙～ 10ー5 0 O ヨo 0 】o 0 0 0
A9.10keV一100keV 0 0 0 0 !0 0 io 0 B9. 10~7- 10ー6 0 00 0 0 0 0 0
B10.10~8- 10~7 0 0 0 0 0 0 0 0
1】 【F B13.10~11′-10｢10 0 0 ;o 0 0 0 0 10










CALO. CALl. CAL2. CAL3. CAL4. CAL5. CAL6. CAL7. CAL8. CALg
国 Q 2- 147 コヒー レント光 子 e'- ム (現 在 使 用 中) ど- ム 長 径 区分 毎 の 回 答 件 敢
GAS.ビーム短径 (放射光涼から放出された直後の放射光ビー ム-の要求)
CASO CASI CAS2 CAS3. CAS4 CAS5 CAS6 CAS7 CAS8 CAS9
回 Q2-148 コヒー レン ト光 子 ビー ム (現 在 使 用 中 ) ビー ム 短 径 区 分 毎 の 回 答 件 政
CAL,ビーム長径 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計 CAS.ビーム短径 秦 原 コこ 初 坐 医 そ 合計
CALO.特に指定せず 0 0 0 3 0 0 3 6 CASO.特に指定せず 0 0 0 3 0 0 3 6
CAL1. - 10nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CAS1. - lo仙 0 0 0 0 0 0 0 0
CAL2.10nm～100nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CAS2.iOnm～lOOnm 0 0 0 0 0 0 0 0
CAL3.loon机- 1′⊥m 0 0 1 0 0 0 0 1 CAS3.lOOnJn～ lFLm 0 0 0 0 0 0 0 0
CAL4. 1FLm～ 10FLm 0 0 0 0 0 0 0 0 CAS4. lFLm～ lOJLm 0 0 1 0 0 0 0 1
CAL5.10〃m～100〃m 0 0 0 0 0 0 0 0 CAS5.10FLm～100FLm 0 0 0 0 0 0 0 0
CAL6.100lLm～ lnm 0 0 0 0 0 0 4 4 CAS6.100FLZn～ 1mm 0 0 0 0 0 0 3 3
CAL7. 1m～ 1cm 0 0 0 0 1 0 2 3 CAS7. 1 mm～ 1cm 0 0 0 0 1 0 1 2
CAL8. 1cm～ 10cm 0 0 0 0 1 0 0 1 CAS8. 1cm～ 10cm 0 0 0 0 1 0 0 1
-172-
この頁は①現在使用中のコヒ-レント光子ビームのデータを示しています｡
CBL.ビーム長径 (cAのビー ムに光学素子等で操作を加えた利用直前のビー ムへの要求)
cBLO. CBLI CBL2 CBL3. C8L4 CBL5 CBL6. C8L7. CBL8. CBL9. CBLIa
図 Q 2- 149 コヒー レン ト光 子 ビー ム (現 在 使 用 中 ) ビ- ム 長 径 区 分 毎 の 回 答 件 鼓
CBS.ビーム短径 (cAのビー ムに光学素子等で操作を加えた利用直前のビー ム-の要求)
CBSO CBSI CBS2. CBS3. CBS4 CBS5. CBS6. CBS7 CBS8 CBS9 CBS10
囲 Q21 150 コヒー レント光 子 ビーム(現 在 使 用 中) ビー ム短 径 区 分 毎の 回答 件 赦
CBL, ビーム長径 秦 原 ここ 初 坐 医 そ 合計 CBS. ビーム短径 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計
CBLO.特に指定せず 0 0 0 1 0 0 2 3 CBSO.特に指定せず 0 0 0 1 0 0 2 3
CBLl. ～ lnm 0 0 0 0 0 0 0 0 CBS1. - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CBL2. 1nm～ 10nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CBS2. 1nm～ 10run 0 0 0 0 0 0 0 0
CBL3.10nm～100nm 0 0 0 0 0 0 00 CBS3.10rLm～100nJn 0 0 0 0 0 0 0 0
CBL4.1OOnm.～ ipLTI 0 0 1 1 0 0 1 3 CBS4.100nm- 1iLm 0 0 01 0 0 0 1
CBL5. lFLm～ 10FLm 0 0 0 1 0 0 1 2 CBS5. 1ILm～ 10FLm 0 0 1 1 0 0 1 3
CBL6.10FLm～100FLn 0 0 0 1 1 0 1 3 CBS6.lOFLm～lOOILm 0 0 0 1 1 0 1 3
CBL7.100lLm～ lETm 0 0 0 1 0 0 2 3 CBS7.100fJm～ 1m 0 0 0 1 0 0 1 2
CBL8. 1rTm～ 1cm 0 0 0 0 0 0 2 2 CBS8. 1mm～ 1cm 0 0 0 0 0 0 1 1




DO. Dl. D2. D3. D4. 05. D6. D7. D8. D9. DIO. Dll. D12. D13 D14.
(PholoJl■/■●C/011by)





EO. El. E2. E3. E4. ∈5. ∈6. E7. E8. E9. EI0. ∈11 E12. ∈13, E14.
(pholoM/I.C/nlrdZ/oltby)
国 Q 2-152 コヒー レント光 子 ビー ム (現 在 使 用 中 ) 光 束 (負 )密 度 区 分 毎 の 回 答 件 故
D.光束(photons/see/0.1%b.Y.) 秦 原i コこ 物 坐 医 そ 合計 E.光束 (負)密度(photons/see/nrad2/0.1%b.Y,) 秦 原 ここ 物 坐 医 そ! 合計
DO.特に指定せず 0 0 1 1 0 0 5 7 EO.特に指定せず 0 0 1 1 0 0 3 5
i)1. - 108 0 0 0 00 0 0 0 E1. 109- 1010 0 0 0 0 0 0 10 0
D2. 108- 109 0 0 0 0 0 0 0 0 E2. 10J0- 101Llo 0 ,0 0 1 0 0 1
D3. 109- 10LO 0 0 0 0 0 0 0 0 E3. 101- 1012 0 o !o 0 0 0 0 0
D4. 1010- 101 0 0 0 0 0 0 0 0 E4. 1012- 10L3 0 0 弓o 0 0 0 0 0
D5. lol- lol 0 0 0 1 0 0 0 1 E5. lola- 1014 0 o ヨo 0 0 0 -o 0
D6. 1012- lola 0 0 0 1 0 0 0 1 E6. 10L4- 10L5 0 0 0 0 0 00 0
D7. 10L3- 1014 0 0 0 1 0 0 0 1 E7. 10L5- 10Z6芦o 0 0 0 0 0 'o 0
D8. 1014- 1015 0 0 0 0 0 0 0 0 E8. 1016- 10Ⅰ7Eo 0 0 0 0 0 0 0
D9. 1015- 1016 0 0 0 0 0 0 0 0 E9. 1017- lOlBio 0 0 0 0 0 1 1
D10.1016- 10】7 0 0 0 0 1 0 1 2 El°.lola- lOl9io 0 0 0 0 0 1 1
Dll,1017- 10L8 0 0 0 0 1 0 1 2 Ell.1019- 1020室o 0 0 0 0 0 0 0
D12.1018- 10l与 0 0 0 0 0 0 0 0 E12.1020- 102Jlo 0 .0 0 0 0 00




FO. Fl. F2. F3. F4. F5. F6. F7. F8. F9 FIO.Fll.F12 F13.F14.F15.F16
(photoH/tJC/Mr-Z/.nHdl/011b一)
国Q2-153 コヒー レント光 子 ビー ム (現 在 使 用 中 ) 輝 度 区 分 毎 の 回 答 件 政
GA.コヒー レンス長
GAD. GAI GA2. GA3 GA4. GA5. GA6. GA7, GA8.
(AZ/△ 入)
図02-154 コヒ-レント光子 ビーム (現在使用 中) コヒーレンス長 区分毎 の 回答件数
F. 輝 度(phDtOnS/See/mm2/mrad2/0,l駕b,Y.) 素 ⊆原 エ 初 坐 医 そ 合計 GA.コヒーレンス長(ん2/△入) 秦 原 エ 物 坐 巨医 そ 合計
FO.特に指定せず o lo 1 1 0 0 4 6 GAO.特に指定せず 0 01 2 o ヨo 1 4
F1. 101l～ 1012 0 0 0 0 0 0 0 0 GA1. -100mm 0 0 0 1 o ヨo 0 1
F2. 10】2- 1013 .o /o 0 1 0 0 0 1 GA2.100nm- 1.FLm 0 0 0 日〕 o ～o 1 1
F4. 10】4- 1015 0 0 0 0 0 0 0 0 GA4,10FLm～100F↓m 0 0 0 1 0 0 1 2
F5. 1015- 1016 0 0 0 0 0 0 0 0 GAS.100FLm～ lmrn 0 0 0 0 0 0 0 0
F6. 1016- 1017 0 0 0 0 1 0 0 1 GA6 1mm- 1cnl 0 0 0 0 1 ∃o 1 2
F7. 1017- 10】8 0 0 0 0 0 0 0 0 GA7. 1cm～ 10cm 0 00 0 0 !o 1 1
F8, 10】8- 10】9 0 0 0 0 0 0 0 0 GAB.10cm～ 0 0 0 0 0 0 1 1
F9. 1019- 10:畑 0 !0 0 0 0 0 】0 0
Flo.1020- 1021 0 0 0 0 0 0 0 0
F12.1021- 1023 0 0,00 0 0 0 0
F13.lO23- 1024 0 0 00 0 0 0 0 I




遵法ビーム 連*的′tJレスビーム ItJレスビ-ム その他







1 1 1 1 1 1
1 1
国Q2- 156 コヒー レント光 子 ビーム (現 在 使 用 中 ) ビー ム 姓 は 時 間 区 分 毎 の 回 答 件 数
H.ビー ム時間構造の型 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計 Ⅰ.ビー ム継続時間 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合 計
H1.連続ビーム 0 0 1 0 0 0 1 2 Ⅰ0.特に指定せず 0 0 0 1 0 0 2 3
H2.連続的パルスビー ム 0 0 1 2 1 0 3 7 Ⅰ1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H3.パ′レスビー ム 0 0 1 2 0 0 4 7 0 0 1 0 0 0 0 1
H4.その他 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 1 3
Ⅰ4.100fs～ lps 0 0 0 2 0 0 2 4
Ⅰ5. 1ps～ 10ps 0 0 1 0 0 0 2 3
16. lops-loops 0 000 1 0 0 1
Ⅰ7.100ps～ lns 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 1 0 0 0 0 1
Ⅰ10.loons- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
Ill. llLS～ 10JIS 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ12.10ps～100ps 0 0 0 0 00 0 0
Ⅰ13.loo″s- 1】ns 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 1 0 0 0 0 1
Ⅰ17, 1 S～ 10 5 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ19.100 S～ 103S 0 0 0 0 0 0 1 1
Ⅰ20.103S～ 10一S 0 0 0 0 0 0 0 0




∫.偏光状態 素粒子物理学 原子核物理学 エネルギー科学 物質 .材料科学 生命科学 医療利用 その他 合計
JO.特に指定せず 0 0 0 2 0 0 2 4
Jl.無偏光 0 0 0 1 0 0 0 1
J2.直線水平偏光 0 0 1 2 1 0 .1 8
J3.直線垂直偏光 0 0 1 0 1 0 1 3
J4.円偏光 0 0 0 1 0 0 2 3
- 177 -




二 竿 こ ～10T3ev 10一ユev～10Tlev10-2ev～10-1ev 10~leV-1eV lOOeV～lkey lkeY～10keV 10keV～ 特に指定(～1.2zIZl) (1.2m (120JLP～ QFLも) ～12ip) (12〃m～,2Lith) (1.2JLn～10r皿) (120Tu～12一皿) (12rLD～1.2nn) (1.2ru)～10叩) (120ph～) せず
101- 1012 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1012- 1013 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0
1013- 1014 0 0 0 0 1 1 2 0 0 0
lol一- 10L5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1015- 1016 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1016- 1017 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0
1017- 10LB 0 0 0 0 o 宇 o 0 0 0 0
1018- 1019 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10L9- 1020 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1020- 102】 0 0 0 0 】o j o 0 0 0 0
1022- 1023 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1023- 1024 0 0 0 0r 0 0 0 0 0 0
1024- 1025 0 0 0 0 0 l o 0 0 0 0
10'-SJ- lox i 0 0 . 0 0 0 0 0 0 0 0
特に指定せず 2 ･ √ 2 1 3 01 0 0 0 1
1178-
この頁は②使用できていないコヒー レント光子ビー ムのデータを示しています｡
② 使用できていないコヒー レント光子ビー ム
回答者数等･具体的に挙げられた課題
回答者数 回答者の研究分野別(人数) ビーム使用形態(件数) 原子核物理学分野 生命科学分野
原子核スピン励起の研究 高分解能軟X線ホログラフィー による生体棚 の観察単独 複合 エネルギー科学分野
20 素粒子物理学 0 0 0 コンプトンγによる核反応微細断面積 医療利用分野
原子核物理学 1 1 0 物質 .材料科学分野 l相差画像法
エネルギー科学 2 2 1 X線非線形光学 腫虜内酸素濃度測定微小電極の開発
物質 .材料科学 10 9 4 オーログラフィック蕗光 その他
生命科学 1 1 0 サブバンド赤外巌変調分光 X線ホログラフィ-
医療利用 2 2 スペックル.パター ン エネルギーの伝送
その他 4 2 1 ナノ結晶材料の開発 コヒー レント光利用
レー ザービー ム相互作用 廃エネルギー電子又は陽電子ビ-ムにおけるコlヒ-レント光干渉性の研究超高精度構造解析
表面反応 (表面物理)
A以後､分野標記の省略として､以下のものを使 うこともあるO




AO. Al. A2 人3. 人4. A5. A6. 人7. A8. A9




80. 81 B2 B3 84. B5, B6 B7 B8. B9. 810 Bll. B12 B13 B14 B15,
(ム ∈/∈)
図Q2-159 コヒーレント光 子ビー ム(使 用できていない) エネルギー分解能 区分毎の 回答件 救
A.光子エネルギー 秦 原 二Ⅰ二 初 坐 医 そ 合計 ち.エネルギー分解能(△E′E) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
AO. 特に指定せず 0 0 0 0 0 1 0 1 BO.特に指定せず 0 1 0 4 0 1 0 6
Al. ノー 10~3eV 0 0 0 0 0 0 1 1 B1. 10 - 0 0 0 0 0 0 0 0
A2.10~3eV～ 10~2ev 0 0 0 0 0 0 1 1 B2. 1 .-10 0 0 0 00 0 0 0
A3.10~2ev～ 10~1ev 0 0 0 0 0 0 1 1 83. 10ー1ノ- 1 0 0 0 0 0 0 0 0
A4.10tlev- 1eV 0 0 1 2 0 0 0 3 B4. 10-2- 10~t 0 0 0 0 0 0 0 0
A5. 1eV～ 10eV 0 0 1 6 0 0 1 8 B5. 10-3- 10-2 0 0 0 2 1 0 1 4
A6.10eV～100eV 0 0 0 2 0 0 0 2 B6. 10ー4- 10~3 0 0 1 2 0 0 3 6
A7.100eV- 1keV 0 0 0 2 1 0 1 4 B7. 10-う～ 10J4 0 0 0 4 0 0 0 4
A8. 1keV～ 10keV 0 0 0 4 0 0 1 5 B8. 10-寸～ 10~う 0 0 0 0 0 0 0 0
A9.10keV～100keV 0 1 0 1 0 1 0 3 B9. l0-7- 10~ヰ 0 0 0 0 0 0 0 0
B10.10-8- 10イ 0 0 0 0 0 0 0 0
Bll.10一9- 10-8 0 0 1 0 0 1 0 2
B12.10一10- 10~づ 0 0 0 0 0 0 0 0
B13.10-H～ lO▼lO 0 0 0 0 0 0 0 0




CALO. CALl, CAL2. CAL3. CAL4. CAL5. CAL6, CAL7 CAL8 CAL9





1図Q2- 61コt:- レント光 子 ビーム (使 用 できてい ない ) ビー ム 短 径 区 分 毎 の 回 答 件 数
CAL.ビーム長径 秦 原 エ 物 生 医 そ 合計 CAS.ビーム短径 秦 原 エ 物 生 医 そ 合計
CALO.特に指定せず 0 1 0 6 0 1 2 10 CASO.特に指定せず 0 1 0 4 0 1 2 8
CAL1. - 10nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CAS1. - 10nm 0 00 0 0 0 0 0
CAL2.10nm.-100nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CAS2.10nm～100m 0 0 0 0 0 0 0 0
CAL3.100nm- 1f上m 0 0 1 0 0 1 0 2 CAS3.100nm～ lJLm 0 0 0 0 0 1 0 1
CAIA. lFLm～ 10lLm 0 0 0 0 0 0 0 0 CAS4, lpTn～ lOILm 0 0 1 0 0 0 0 1
CAL5,10fJm～100〃m 0 0 0 1 0 0 0 1 CAS5.10FLm～100pm 0 0 0 1 1 0 1 3
CAL6.100pm～ 1mm 0 0 1 3 1 0 2 7 CAS6.100pm～ 1mm 0 0 1 4 0 0 0 5
CAL7. 1m～ 1cm 0 0 0 0 0 0 2 2 CAS7. 1mm～ 1cm 0 0 0 0 0 0 1 1
CAL8. 1cm′-10cm 0 0 0 0 0 0 0 0 CAS8. 1cm～ 10cm 0 0 0 0 0 0 0 0
ー181-
この真は②使用できていないコヒー レント光子ビームのデータを示しています｡ _ _
CBL.ビー ム長径 (CAのビー ムに光学素子等で操作を加えた利用直前のビー ムへの要求)
CBLO CBL1. CBL2. CBL3. CBL4. CBL5 CBLS. CBL7. CBL8 GBし9 CBL10
図02-162 コヒーレント光 子 ビー ム (使 用できてい ない) ビーム 長径 区 分 毎 の 回 書 件 汝
CBS.ビー ム短径 (cAのビームに光学素子等で操作を加えた利用直前のビー ム-の要求)
CBSO. CBSl. CBS2 CBS3 CBS4 CBS5. CBS6 CBS7. CBS8. CBS9. CBSIO
囲Q2-163 コヒーレント光 子 ビーム (使 用 できていない) ビーム短 径 区 分 毎 の 回 答 件 赦
CBL.ビーム長径 秦 原 ここ_ 初 隻 医 そ 合計 CBS.ビーム短径 ⊆毒素 原 ここ 物 坐 医 そ 合計
CBLO.特に指定せず 0 1 0 2 0 0 3 6 CBSO.特に指定せず 0 1 0 1 0 0 3 5
CBL1. - 1nJn 0 0 0 0 0 0 0 0 CBSl. ～ lnm 0 0 0 0 0 0 0 0
CBL2. 1nm～ 10nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CBS2. 1nm～ 10nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CBL3.10rm～100nm0 0 0 0 1 0 0 1 CBS3.iOnm～100nmiO 0 0 0 1 0 0 1
CBL4.100nm～ 11m 0 0 1 2 0 0 1 4 CBS4.100nm～ lfJmI-0 0 0 1 0 0 1 2
CBL6.10lLm～100Jlm 0 0 0 1 0 0 01 CBS6.10FLrn～lOOFLm 0 0 0 1 0 0 0 【1
CBL7.100FLm～ 1m 00 1 4 0 0 1 6 CBS7.100〃m～ 1mm 0 0 1 5 0 0 o∈6
CBL8. 1m～ 1cm 0 0 01 0 1 1 3 Ct∋S8. 1mm.- 1cm 0 0 0 1 0 l 0'i2






DO. Dl. D2 D3 D4. D5. D6. D7 D8. D9 DIO Dll D12 D13 D14
(phc-!orlf/trc′011b } )
国 02-164 コヒー レント光 子 ビー ム (使 用 できていない) 光 夫 (flux)区 分 与 の 回春 件 鼓
E.光束(負)密度
∈0. 亡1. ∈2. E3. ∈4. 亡5. E6. E7. E8. E9. 亡10. Ell. ∈12 ∈13. ∈14.
(photon■/lee/n■rdZ/01lb.Y.)
図 02-165 コヒー レント光 子 ビ-ム (使 用 できていない) 光 束 (負 )密 度 区 分 毎 の 回答 件 赦
D.光束(photons/≦ec/0.1%b.Y.) 秦 原 二こ 初 隻 医 そ 合計 E.光束 (角)密度(photons/see/nrad2/0,1%b.Y.) 秦 原 エ 物 坐 医 1そ 合 計
DO.特に指定せず 0 0 1 4 1 1 2 9 EO.特に指定せず 0 1 1 2 1 1 2 8
I)1. - lo巨 0 0 0 0 0 0 0 0 E1. 109- 10LO 0 0 0 0 0 0 0 0
I)2. 108- 109 o jo 0 0 0 0 0 0 E2. 1010- 101 0 o ヨo 0 0 0 0 0
D3. 109- 10Ⅰ0 0 】o 0 0 0 0 0 0 E3. 10l～ 1012 0 0 0 0 0 0 0 0
D4. 1010- lol O iO 0 0 0 0 1 1 E4. 1012- 1013 0 0 0 0 00 0 0
D5. 10LZ～ 10L? o to 0 0 0 0 0 0 E5. 1013- 1014 0 0 0 0 0 0 0 0
D6. 10L2- 10】3 0 0 0 0 0 0 0 0 E6. 1014- 1015 0 0 0 1 0 0 0 1
D7. 10J3- 10L4 0 0 0 1 0 0 0 1 E7. 1015- 1016 0 0 0 1 0 0 0 1
D8. 1014- 10】5 0 11 0 1 0 0 0 2 E8. 1016- 1017 0 o ーo 0 0 0 0 0
D9. 1015- 1016 o lo 0 1 0 0 0 1 E9. 1017- 1018 0 0 0 0 0 0 盲o 0
D10.1016- 1017 0 0 0 0 0 1 0 1 El°.1018- 1019 0 0 0 0 0 0 0 0
Dll.1017- 1018 0 0 0 0 0 0 0 0 Ell.1019- loョo 0 0 0 1 0 0 【o 1
D12.1018- 1019 0 0 0 0 0 0 0 0 E12,1020- 102l 0 0 1 3 0 0 0 .1




FO. FI F2. F3. F4. F5. F6. F7. F8. F9. FIO, Fll. F12. F13 F14. F15. F16.
(photortB/JeC/mrnZ/," ,dZ/0llby
国Q2-166 コヒーレント光子 ビーム(使用 できていない) 拝度 区分毎 の回答件赦
GA.コヒー レンス長
件t N.21
GAO GAつ. GA2. GA3. GA4. GA5. GA6. GA7. GA8.
(12/AA)
国Q21167コヒーレント光子ビーム(使用できていない) コヒーレンス長区分毎の回答件軟
F. 輝 度(photons/see/m2/血rad2/0.1Sb.Y.) 秦 原 コ二 物 生 医 そ 合計 GA.コヒーレンス長(入2/△Å) 秦 原 ここ. 物 坐 医 そ 合計
FO.特に指定せず 0 1 1 7 0 1 2 12 GAO.特に指定せず 0 1 1 7 0 0 0 9
F1. 101- 1012 0 0 0 0 0 0 0 0 GA1. -100nm 0 0 0 2 0 0 0 2
F2. 1012- 1013 0 0 0 0 0 0 0 0 GA2.100nm～ lFEtb 0 0 1 0 0 1 1 3
F3. 1013- 1014 0 0 0 0 0 0 0 0 GA3, 1FLm～ 10lLm 0 0 1 0 1 0 1 3
F4. lol- 1015 0 0 0 2 0 0 0 2 GA4.10fJm～100f▲m 0 0 0 2 0 1 0 3
F5, 1015- 1016 0 0 0 0 0 0 0 0 GA5.100fJm～ 1m 0 0 0 0 0 0 0 0
F6, 10)6- 1017 0 0 0 0 0 0 0 0 GA6 1mm～ 1cm 0 0 0 0 0 0 0 0
F7. 1017- 10t8 0 00 0 1 0 0 1 GA7. 1cm～ 10cm 0 0 0 0 0 0 1 1
F8. 1018- 1019 0 0 0 1 0 1 1 3 GAB.10cm～ 0 0 0 0 0 0 0 0
F9. 1019- 1020 0 0 0 0 0 0 1 1
Flo.1020- 1021 0 0 0 1 0 1 0 2
Fll.loll- 102 0 0 1 0 0 0 0 1
F12.102- 1023 00 1 0 0 0 0 1
F13.1023- 1024 0 00 0 0 0 0 0
F14.1024- 1025 0 0 0 0 0 0 0 0
F15.1025- 1026 0 0 0 0 0 0 0 0




連牡"El-ム 連銭的′く",己スビーム ,目し13ト ム そHo4他
国Q2-168 コヒー レント光子ビーム(使 用できていない) ビーム時rm l達の型区分毎の 回答件赦
I.ビーム継続時間
IO l1 12 13 14 15 16 J7 18 19 10 Ill 12 13 日4 15 J16 17 18 (19.J20.121 122
回02-169 コヒーレント光子 ビーム (使 用できていない ) ビーム捷続 時間区分毎 の 回事 件救
H.ビー ム時間構造の型 秦 原 コ二 物 生 医 そ 合計 I.ビーム継続時間 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
H1.連続ビーム 0 1 1 .I 0 0 0 6 Ⅰ0.特に指定せず 0 1 1 5 0 1 1 9
H2.連続的パルスビー ム 0 1 2 3 1 2 2 ll Il. ～ lfs 00 0 0 0 0 0 0
0 0 1 5 0 1 1 8 0 0 1 1 0 0 0 2
H4,その他 0 0 0 3 0 0 0 3 0 0 0 3 0 0 0 3
Ⅰ4.100fs～ lps 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ5. 1ps～ 10ps 0 0 1 0 0 0 1 2
Ⅰ6. lops-loops 0 0 0 0 0 0 0 0
I7.100ps～ lns 0 0 0 1 0 0 0 1
0 0 1 0 0 0 01
0 0 0 0 0 0 0 0
Ilo.loons- 1FLS 0 0 0 0 0 0 0 0
Ill. 1′上S～ 10fJS 0 0 0 1 0 0 0 1
Ⅰ12.10〃S～100f▲S 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ13.100LS- 1ms 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 1 0 0 0 0 1
0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ17. l s～ 10 S 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0
I19_loo s.- 103S 0 0 0 1 1 0 1 3
Ⅰ20.103S～ 104S 0 0 0 0 0 0 0 0




∫.偏光状態 素粒子物理学 原子核物理学 エネルギー科学 ! 物質 .材料科学 生命科学 医療利用 その他 合計
JO.特に指定せず 0 0 0 5 1 1 2 9
J1.無偏光 0 0 0 0 0 1 0 1
J2.直線水平偏光 0 1 2 3 0 1 1 8
J3.直線垂直偏光 0 1 1 1 0 1 0 4
J4.円偏光 0 0 0 3 0 1 1 5
1186-
この頁は②使用できていないコヒー レント光子ビー ムのデー タを示しています｡
K.ビー ムエネルギーとビー ム強度との相関
エネルギー区分
図Q2-170 コヒー レント光子ビー ム(使用できていない)ビー ムエネルギーとビー ム強度との相関
エネルギー 区分 ～10-3ev ユ0ーleV～leV leV～10eV 10eY～100eV 100eV-1keV lkeY～10keV 10keV～ 特に指定
拝度 (～1.2n) (1.2mm～ 0/⊥皿) (120flm～12FL) (12ノJm～ .2Jl加) (1.2f▲-n～10nm) (120r血～12nm) (12m加～1.2n血) (1.2nn～10pm) (120ph～) せず
101l～ 1012 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1012- 1013 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1013- 1014 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1014- 1015 0 0 0 0 0 0 1 2 1 0
1015- 1016 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1016- 1017 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10Ⅰ7- 1018 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
1018- 1019 0 0 ∃ o 0 0 1 1 0 0 1
1019- 1020 0 0 】 0 0 0 0 0 1 0 0
1020- 102L 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0
1021- 1022 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
1023- 1023 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
1023- 1024 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1024- 1025 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1025- ユ026 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1026- 0 O ! 0 0 0 0 0 0 0 0
特に指定せず i 1 1 1 5 2 2 1 1 1
-187-
この貢は③将来使用したいコヒー レント光子ビー ムの5-タを示しています｡
③ 将来使用したいコヒー レント光子ビー ム
回答者数等･具体的に挙げられた課題
回答者数 回答者の研究分野別 ビー 諾 形態 物質 .材料科学分野 物質 .材料科学分野X線ホログラフィー 内殻励起分子のダイナミクスの制御
単独 複合 X線ホログラフィーによる原子観察 媒覧中における高エネルギー光混合の研究
35 素粒子物理学 l J 1 0 X線強電場による原子制御 非線形Ⅹ鹿光学
原子核物理学 2 1 2 0 嬢 非線形光学 表面反応 (表面物理)
エネルギー科学 1 1 1 コヒー レント放射光による化学反応制御 生命科学分野
物質 .材料科学 22 20 4 プラズマ中の気相計測 (吸収分光) 組織細胞の機能解析
生命科学 3 1 3 lo レー ザー .プラズマ相互作用 蛋白質結晶構造解析
医療利用 1 1 1 0 強磁性体の表面研究 蛋白質分子ホログラフィー
その他 5 i 3 [0 固相光化学反応素過程 医療利用分野
素粒子物理学分野 高RydbergAtomと表面の相互作用 X線ホログラフィーによる医学利用
光子反応でのヒッグス粒子等探索 主に強磁性体の物性研究 その他
原子核物理学分野 内殻光物性 .光化学 X線ホログラフィー
A以後､分野標記の省略として､以下のものを使 うこともあるo
素-素粒子物理学 原･･･原子核物理学 エ-エネルギー科学 物-･物質 ･材料科学 生-生命科学 医-医療利用 そI.･その他
1188-










AO AI A2. A3 人4. A5. A6. A7 人8 人9.
図 Q2-171コヒーレント光子 ビーム (将来使用したい) 光子エネルギー区分 毎の回答件数
B.エネルギー分解能
80. 81. B2. 83.84 85. B6. B7. 88. B9 BIO. Bll. B12. 813. B14. 815.
(△〔/E)
囲Q2-172コt:-レント光子ビーム (将来使 用したい)エネルギー分 解能 区分 毎の回答件数
A.光子エネルギー 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 B.エネルギー分解能(△E/E) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
AO. 特に指定せず 01 0 3 0 0 1 5 BO.特に指定せず 1 1 0 4 0 0 1 7
A1. - 10~3ev 0 0 0 0 0 0 0 0 Bl. 10 - 0 0 0 0 0 0 0 0
A2.1013eV～ 10一Zev 0 0 0 0 0 0 0 0 B2. 1 - 10 0 0 0 0 0 0 0 0
A3.10~2eV～ 10~1ev 0 0 0 00 0 0 0 83. 10~ー - 1 0 0 0 0 0 0 0 0
A4.10¶lev- 1eV 0 0 0 2 0 0 0 2 B4. 10~2- loll 0 0 0 0 0 0 1 1
Å5. 1eV～ 10eV 0 0 1 10 0 0 1 12 B5. 10ー3- 10~2 0 0 0 0 0 0 1 1
A6.10eV～100eV 0 0 0 10 1 0 2 13 B6. 10~4- 10▼3 0 0 0 4 0 0 3 7
A7.100eV- 1keV 0 0 0 9 0 0 2 ll B7. 10~5- 101 0 0 0 7 1 0 .1 9
A8. 1keV～ 10keV 0 0 0 5 0 0 2 7 B8. 10~づ～ 10~う 0 0 0 5 0 0 0 5
A9.10keV～100keV 1 1 0 6 1 0 0 9 B9. 10~7- 10~づ 0 0 0 6 0 0 0 6
B10.10L8- 10~7 0 0 0 3 1 0 0 4
Bll.10~9- lops 0 1 1 4 0 0 0 6
B12,10~l0- 10-づ 0 0 0 3 0 0 0 3
B13.10~11- 10一tO 0 0 0 0 0 0 0 0




CALO. CALI CAL2. CAL3. CAL4. CALS. CAL6. CAL7. CAL8. CAL9.
図02-173 コヒーレント光 子 ビーム (帝 乗使 用 したい ) ビーム 長径 区分 毎 の 回答 特赦
GAS.ビーム短径 (放射光源から放出された直後の放射光ビームへの要求)
CASO CASl. CAS2 CAS3. CAS4 CAS5. CAS6_ CAS7. CAS8 CAS9
回Q2-174 コヒー レン ト光 子 ピ- ム (将 来 使 用 した い ) ビー ム 短 径 区 分 毎 の 回 答 件 牡
CAL. ビーム長径 秦 原 二二_ 初 隻 医 そ 合計 CAS.ビーム短径 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
CALO.特に指定せず 0 2 0 ll 0 0 1 14 CASO.特に指定せず 0 2 0 ll 0 0 1 14
CAL1. - 10nm 1 0 0 0 0 0 0 1 CAS1. - 10nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CAL2.10nm～100nm 0 00 0 0 0 0 0 CAS2.10nJT1-100nm 0 0 0 1 0 0 0 1
CAL3.lOOnm～ lFLm 0 0 1 3 0 0 2 6 CAS3.100nJn- 1pm 0 0 0 3 0 0 4 7
CAL4. 1Jlm～ 10Lm 0 0 0 2 1 0 1 4 CAS4. 1lLm～ 10JLm 0 0 1 2 1 0 2 6
CAL5.lOFLm～100FLm 0 0 0 1 1 0 2 4 CAS5.101m～1001⊥m 0 0 0 0 1 0 0 1
CAL6.100FLm- 1Tnl 0 0 0 2 0 0 1 3 CAS6.lOOFLm～ 1m 0 0 0 1 0 0 0 1
CAL7. 1m～ 1cm 0 0 0 3 0 0 0 3 CAS7. 1m～ 1cm 0 ∃o 0 1 0 0 0 1
CAL8. 1cm～ 10cm 0 0 0 1 0 0 0 1 CAS8. 1cm～ lOcm 0 0 0 1 0 0 0巨1
-190-
この責は③将来使用したいコヒー レント光子ビー ムのデータを示しています｡
CBL.ビー ム長径 くCAのビー ムに光学素子等で操作を加えた利用直前のビー ムへの要求)
1○
98 21
4 4 5 5
CBLO, CBLl. CBL2. CBL3. CBL4 CaL5, CBL6. CBL7. CBL8. CBL9. CBLIO
囲 Q21175 コヒー レント光 子 ビー ム (将 来 使 用 したい ) ビー ム 長 径 区分 毎 の 回 答 件 数
CBS.ビー ム短径 (cAのビームに光学素子等で操作を加えた利用直前のビー ムへの要求)
C8SO CaSI CBS2 CらS3 CBS4 CaS5 CBS6 CBS7 CaS8 CBS9. CBSI0
図 Q 2-176 コヒー レント光 子 ビー ム (将 来 使 用 した い ) ビー ム 短 径 区分 毎 の 回 答 件 数
CBL.ビーム長径 秦 原 こ ≧物】 坐 医 そ 合計 CBS.ビーム短径 l毒素】 原 ここ 物 坐 医 そ i合計
CβLO.特に指定せず 1 1 0 5 0 0 1 8 CBSO.特に指定せず 0 1 0 5 0 0 1 7
CBLl. - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CBS1. - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CBL2. 1nm～ 10nm 0 0 0 3 0 0 1 4 CBS2. 1nJn～ 10nm 0 0 0 3 0 0 1 4
CBL3.10ruT)～100nmrO 0 0 3 0 0 1 4 CBS3.lOnJn～100nm 0 0 0 3 0 0 1 4
CBL4.100nm- l〟m 0 0 1 5 1 0 2 9 CBS4.100nm- 1FLm O 0 0 5 1 0 2 8
CBL5. 1FJm～ 10f上m≧o Eo 0 5 0 0 -0 5 CBS5. 1FLm～ 10lLr項 0 0 1 2 1 0 0 4
CBL6.10FLm～iOOFLm 0 0 0 4 ⊥ 0 0 ニー CBS6.10f…～100/⊥m 0 0 0 4 0 0 1 5
CBL8. 1nm～ 1cm)0 0 0 0 0 !0 1 1 CBS8. 1mm～ 1cmFo 0 0 0 0 0 0 0




DO. DI D2 D3 D4 D5 t)6 D7. D8. D9. DIO Dll D12. D13. D14
(photol■/■●C/01tbV)
園Q2-177 コヒー レント光 子 ビーム (蒋 束 使 用 したい) 光束 (flux)区 分 幸 の 回 事 件 政
E.光束(角)密度
EO. El. ∈2. E3. E4. E5. E6. ET. E8, E9. 【10. Ell. E12.E13. E14.
(photo./..C/I" rdZ/01■by)
国 Q 2- 178 コヒ- レント光 子 ビー ム(将 来使 用 したい) 光 束 (負 )密 度 区分 毎 の 回 書 件 牡
D.光束(photons/see/0.1%b.Y.) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計 E.光束 (負)密度(photons/5eC/nrad2/0.1%bLY.) 秦 原 エ 物 生 医 そ 合計
DO.特に指定せず 1 1 1 6 0 0 2 ll EO.特に指定せず 1 1 1 10 0 0 2 15
D1. - 108 0 0 0 0 0 0 0 0 E1. 109- 1010 0 0 0 0 0 0 0 0
D2. 108- 109 0 0 0 0 0 0 0 0 E2. 1010- lol 0 0 0 1 0 0 0 1
D3. 109- 1010 0 0 0 0 0 0 0 0 E3. 101- lol≡ 0 0 0 1 0 0 0 1
D4. 1010- lol 0 0 0 1 0 0 1 2 E4. 1012- 1013 0 0 0 1 0 0 0 1
D5. 101- 1012 0 0 0 1 1 0 0 2 E5. 1013- 1014 0 1 0 0 0 0 1 2
D6. 10t2- 1013 0 0 0 0 0 0 0 0 E6. 1014- 1015 0 0 0 0 0 0 0 0
D7. lotヨ- 1014 0 0 0 0 0 00 0 E7. 10L5- 1016 0 0 0 2 0 0 0 2
D8. 1014- 1015 0 0 0 6 0 0 2 8 E8. 1016- 1017 0 0 0 1 0 0 0 1
D9. 1015- 10ー6 0 0 0 3 0 0 0 3 E9. 1017- 1018 0 0 0 1 0 0 1 2
plo.1016- 1017 0 0 0 3 0 0 0 3 El°.1018- 10】9 0 0 0 0 0 0 1 1
Dll.1017- 1018 0 0 0 1 0 0 0 1 Ell.1019- 1020 0 0 0 0 0 00 0
D12.1018- 1019 0 0 0 4 0 0 0 4 E12.1020- 102l 0 0 0 1 0 0 0 1




FO Fl. F2 F3. F4. F5 F6 F7 F8 F9 FIO Fll F12 F13 F14 F15 F16
(photon8/HC/mmZ/n.,dZ/ollbJ)




3 3 3 32 2
GAO GAつ. GA2 GA3. GA4. GAS. GA6. GA7 GA8.
(12′A A)
囲Q2-180 コヒー レント光 子 ビー ム (将 来使 用 したい )コヒ- レンス長 区 分毎 の 回答 件 政
F. 輝 度(photons′sec/m2′Ⅳad2/0.1%b.Y.) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 GA.コヒーレンス長(入2′△入) 秦 原 コニ 初 坐 医 そ 合計
FO.特に指定せず 1 1 1 7 0 0 2 12 GAO.特に指定せず 1 2 1 10 0 0 1 15
Fl. 101】～ 1012 0 0 0 1 0 0 0 1 G九l. -100∫一皿 0 0 0 3 0 0 0 3
F2. 1012- 1013 0 0 0 0 0 0 0 0 GA2.100nm- 1/Jm 0 0 0 2 0 0 1 3
F3. lotヨ- 1014 0 1 0 0 0 0 0 1 GA3. 1lLm～ lOpm 0 0 0 2 0 0 1 3
F4. 1014- 1015 0 0 0 3 0 0 0 3 GA4.10f⊥m～100/川 0 1 0 2 1 0 2 6
F5. 1015- 10Ⅰ6 0 0 0 2 0 0 0 2 GA5.100lLm～ 1m 0 0 0 1 0 0 1 2
F6. 1016- 1017 0 0 0 0 0 0 1 1 GA6 1mm～ 1cm 0 0 0 2 0 0 1 3
F7. 1017.- 1018 0 0 0 0 0 0 0 ･0 GA7, 1cm～ 10cm 0 0 0 0 0 0 0 0
F8. 1018- 1019 o t1 0 5 0 0 1 7 GAS.10cm～ 0 0 0 1 0 0 1 2
F9. 1019- 1020 0 0 0 1 0 0 1 2
Flo.1020- 1021 0 0 0 1 0 0 0 1
ドll.102】～ 1022 0 0 0 4 0 0 1 5
F12.1022- 1023 o lo 0 1 0 0 0 1
F13.1023- 1024 o lo 0 1 0 0 0 1
F14.1024- 1025 0 0 0 1 0 0 0 1
F15.1025- 1026 0 0 0 0 0 0 0 0




HI H2 日3 H4
連横 ビー ム 連続 的ItJレスビー ム パ ルスビ ー ム その他
図02-181コヒーレント光子 ビ-ム(市 来使 用 したい) ビーム 時TFl群 立の型区分 毎 の 回事 件 簸
I.ビー ム継続時間
10 11 12 t3 I4 15 I6 17 .8 19 110 111.12 113 日4 日5 116 17 日8 日9 120 121 122
国 02-182 コヒー レン ト光 子 ビー ム (市 来 使 用 した い ) ビー ム 推 挽 時 間 区 分 毎 の 回 答 件 数
H.ビーム時間構造の型 莱 原 ここ 物 坐 医 そ 合計 I.ど-ム継続時間 t秦 原 エ 初 坐 医 巨 合計
Hi_連続ビーム 0 1 1 4 1 0 2 9 10_掛 三高妄盲亭1 1 15010 0 0 - 3 15
H2.連続的パルスビーム 1 0 1 ll 0 0 2 15 Ⅰ1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 1 10 1 0 0 12 0 0 1 2 0 0 0 3
t14,その他 0 0 0 0 0 0 0 0 13_ 10fs～100fs O oto 0 0 0 0 0
Ⅰ4_100fs- lps 0 0 0 1 0 0 0 1
Ⅰ6. 10ps～100ps 0 00 0 00 0 0
0 0 喜 1 0 0 0 0 1
王9. 1Ons～100nsEo o 【o 0 0 o 【o 0
110,100ns- 1/⊥S 0 0 0 0 0 0 .0 0
Ill_ 11⊥S～ lO〃S 0 0 0 1 0 0 0 1
112_10JIS～100FLS 0 0 0 0 0 0 0 0
I13.100FLS- 1ms O o jo 0 0 0 ;o 0
0 0 1 1 0 0 0 2
Ⅰ17_ l s～ 10 5 0 0 0 0 0 0 0 0
I18,10 S～100 S10 0 0 0 0 0 0 0
i19.100 S～ 103 5ミo 0 .-gO 0 0 0 0 0
丁20.103 S～ 104S【o 0 0 3 0 0 0 3




∫.偏光状態 素粒子物理学 原子核物理学 エネルギー科学 物質 .材料科学 生命科学 医療利用 その他 合計
JO.特に指定せず 0 0 0 6 1 0 3 川
J1.無偏光 0 0 0 0 0 0 0 0
J2.直線水平偏光 0 1 1 12 0 0 2 16
J3.直線垂直偏光 0 1 1 9 0 0 1 12
J4.円偏光 1 0 0 4 0 0 3 8
1 195-
この頁は③早来使用したいコヒー レント光子ビー ムのデー タを示しています｡
K.ビー ムエネルギーとど-ム強度との相関
エネルギー区分
囲Q2-183コヒー レント光子ビー ム(将来使用したい)ビー ムエネルギーとど-ム強度との相関
ご 二 二 二 二 ～10~うev 10Jユey～10-つew101ev～10-ley 10-lev～leY leV～10eV 10eV-.100eV 100eV～lkeV lkeV～10keV 10keY.- 特に指定
(～1.2zn) (1.2m (120ILm (12ILZb (1.2JLh (120nEh (12nm (1.2n⊃ (120pzL～) せず～120FHL) ～12FLn) ～1.2JLh) ～120nzL) ～12nzn) ～1.2nn) ～120Fdn)
1011- 1012 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
1012- 1013 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1013- 1014 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
1014- 1015 0 0 0 0 3 1 0 0 0 0
1015- 1016 0 0 0 1 2 2 0 0 0 0
lol阜- 1017 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0
1017- 10】8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1018- 1019 0 0 0 0 1 3 1 0 0 4
10L9- 1020 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0
1020- 102l 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
1021- 1022 0 0 0 0 1 1 1 3 2 0
102- 1023 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0
1023- 1024 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0
10'4- 1025 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0
1025- 1026 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0









回答者数 回答者の研究分野別人数(重複回答有) ビーム使用形態 (件数)単独 複合
①現在使用中の中性子ビーム 61 素粒子物理学 3 4 0
原子核物理学 7 4 0
エネルギー科学 5 6 0
物質 .材料科学 23 31
生命科学 8 7
医療利用 3 3 0
その他 12 16 0
②現在 (使用したいが)使用できていな 中性子ビー ム 42 素粒子物理学 0 0 0
原子核物理学 9 8 0
エネルギー科学 4 4 0
物質 .材料科学 12 ll 0
生命科学 1 12
医療利用 2 2 0
その他 5 4 0
③将来使用 したい中性子ビ ーム 44 素粒子物理学 1 2 0
原子核物理学 5 3 1
エネルギー科学 4 3 0
物質 .材料科学 19 21 3
生命科学 6 6











エネルギー範囲 素粒子物理学 原子核物理学 エネルキナ-科学 物質 .材料科学
① ② @ (手 ② ③ ① ② ③ ① ② ③
特に指定せず 0 0 0 05 003 1 5 2 3
- 1〃eV 0 0 1 0 0 1 0 0 0 4 0 3
1〃eV～ 10〃eV 00 1 001 0004 0 4
10〃eV～100〃eV 000000 000 5 06
100〃eV- 1meV 00 0 00 0 0008 4 13
1meV～ 10meV 0 0 0 00 00 0 0 15 4 16
10meV～100meV 00 00 00 000 19 8 15
100meV- 1 eV 0 00 000 00 0 7 2 10
1 eV～ 10 eV 1 01 0 0 0 000 3 1 4
10 eV～100 eV 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1
100 eV～ 1keV 0 00 0 000001 0 1
1keV.- 10keV 00 0001 1 01 1 0 0
10keV.-100keV 00 0 1 0 0 2 01 1 0 0
100keV.- 1MeV 0 0 0 1 0 0 2 0 1 1 0 0
1MeV～ 10MeV 00 03 2 1 2 01 5 1 1
10MeV～100MeV 2 00 3 2 1 4 01 2 1 4
100MeV′- 1GeV 1 00 1 3 3 03 1 2 2 1
1GeV～ 0 0 0 1 1 2 00 3 0 0 0
エネルギー範囲 生命科学 医療利用 その他 合計
① ② ③ (♪ ② ③ ① ② ③ ① ② ③
特に指定せず 0 2 1 0 004 1 4 9 13 9
- 1〃eV 2 0 0 0 0 0 5 0 4 ll 0 9
1〃eV′- 10〃eV 2 0 0 00 05 04 ll 0 10
10〃eV～100〃eV 2 00 0 0 0 5 04 12 0 10
100〃eV- 1meV 2 0 0 0 0 0 7 0 3 17 4 16
1meV～ 10meV 2 2 1 0 0 0 8 0 3 25 6 20
10meV～100meV 2 5 1 0 0 0 4 0 3 25 13 19
100meV- 1 eV 2 2 1 0 00 1 01 10 4 12
1 eV′- 10 eV 3 0 1 0 0 0 1 0 1 8 1 7
10 eV～100 eV 2 0 0 0 0 0 1 0 1 5 0 3
100 eV- 1keV 2 0 0 0 0 0 1 0 1 4 0 2
1keV～ 10keV 3 1 2 0 0 1 1 0 1 6 1 6
10keV～100keV 4 1 1 0 1 0 1 01 9 2 3
100keV′- 1MeV 8 0 0 2 1 1 1 1 1 15 2 3
1MeV～ 10MeV 5 0 0 2 0 0 1 1 2 18 4 5
10MeV′-100MeV 1 1 0 0 1 io 6 0 2 18 5 8

























回答者数 回答者の研究分野別(人数) ビーム使用形態(件数) 物質 .材料科学分野 生命科学分野
LSCOの超構造解析 エネルギー差による精子異状発生並びに胎児の致死､発癌効果単独 複合 シンチレータの研究
61 素粒子物理学 3 4 0 結晶構造の解析 細胞の突然変異､ガン化
原子核物理学 7 4 0 結晶構造相転移 蛋白質の構造解折
エネルギー科学 5 6 0 高温超伝導機構 中性子と生物効果に関する研究
物質 .材料科学 2 31 高分子アロイのダイナミックス 中性子の生物影響研究
生命科学 8 7 0 磁気の解析 中性子線量評価に関する研究
医療利用 3 3 0 磁気構造解析










エネルギー科学分野 非弾性散乱 中性子検出器の効率軌定 (放射線計測)
14MeV中性子による離散2次ガンマ線生成断面領測定(核融合中性子工学) 非平衡材料の構造 中性子遮蔽実数状態 物質構造 発生技術
n-inducedfission 微小試料の中性子回折 放射線挙動








AO. Al. A2. A3 A4 A5. A6. A7, A8 A9 AIO.All,A12.A13.A14.A15 A16.A17















BO Bl. B2. B3. 84. B5. B6 B7 B8 B9, BIO. BH . 812,
(AE/El)
匝02-185 中性子ビーム(現在使 用中) エネルギー分解能 区分毎の回等件政
A,エネルギー 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 B.エネルギー分解能(△E′E:%) 秦 原 こし 初 坐 医 そ 合計
AO. 特に指定せず 0 0 0 5 0 0 4 9 BO. 特に指定せず 0 0 1 6 1 2 7 17
Al. - 1fJeV 0 0 0 4 2 0 5 ll B1.12.8 - 0 0 0 0 0 0 0 0
A2. 1〟eV～ 101⊥eV 0 0 0 4 2 0 5 ll B2. 6.4 -12.8 0 1 2 0 1 0 1 5
A3. 10〃eV～100′▲eV 0 0 0 5 2 0 5 12 B3. 3.2 - 6.4 01 0 2 1 0 1 5
A4.100〟eV～ lmeV 0 0 0 8 2 0 7 17 B4. 1.6 - 3.2 0 0 1 2 0 0 0 3
0 0 0 15 2 0 8 25 B5. 0.8 - 1.6 0 2 2 1 0 0 1 6
0 0 0 19 2 0 4 25 B6. 0.4 - 0.8 1 0 0 0 1 0 0 2
0 0 0 7 2 0 1 10 B7. 0.2 - 0.4 0 0 0 0 0 0 0 0
1 0 0 3 3 0 1 8 B8. 0.i - 0.2 00 0 5 1 0 1 7
1 0 0 1 2 0 1 5 B9. 0.05- 0,1 0 00 6 1 0 1 8
0 0 0 1 2 0 1 4 B10.0.02- 0.05 0 0 0 4 0 0 0 4
0 0 1 1 3 0 1 6 Bll.0.01- 0,02 0 0 0 0 0 0 0 0
0 1 2 1 4 0 1 9 B12.0.005.-0.01 0 0 0 0 0 0 0 0
0 1 2 1 8 2 1 15
0 3 2 5 5 2 1 18
2 3 4 2 1 0 6 18
1 1 0 2 1 1 1 7
- 2 0 3 -
この貢はの現在使用中の中性子ビー ムのデータを示しTいます｡
cL.ビー ム径(長径)
CLO. CLl. CL2. CL3. CL4. CL5 CL6. CL7. CL8. CL9. CL10.









CSO. CSl. CS2. CS3. CS4. CS5 CS6. CS7. CS8 CS9 CSIO.
園Q2-187 中性 子 ビー ム (現 在 使 用 中 ) ビーム 短 径 区 分 毎 の 回 答 件 数
CL.ビーム長径 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計 CS.ビーム短径 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計
CLO.特に指定せず 1 3 2 9 4 2 ll 32 CSO.特に指定せず 1 2 2 7 1 1 ll 25
CL1. - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CSl. ～ lnm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL2. 1nm～ 10mn 0 0 0 0 0 0 0 0 CS2. 1m～ 10nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL3.10nmノ-loom 0 0 0 0 0 0 0 0 CS3.10nm～100nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL4.100nm～ llLm 0 0 0 0 0 00 0 CS4.100nm～ lFLm 0 0 0 0 0 】o 0 0
CL5. 1Jlm～ 10FLm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS5. 1FLn～ 10JLm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL6.10lLm～100lLm 0 0 0 0 1 0 0 1 CS6.10JLm～lOOILm 0 0 0 Eo 1 0 0 1
CL7.100FLm～ 1m 0 0 0 0 0 0 1 1 CS7.lOOILm～ 1mm 0 0 0 0 0 0 1 1
CL8. 1mm～ 1cm 0 0 2 9 1 0 2 14 CS8. 1m～ 1cm 0 0 2 7 1 1 2 13




DO. Dl D2. 03 D4 D5 D6. D7. D8. D9. DIO Dll. D12. D13. D14.
(.eLItrO暮/cmZ/■oc)





EI E2 ∈a E4
葺tkビーム 書状的′tJレスビーム /りレスビーム その他
国Q21189 中性 子 ビ-ム(現在 使 用中) ビーム時間構造の型区分毎の 回答件数
D.フラックス(neutrons/cm2/see) 秦 原 二｢ 物 坐 医 そ 合計 E.ビー ム時間構造の型 秦 原 ここ 初 坐 医 そ 合計
DO.特に措定せず 1 1 0 8 1 0 4 15 E1.連続ビーム 0 4 3 24 6 3 ll 51
D1. - 10300 0 1 1 0 1 3 E2.連続的パルスビーム 1 3 5 6 4 2 3 24
D2. 103- 104 0 1 0 1 1 0 2 5 1 0 2 ll 1 0 2 17
D3. 104- 105 0 1 0 1 1 0 4 7 E4.その他 0 0 0 0 0 0 1 1
D4. 105- 106 1 2 3 2 0 0 4 12
D5. 106- LOT 0 0 2 1 0 0 3 6
D6. 107- lob 2 1 0 3 2 1 3 12
D7. 108- 109 0 .0 0 1 2 0 0 3
D8. 109- 1010 0 0 0 0 0 1 0 1
D9. 1010- lol一 0 0 1 2 0 1 0 4
plo.lol- 1012 0 0 1 】0 2 2 0 5
Dll.10I2- 10】3 0 0 1 1 0 1 0 3
D12.1013- 1014 0 0 1 3 00 0 4
D13.1014- 1015 0 0 1 1 0 0 0 2




FO Fl. F2 F3. F4. F5 F8 F7 FB F9. FIO Fll.F12 F13 F14 F15 F16 F17.F18 F19.F20. F21 F22
園 Q2-190 中性 子 ビーム(現 在 使 用 中) ど-ム継続 時間区分 毎の 回答件 赦
F.ビーム継続時間 素粒子物理学 原子核物理学 エネルギ-科学 物質 .材料科学 生命科学 医療利用 その他 合計
FO.特に指定せず 1 2 1 8 2 0 8 22
Fl. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
F5. lps- lops 0 0 0 0 0 0 0 0
F6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
F7.100ps～ lns 0 1 0 0 0 0 0 1
F8. 1ns～ 10ns 0 1 0 0 0 0 0 1
F9. lOns～100ns 0 0 0 0 2 1 0 3
Flo.lOOns～ lFLS 0 0 0 2 0 0 0 2
Fll. lps- lo′s 0 0 0 2 0 0 0 2
F12.10f上5-100f▲S 0 0 0 2 0 0 0 2
F13.100f▲S～ lms 0 0 0 0 0 0 0 0
F14. 1ms～ 10ms 0 0 0 3 0 0 0 3
F15.10ms～100ms 0 0 0 3 0 0 0 3
F16.100ms～ l s 0 0 0 0 0 0 0 0
F17. 1 S～ 10 5 0 0 0 0 0 0 0 0
F18.lo §-loo s 0 0 0 0 0 1 0 1
F19.100 S～103S 0 0 0 0 0 0 0 0
F20.loss- loヰs 0 0 0 0 2 1 2 5




G.パルス繰 り返し(Hz) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 EI.パルス幅 (長) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
GO.特に指定せず 01 0 5 2 1 6 15 HO.特に指定せず 0 0 0 4 1 1 7 13
G1. - 0.1 0 0 00 0 0 0 0 H1. - 1fs 0 00 0 0 0 0 0
G2. 0.1- I 0 0 0 0 0 0 0 0 H2. 1fs.-10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
G3. 1 - 10】 0 0 0 0 0 0 0 0 H3. 10fs-10 fs 0 0 0 0 0 0 0 0
G4.10l～ 102 1 0 0 7 0 0 1 9 H4.100fs～ lps 0 0 0 0 0 0 0 0
G5.102- 103 0 0 0 0 0 0 0 0 H5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G6.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 H6. lops-10 ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G7.104- 105 0 0 0 0 2 1 0 3 H7.loops- 1ns 2 2 0 0 0 0 0 4
G8.105- 106 2 1 1 0 0 0 0 4 H8. 1n5- 10ns 01 2 0 0 0 0 3
G9.106 - 0 1 1 0 0 0 1 3 H9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0
H10.loons- 1FLS 1 0 0 1 0 0 1 3
Hll. lfJS～ 10/⊥S 0 0 0 4 2 1 0 7
H12.lo′ls-10〃S 00 0 3 0 0 0 3
H13.100FLS- 1TnS 0 00 3 0 0 0 3
H14. 1ms～ 10mS 0 0 0 0 0 0 0 0
H15,10ms～100Ds 0 00 0 0 0 0 0




J.パルス内パンチ数 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 X.パンチ幅 (長) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計
JO.特に指定せず 0 1 2 6 0 1 7 17 KO.特に指定せず 0 1 2 6 0 1 8 18
J1. - 101 0 0 0 6 1 1 1 9 K1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
J2.10L～ 101 0 0 0 0 0 0 0 0 K2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
J3.102- 103 0 0 0 0 0 0 0 0 K3. 10fs～100fs 0 00 0 0 0 0 0
J4.103- 101 0 0 0 0 0 0 0 0 K4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
J5.104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 K5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
J6.105- 106 0 0 0 0 0 0 0 0 K6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
J7.10`～ 107 0 0 0 0 0 0 0 0 K7.loops- 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
J8.107 - 0 0 0 0 0 0 0 0 K8. 1ns～ 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
K9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0




ネルギー区分 lf▲eVlO〟eV100JeV lDeV 10tBeVloomeヤ lew 10eY 100eV 1keV 10keV100keV lNeV 10ueV100keV lGeV 特に指定フラックス1′⊥eV10f▲eV100FLeY 1meV 10TneV100meV leV 10eV 100eV lkeV 10keV100keV 1MeV 10Nev100Ney lGeV せず
～ 103 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 0 0
103- 104 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 3 3 0 1
104- 105 4 4 4 4 4 3 3 3 3 3 3 3 3 3 6 3 0 0
105- 106 0 0 0 ⊇ o 0 0 0 1 1 0 1 3 3 4 4 0 0 3
106- 107 1 1 2 4 4 1 1 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0
107- 108 1 1 1 l3 3 1 0 0 0 0 1 1 3 3 3 0 0 0
108- 109 0 0 0 0 1 1 1 2 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0
109- 1010 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
1010- 101 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0
10rL1- lol- 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 2 0 1 0 0
1012- 1013 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0【 0 0 0 0 1 0 1
lola- 1014 0 0 0 3 3 3 0 0 0 0 i O】 0 0 0 0 0 0 0
1014- 1015 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0





回答者数 回答者の研究分野別(人数) ビーム使用形態(件数) 原子核物理学分野 生命科学分野100MeV～GeV領域の中性子物性 (原子核工学)DNAと金属との相互作用研究
単独 複合 WⅠMPs探索 DNAの水和構造解析
42 素粒子物理学 0 0 0 スピン制御中性子の反応の研究 核酸分子の多様性と水和に関して
核分裂反応による不安定核の研究 細胞の放射線感受性
原子核物理学 9 8 0 散乱断面積の測定 生体高分子の中性子線結晶構造解析
中性子断面積の汎定 蛋白質の中性子結晶構造解析
エネルギー科J些 4 4 0 エネルギー科学分野 蛋白質の動的構造解析 (溶液)
チ 100MeV～GeV領域の中性子物性 (原子核工学)蛋白質結晶解析
物質 .材料科学 12 ll 0 スピン制御中性子の反応の研究 蛋白質複合体のサブユニット同定
中性子断面積の測定 その他
生命科学 10 12 0 物質 .材料科学分野 1m以下の位置分解能を持つ位置感応型中性子検出器の試作
トリアシルグリセロールの結晶化に及ぼすせん断応力の印加効果
医療利用 2 2 0 n-γ弁別軌定技術の開発
パルス化中性子ラジオグラフィー 準単色中性子による物質透過










AO AI A2 A3 A4. A5. A6 A7 A8 A9 AIO.Al一 A12 A13.A14 A15 A18 A17
国Q2- 192 中性 子 ビ-ム (使 用 できていない) エネル ギー 区分毎 の 回答 件 数
a.エネルギー分解能
BO. Bl. B2. 83. B4 B5. B6. 87. B8. B9. BIO. Bll, B12.
(△E/E.I)
園Q2-193 中性子 ビー ム(使用できていない) エネルギー分 解 能 区分 毎の 回答 件数
A.エネルギー 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 B.エネルギー分解能(△E/E:%) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
AO. 特に指定せず 0 5 3 2 2 0 1 13 BO. 特に指定せず 0 3 1 6 7 1 0 18
Al. ～ lLeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B1.12.8 - 0 0 0 0 0 0 0 0
A2. 1〃eV～ 10f▲eV 0 0 0 0 0 0 0 0 B2. 6.4 -12.8 0 0 0 0 0 0 0 0
A3. 10FLeV～100LeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B3. 3.2 - 6.4 0 1 0 0 0 0 0 1
A4.100FLeV- 1meV 0 0 0 4 0 0 0 4 B4. 1.6 - 3.2 0 2 1 0 0 0 1 4
0 0 0 4 2 0 0 6 B5. 0.8 - 1.6 0 0 0 2 0 0 1 3
0 0 0 8 5 0 0 13 B6. 0.4 ′-0.8 0 0 0 0 0 0 0 0
A7.100meV～ leV 0 0 0 2 2 0 0 4 B7. 0.2 - 0.4 0 0 0 0 1 0 0 1
0 0 0 1 0 0 0 1 B8. 0.i - 0.2 0 0 0 3 1 0 1 5
A9. 10 eV～100 eV 0 0 0 0 0 0 0 0 B9. 0.05- 0.1 0 1 0 3 0 0 0 4
0 0 0 0 0 0 0 0 B10.0.02- 0.05 0 0 0 3 0 0 0 3
0 0 0 0 1 0 0 1 Bll.0.01- 0.02 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 01 1 0 2 B12.0.005- 0.01 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 1 1 2
0 2 0 1 0 0 1 4
0 2 0 1 1 1 0 5




CLO. CLl. CL2. CL3. CL4 CL5 CL6. CL7. CL8 CL9 CLIO.
図Q2-194 中性子ビーム(使用できていない) ビーム長径区分毎の回答件数
CS.ビーム径(短径)
CSO. CSI CS2. CS3. CS4. CS5. CS6. CS7. CS8. CS9. CSIO.
図Q21195 中性子ビーム(使用できていない) ビーム短径区分毎の回答件数
cL.ビー ム長径 秦 原 コ二 初 坐 医 そ 合計 CS.ビー ム短径 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計
CLO.特に指定せず 06 5 5 5 1 1 23 CSO.特に指定せず 0 5 4 5 4 1 1 20
CL1. .- 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS1. - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL2. lnm～ 10nJn 0 0 0 1 0 0 0 1 CS2. 1nm～ 10nm 0 0 0 1 0 0 0 1
CL3.10nm～lOOnm 0 00 0 0 0 0 0 CS3.10nm～100nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL4.100nm- l〟m 0 0 0 0 0 0 0 0 CS4.100nLn～ lFLrD 0 0 0 0 0 0 0 0
CL5. 1lLTn～ 10fLm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS5. llLm～ lOLm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL6.10lLm～100lLm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS6.lOFLm～lOOLm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL7.100Lm～ l rm 0 0 0 0 3 0 0 3 CS7.100fLm～ lnm 0 0 0 1 3 0 0 4
CL8. 1TyD～ 1cm 0 2 1 2 2 0 1 8 CS8. 1mT)～ 1cm 0 2 1 2 1 0 1 7




DO. Dl. D2. D3. D4 D5. D6. D7. D8. D9. DIO. Dll. D12. D13. D14
(..I.,｡爪./cTt2/..C)
園Q2-196 中性 子 ビー ム (使 用 できていない) フラックス 区 分 毎 の 回 答 件 数
E.ビーム時間構造の型
EI E2 E3 E14
1 状ビーム 連故的Jt)レスビーム パルスビーム その他
国Q2-197 中 性 子 ビー ム (使 用 できてい ない ) ビー ム 時 間 柵 達 の 型 区 分 毎 の 回 答 件 数
D,フラックス(neutrons/cm2/see) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 E.ビー ム時間構造の型 秦 原 エ 物 _隻 医I そ 合計
DO.特に指定せず 0 1 0 5 3 0 1 10 El_連続ビーム 0 2 0 6 4 1 2 15
D1. - 103 o lo 0 0 0 0 1 1 E2.連続的パルスビー ム 0 7 4 2 2 ,1 1 17
D2. 103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 日 ; 3 0 1 13
D3. 104ノ- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 E4.その他 0 1 0 0 0 0 1 2
D4. 105- 106 0 2 1 2 0 0 1 6
D5. 106- 107 0 0 0 0 00 0 0
D6. 107- 108 0 33 1 0 0 0 0 4 J
D7. 108- 109 0 1 0 0 1 0 1 3
D8. 109- 10LO 0 1 0 0 0 1 0 2 iF
D9. 1010- lol 0 0 0 0 0 0 0 0
D10.loll- 1012 0 0 1 0 1 0 0 2
Dll.lol≡- 1013 0 1 0 0 0 0 0 1
D12.1013- 1014 o lo 0 5 0 0 0 5 J





FO FI F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 FIO Fll F12 F13 F14 F15 F16 F17 F18 F19 F20 F21 F22
回Q2-198 中性子ビーム(使用できていない) ビーム継続時間区分毎の回答件数
ド.ビーム継続時間 素粒子物理学 原子核物理学 エネルギー科学 物質 .材料科学 生命科学 医療利用 その他 合計
FO.特に指定せず 0 7 5 6 2 0 0 20
F1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F4.100fs- lps 0 0 0 l 0 0 0 0 0
F5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
F6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
F7.loops- 1ns 0 1 0 0 0 0 0 1
F8. 1ns～ 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
F9. 10ns～100ns 0 0 0 1 0 0 0 1
Flo.100ns～ llJS 0 0 0 0 0 0 0 0
Fll. 1/⊥5- 101JS 0 0 0 2 0 0 0 2
F12.10/Js～100fJS 0 0 0 0 0 0 0 0
F13.100ノJS- 1ms 0 0 0 0 0 0 0 0
F14. 1ms.一 10ms 0 0 0 3 0 0 0 3
F15.10ms～100ms 0 0 0 0 0 0 0 0
FlG.lOOms～ l s 0 0 0 0 0 0 0 0
F17. l s～ 10 S 0 0 0 0 0 0 0 0
F18.10 S～100 S 0 0 0 0 0 0 0 0
F19.100 S～ 103 S 0 0 0 0 1 1 1 3
F20.103S～ 104 S 0 0 0 0 1 1 0 2




Gノ ルヾス繰り返し(Hz) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 Hノ ルヾス幅 (長) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計
GO.特に指定せず 0 4 3 2 2 1 0 12 HO.特に指定せず 0 4 3 1 1 1 0 10
G1. - 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 H1. .- 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
G2. 0.1- 1 0 0 0 0 0 00 0 H2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
G3. 1 - 101 0 0 0 0 0 0 0 0 H3. lOfs～lOOfs 0 0 0 00 0 0 0
G4.101- 102 0 0 01 0 0 0 1 H4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
G5,102- 103 0 0 0 0 0 0 0 0 H5. 1ps～ 10ps 0 0 00 0 0 0 0
G6.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 H6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G7.10l～ 105 0 0 0 0 0 0 0 0 H7.100ps～ lns 0 0 0 0 0 0 0 0
G8.105- 106 0 0 0 0 0 0 0 0 H8. 1ns～ 10ns 0 1 1 0 0 0 0 2
G9.106- 0 1 1 0 0 0 0 2 H9. 10ns～100ns 0 0 0 1 0 0 0 1
H10.100ns～ lFLS 0 0 0 1 0 00 1
Hll. 1FLS～ 10FLS 00 0 0 0 0 0 0
Hl2.lOFLS～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H13.loo″s- 1ms 0 0 0 0 0 0 0 0
H14. 1ms～ 10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
H15.10ms～100ms 0 0 0 0 0 0 0 0




Jノ ルヾス内パンチ数 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計 K.パンチ幅 (長) 秦 原 コ_ 初 生 医 そ 合計
JO.特に指定せず 04 3 3 2 1 0 13 KO.特に指定せず 0 4 3 3 1 1 0 12
J1. - 101 0 0 0 0 0 0 0 0 Kl. ～ lfs 0 0 0 0 0 0 0 0
J2.101- 102 0 0 0 0 0 0 0 0 K2. 1f5- 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
J3.102- 103 0 0 0 0 0 0 0 0 K3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
J4.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 K4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
J5.104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 K5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
J6.105- 106 0 0 0 0 0 0 0 0 K6. lops-loops 0 0 0 0 0 0 0 0
J7.106- 107 0 0 0 0 0 0 0 0 K7.loops- 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
J8.107- 0 0 0 0 0 0 0 0 K8. 1nS～ 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
K9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 00 0





ネルギー区分 1′⊥eV10f▲eV100LeYlneV 10tneV100meV leV 10eV 100eV 1keV 10keV100keV 1NeV 10MeV100MeV 1GeV 特に指定フラックスlFLeV10′▲eV100/▲eV 1rneV 10TneV100neV leV 10eV 100eV lkeV 10keV100keV lHeV 10Mey100Mey lGey せず
～ 103 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
105- 106 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 2 0
106- 107 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
107- LOB 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0
108- 109 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1
109- 1010 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0
1010- 101 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
lol.- 1012 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0
1012- 1013 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
10Ⅰ3- 1014 0 0 0 3 3 3 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0
1014- 1015 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0





回答者数 回答者の研究分野別 ビー蒜冨 形態 エネルギー科学分野 物質 .材料科学分野大強度中性子ビームの放射線物理 非平衡状態の物質構造
単独 複合 長寿命核種の核変換技術の実証 (核変換) 微細磁性体のスピン構造
44 素粒子物理学 1 2 0 放射性廃棄物核種の核変換断面積の測定 物性研究
偏極中性子によるスピン-核子総合作用
原子核物理学 5 3 1 物質 .材料科学分野
14MeV中間子を用いた核晶含炉材料の電照射 生命科学分野
エネルギ-科学 4 3 0 結晶構造解析 タンパク質複合体分子内の水素原子の同定
高温超伝導機構 生体物質の中性子散乱
物質 .材料科学 巨 9 1 3 材料開発 蛋白質の構造解折放射線カスケー ド損傷のその場観察 超分子複合体 析
生命科学 6 6 0 磁気解析
磁気励起の研究 医療利用分野
医療利用 2 2 0 磁性体中の素励起 加速器を用いた中性子捕捉療法水素原子 状態解析
水素脆化抑制技術の開発 その他
その他 7 6 4 即発 γ線微量分析 マイクロ中性子ビー ム制御法の開発
即発 γ線分析 レー ザーコンプ トン後方散乱による中性子港素粒子物理学分野 耐照射損傷材料の開発
空間反転性/時間反転性の破れの探索 中性子線回析 加速器施設遮蔽設計法に関する研究
中性子EDM探索 中性子透過撮影 大強度核破砕中性子源 (中性子源開発)









AO. Al. A2. A3. A4. A5 A6 A7. A8. A9. AIO.All A12.A13.A14.A15.A16.A17
園Q2-200 中 性 子 ビー ム (将 来 使 用 したい) エネル ギ ー 区分 毎 の 回答 件 数
B_エネルギー分解能
BO. Bl. 82 B3 B4. B5. B6 87. B8. B9 810. 811 B12.
(△E/E:I)
図02-201 中性 子 ビーム (将 来 使 用 したい)エネルギ ー 分解 能 区分 毎 の 回 答件 数
A.エネルギー 秦 原 ここ i _+ 医 そ 合計 B.エネルギー分解能(△E/E.%) 秦 原 - )物 生 ー医 そ 合計
Å0. 特に指定せず 0 0 1 3 1 0 4 9 BO. 特に指定せず 1 1 .Iい 3 2 4 22
Al. - 1〃eV 1 -1 0 3 0 0 4 9 B1.12.8 - 0 0 0 2 0 0 0 2
A2. 1peV～ 10LeV 1 1 0 4 0 0 4 10 B2. 6.4 -12.8 0 0 0 2 0 【0 0 2
3^. lOFLeV～100FLeV 0 0 0 6 0 0 .1 10 B3. 3.2 .-6.4 0 0 0 3 0 0 0 3
A4,lOOLeV～ lrneV 0 0 0 13 0 0 3 16 B4. 1.6 - 3.2 0 0 0 3 0 0 1 4
A5, 1meY～ 10meV 0 0 0 16 1 0 3 20 B5. 0.8 - 1.6 0 1 0 4 0 0 2 7
0 0 0 15 1 0 3 19 86. 0.4 - 0.8 1 0 0 i 0 0 0 2
0 0 0 10 1 0 1 12 B7. 0.2 - 0.4 0 0 0 0 0 0 0 0
1 0 0 4 1 0 1 7 B8. 0.1 - 0.2 0 1 0 LIL2 0 0 7
1 0 0 1 0 0 1 3 B9. 0.05- 0.1 0 0 0 5 0 0 0 5
0 0 0 1 0 0 1 2 B10.0.02--0.05 0 0 o l5 0 0 0 5
0 1 1 02 1 1 6 Bll.0.01- 0.02 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 1 0 1 0 1 3 B12.0.005- 0.01 0 0 0 1 0 0 0 1
0 01 0 0 1 1 3
0 1 1 1 0 0 2 5
0 1 1 4 0 0 2 8 【




CL0. CLl. CL2. CL3. CL4. CL5. CL6 CL7. CL8. CL9. CLIO.
園Q2-202 中性 子 ビーム (将 来 使 用 したい) ビーム長 径 区分 毎 の 回答件数
CS.ビー ム径(短径)
N■48
CSO. CSl. CS2. CS3 CS4 CSS. CS6. CS7. CS8. CS9. CS10
回Q2-203 中性 子 ビー ム (将 来使 用 したい) ビーム短 径 区分 毎 の 回答件敢
CL ビーム長径 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計 CS.ビーム短径 秦 原 二⊂, 物 坐 医 そ 合計
CLO.特に指定せず 2 1 3 4 2 0 6 18 CSO.特に指定せず 2 1 3 3 2 0 6 17
CL1. - 1nJn 0 0 00 0 0 0 0 CS1. - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL2. 1mm～ 10mm 0 0 0 1 0 0 0 1 CS2. 1nm～ 10nLn 0 0 0 1 0 0 0 1
CL3.lOnm～100nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS3,lOnLn～100nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL4.lOOnm～ lpm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS4.1OOnm～ lFLm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL5. lJm～ 10prn 0 0 0 0 1 0 0 1 CS5. 1Lm～ 10FLm 0 0 0 0 1 0 0 1
CL6.10FLm～100FLm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS6.10FLm～100FLm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL7.lOOJlm～ 1mm 0 0 0 2 2 0 0 4 CS7.100FLm- 1nm 0 0 0 1 2 00 3
CL8. 1nm～ 1cm 0 1 0 8 0 0 1 川 CS8. 1 一m～ 1cm 0 1 .0 4 0 0 1 6




DO. Dl. D2. D3. D4. D5. D6, D7 D8 D9. DIO. D11. D12 D13 D14
(ntutr｡nI/cmZ/‥C)
囲Q2-204 中性 子 ビーム (将来使用 したい) フラックス区分毎の回答件 数
E.ビーム時間構造の型
H･70
EI E2 E3 E4
連牡ビー ム 連枕的IくJL,スビ-ム パルスビー ム その他
国Q2-205 中性 子 ビーム (将 来 使 用 したい) ビー ム 時間構 造 の 型 区分毎 の 回答件 数
D.フラックス(neutrons/cm2/see) 秦 原 エ 物 隻 医 そ 合計 E.ビー ム時間構造の型 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
DO.特に指定せず 0 1 2 6 2 0 3 14 E1.連続ビー ム 0 2 3 ll 4 2 3 25
D1. - 103 0 0 0 0 0 0 0 0 E2.連続的パルスビー ム 0 2 1 7 1 1 8 20
D2. 103- 104 0 1 0 1 0 0 0 2 2 2 2 14 0 0 4 24
I)3. 104- 105 0 1 0 1 0 0 0 2 E4,その他 0 1 0 0 0 0 0 1
D4. 105- 106 0 1 0 2 0 0 2 5
D5. 106- 107 0 0 0 2 0 0 0 2
D6. 107- 108 0 0 0 1 1 0 0 2
D7. 108- lop 2 1 0 5 0 1 1 川
D8. 109- 1010 0 1 0 0 2 0 2 5
Dg. 1010- lol 0 0 0 1 0 0 1 2
D10.lo一l- 1012 0 0 1 0 0 1 1 3
Dll.1012- 10】3 0 0 1 1 0 0 1 3
D12.1013- 1014 0 0 1 2 0 0 1 4
D13.10(4- 10150 0 1 5 0 0 1 7






I 与2 21 1 1 1
2 2 2
FO FI F2 Fユ F▲ f5 Fも FT FA F9 Flb Fll F12 f13 F14 F1S F16 F17FlbF18 f
園Q2- 206 中 性 子 ビー ム (蒋 兼 使 用 した い ) ビー ム ♯ 漉 時 TFl区分 毎 の 回答 件 赦
F.ビーム継続時間 素粒子物理学 原子核物理学 エネルギー科学 物質 .材料科学 生命科学 医療利用 その他 合計
FO.特に指定せず 0 1 2 7 4 0 5 19
F1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F3. 10fs～100fs 0 0 0 1 0 0 0 1
F4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
F5. 1ps～ 10ps 0 0 0 1 0 0 0 1
F6. 10ps～100ps 0 0 0 1 0 0 0 1
F7.100ps～ lns 0 1 0 1 0 0 0 2
F8. 1ns～ 10ns 0 0 0 1 0 0 0 1
F9. 10ns～100ns 0 0 0 1 0 0 0 1
Flo.lOOns～ lFLS 0 0 0 1 0 0 1 2
ドll. 1fJS～ 10′上S 0 0 0 2 0 0 0 2
F12,10〃S～100〝S 0 0 0 1 0 0 0 1
F13.100fJS～ lms 0 0 0 4 0 0 0 4
F14, 1ms～ 10ms 0 0 0 1 0 0 1 2
F15.10ms～100ms 0 0 0 1 0 0 0 1
F16.looms- 1 S 0 0 0 1 0 0 0 1
F17. l s～ 10 5 0 0 0 1 0 0 0 1
F18.10 S～100 S 0 0 0 1 0 0 0 1
F19.100 S～ 103S 0 0 0 1 0 1 0 2
F20.103S～ 104S 0 1 0 2 0 1 1 5




G.パルス繰 り返 し(Hz) 秦 原 ごL 物 坐 医 そ 合計 H.パルス幅 (長) 秦 原 エ 初 隻 医 そ 合計
GO.特に指定せず 1 1 1 4 2 1 5 15 HO.特に指定せず 1 1 1 4 2 1 6 16
G1. - 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 H1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
G2. 0.1- 1 0 0 0 0 0 0 0 0 H2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
G3. 1 - lot 0 0 70 1 0 0 1 2 H3. 10fs.-100fs 0 0 0 1 0 0 0 1
G4.10L～ 102 1 0 09 0 0 1 ll H4.100fs- lps 0 0 0 1 0 0 0 1
G5.10ユ～ 103 0 0 0 3 0 0 0 3 H5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G6.103 - 104 0 1 0 0 0 0 0 1 H6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G7.104- 105 0 0 00 0 0 0 0 H7.loops- 1ns 0 1 0 0 0 0 0 1
G8.105- 106 0 0 0 0 0 0 0 0 H8. 1ns～ 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
G9.106- 0 0 0 0 0 0 1 1 H9. 10ns～100ns 0 0 0 1 0 0 0 1
H10.100ns～ lFLS 1 0 0 2 0 0 1 4
Hll. 1/Js～ 10/▲S 0 0 0 4 0 0 0 4
H12.10FLS～100FLS 0 0 0 3 0 0 0 3
H13.1∝)〟S- 1ms 0 0 03 0 0 0 3
H14. 1ms～ 10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
H15.10ms～100ms 0 0 0 0 0 0 0 0




Jノ ルヾス内パンチ数 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計 X./ヾンチ幅 (長) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
JO.特に指定せず 0 1 0 5 2 1 6 15 KO.特に指定せず 0 1 0 5 2 1 7 16
J1. - 101 0 0 0 6 0 0 1 7 Ⅹ1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
J2.101- 102 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅹ2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 00
J3.102- 103 0 0 0 0 0 0 0 0 K3. 10fs～100fs 0 0 0 1 0 0 0 1
J4.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 K4.100fs～ lps 0 0 0 1 0 0 0 1
J5.104- 105 0 0 01 0 0 0 1 K5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
J6.105- 106 0 0 0 1 0 0 0 1 K6, 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
J7.106- 107 0 0 0 1 0 0 0 1 K7.loops- 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
J8.107 - 0 0 0 0 0 0 0 0 K8. 1ns′-上ons 0 0 0 0 0 0 0 0
K9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0




ネルギー区分 1〃eV10FLeVlOOJLeYlmeV 10meV100neV leV 10eV 100eV lkeV 10keV100keV 1NeV 10NeVlOONeV lGeV 特に定フラックス1/▲eV10/▲eV100JLeV17neV 10meV100meV leV 10eV 10eV lkeV lOkeV10keV 1NeV 10Mev100Ney lGev 持せず
～ 103 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
103- 104 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
104- 105 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
105- 106 2 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 1
106- 107 0 0 0 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
107- 108 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0
108- 109 2 2 2 3 3 2 3 4 3 2 1 1 2 1 1 2 1 2
109- 1010 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 2 1 1 2 2 2 2 0
10L0- lol 1 1 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0
lol- 1012 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1
1012- 1013 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
10】3- 1014 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 3 1 1 1
1014- 1015 1 1 1 5 6 6 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 0
1015- 4 4 4 5 6 4 4 1 1 1 3 2 1 1 1 1 1 0










回答者数 回答者の研究分野別人数(重複回答有) ビーム使用形態 (件数)単独 複合
①現在使用中の〃粒子ビーム 14 素粒子物理学 3 3 0
原子核物理学 1 1 0
エネルギー科学 6 6 0
物質 .材料科学 4 4 0
生命科学 0 0
医療利用 0 0 0
その他 0 0 0
②現在 (使用したいが)使用できていな 〃粒子ビーム 8 素粒子物理学 3 4 0
原子核物理学 0 0 0
エネルギー科学 1 1 0
物質 .材料科学 3 3 0
生命科学 0 0
医療利用 0 0 0
その他 1 1 0
③将来使用 したい〃粒子 ビ ーム 23 素粒子物理学 14 17 1
原子核物理学 3 2 1
エネルギー科学 1 1 0
物質 .材料科学 3 4 1
生命科学 0 0 0














回答者数 回答者の研究分野別(人数) ビー ム使用形態(件数) 素粒子物理学分野2光子共鳴励起法によるMulS-2S精密測定
単独 複合 FL粒子寿命精密判定
14 素粒子物理学 3 3 0 正ミユオン粒子の寿命精密測定
原子核物理学 1 1 0 エネルギー科学分野
エネルギー科学 6 6 0 〝触媒核融合
物質 .材料科学 4 4 0 ミユオン核融合基礎研究
生命科学 0 0 ミユオン触媒核融合
医療利用 0 0 0 物質 .材料科学分野
その他 lo 0 0 ミユオンスピン共鳴による物性研究
磁性体 (物性研究)
A以後､分野標記の省略として､以下のものを使うこともあるo




AO. Al. A2 A3. A4. A5 A6. 人7 A8. 人9 AIO All. A12. A13. A14
回 Q 2-208 JL粒 子 ビーム (現 在 使 用 中 ) エネルギー 区分 毎の 回 答 件 数
B.エネルギー分解能
N-14
BO BI B2. B3. B4. B5. B6. 87. B8 B9. BIO. Bll B12. B13. B14. B15.
(AE/E～)
園 Q 2-209 L粒子 ビーム(現 在 使 用 中) エネル ギ ー分解 能 区分毎 の 回答 件 数
A.エネルギー 秦 原 コ二 物 坐 医 そ 合計 B.エネルギー分解能(△E/E:港) 秦 原 ここ 主F物 坐 医 そ 合計
AO. 特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0 BO. 特に指定せず 1 0 1 0 0 0 0 2
A1. - lMeV 0 0 0 1 0 0 0 1 81.12.8 - 0 0 0 】o 0 0 0 0
A2. 1MeV～ 5MeV 2 0 2 3 0 0 0 7 B2. 6.4 -12.8 0 0 1 0 0 0 0 1
A3, 5MeV～ 10MCV 0 0 1 1 ro 0 0 2 B3. 3.2 ～ 6.4 1 0 2 0 0 0 0 3
A4. 10MeV～ 20MeV 1 0 5 1 0 0 0 7 B4. 1.6 - 3.2 1 0 1 1 0 0 0 3
A5. 20MCV～ 50MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B5. 0.8 - 1.6 0 0 l l 0 0 0 2
A6. 50MeV～100MeV 0 1 0 0 0 0 0 1 B6. 0.4 - 0.8 0 0 0 0 0 0 0 0
A7.100MeV～200MeV 0 1 0 0 0 0 0 1 87. 0.2 ′-0.4 0 0 0 0 0 0 0 0
A8.200MeV～500MeV 0 1 0 0 0 0 0 1 88. 0.1 - 0.2 0 0 0 0 0 0 0 0
A9.500MeV- 1GeV 0 1 0 0 0 0 0 1 B9. 0.05- 0.1 0 1 0 ∃o 0 0 0 1
A10. 1GeVへ 5GeV 0 0 0 0 0 0 0 0 告lo.0.02- 0.05 0 1 0 0 0 0 0 1
All. 5GeV- 1CGeV 0 0 0 0 0 0 0 0 Bll.0.01- 0.02 0 0 0 0 0 0 0 0
Al2.10GeV～ 50GeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B12.0.005- 0.01 0 0 o io 0 0 0 0
A13.50GeVへ1O(にey00 0 0 0 0 0 0 Bl3.0.002--0.005 0 0 oro 0 0 0 0
A14.100GeV～ 0 0 0 0 0 0 o t0 814,0.001- 0.002 0 0 0 1 0 0 0 1
- 22 7 1
この真は①現在使用中の〟粒子ビームのデータを示しています｡
cL.ビー ム径(長径)
CLO CLl. CL2. CL3 CL4 CL5. CL6. CL7 CL8. CL9 CL10












CSO. CSl. CS2 CS3 CS4. CS5. CS6 CS7 CS8. CS9 CS10
回 Q2-211 L粒 子 ビーム (現 在 使 用 中 ) ビー ム短径 区 分 毎 の 回 答 件 数
cL.ビーム長径 秦 原 二こ 初 隻 医 そ 合計 cs,ど-ム短径 秦 原 コ二 初 】坐 医 そ 合計
CLO.特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0 CSO. 特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0
CL1. - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS1. - 1mm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL2. 1mm.- 10nm 0 00 0 0 0 0 0 CS2. 1r皿～ 10nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL3.10mm.-100nm 0 0 0 0 0 000 CS3.10nm～100nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL4.100nm～ 1〃m 0 0 0 0 0 0 0 0 CS4.100nm～ 1FLrn 0 0 0 0 0 0 0 0
CL5. 1〃m～ 10〃m 0 0 0 0 0 0 0 0 CS5. 1〃m～ 10/⊥m 0 0 0 0 0 0 0 0
CL6.10/Jm～100〃m 0 0 0 0 0 0 0 0 CS6.101m～100ILn 0 0 0 0 0 0 0 0
CL7.100/Jm～ 1mm 0 0 0 1 0 0 0 1 CS7.lOOILTl- 1mm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL8. 1Ⅷ1.- 1cm 1 1 2 1 0 0 0 5 CS8. 1 mm～ 1cm 0 1 1 1 0 0 0 3
















DO DI D2 D3. D4 D5 D6_ D7. D8 D9 DIO Dll
(muons/SeC)
園Q2-212 IL粒 子 ビー ム (現 在 使 用 中 ) 平 均 ビーム 強 度 区 分 毎 の 回 答 件 数
E.規格化エミッタンス
EO. El. E2. E3. ∈4. E5. E6. E7. E8. E9.
(T M ･nrld)
国Q21213 L 粒 子 ビー ム (現 在 使 用 中 ) 規 格 化 エミッタンス 区 分 毎 の 回 答 件 数
D.平均ビーム強度(moons/see) 秦 原 ここ 物 隻 医 そ 合計 E.規格化エミッタンス(7T皿 .mrad) 秦 原 コこ 物 坐 医 そ 合計
Ⅸ).特に指定せず 0 0 0 1 0 0 0 1 EO.特に指定せず 1 0 2 1 0 0 0 4
D1. - 103 0 0 0 0 0 0 0 0 E1.103- 0 0 0 0 0 0 0 0
D2. 103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 E2.102 - 103 0 0 1 1 0 0 0 2
D3. 104- 105 2 0 4 1 0 0 0 7 E3.10l～ 102 1 0 1 0 0 0 0 2
D4. 105- 106 0 0 1 1 0 0 0 2 E4. 1 - 101 0 1 0 1 0 0 0 2
D6. 107- 108 0 0 0 0 0 0 0 0 E6.10~2- 10~】 0 0 0 0 0 00 0
D7. 108- 109 0 0 0 0 0 0 0 0 E7.10~3- 10-2 0 0 0 0 0 0 0 0
D8. 109- 1010 0 0 0 0 0 0 0 0 E8.10~1- 10ー 3 0 0 0 0 0 0 0 0
D9. 10】0- lol 0 0 0 0 0 0 0 0 E9. - 10ー4 0 0 0 0 0 0 0 0
plo.101- 1012 0 1 0 0 0 0 0 1




FI F2 F3 F4
連8tビーム 謹書的′tJL･スビーム Itlレスど-ム その他
国 Q2-214 L粒 子 ビーム(現 在使 用 中) ビーム時間構 造 の 型 区分毎 の 回答件 数
G.ビー ム継続時間
GO Gl. G2 63. G4 G5 G6 67 G8 69 (310 Gll G12 G13 014 G15 616 017 618 619 620 621.G22.
図Q2-215 J粒子ビーム(現在使用 中) ビーム杜続時間区分毎の回答件数
F.ビーム時間構造の型 秦 原 コ二 初 生 医 そ 合計 G.ビーム緯続時間 秦 原 エ 物 生 医 そ 合計
F1,連続ビーム 0 1 0 1 0 0 0 2 GO.特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0
F2.連続的パルスビーム 0 1 0 0 0 0 0 1 G1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
3 1 6 3 0 0 0 13 C2. lfs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F4.その他 0 0 0 0 0 0 0 0 G3. 10fs～lOOfs 0 0 0 0 0 0 0 0
G4.100fs～ lps 0 0 0 0 0 0 0 0
G5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G7.10 ps- 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
G8. 1ns～ 10ns 0 0 0 2 0 0 0 2
G9. 10nsノー100ns 1 0 2 1 0 0 0 .I
G10.loons- 1f⊥S00 0 0 0 0 0 0
Gil. lJS～ 10JLS 0 0 0 0 0 0 0 0
G12.10f⊥S～100/⊥S 0 0 0 0 0 0 0 0
Gl3.100FLS～ lms 0 0 0 0 0 io 0 0
G14. 1ms～ 10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
G15.10ms～100ms 0 0 0 0 0 0 0 0
G16.100ms～ l s 0 0 0 0 0 0 0 0
G17, l s～ 10 S 0 0 0 0 0 0 0 0
G18,10 S～100 S 0 0 0 0 0 0 0 0
G19.100 S～ 103 S 0 0 0 0 0 0 0 0
G20.103 S～ 104S 0 00 0 0 0 0 0




Hノ ルヾス繰り返し(Hz) 秦 原 ここ 初 坐 医 そ 合計 I.パルス幅 (長) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計
HO.特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ0.特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0
H1. 一 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H2.0.1- 1 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H3.1 -101 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ3. 10f5-100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H4.lot-102 3 0 5 2 0 0 0 10 Ⅰ4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
H5.102-103 0 0 0 0 00 0 0 Ⅰ5. lps- lops 0 0 0 0 0 0 0 0
H6.103-104 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ6. 10ps～100ps 0 0 0 1 0 0 0 1
H7.104-105 0 0 0 1 0 0 0 1 Ⅰ7.loops- 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
H8.105-106 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ8. 1ns～ 10ns 0 0 0 2 0 0 0 2
H9.106- 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ9. 10ns～100ns 1 0 2 0 0 0 0 3
Ⅰ10.loons- lps 2 0 2 0 0 0 0 4
Ill. lFLS～ 10FLS 0 0 0 0 0 0 0 0
I12.lOFLS～100FLS 0 0 1 0 0 0 0 1
Ⅰ13.100FLS- 1ms 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ14. 1ms～ 10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ15.10 m5-looms 0 0 0 0 0 0 0 0




冗.パルス内パンチ数 秦 顔 エ 初 坐 医 そ 合計 L.パンチ幅 (長) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
KO.特に指定せず 0 0 0 1 0 0 0 1 LO.特に指定せず 0 0 0 1 0 0 0 1
K1. -101 2 0 3 1 0 0 0 6 L1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K2.101-102 0 0 0 0 0 0 0 0 L2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K3.102-103 1 0 1 0 0 0 0 2 L3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K4.103-104 0 0 0 0 0 0 0 0 L4.100fs～ lps 0 0 0 0 0 0 0 0
K5.104-105 0 0 0 0 0 0 0 0 L5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
K6.105-106 0 0 0 0 0 0 0 0 L6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
X7.106-107 0 0 0 0 0 0 0 0 L7.loops- 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
X8.107- 0 0 t0 0 0 0 0 0 L8. 1n5-.ions 0 0 0 1 0 0 0 1
L9. 10ns～100ns 3 0 4 0 0 0 0 7
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図Q2-216 〟粒子ビーム(現在使用中)ビームエネルギーとビーム強度との相関
∴｢-1NeV 1MeV 5NeV 10NeV 20NeV 50NeV 100MeV200MeV500NeV lGeV 5GeV 1∝;eV 5αieV lo∝;eV 特に5MeV 10MeV 20MeV 50MeV 100MeV200NeV500MeV 1GeV 5GeV 10GeV 5∝ieV lOOGeV 指定せず
～ 103 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
104- 105 0 3 1 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
105- 106 0 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
106- 107 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
107- 108 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
108- 109 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
109- 1010 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1010- lol 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
lol- 1012 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0
1012/- 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0





回答者数 回答者の研究分野別(人数) ビー ム使用形態(件数) 素粒子物理学分野
LJL-eγ崩壊の探索によるニュートリノ振動及び大統一l理論の探究単独 複合
8 素粒子物理学 3 4 0〃粒子寿命超精密軌定
原子核物理学 0 0 0 検出器の研究
エネルギー科学 1 1 0 エネルギー科学分野
物質 .材料科学 3 3 0 d(偏極)+3He(偏極)融合断面積
生命科学 0 0 0 物質 .材料科学分野
医療利用 0 0 0 重希土類超薄膜の相転位
その他 1 1 0 その他
A以後､分野標記の省略として､以下のものを使 うこともある｡






1 1 1 1
AO. AI A2. A3. A4. 人5. 人6. 人7, 人8 人9. AIO All. 人12. 人13 人14







図 Q2-218 J粒 子 ビー ム (使 用 できていない) エネ ル ギ ー 分 解 能 区 分 毎 の 回 答 件 数
A.エネルギー 秦 原 エ 初 隻 医 そ 合計 ち.エネルギー分解能(△E/E二%) 秦 原 エ 物 坐 岳医 そ 合 計
AO. 特に指定せず 00 1 1 0 0 1 3 BO. 特に指定せず 0 0l E1 0 0 1 3
Al. ～ lMeV 0 0 0 2 0 0 0 2 B1.12,8 - 0 0 0 'o 0 0 0 0
A2. 1MeV～ 5MeV 1 0 0 1 0 0 0 2 B2. 6.4 -12.8 0 0 0 0 0 Eo 0 0
A3. 5MeV～ 10MeV 1 0 0 0 0 0 0 1 B3. 3.2 - 6.4 2 0 0 0 0 0 0 2
A4. 10MeV～ 20MeV 1 0 0 0 0 0 0 1 B4. 1.6 - 3.2 0 0 0 0 0 0 0 0
A5. 20MeV～ 50MeV 1 0 0 0 0 0 0 1 B5. 0.8 - 1.6 0 0 0 0 0 0 0 0
A6. 50MeV～100MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B6. 0.4 - 0.8 0 0 0 0 0 0 0 0
A7.100MeV～200MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B7. 0.2 - 0,4 0 0 0 0 0 0 0 0
A8.200MeV～500MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B8. 0.i - 0.2 0 0 0Lo 0jo 0 0
A9,500MeV～ lGeV 1 0 0 0 0 0 0 1 B9. 0.05- 0.1 0 0 0､10 0 0 0 0
A10. 1GeV～ 5GeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B10.0.02- 0.05 0 0 0 0 0 0 0 0
All. 5GeV～ 10GeV 0 0 0 0 0 0 0 0 ちll.0.01- 0.02 0 0 0 1 0 0 0 1
A12.10GeV～ 50GcV 00 0 0 0 0 0 0 B12.0.005′-0.01 0 0 o 】o 0 0 0 0
A13.5αieV～100GeV 0 0 0 0 0 0 0 0 Bl3_0.002- 0.005 0 0 O と O 0 0 0 0
Al4.lOOGeV～ 0 0 0 0 00 0 0 B14,0.001- 0.002 0 0 0 0 0 0 0 0







CLO CLI CL2. CL3 CL4. CL5. CL6. CL7. CL8. CL9 CLIO.












CSO CSI CS2. CS3. CS4 CS5 CS6. CS7. CSB. CS9. CS10
回Q2-220 J粒 子 ビー ム (使 用 できていない ) ビー ム 短 径 区分 毎 の 回 答 件 数
CL.ビーム長径 秦 原 ここ 初 坐 医 そ 合計 CS.ビーム短径 秦 原 コ二 物 坐 医 そ 合計
CLO.特に指定せず 1 0 1 2 0 0 1 5 CSO. 特に指定せず 0 0 1 2 0 0 1 4
CL1, ～ lnrn 0 0 0 0 0 0 0 0 CS1. - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL2. 1mm～ 10nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS2. 1nm.- 10mm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL3.10nm～100mm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS3.10nm～lOOnEh 0 0 0 0 0 0 0 0
CIA.100nm- 1pTn 0 0 0 0 0 0 0 0 CS4,100nm- 1FLm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL5. 1lLm～ 10prn 0 0 0 00 0 0 0 CS5. 1fJm～ 10Jlm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL6.10lJrn～100iLm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS6.10FLTn～lOOFLrn 0 00 0 0 0 0 0
CL7.100〟m～ 1mm 0 0 0 1 0 0 0 1 CS7.100上川～ 1m 0 0 0 1 0 0 0 1
CL8. 1mm～ 1cm 3 0 0 0 0 0 0 3 CS8. 1 mm～ lcn】 4 0 0 0 0 0 0 4








DO. DI D2. D3 D4 D5. D6 D7. D8. DO. DIO DIつ.
(ntJOIlt/toe)








EO. ∈1. ∈2. E3, ∈4 E5. ∈6. ∈7. ∈8. E9.
(TN･mrAd)
園Q2-222 LL粒 子 ビー ム (使 用 で きていな い ) 規 格 化 エミッタンス 区 分 毎 の 回答 件 数
D.平均ビーム強度(muons/see) 素 原 エ 初 坐 医 そ 合 計 E,規格化エミッタンス(7=mm .mrad) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計
IX).特に指定せず 1 0 1 1 0 0 1 4 EO,特に指定せず 3 0 1 2 0 0 1 7
D1. - 103 0 0 0 0 0 0 0 0 E1.103 - 0 0 0 00 0 0 0
D2. 103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 E2.102- 103 0 0 0 00 0 0 0
D3. 104-ノ105 0 0 0 0 0 0 0 0 E3.101- 102 0 0 0 0 0 0 0 0
D4. 105- 106 0 0 0 1 0 0 0 1 E4. 1 - 101 0 0 0 0 0 0 0 0
D5. 106- 107 0 0 0 1 0 0 0 1 E5.loll- 1 0 0 1 0 0 0 0 1
D7. 108- 109 1 0 0 1 0 0 0 2 E7.10~3- 10ー2 0 0 0 0 0 0 0 0
D8. 109- 10】0 0 0 0 0 0 0 0 0 E8.10一4- 10ー3 1 0 0 0 0 0 0 1
D9. 1010- lol 0 0 0 0 0 0 0 0 E9t ～ 101 0 0 0 0 0 00 0
D10.10】[～ 1012 0 0 0 0 0 0 0 0




FI F2 F3 F▲
連Btビーム 亜群的ltルスビーム ,tJレスビーム その他






GO GI G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 G9 GIO Gll G12 613.G14.Q15 G16 617 G18 G19 G20 G21 G22
園Q2-224 L粒子 ビーム(使 用できていない) ビーム継 続 時 間 区分 毎 の 回答 件 数
F.ビー ム時間構造の型 秦 原 コ∴ 物 坐 医 そ 合計 G.ビーム継続時間 秦 原 コ二 初 隻 医 そ 合計
Fl.連続ビー ム 1 0 0 2 0 0 1 4 GO.特に指定せず 1 0 1 2 0 0 0 4
F2.連続的パ′レスビー ム 3 0 0 0 0 0 0 3 C1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
1 0 1 0 0 0 0 2 C2. lfs～ lOfs 0 0 0 0 0 0 0 0
F4.その他 0 0 0 0 0 0 0 0 G3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
G4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
G5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G7.loops- 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
G8. 1ns～ 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
G9. lon≦-10 ns 0 0 0 0 0 0 0 0
G10.loons- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
Gil. lFLS～ lOFLS 0 0 1 0 0 0 0 1
G12.10〃S～100fJS 0 0 0 0 0 0 0 0
G13.100fJS～ lms 0 0 0 0 0 0 0 0
G14. 1ms～ 10ms 0 00 0 0 0 0 0
G15.10ms～100ms 1 0 0 0 0 0 0 1
G16.100ms′- 1 S 1 0 0 0 0 0 0 1
G17. i s～ 10 S 0 0 0 0 0 0 0 0
G18.lo ョ-loo s 0 0 0 0 0 0 0 0
G19.100 S～ 103S 0 0 0 0 0 0 0 0
G20.103S～ 104S 0 0 0 0 0 0 0 0




Hノ ルヾス繰り返し(Hz) 秦 原 エ 初 隻 医 そ 合計 Ⅰ,パルス幅 (長) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計
HO.特に指定せず 1 0 1 1 0 0 0 3 Ⅰ0.特に指定せず 0 0 1 1 0 0 0 2
H1. - 0.1 0 00 0 0 0 0 0 Ⅰ1. ,- 1fs 00 0 0 0 0 0 0
H2.0.1- 1 2 0 0 00 0 0 2 Ⅰ2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H3.1 -101 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ3. 10fs～100fs 00 0 0 0 0 0 0
H4.101-102 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ4.10 fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
H5.101-103 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H6.103-104 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H7.104-105 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ7.100ps′- 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
H8.105-106 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ8. 1n5.-10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
H9.106- 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ9. 10ns-10 ns 0 0 0 0 0 0 0 0
Ilo.100ns～ lFLS 0 0 0 0 0 0 0 0
Ill. lFLS～ lOFLS 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ12.10ILS～100FLS 0 0 0 0 0 0 0 0
I13.100ps～ lns 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ14. 1ms′-lo匂s 0 00 0 0 0 0 0
Ⅰ15.10m5.-loo ms 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ16.looms- 1 S 0 0 0 0 0 0 0 0
J.パルス強度
K.パルス内パンチ数 L.パンチ幅
冗.パルス内パンチ数 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 L./ミンチ幅 (長) 莱 原 エ 初 坐 医 そ 合計
KO.特に指定せず 0 0 1 1 0 0 0 2 LO.特に措定せず 0 0 1 1 0 0 0 2
Ⅹ1. -101 0 0 0 0 0 0 0 0 L1. ′- 1fs00 0 0 0 日) 0 0
K2.101-102 0 0 0 0 0 0 0 0 L2. 1fs′-10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
X3,102-103 2 0 0 0 0 0 0 2 L3. lOfs～lOOfs 0 0 0 0 0 0 0 0
K4,103-104 0 0 0 0 0 0 0 0 L4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
K5.104-105 0 0 0 0 0 0 0 0 L5. 1ps～ 10ps00 0 00 0 0 0
K6.105-106 0 0 0 0 0 0 0 0 L6. 10ps～100ps 0 00 0 0 0 0 0
X7.106.-107 0 0 0 0 0 0 0 0 L7.100ps～ lns 2 0 0 0 o lo 0 2
K8.107- 00 0 0 0 0 0 0 L8. 1It5- 10ns 0 00 0 0 日) 0 0
L9. 10ns～100ns00 0 0 o io 0 0




:慧-1MeV 1MeV SMeV 10MeV 20MeV 50MeV 100MeV200MeV500MeV 1GeV 5GeV 1∝;eV 50GeV100GeV 特に5MeV 10MeV 20MeV 50MeV 100MeV200MeV500MeV 1GeV 5GeV 1α;eV 5∝;eV 10(氾e一 指定せず
～ 103 0 l O 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
105- 106 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
106- 107 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
107- log 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
108- 109 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
109- 1010 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1010- lol 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
lo一l- 1032 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0





回答者数 回答者の研究分野別 ビーム使用形態(件数) 素粒子物理学分野 原子核物理学分野Mu-Mu振動探索実験 ミユオンコライダー用高強度ミユオン源開
単独 複合 〟-eγ測定 (大強度) 栄
23 ちJ素粒子物理学 14 17 1 〟-コライダー 核子スピンの研究
FL-コライダーでの新粒子探索 不安定核の〝-X線分光
原子核物理学 3 2 1 〟-コライダーによる素粒子構造の研究
ニュー トリノ振動の研究 エネルギー科学分野
エネルギー科学 1 1 0 ヒッグス粒子の探索 ミユオン核融合応用研究
ミユオンコライダー
物質 .材料科学 3 4 1 ミユオン稀崩壊の研究 物質 .材料科学分野
レプトンフレイバー非保存の実験 材料中の水素の状態分析
生命科学 0 0 0 新粒子探索
正ミユオン粒子の寿命精密測定 医療利用分野
医療利用 1 1 超対称性粒子の探索 ミユオンによる物質分析 .生体診断
換 ミユオン原子における原子ノミ')ティ非保存
その他 1 1 0 その他
A以後､分野標記の省略として､以下のものを使 うこともあるo




AO Al､ A2. A3. A4 A5. A6. A7 A8. A9 AIO. All. A12 A13. A14
囲 Q2-226 FL払 子 ビー ム (将 来 使 用 した い ) エ ネ ル ギ ー 区 分 毎 の 回 答 件 数
B.エネルギー分解能
BO. Bl. B2. B3 B4. B5. B6. B7. 88, B9. B10. Bll. B12. 813. B14. B15.
(△ E/E■)
園 Q2-227 LL救 子 ビー ム (将 来 使 用 した い) エネ ル ギ ー 分 解 能 区分 毎 の 回 答 件 数
A.エネルギー 秦 原 二工二 初 坐 医 そ 合計 B.エネルギー分解能(△E/E:%) 秦 原 二こ 初 坐 I医 そ 合計
AO. 特に指定せず 0 1 0 0 0 0 0 1 BO. 特に指定せず 9 1 0 1 0 0 1 12
Å1. ′- 1MeV 1 2 1 2 0 0 1 7 81.12.8 - 0 1 l io 0 0 0 2
A2. 1MeV～ 5MeV 1 0 1 3 0 0 0 5 B2. 6.4 ～12.8 0 1 1 0 0 0 0 2
A3. 5MeV～ 10MeV 2 0 1 0 0 0 0 3 B3. 3,2 - 6.4 1 1 1 0 0 0 0 3
A4. 10MeV～ 20MeV 4 1 1 0 0 1 0 7 B4. 1.6 - 3.2 0 0 1 0 0 0 01
A5. 20MeV～ 50MeV 3 1 1 0 0 1 0 6 B5. 0.8 .- 1､6 0 0 1 12 0 1 0 4
A6. 50MeV～100MeV 2 0 1 0 0 1 0 4 B6. 0.4 - 0.8 1 0 0 0 0 0 0 1
A7.100MeV～200MeV 2 0 0 0 0 0 0 2 B7. 0.2 - 0.4 1 0 0 0 0 0 0 1
A8.200MeV～500MeV 2 0 0 0 0 0 0 2 B8. 0.1 - 0.2 6 2 0 0 0 0 0 8
A9.500MeV- 1GeV 2 0 0 0 0 0 0 2 B9. 0.05- 0.1 1 0 0 0 0 0 0 1
A10. 1GeV～ 5GeV 3 0 0 0 0 0 0 3 B10.0.02- 0.05 0 0 0 0 0 0 0 0
All. 5GeV～ lOGeV 2 1 0 0 0 0 0 3 ちll.0.01- 0.02 0 0 0 1 0 0 0 1
A12.10GeV～ 50GeV 0 1 0 0 0 0 0 1 B12.0.005- 0.01 1 0 0 0 0 0 0 1
A13.50GeV～10(氾eV 1 1 0 0 0 0 0 2 B13.0.002.- 0.005 0 0 0 0 0 0 0 0




CLO. CL l. CL2. CL3. CL4. CL5. CL6 CL7. CL8. CL9. CLIO.
















図 Q2-229 L 粒 子 ビー ム (将 来 使 用 した い ) ビー ム 短 径 区 分 毎 の 回 答 件 数
CL.ビーム長径 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 CS.ビーム短径 秦 原 エ 物 隻 医【 そ 合計
CLO.特に指定せず 6 0 0 0 0 i 8 CSO. 特に指定せず 5 0 0 1 0 0 1 7
CL1. - 1mm 2 0 0 0 0 0 0 2 CS1. - 1nm 2 0 0 い 0 0 0 3
CL2. 1nLrl～ lOnrn 2 0 0 0 0 0 0 2 CS2. 1nm′- 10nm 2 0 0 1 0 0 0 3
CL3.10ntⅥ-.100nm 2 0 0 0 0 0 0 2 CS3.10nrn～100nrn 2 0 0 1 0 0 0 3
CL4.100nm～ lFLn] 2 0 0 0 0 0 0 2 CS4.100nm- 1ILm 3 0 0 1 0 0 0 4
CL5. lFLrn～ 10FLm 3 0 0 0 0 0 0 3 CS5. 1〟m～ 10fJm 4 0 0 0 0 0 0 4
CL6.10/Jm～100/Jm 5 0 0 1 0 0 0 6 CS6.10/Jm～100〃m 3 0 0 0 0 0 0 3
CL7.lOOFLm～ 1mm 1 0 0 2 0 0 0 3 CS7.100FLrh- 1tTm 1 0 0 1 0 0 0 2
CL8. 1mmへ 1cm 1 3 0 1 0 1 0 6 CS8. 1m ～ 1cm 1 3 0 1 0 1 0 6















DO Dl. D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8 D9. DIO. Dll.
















EO El. E2 E3. E4. E5 E6. E7 E8 E9.
(T M .nr■d)
囲Q2-231 L粒 子 ビーム (将 来使 用 したい ) 規 格 化 エミッタンス 区分 毎 の 回 答 件 数
D.平均ビーム強度(muons/sec) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計 E.規格化エミッタンス(TCmm.mrad) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計
DO.特に指定せず 3 0 0 0 0 0 0 3 EO.特に指定せず 6 1 0 2 0 0 0 9
D1. - 103 0 0 0 0 0 0 0 0 E1.103 - 0 0 0 0 0 0 0 0
D2. 103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 E2.102- 103 0 1 1 0 0 0 0 2
D3. 104- 105 o 芦o 0 0 0 0 0 0 E3.101- 102 4 1 0 0 0 1 0 6
D4. 105- 106 0 0 0 0 0 0 0 0 E4. 1 - 10l 0 2 0 0 0 0 0 2
D5. 106- 107 0 0 0 3 0 0 0 3 E5.lo一l- 1 0 0 0 2 0 0 0 2
D6. 107- 108 1 1 1 1 0 1 0 5 E6.10一2- 10-I 0 00 0 0 Eo 0 0
D7. 108- 109 3 0 1 0 0 1 0 5 E7.10~3- 10-2 0 0 0 0 0 0 0 0
D8. 109- 1010 1 ,0 1 0 00 0 2 E8.10ー4- 10-3 3 0 0 0 0 0 0 3
D9. lOlO～ lOIJ 2 2 1 0 0 0 0 5 E9. - 10~4 2 0 0 0 0 0 0 2
D10.lol- 10E2 2 1 0 0 0 0 0 3




… FL ▲ 1.的パF,2Lスビ_ム ,りレ詰 -▲ fo.也
囲Q21232 LJ粒子ビーム(将来使用したい) ビーム時間構造の型区分毎の 回答件数
G.ビーム推境時間
GO Gl. G2 G3 G4 G5 66 G7 G8 G9 61O Gll G12 G13･G14-G15 616･617 G18 G19･G20 621 G22
国Q2-233 L粒子ビーム(将来使用したい) ビーム継続時間区分毎の回答件数
F,ビーム時間構造の型 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計 G.ビーム継続時間 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
F1.連続ビーム 3 0 1 4 0 1 1 10 GO.特に指定せず 6 1 0 0 0 0 1 8
F2,連続的パルスビ-ム ll 1 0 1 0 0 0 13 G1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
7 3 1 2 0 1 0 14 G2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F4.その他 0 0 q 0 0 0 0 0 G3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
G4.100fs- lps 00 0 0 0 0 0 0
G5. lps- lops 0 0 0 1 0 0 0 1
G6. 10ps～100ps 0 0 0 1 0 0 0 1
G7.loops- 1ns 0 0 0 4 0 0 0 4
G8. 1ns～ 10ns 0 0 0 1 0 0 0 1
G9. 10ns～100ns 0 0 0 1 0 0 0 1
G10.100ns～ lf上S 1 0 0 1 0 0 0 2
Gll. lf▲S～ 10〃S 0 0 0 1 0 0 0 1
G12.10FLS～100ILS 0 0 0 1 0 0 0 1
G13.loo″s- 1ms 0 0 0 1 0 0 0 1
G14. 1ms～ 10rns 0 0 0 1 0 0 0 1
G15.10ms～100ms 1 0 0 1 0 0 0 2
G16.looms- 1 S 2 0 0 1 0 0 0 3
G17. l s～ 10 S 2 0 0 1 0 00 3
G18.10 S～100 S 0 0 0 0 0 00 0
G19.100 S～ 103S 000 0 0 00 0
G20.103S～ 104S 0 0 0 0 0 0 0 0




Hノ ルヾス繰り返し(Hz) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 Ⅰ.パルス幅 (長) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計
HO.特に指定せず 5 0 0 0 0 0 0 5 Ⅰ0.特に指定せず 3 0 0 0 0 0 0 3
H1. - 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H2.0.1- 1 2 0 0 0 0 0 0 2 Ⅰ2. 1fs～ 10fs 0 00 0 0 0 0 0
H3.1 -101 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H4.101-102 5 0 0 0 0 0 0 5 Ⅰ4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
H5.102-103 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H6.103-104 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ6. 10ps～100ps 0 0 0 3 0 0 0 3
H7.lot-105 0 0 0 3 0 0 0 3 Ⅰ7.10 ps- 1ns 1 0 0 0 0 0 0 1
H8.105-106 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ8. 1ns～ 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
H9.106- 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ9. 10ns～100ns 0 00 0 0 00 0
Ⅰ10.loons- 1f↓S 4 0 0 0 0 0 0 4
Ⅰ11. 1fJS.-10〃S 2 00 0 0 0 0 2
I12.10FLS～100FLS 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ13.100fJS- 1ms 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ14. 1ms～ 10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ15.lo仙s.-looms 0 0 0 0 0 0 0 0




X.パルス内パンチ数 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 L/ミンチ幅 (長) 素 原 エ 物 坐 医 そ 合計
KO.特に指定せず 3 0 0 3 0 0 0 6 LO.特に指定せず 4 0 0 3 0 0 0 7
Xl. 一10l 4 0 0 0 0 00 4 L1. .- 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K2.10L～102 0 0 0 0 0 0 0 0 L2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K3.lO2-103 2 0 0 0 00 0 2 L3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K4.103-104 0 0 0 0 0 0 0 0 L4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
K5.104.-105 0 0 0 0 0 0 0 0 L5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
K6.105-106 0 0 0 0 0 0 0 0 L6. 10ps～100ps 2 0 0 0 0 0 0 2
K7.106-107 0 0 0 0 0 0 0 0 L7.loops- 1ns 5 0 0 0 0 0 0 5
X8.107- 1 0 0 0 0 0 0 1 I,8. 1ns～ lOns 0 0 0 0 0 0 0 0
L9. 10ns～100ns 2 0 0 0 0 0 0 2





エネルギー区分平均ビーム強度 ～lMeV 1MeV 5MeV 10MeV 20MeV 50MeV100MeV200MeV500MeV 1GeV 5GeV 10GeV 5∝;eV100GeV 特に5MeV 10MeV 20MeV 50MeV100MeV200MeV500MeV 1GeV 5GeV 10GeV 5α;eV10∝eV 指定せず
～ 103 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
105- 106 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
106- 107 2 2 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
107- 108 2 2 1 2 3 2 0 0 0 0 1 1 1 1 0
108- 109 2 2 1 4 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0
109- 10tO 1 1 2 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1010- lol 3 1 1 3 3 2 1 1 1 1 0 0 0 1 1
101l～ 10L2 1 0 0 2 2 1 1 1 1 1 0 0 0 1 0









回答者数 回答者の研究分野別人数(重複回答有) ビーム使用形態 (件数)単独 複合
(∋現在使用中の中間子ビーム 18 素粒子物理学 7 6 0
原子核物理学 10 14 0
エネルギー科学 0 0 0
物質 .材料科学 1 1 0
生命科学 0 0
医療利用 0 0 0
その他 0 0 0
②現在 (使用したいが)使用できていな 中間子ビ ーム 6 素粒子物理学 3 4 1
原子核物理学 2 2 0
エネルギー科学 0 0 0
物質 .材料科学 1 1 0
生命科学 0 0 0
医療利用 0 0 0
その他 0 0 0
③将来使用したい中間子ビ ーム 12 素粒子物理学 5 7 0
原子核物理学 7 10 1
エネルギー科学 0 0 0
物質 .材料科学 0 0
生命科学 0 0 0













回答者数 回答者の研究分野別(人数) ビー ム使用形態(件数) 素粒子物理学分野E246
単独 複合 CERNSPSNA12-2
18 素粒子物理学 7 6 0 K+-冗OFL'V T-violation
K十中間子の稀崩壊 K+-7T'W-
原子核物理学 10 14 0 K中間子精密度測定
検出器開発
エネルギー科学 0 0 0 原子核物理学分野
(K㌧ N)反応によるハイパー核
物質 .材料科学 1 1 (7E+,K+)反応を用いたAハイパー核分光
(7Tj=,K十)反応によるハイパー核
生命科学 0 0 0 ANスピン軌道分離の研究ダブルハイパ 核ーン探索
医療利用 0 0 0 ハイパー核のγ線分光ハイパー核生成
その他 0 0 0 ハイペロン (∑~)陽子散乱
A以後､分野標記の省略として､以下のものを使うこともある｡






AO Al. A2. A3. A4 人5. 人6. 人7. 人8 人9 AIO All. A12. A13 人14
図 Q 2-235 中 間 子 ビー ム (現 在 使 用 中 ) エ ネ ル ギ - 区 分 毎 の 回 答 件 数
B.エネルギー分解能
BO Bl. B2. B3. B4. 85 B6 B7 B8. B9, BIO. Bll. B12. B13. B14. B15.
(AE/EI)
園 Q 2-236 中 間 子 ビー ム (現 在 使 用 中) エネル ギ ー分 解 能 区分 毎 の 回 答 件 数
A.エネルギー 秦 原 ここ 物 坐 医 そ 合計 B.エネルギー分解能(△E/E:%) 秦 原 ここ 物 坐 医 そ 合計
AO. 特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0 BO. 特に指定せず 1 6 0 1 0 0 0 8
A1. - 1MeV 0 0 0 1 0 0 0 1 B1.12.8 - 0 0 0 0 0 0 00
A2. 1MeV～ 5MeV 0 0 0 1 0 0 0 1 B2. 6.4 -12.8 0 0 0 0 0 0 00
A3. 5MeV～ 10MeV 0 0 0 1 0 0 0 1 83. 3.2 - 6.4 0 0 0 0 0 0 0 0
A4. 10MeV～ 20MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B4. 1.6 - 3.2 2 1 0 0 0 0 0 3
A5. 20MeV.- 50MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B5. 0.8 - 1.6 1 1 0 0 0 0 0 2
A6. 50MeV～100MeV 0 1 0 0 0 0 0 1 B6. 0.4 - 0.8 0 2 0 0 0 0 0 2
A7.100MeV～200MeV 0 1 0 0 0 0 0 1 B7. 0.2 - 0.4 0 0 0 0 0 0 0 0
A8.200MeV～500MeV 2 1 00 0 0 0 3 B8. 0.1 - 0.2 1 2 0 0 0 0 0 3
A9.500MeV- 1GeV 3 7 0 0 0 0 0 10 B9. 0.05- 0.1 0 1 0 0 0 0 0 1
A10. 1GeV～ 5GeV 1 9 0 0 0 0 0 10 B10.0.02- 0.05 0 1 0 0 0 0 0 1
All. 5GeV- 1∝eV 0 0 0 0 0 0 0 0 Bll.0.01- 0.02 0 1 0 0 0 0 0 1
A12.10GeV～ 50GeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B12.0.005.- 0.01 0 0 0 0 0 0 0 0
A13.50GeV～10cceV 1 0 0 0 0 00 1 B13.0.002- 0.005 0 0 0 0 0 0 0 0




CLO. CLl. CL2. CL3 CL4. CL5. CL6. CL7 CL8 CL9. CLIO.














CSO CSl. CS2. CS3 CS4. CS5. CS6 CS7 CS8. CS9. CSIO.
図 Q2-238 中間子 ビーム(現在 使用 中) ど-ム短径 区分毎の 回答件 数
CL.ビーム長径 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合 計 cs.ビーム短径 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
CLO.特に指定せず 0 0 0 1 0 0 0 1 cso. 特に指定せず 0 0 0 1 0 0 0 1
CL1. - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CSl. ～ 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL2. 1nm～ 10nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS2. 1nm～ 10mm 0 0 0 0 0 lo 0 0
CL3.10nm～100nrn 0 0 0 0 0 0 0 0 CS3.10nm～100mm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL4.100nrn- 1FLm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS4.loon¶- 1fJm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL5. 1FLm～ lOFLm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS5. 1〃m～ 10f▲m 0 0 0 0 00 0 0
CL6.lOFLT)～1001rn 0 0 0 0 0 0 0 0 CS6.lOFLrn～100Jlm 0 0 0 0 00 0 0
CL7.100FLm～ 1mm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS7,100〃Tn～ 1mm 0 1 0 0 0 0 0 1
CL8. 1mm- 1cTt) 1 2 0 0 0 0 0 3 CS8. 1Ttm～ 1cm 1 3 0 0 0 0 0 4






















DO. Dl. D2. D3 04. D5 D6. D7. D8. D9. DIO. DH.
(JTlB■Dnt/■●C)
図Q2-239 中 間 子 ビー ム (現 在 使 用 中 ) 平 均 ビー ム 強 度 区 分 毎 の 回 答 件 数
E.ビー ム時間構造の型
EI E2 E3 E4
jl扶ビー ム SZtt的パルスビー ム JtJレスビー ム その他
国Q2-240 中 間 子 ビー ム (現 在 使 用 中 ) ビー ム 時 間 構 造 の 型 区 分 毎 の 回 答 件 数
∩.平均ビーム強度(mesons/sec) 秦 原 エ 物 l隻 I医 そ 合計 E.ビー ム時間構造の型 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合 計
DO.特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0 El.連続ビー ム 1 3 0 1 0 0 0 5
D1. - 103 0 0 00 0 0 0 0 E2.連続的パルスビー ム 1 0 0 0 0 0 0 1
D2, 103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 4 ll 0 0 0 0 0 15
D3. 104- 105 3 3 0 0 0 0 0 6 E4.その他 0 0 0 0 0 0 0 0
D4. 105- 106 2 5 0 1 0 0 0 8
D5. 106- 107 2 7 0 1 0 0 0 10
D6. 107- 108 0 0 0 0 0 0 0 0
D7. 108- 109 0 0 0 0 0 0 0 0
D8. 109- 1010 0 0 0 0 0 0 0 0
D9. 10上0- lol 0 0 0 0 0 0 0 0
D10.lo一l- 1012 0 0 0 0 0 0 0 0




FO FI F2 F3 F4 FS F6 F7. FB F9 FlD Fll.F12 F13.F14 F15 F16 FlT F18 F19 F20 F21 F22.
回Q2-241 中 間 子 ビー ム (現 在 使 用 中 ) ビー ム 継 続 時 間 区 分 毎 の 回 答 件 軟
F.ビーム継続時間 素粒子物理学 原子核物理学 エネルギー科学 物質 .材料科学 生命科学 医療利用 その他 合計
FO.特に指定せず 0 3 0 1 0 0 0 4
F1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
F5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
F6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
F7.loops- 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
F8. 1ns～ 10ns 1 2 0 0 0 0 0 3
F9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0
Flo.100ns～ lJLS 0 0 0 0 0 0 0 0
Fll. 1ps～ 10FLS 0 0 0 0 0 0 0 0
F12.10FLS～100FLS 0 0 0 0 0 0 0 0
F13.100ILS～ lms 0 0 0 0 0 0 0 0
F14. lms～ 10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
F15.10ms.-looms 0 0 0 0 0 0 0 0
F16.looms- 1 S 2 1 0 0 0 0 0 3
F17. 1 S～ 10 S 2 3 0 0 0 0 0 5
F18.10 S～100 S 0 0 0 0 0 0 0 0
F19,loo s- loョ s 0 0 0 0 0 0 0 0
F20.loss.-loヰs 0 0 0 0 0 0 0 0




G.パルス繰り返し(Hz) 秦 原 エ 物 隻 医 そ 合計 n.パルス幅 (長) 素 原 エ 物 坐 医 そ 合計
GO.特に指定せず 0 3 0 0 0 0 0 3 HO.特に指定せず 0 3 0 0 0 0 0 3
G1. .- 0.1 2 2 0 0 0 0 0 4 H1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
G2. 0,1- 1 1 1 0 0 0 0 0 2 H2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
G3. 1 - 101 0 0 0 0 0 0 0 0 H3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
G4.101 - 102 0 0 0 0 0 0 0 0 H4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
G5.102.-103 0 0 0 0 0 0 0 0 H5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G6.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 H6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G7.104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 H7.loops- 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
G8.105- 106 0 0 0 0 0 0 0 0 H8. 1ns～ 10ns 0 00 0 0 0 0 0
G9.106- 107 0 0 0 0 0 0 0 0 H9. 10ns～100ns 0 00 0 0 0 0 0
H10.loons- 1FLS 0 0 0 0 0 0 0 0
Hll. 1〃S～ 10〟S 0 00 0 0 0 0 0
H12.10FLS～100FLS 0 0 0 0 0 0 0 0
H13.10〝S～ lms 0 0 0 0 0 0 0 0
H14. 1TDS～ 10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
H15.10ms′-looms 0 0 0 0 0 0 0 0




Jノ ルヾス内パンチ数 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 K./ミンチ幅 (長) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
JO.特に指定せず 0 4 0 0 0 0 0 4 KO.特に指定せず 0 4 0 0 0 0 0 4
J1. - 101 0 0 0 0 0 0 0 0 Kl. ～ lfs 0 0 0 0 0 0 0 0
J2.101- 102 0 0 0 0 0 0 0 0 K2. 1fs′- 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
J3.102- 103 0 0 0 0 0 0 0 0 K3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
J4.103- 104 0 0 0 00 0 0 0 K4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
J5.loヰ- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 K5. 1ps～ 10ps 0 00 0 0 0 0 0
J6.105- 106 0 0 0 0 0 0 0 0 K6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
J7.106- 107 0 0 0 0 0 0 0 0 K7.loops- 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
J8.107- 0 0 0 0 0 0 0 0 K8. 1nsへ 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
K9. 10ns～100ns 0 00 0 0 0 0 0
冗lo.loons- 1f⊥S 0 0 0 0 0 0 0 0
-2551
この貢は①現在使用中の中間子ヒ二ムのデータを示しています_._ _
L ビー ムエネルギーとビー ム強度との相関
? ?? ?? ?
???
?‥ ‖ ? ?




図Q2-242 中間子ビーム(現在使用中)ビー ムエネルギーとビー ム強度との相関
エネルギー区分平均ビー ム強度 ～lMeV 1MeV 5MeV 10MeV 20MeV 50MeV 100MeV200MeV500MeV 1GeV 5GeV 1∝eV 50GeV10∝eV 特に5MeV 10MeV 20帖eV 50MeV100旭eV200MeV500MeV lGeV 5GeV 1∝;eV 5∝;eV100GeV 指定せず
～ 103 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
104- 105 0 00 0 0 0 0 2 3 3 0 0000
105- 106 1 1 1 0 0 0 0 1 5 4 0 0 0 0 0
106- 107 1 1 1 0 0 1 1 1 4 4 0 0 1 1 0
107- 108 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
108- 109 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
109- 1010 0 0 0 0 0 0 0 l o 0 0 0 0 0 0 0
1010- lol 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10u～ lOl'- 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0





回答音数 回答者の研究分野別(人数) ビーム使用形態(件数) 素粒子物理学分野X+中間子の稀崩壊X+一花+Y-
単独 複合 REX-PSK2K5
6 事素粒子物理学 3 4 ･1 REX-PS7℃1/T3
原子核物理学 2 2 0 ハ ドロンスペクトロスコピー
エネルギー科学 0 0 0
物質 .材料科学 1 1 0
生命科学 0 0 0
医療利用 0 0 0
その他 0 0 0
A以後､分野標記の省略として､以下のものを使 うこともある｡








AO AI A2 人3 A4 人5 人6 A7 人8. 人9 AIO All A12 A13. 人14





BO.Bl. B2. 83. B4 B5. B6. B7. 88. B9. BIO. Bll. B12. B13 B14. 815.
(AE/E:I)
固 Q2-244 中 間 子 ビー ム (使 用 で きて いな い) エネル ギ ー 分 解 能 区 分 毎 の 回 答 件 数
A.エネルギー 秦 原 二｢ 物 坐 医 そ 合計 B.エネルギー分解能(△E/E:%) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計
AO. 特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0 BO. 特に指定せず 0 2 0 1 0 0 0 3
A1. - 1MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B1.12.8 - 0 0 0 0 0 0 0 0
A2. 1MeV～ 5MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B2. 6.4 .-12.8 0 0 0 0 0 0 0 0
A3. 5MeV～ 10MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B3. 3.2 ～ 6.4 1 0 0 0 0 0 0 1
A4. 10MeV～ 20MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B4. 1.6 - 3.2 1 0 0 0 0 0 0 1
A5. 20MeV～ 50MeV 0 0 0 0 0 0 0 iO B5, 0.8 - 1.6 2 0 0 0 0 0 0 2
A6. 50MeV～100MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B6. 0.4 ′- 0.8 00 0 0 0 0 0 0
A7.100MeV～200MeV 1 1 0 1 0 0 0 3 B7. 0.2 - 0.4 0 0 0 0 0 0 0 0
A8.200MeV～500MeV 2 2 0 1 0 0 0 5 B8. 0.1 --0.2 0 0 0 0 0 0 0 0
A9.500MeV- 1GeV 1 1 0 1 0 0 0 3 B9. 0.05′-0.1 0 0 0 0 0 0 0 0
A10. 1GeV～ 5GeV 2 1 0 0 0 0 0 3 B10.0.02- 0.05 0 0 0 0 0 0 0 0
All. 5GeV～ 10GeV 2 0 0 0 0 0 0 2 ちll.0.01～ 0.02 0 0 0 0 0 0 0 0
Al2.10GeV～ 50GeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B12.0.005- 0.01 0 00 0 0 0 0 0
Al3.50GeV～100GeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B13.0.002- 0.005 0 0 0 0 0 0 0 0















CLO CLI CL2 CL3 CL4 CL5 CL6 CL7 CL8 CL9 CLIO










CSO CSI CS2 CS3. CS4. CS5 CS6 CS7 CS8 CS9 CSIO
図Q2-246 中間子 ビーム(使用できていない) ビーム短径 区分毎の 回答件数
CL.ビーム長径 秦 原 ここ 物 坐 医 そ 合計 CS.ビーム短径 秦 原 エ 物 隻 医 そ 合計
CLO.特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0 CSO. 特に指定せず 0 00 0 0 0 0 0
CL1. ′- 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS1. ′- 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL2. 1mm～ 10mm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS2. 1nTn～ 10nn 0 0 0 0 0 0 0 0
CL3.10mm～100nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS3.10nm～100nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL4.100nrn～ lFLm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS4.lOOnm～ lFLrn 0 0 0 0 0 0 0 0
CL5. 1〟m～ 10f⊥m 0 0 0 0 0 0 0 0 CS5. 1上川～ 10〃m 0 0 0 0 0 0 0 0
CL6.10FLm～100JJ7) 0 0 0 0 0 0 0 0 CS6.10JLm～100FLm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL7.100FLm～ l mrn 0 0 0 0 0 0 0 0 CS7,100FLm- 1Ttm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL8. 1m ～ 1cm 1 1 0 1 0 0 0 3 CS8. 1mm～ 1cm 1 1 0 1 0 0 0 3

















EI E2 E3 E4
丑横ビーム jt牡的′tJL,スビーム Jtルスビーム その他
国 Q2-248 中間子 ビー ム (使 用 できていない) ビーム時 間 構 造 の 型 区 分 毎 の 回答 件 数
D.平均ビーム強度(mesons/sec) 秦 原 lエ 初 坐 医 そ 合計 冒.ビー ム時間構造の型 秦 原 エ !;% 坐 医 そ 合計
DO,特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0 EL連続ビー ム 1 2 0 1 0 0 0 4
D1. - 103 0 弓o 0 0 0 0 0 0 E2,連続的パルスビー ム 2 0 0 0 0 0 0 2
D2. 103- 104 l 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 3
D3. 104- 105 1 0 0 00 0 0 1 E4.その他 0 0 0 0 00 0 0
D4. 105- 106 1 1 0 1 0 0 0 3
D5. 106ノー 107 3 1 0 0 0 0 0 4
D6. 107- log 0 0 0 0 0 0 0 0
D7. 108- 109 0 Eo 0 0 0 0 0 0
D8. 109- 1010 0 0 0 0 0 0 0 0
IX). 1010- 10L 0 -0 0 0 0 0 0 0
D10.101】～ 1012 0 !o 0 0 0 0 0 0




FO F I F2 F3 F+ F5 F6 FT FB F9 FIO Fll F12 F 13 F14 F15 F16 F17 F18. F19 F20 F21 F22
園Q2-249 中間子ビーム(使用できていない) ビーム准親 時間区分毎の回答件数
F.ビーム継続時間 素粒子物理学 原子核物理学 エネルギー科学 物質 .材料科学 生命科学 医療利用 その他 合計
FO.特に指定せず 1 1 0 0 0 0 0 2
Fl. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
F5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
F6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
F7.loo ps- 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
F8. 1ns～ 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
F9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0
Flo.loons- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
Fll. lFLS～ 10FLS 0 0 0 0 0 0 0 0
F12.10fJS～100fJS 0 0 0 0 0 0 0 0
F13.100FLS～ l ms 0 0 0 0 0 0 0 0
F14. 1ms～ 10 ms 0 0 0 0 0 0 0 0
Fl5.10ms～100ms 0 0 0 0 0 0 0 0
F16.100ms～ 1 S 0 0 0 0 0 0 0 0
F17. l s～ 10 S 0 0 0 0 0 0 0 0
F18.10 S～100 5 0 0 0 0 0 0 0 0
Fl9.100 S～ 103 S 0 0 0 0 0 0 0 0
F20.loョs- loヰs 0 0 0 0 0 0 0 0




G.パルス繰り返し(Hz) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計 H.パルス幅 (長) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
GO.特に指定せず 1 1 0 1 0 0 0 3 HO.特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0
G1. - 0.1 0 0 0 0 0 0 00 H1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
G2. 0.1- 1 2 0 0 0 0 0 0 2 H2. 1f5- 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
G3. 1 .-101 0 00 0 0 0 0 0 H3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
G4.101- lO2 0 0 0 0 0 0 0 0 H4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
G5,102 - 103 0 0 0 00 0 0 0 H5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G6.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 H6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G7,104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 H7.100ps～ lns 0 0 0 0 0 0 0 0
G8.105.-106 0 0 0 0 0 0 0 0 H8. 1ns～ 10ns 01 0 1 0 0 0 2
G9.106- 107 0 0 0 0 0 0 0 0 H9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0
H10.loons- lps 0 0 00 0 0 0 0
Hll, lFLS～ 10JIS 0 0 0 0 0 0 0 0
H12.10/Js～100fJS 0 0 0 0 0 0 0 0
H13.100fJS～ lms 0 0 0 0 0 0 0 0
H14. 1ms～ 10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
H15.10ms.-looms 0 0 0 0 0 0 0 0




Jノ ルヾス内パンチ数 秦 原 こし 初 坐 医 そ 合計 K.パンチ幅 (長) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計
JO.特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0 KO.特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0
J1. - 101 0 0 0 0 0 0 0 0 K1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
J2.101- 101 0 0 0 0 0 0 0 0 x2. lfs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
J3.102- 103 0 0 0 0 0 0 0 0 K3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 00 0
J4.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 K4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
J5.104- 105 0 】o 0 0 0 0 0 0 K5. 1ps～ 10ps 00 0 0 0 0 0 0
J6.105- 106 0 0 0 0 0 0 0 0 K6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
J7,106- 107 0 0 0 0 0 0 0 0 K7.loops- 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
J8.107- 0 0 0 0 0 0 0 0 K8. 1ns～ 10ns 1 0 0 0 0 0 0 1
K9. 10ns～lOOns 0 0 0 0 0 0 0 0
K10.100ns～ lf⊥S 0 0 0 0 0 0 0 0
- 262-
この貢は②使用できていない中間子ビー ムのデータを示しています｡
L ビー ムエネルギーとビー ム強度との相関
図Q2-250 中間子ビーム(使用できていない) ビームエネルギーとビーム強度との相関
エネルギー区分平均ビー ム強度 -1MeV 1MeV 5MeV 10MeV 20MeV 50MeV 100MeV200MeV500MeV 1GeV 5GeV 1∝;eV 5∝;eVlo状;eV 特に5MeV 10MeV 20MeV 50MeV 100MeV200.ueV500MeV 1GeV 5GeV 1α;eV 50GeV 10拡eV 指定せず
～ 103 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
105- 106 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0
106- 107 0 0 0 0 0 0 1 3 1 2 2 0 0 0 0
107- 108 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
108- 109 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
109- 1010 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1010- 101 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
101L～ 1012 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
lOL'-～ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0





回答者数 回答者の研究分野労り(人数) ビーム使用形態(件数) 素粒子物理学分野Jl『
単独 複合 K十中間子の稀崩壊K+-n+Y-
12 素粒子物理学 5 7 0 KOL中間子の稀崩壊KOL-7tOw-
TE中間子構造の研究
原子核物理学 7 10 1 荷電粒子飛跡検出器の開発
中間子コライダーでの粒子研究
エネルギー科J与 0 0 0 原子核物理学分野
7- 冗-中間子と原子核の束縛状態
物質 .材料科学 0 0 ハイパー核生成
ハイペロンEー 陽子散乱
生命科学 0 0 0 ハイペロン∑~陽子散乱
ハイペロン (∑+,A) 陽子散乱
医療利用 0 0 0 高分解能 .大強度7Tj=による-イパー核
大強度K~中間子によるハイパー核とハイペロン散乱
その他 0 0 0 大強度7Tj=によるハイペロン散乱
A以後､分野標記の省略として､以下のものを使 うこともあるD




AO AI A2 A3 A4 A5. A6 A7, A8. A9 AIO. All. A12. A13. A14.
園Q2-251 中間子 ビ-ム(将 来使 用 したい) エネルギー区 分毎 の 回答件数
B.エネルギー分解能
BO Bl, B2. B3. B4. B5. B6, B7. B8. B9. BIO. Bll. B12. B13. B14 B15
(△E/EI)
回Q2-252 中間子 ビーム(将 来 使 用 したい) エネルギー 分解 能 区分 毎 の 回答件数
A.エネルギー 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 B.エネルギー分解能(△E/E:%) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計
AO. 特に指定せず 0 0 lo 0 0 0 0 0 BO. 特に指定せず 3 3 0 00 0 0 6
A1. - 1MeV o o ‡0 0 0 0 0 0 B1.12.8 - 0 0 0 0 0 0 0 0
A2. 1MeV～ 5MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B2. 6.4 /-12.8 0 0 0 0 0 0 0 0
A3. 5MeV～ 10MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B3. 3.2 - 6.4 0 0 0 0 0 0 0 0
A4. 10MeV～ 20MeV 1 0 0 0 0 0 0 1 B4. 1.6 - 3.2 0 2 0 0 0 0 0 2
A5. 20MeV～ 50MeV 1 0 0 0 0 0 0 1 B5. 0.8 .- 1.6 0 0 0 0 0 0 0 0
A6. 50MeV～100MeV 1 0 0 0 0 0 0 1 86. 0.4 -.0.8 2 0 0 0 0 0 0 2
A8.200MeV～500MeV 0 1 0 0 0 0 0 1 B8. 0.1 - 0.2 3 0 0 0 0 0 0 3
A9.500MeV- 1GeV 0 2 0 0 0 0 0 2 B9. 0.05～ 0.1 0 4 0 0 0 0 0 4
A10. 1GeV～ 5GeV 3 8 0 0 0 0 0 ll B10.0.02- 0.05 0 1 0 0 0 0 0 1
All. 5GeV- 1αieV 2 2 0 0 0 0 0 4 Bll.0.01- 0.02 0 2 0 iO 0 0 0 2
A12.1(氾eV～ 50GeV 3 1 0 0 0 0 0 4 B12.0.005- 0.01 0 2 0 0 0 0 0 2
A13.50GeV～10(氾eV 01 0 0 0 0 0 1 813.0.002- 0.005 1 0 0 0 0 0 0 1




CLO CLl. CL2. CL3. CL4 CL5. CL6 CL7. CL8 CL9. CLIO.
園Q2-253 中間子 ビ-ム(将来 使 用 したい) ビーム長径 区分毎の回答 件 数
CS.ビー ム径(短径)
CSO. CSI CS2. CS3. CS4. CS5. CS6. CS7. CS8. CS9. CS10.
回Q21254 中間子ビーム(将来使用したい) ビーム短径区分毎の回答件数
CL.ビーム長径 秦 原 ここ. 物 坐 医 そ 合計 CS.ビーム短径 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計
CLO.特に指定せず 0 3 0 0 0 0 0 3 CSO. 特に指定せず 0 3 0 0 0 0 0 3
CL1. - 1nm 1 0 0 0 0 0 0 1 CSl. ～ lnm 1 0 0 0 0 0 0 1
CL2. 1nm～ 10nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS2. 1nm～ 10nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL3.10nm～100nm 1 1 0 0 0 0 0 2 CS3.lOmn～100nJn 1 1 00 0 0 0 2
CL4.100nTt1- 1ILm 1 1 0 0 0 0 0 2 CS4.100nm- l〟m 1 1 0 0 0 0 0 2
CL5. 1〃m～ 10〃m 0 0 0 0 0 0 0 0 CS5, 1/Jm～ 101川 0 0 0 0 0 0 0 0
CL6.10FLm～100Jlm 0 0 00 0 0 0 0 CS6.10ILm～100pm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL7.100FLm- 1tnm 0 1 0 0 0 0 0 1 CS7.100FLTtl～ 1mm 0 1 0 0 0 0 0 1
CL8. 1mm～ 1cm 3 4 0 0 0 0 0 7 CS8. 1mm～ 1cm 3 4 0 0 0 0 0 7









EI E2 E3 E4
暮牡ビー ム 1iL的パルスビ-ム /(ルスビ-ム その他
国Q2-256 中間子ビーム(将来使用したい) ビーム時間構造の型区分毎の回答件数
D.平均ビーム強度(mesons/sec) 秦 原 コこ 物 坐 医 そ 合計 E.ビーム時間構造の型 秦 原 エ 初 生 医 そ 合計
DO.特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0 E1.連続ビーム 0 9 0 0 o lo 0 9
D1. - 103 1 0 0 0 0 0 0 1 E2,連続的パ′レスビーム 6 2 0 0 0 0 0 8
D2. 103- 104 0 1 0 0 0 0 0 1 2 5 0 0 0 0 0 7
D3. 104- 105 1 1 0 0 0 0 0 2 E4,その他 0 00 0 0 0 0 0
D4. 105- 106 3 1 0 0 0 0 0 4
D5. 106- 107 2 3 0 0 0 0 0 5
D6. 107- 108 2 3 0 0 0 0 0 5 1
D7. 108- 109 0 1 0 0 0 0 0 1
D8. 109- 1010 0 4 0 0 0 0 0 4
Dg, 10L0- lol 1 1 0 0 0 0 0 2
D10.10lL～ 1012 1 1 0 0 0 0 0 2










F.ビーム継続時間 素粒子物理学 原子核物理学 エネルギー科学 物質 .材料科学 生命科学 医療利用 その他 合計
FO.特に指定せず 1 6 0 0 0 0 0 7
F1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
F5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
F6, 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
F7.loops- 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
F8. 1ns～ 10ns 0 2 0 0 0 0 0 2
F9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0
Flo.100ns～ lJLS 0 0 0 0 0 0 0 0
Fll. lFLS～ 10FLS 1 0 0 0 0 0 0 1
F12.10FLS～100ILS 0 0 0 0 0 0 0 0
F13.100FLS～ lms 0 0 0 0 0 0 0 0
F14. 1ms～ 10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
F15.10ms～100ms 0 0 0 0 0 0 0 0
F16.looms- 1 S 0 1 0 0 0 0 0 1
F17. 1 S～ 10 S 0 1 0 0 0 0 0 1
F18.10 S～100 S 0 0 0 0 0 0 0 0
F19.100 S～ 103S 0 0 0 0 0 0 0 0
F20.103S～ 104 S 0 0 0 0 0 0 0 0




Gノ ルヾス繰り返し(Hz) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 H.パルス幅 (長) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
GO.特に指定せず 2 7 0 0 0 0 0 9 HO.特に指定せず 2 9 0 0 0 0 0 ll
G1. - 0.1 2 0 0 0 0 00 2 H1. ′- 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
C2. 0.1- 1 2 2 0 0 0 0 0 4 H2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
G3. 1 - lot 0 0 0 0 0 0 0 0 H3. 10fs′-100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
G4.101- 102 0 0 0 0 0 0 0 0 H4.lOOfs～ lps 0 0 0 Lo 0 00 0
G5,102 - 103 0 0 0 0 0 0 0 0 H5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G6.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 H6. lops-10 ps 1 0 0 0 0 0 0 1
G7.104.-105 0 0 0 0 0 0 0 0 H7.loops- 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
G8.105- 106 1 0 0 0 0 00 1 H8. 1n5-.10ns 0 0 0 0 0 00 0
G9.106- 107 0 0 0 0 0 0 0 0 Hg. lOns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0
H10,loons- 1fJS 0 0 0 0 0 0 0 0
Hll. lFLS～ 10ILS 0 0 0 0 0 0 0 0
H12.10/Js～100f▲S 0 0 0 0 0 0 0 0
H13.lOOILS～ l ns 0 0 0 0 0 0 0 0
H14. 1lnS-.10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
H15.10ms.-looms 0 0 0 0 0 0 0 0






J.パルス内パンチ数 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 K./ミンチ幅 (長) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計
JO.特に指定せず 1 5 0 0 0 0 0 6 KO.特に指定せず 1 5 0 0 0 0 0 6
J1. - lot 0 0 0 0 0 0 0 0 K1. -′1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
J2.10i～ 102 0 0 0 0 0 0 0 0 K2. 1fsへ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
J3,102- 103 0 0 0 0 0 00 0 K3. 10fsへ100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
J4.103- 104 1 0 0 0 0 00 1 K4.100fs～ 1ps 0 0 0 0 0 0 0 0
J5.104- 105 0 0 0 0 00 0 0 K5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
J6.105- 106 0 0 0 0 0 0 0 0 K6. 10ps～100ps 0 0 0 .0 0 0 0 0
J7.106- 107 0 0 0 0 0 0 0 0 K7.100ps～ 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
J8.107- 2 0 0 0 0 00 2 K8. 1ns～ 10ns 2 0 0 0 0 0 0 2
Ⅹ9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅹ10.10 ns- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
2ー69-
Sの頁は③将来使用したLl中間子ビ二ムのデ-タを示してい亭主L
L ビー ムエネルギーとビー ム強度との相関
エネルギー区分平均ビー ム強度 -1MeV 1MeV 5MeV 10MeV 20MeV 50MeV 100MeV200MeV500MeV lGeV 5GeV lOGeV 50GeVlo∝;eV 特に5MeV 10MeV 20MeV 50MeV100MeV200MeV500MeV 1GeV 5GeV 10GeV 5∝;eV100GeV 指定せず
～ 103 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
103- 104 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0
104- 105 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0
105- 106 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 1 1 0 0 0
106′- 107 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 3 2 1 1 0
107- 108 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 1 2 0 0 0
108- 109 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
109- 1010 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0
1010- lol 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
101- 1012 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0











回答者数 回答者の研究分野別人数(重複回答有) ビーム使用形態 (件数)単独 複合
①現在使用中の反陽子ビー ム 6 素粒子物理学 6 7 0
原子核物理学 0 0 0
エネルギー科学 0 0 0
物質 .材料科学 0 0 0
生命科学 0 0
医療利用 0 0 0
その他 0 0 0
②現在 (使用したいが)使用できていな 反陽子ビーム 2 素粒子物理学 1 0 0
原子核物理学 1 1 0
エネルギー科学 0 0 0
物質 .材料科学 0 0 0
生命科学 0
医療利用 0 0 0
その他 0 0 0
③将来使用 したい反陽子ビーム 10 素粒子物理学 7 6 0
原子核物理学 3 2 0
エネルギー科学 0 0 0
物質.材料科学 0 0 0
生命科学 0 0 0













回答者数 回答者の研究分野別(人数) ビーム使用形態(件数) 素粒子物理学分野ヒッグス粒子の探索
単独 複合 超対称性粒子の探索
6 素粒子物理学 幸 6 7 0 反陽子原子生成､レー ザー分光､反水素生成
原子核物理学 0 0 0 陽子 .反陽子衝突実験
エネルギー科学 0 0 0
物質 .材料科学 0 0
生命科学 0 0 0
医療利用 0 0 0
その他 0 0 0
A以後､分野標記の省略として､以下のものを使うこともあるO




AO. A1. 人2. A3. A4. 人5. 人6. A7. 人8. A9. AIO. All. A12 人13. 人14. 人15. 人16.





l l l l
BO Bl. B2. B3. B4. B5 B6. B7 BB B9. BIO. Bll. B12. B13. B14. B15.
(△ 【/El)
国 Q 2- 260 反 陽 子 ビーム (現 在 使 用 中) エネル ギ ー分 解 能 区分 毎 の 回答 件 数
A.エネルギー 秦 原 ここ 初 坐 医 そ 合計 B.エネルギー分解能(△E/E:%) 秦 原 ここ 物 隻 医 そ 合計
AO.特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0 BO. 特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0
A1, - 1MeV 1 0 0 0 0 0 0 1 B1.12.8 - 0 0 0 0 0 0 0 0
A2, 1MeV～ 5MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B2. 6.4 -12.8 0 0 0 0 0 0 0 0
A3, 5MeV～ 10MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B3. 3.2 - 6.4 0 0 0 0 0 0 0 0
A4. 10MeV～ 20MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B4. 1.6 - 3.2 00 0 00 0 0 0
A5. 20MeV～ 50MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B5. 0.8 - 1.6 1 0 0 0 0 0 0 1
A6. 50MeV～100MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B6. 0.4 - 0.8 1 0 0 0 0 0 0 1
A7.100MeV～200MeV 0 0 0 0 0 0 0 0B7. 0.2 - 0.4 1 0 0 0 0 0 0 1
A8.200MeV～500MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B8. 0.1 - 0_2 1 00 0 0 0 0 1
A9.500hteV- 1GeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B9. 0.05- 0.1 2 0 0 0 0 0 0 2
A10. 1GeV～ 5GeV 0 0 0 0 0 0 0 0B10.0.02.-0.05 0 0 0 0 0 0 0 0
All. 5GeV～ 10GeV 0 0 0 0 0 0 0 0 Bll.0,01- 0.02 0 0 0 0 0 0 0 0
A12.10GeV.- 50GeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B12.0.005.-0.01 3 Lo 0 0 0 0 0 3
Al3.50GeV～lOOGeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B13.0.002- 0.005 0 0 0 0 0 0 0 0
A14.lOOGeV～500GeV 0 0 0 0 00 0 0 B14.0.001.-0.002 0 0 0 0 0 00 0













CLO CLl, CL2 CL3 CL4. CL5. CL6. CL7. CL8. CL9. CLIO
図 Q2-261 反 騰 子 ビー ム (現 在 使 用 中 ) ビー ム 長 径 区 分 毎 の 回 答 件 数
cs.ビー ム径(短径)
N17
CSO. CSl. CS2. CS3. CS4. CS5. CS6. CS7. CSB. CS9. CS10.
回Q21262 反 陽 子 ビーム (現 在 使 用 中) ビーム短径 区分 毎 の 回答 件 数
CL.ビーム長径 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 CS.ビーム短径 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計
CLO.特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0 CSO. 特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0
CL1. - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS1. - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL2. 1nm～ 10nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS2. 1nm～ 10nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL3.10mm～100nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS3.10nm～100nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL4.100nm～ ll上m 0 0 0 0 0 0 0 0 CS4,100nm～ lf… 0 0 0 0 0 0 0 0
CL5. 1〃m～ 10〃m 0 0 0 0 0 0 0 0 CS5. 1lLrn～ 10FLrn 0 0 0 0 0 0 0 0
CL6.10lm～100FLm 4 0 0 0 0 0 0 4 CS6.10lLm～100FLm 6 0 0 0 0 0 0 6
CL7.100〃m～ 1mm 1 0 0 0 0 0 0 1 CS7.100/Jm～ 11Ⅷ 1 0 0 0 0 0 0 1
CL8. 1mm～ 1cm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS8. 1mm～ 1cm 0 0 0 0 0 0 0 0






















EO. El. E2, E3. E4. E5. E6. E7. E8 E9.
(TJa･ITlrld)
国 Q 2-264 反幹子ビ-ム(現在 使用 中) 規格 化エミッタンス区分毎 の回答件赦
D.平均ビーム強度(pソsec) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 E.規格化エミッタンス(7=mm .mrad) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
DO. 特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0 EO.特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0
D1. - 6.2×103 1 0 0 0 0 0 0 1 E1.103- 0 0 0 0 0 0 0 0
D2,6.2×103-6.2×104 0 0 0 0 0 0 0 0 E2.102-103 0 0 00 0 0 0 0
D3.6.2xlO4-6,2×105 0 0 0 0 0 0 0 0 E3.101-lo∑ 0 0 0 0 0 0 0 0
D4.6r2×105-6,2×106 0 0 0 0 0 0 0 0 E4. 1-101 3 0 0 0 0 0 0 3
D5.6,2×106-6,2×107 00 0 0 0 0 0 0 E5.lo一l- 1 0 0 0 0 0 0 0 0
D7.6.2×10且～6.2x109 00 0 0 0 0 0 0 E7.10-3-10-' 0 0 0 0 0 0 0 0
D8.6.2×109- 6.2x10)0 1 0 0 0 0 0 0 1 E8.10-→～10~3 1 0 0 0 0 0 0 1
t均.6_2×lO】D～6.2×10l 0 0 0 0 0 0 0 0 E9, -101 2 0 0 0 0 0 0 2
I)10.6.2×101-6.2x10)2 0 0 0 0 0 0 0 0
Dll.6.2×1012-6.2×1013 0 0 0 0 0 0 00
D12.6.2×1013- 6.2x10】▲ 0 0 0 0 0 0 0 0
D13.6,2×10】4-6.2×10Ⅰ5 0 0 0 0 0 0 0 0
D14.6.2×10】5-6.2×1016 0 0 0 0 0 0 00
D15.6.2×10】6-6_2×1017 5 0 0 0 0 0 05
D16.6.2x10]7-6.2xlOl8 0 0 0 0 0 0 0 0




FI F2 F:I F4
518tビ-ム 連■的,(ルスビーム ltルスビーム その他




GO GI G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 G9 GIO Gll G12 G13 G14 G15 G16 G17 G18.619 G20 G21 G22
図Q2-266 反 陽 子 ビーム(現在 使 用 中) ビー ム継 続 時間 区 分毎 の 回答 件 数
F.ビー ム時間構造の型 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計 G.ビーム継続時間 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
F1.連続ビー ム 0 00 0 0 0 0 0 GO.特に指定せず 00 0 0 0 0 0 0
F2.連続的パルスビー ム 5 00 0 0 0 0 5 G1. .- 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
1 00 0 0 0 0 1 G2. 1fs′-10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F4.その他 1 00 0 0 0 0 1 G3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
G4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
G5. lps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G7.100ps～ lns 0 0 0 0 0 0 0 0
G8. 1ns′-10ns 0 0 0 00 0 0 0
G9. 10ns.-loons 0 0 0 0 0 0 0 0
G10.loons- 1/⊥S 0 0 0 0 0 0 0 0
Gll. 1/JS～ 10FLS 0 0 0 0 0 0 0 0
G12.lops-10〃S 00 0 0 0 0 0 0
Gl3.lOOFLS- 1ms 0 0 0 0 0 0 0 0
G14. ln]S～ 10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
G15.10rEIS～100nlS 0 0 0 0 0 0 0 0
G16,looms- 1 S 0 0 0 0 0 0 0 0
G17. l s～ 10 S 0 0 0 0 0 0 0 0
G18.10 S～100 S 0 0 0 0 0 00 0
G19.100 S～ 103S 0 0 0 0 0 0 0 0
G20.103 S～ 104S 0 0 0 0 0 0 0 0




Hノ ルヾス繰り返し(Hz) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計 Ⅰ.パルス幅 (長) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計
HO.特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ0.特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0
H1. - 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ1. - 1fs 0 00 00 0 0 0
H2. 0.1- 1 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H3. i - lOl 0 0 0 0 0 0 0 0 I3. lOfs～100fs 0 00 0 0 0 0 0
H4.lol′-102 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
H5.102- 103 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H6.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H7.104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ7.100ps～ lns 0 00 0 0 0 0 0
H8.105- 106 2 0 0 0 0 0 0 2 IB. 1ns～ 10ns 2 0 0 0 0 0 0 2
H9.106- 00 0 0 0 0 0 0 Ⅰ9. 10ns～100ns 00 0 0 0 0 0 0
Ilo.100ns～ lJLS 0 0 0 0 0 0 0 0
Ill. lILS～ lOFLS 0 00 0 0 0 0 0
Ⅰ12.10′iS～100/Js 0 0 0 0 0 0 0 0
I13,100FLS～ lms 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ14. 1ms～ 10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ15.10ms-10 ms 0 00 00 0 0 0




K.パルス内パンチ数 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計 L.パンチ幅 (長) 秦 原 ここ 物 生 医 そ 合計
KO.特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0 LO.特に指定せず 0 00 0 0 0 0 0
X1. .-10l 2 0 0 0 0 0 0 2 L1, .- 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
x2.101-102 0 0 0 0 0 0 0 0 L2. lfs- 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K3.102-103 0 0 0 0 0 0 0 0 L3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K4.103-101 0 0 0 0 0 0 0 0 L4.100fs～ lps 0 0 0 0 0 0 0 0
X5.104-105 0 0 0 0 0 0 0 0 L5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
X6.105-106 0 0 0 0 0 0 0 0 L6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅹ7.106-107 0 0 0 0 0 0 0 0 L7.loops- l∫ュs 0 0 0 0 0 0 00
K8.107- 0 0 0 0 0 0 0 0 L8, lns～ 10ns 2 0 0 0 0 0 0 2
L9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0




吋 〆 〆4'毒 芸 事 卑
エネルギー 区分
園Q2-267反勝子ビー ム(現在使用中)ビームエネルギーとビー ム強度との相関
エネルギー 区分平均ビー ム強度 -1NeV lNeV 5NeY lONeV20NeV50hleV100ueV200NeV500NeVlGeV 5GeY 1α;eY50GeY10aeV50∝ieVlTeV～ 特に指定5NeV 10NeV20NeV50MeV100NeV200ueV5(氾MeYlGeV 5GeV 10GeV50GeV100GeY50α;eV1TeV せず
～ 6.2x103 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×103- 6.2×101 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0
6.2×104- 6.2×105 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×105- 6,2×106 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×106- 6.2×107 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2X107- 6.2x108 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×108- 6.2×109 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×109- 6.2×1010 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
6.2×10】0- 6.2×10】t 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×1011- 6.2×1012 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0
6.2×10】2- 6.2×1013 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×10ー3- 6.2×1014 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×1014- 6.2×10!5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×1015- 6.2×1016 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×1016- 6.2×1017 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0
6.2×1017- 6.2×1018 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0





回答者数 回答者の研究分野別(人数) ビーム使用形態(件数) 素粒子物理学分野ハドロンスペクトロスコピー
単独 複合
2 素粒子物理学 1 0 0
原子核物理学 1 1 0
エネルギー科学 0 0 0
物質 .材料科学 0
生命科学 0 0 0
医療利用 0 0 0
その他 0 0 0
A以後､分野標記の省略として､以下のものを使 うこともある｡




AO. Al. A2. A3. A4. A5. A6. A7 A8 A9. AIO All A12. A13, A14 A15 A16.
回 Q2-268 反 陽 子 ビー ム (使 用 できてい ない ) エネル ギ - 区 分 毎 の 回 答 件 数
B.エネルギー分解能
BO. BI B2 B3. B4 B5. B6 B7. B8. B9. BIO. Bll. B12, 813. B14. B15.
(△ E/EX)
囲 Q 21269 反 陽 子 ビー ム (使 用 で きて い な い ) エネ ル ギ ー分 解 能 区 分 毎 の 回 答 件 数
A.エネ′レギー 秦 原 i ここ 物 坐 医 そ 合計 a.エネルギー分解能(△E/E:%) 秦 原 二こ 物 I生 E医t そ 合計
AO,特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0 BO. 特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0
A1. - 1MeV 1 0 0 0 0 0 0 1 B1.12.8 -ノ 0 0 0 0 0 0 0 0
A2. 1MeV～ 5MeV 1 0 0 0 0 0 0 1 B2, 6.4 -12.8 0 0 0 !o 0 0 0 0
A3. 5MeV～ 10MeV 1 0 0 0 0 0 0 1 B3. 3.2 - 6.4 0 0 0 0 0 0 0 0
A4. 10MeV～ 20MeV 1 0 0 0 0 0 0 1 B4. 1.6 - 3.2 0 0 0 0 0 0 0 0
A5. 20MeV～ 50MeV 1 0 0 0 0 0 0 1 B5. 0.8 - 1.6 1 0 0 0 0 0 0 1
Å6. 50MeV～100MeV 1 0 0 0 0 0 0 1 B6. 0.4 - 0.8 0 0 0 0 0 0 0 0
A7.100MeV～200MeV 1 0 0 0 0 0 0 1 87. 0.2 --0.4 0 00 0 0 0 0 0
A8.200MeV～500MeV 1 1 0 0 0 0 0 2 B8. 0.1 - 0.2 0 1 0 0 o Jo 0 1
A9.500MeVへ 1GeV 1 1 0 0 0 0 0 2 B9. 0,05- 0.1 0 1 0 0 0 0 0 1
A10. 1GeVへ 5GeV 1 1 0 0 0 0 0 2 B10.0,02- 0.05 0 1 0 0 o 【o 0 1
All, 5GeV～ lOGeV 0 0 0 0 0 0 0 0 Bll.0.01- 0.02 0 0 0 0 o;o 0 0
A12.lOGeV～ 50GeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B12.0.005- 0.01 0 0 0 0o :o 0 0
A13.5α;eV～100GeV 0 0 0 0 00 0 0 B13.0.002- 0.005 0 0 0 0 0 ;0 0 0
All.100GeV～500GeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B14.0.001- 0一002 0 0 0 0 0 0 0 0




CLO. CL1 CL2. CL3. CL4. CL5 CL6. CL7. CL8 CL9. CLIO.
園 Q21270 反 碍 子 ビー ム (使 用 できていない) ビーム 長 径 区分 毎 の 回 答 件 数
cs.ビー ム径(短径)
CSO. CSI CS2. CS3 CS4 CS5. CS6 CS7. CS8. CSg CS10.
圃 Q 2-271 反 陽 子 ビー ム (使 用 できていない) ビー ム短 径 区 分毎 の 回 答 件 数
CL.ビーム長径 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 CS.ビーム短径 秦 原 ｣二 物 坐 医 そ 合計
CLO.特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0CSO. 特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0
CL1. - lorn 0 0 0 0 0 0 0 0 CS1. - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL2. 1mm～ 10nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS2. 1nm～ 10nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL3.10nm～100nm 0 0 0 0 0 0 0 0CS3,10nn】～100nrn 0 0 0 0 0 0 0 0
CL4.100nm- 1fJm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS4.100nm- l〟m 0 0 0 0 0 0 0 0
CL5. 1FLrn～ 10FLm 0 0 0 0 00 0 0 CS5. 1fLm～ 10FLm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL6.10〃m～100fJm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS6.10〃m～100fJm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL7.100FLm～ lnm 0 1 0 0 0 0 0 1 CS7.100FLTn～ 1mm 0 1 0 0 0 0 0 1
CL8. 1mm ～ 1cm 1 1 0 0 0 0 0 2 CS8. l tm- 1cTl 1 1 0 0 0 0 0 2
CL9. 1cm～ 10cm 0 0 0 0 0 00 0 CS9. 1cm～ 10cm 0 0 0 0 0 0 0 0




DO Dl. P2. D3. D4 05. D6. D7. D8 D9 DIO.Dll D12.D13.D14.D15.D16.D17
(p◆/H C)













EilQ 2-273 反申子ビーム(使用できていない) 規格 化エミッタンス区分毎の 回答件 赦
D.平均ビーム強度(pソsec) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 E.規格化エミッタンス(冗m乱 .mrad) l秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
DO. 特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0 EO.特に指定せず 1 0 0 0 0 0 0 1
D1. -6.2×103 0 0 0 0 0 0 0 0 E1.103- 0 0 0 0 0 0 0 0
D2.6.2×103-6.2XlO一 0 0 0 0 0 0 0 0 E2.102-103 0 0 0 0 0 0 00
D3.6.2×104-6.2×105 0 0 0 0 0 0 0 0 E3.10ー～102 0 0 0 0 0 0 0 0
D4.6.2×105-6.2×106 1 0 0 0 0 0 0 1 E4. 1-101 0 1 0 0 0 0 0 1
D5_6.2二XlDも～6.2×107 0 0 0 0 0 000 E5.10ー1- 1 0 1 0 0 0 0 0 1
D6.6.2×107-6.2×10B 0 1 0 0 0 0 0 1 E6.10-2-10-1 0 0 0 0 0 0 0 0
D7,6,2×108-6,2×109 0 1 0 0 0 0 0 1 E7.10-3-lo一≡ 00 0 0 0 0 0 0
D8.6.2)く109-6.2×101 01 0 0 0 0 0 1 E8.10L4-10-3 0 0 0 0 0 0 0 0
D9.6.2X1010-6.2×101 0 00 0 0 0 0 0 E9. -lO-1 0 0 0 0 0 0 0 0
Plo.6.2×10】～6.2×10】2 0 0 0 0 0 0 0 0
D .6.2×1012-6.2×1013 0 0 0 0 0 0 0 0
D12.6.2X1013-6.2×1014 0 0 0 0 0 0 0 0 l
D13.6.2×1014-6.2×1015 0 0 0 0 0 0 0 0
D14.6.2X1015-6.2×101B 0 0 0 0 0 0 0 0
D15.6.2×10】6-6.2)く1017 0 0 0 0 0 0 0 0
D16一6.2×1017-6,2×1018 0 0 0 0 0 00 0




FI F2 F3 F4
3t+ビーム jtk的′tJL･スビーム ItJL･スビーム その他
国 Q21 274 反 醸子 ビーム(使 用できていない) ビーム時間練達の型 区分毎の 回 答件数
G.ビーム継続時間
GO GI G2 G3 (i4. G5 G6 GT G8 69 GIO Gll G12 G13 G14 G15 G16 GlT G18 G19.G20 G21 G22
園 Q2-275 反FI子ビーム(使用できていない) ビーム推横時間区分毎の回答件政
ド.ビー ム時間構造の型 秦 原 コ二 物 坐 医 そ 合計 G.ビーム継続時間 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
Fl.連続ビー ム 0 1 0 0 0 0 0 1 GO.特に指定せず 1 0 ｡ l0 0 0 0 1
F2.連続的パ′レスビー ム 0 0 0 0 0 0 0 0 G1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
1 0 0 0 0 0 0 1 G2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F4.その他 0 0 0 0 0 0 0 0 G3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
G4.100fs～ lps 0 0 0 0 0 0 0 0
G5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 00 0
G6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G7.lOOps～ lns 0 0 0 0 0 00 0
G8. 1ns～ 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
G9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0
GlO.lOOns～ lfLS 0 0 0 0 0 0 0 0
Gll. 1〃S～ 10f⊥S 0 0 0 0 0 00 0
G12.10f⊥S～100/⊥S 0 0 0 0 0 0 0 0
G13.100ILS～ lms 0 0 0 0 0 0 0 0
G14. 1Ⅱ】S～ 10rns 0 0 0 0 0 0 0 0
G15.10ms′-looms 0 0 0 0 0 0 0 0
G16.looms.- l s 0 0 0 0 0 0 0 0
G17. 1 S～ 10 S 0 0 0 0 0 00 0
G18.lo §-loo s 0 0 0 0 0 0 0 0
G19.100 S～ 103S 0 0 0 0 0 0 0 0
G20.103S～ 104S 0 0 0 0 0 00 0




H.パルス繰 り返し(Hz) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計 Ⅰ.パルス幅 (長) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
HO.特に指定せず 1 0 0 0 0 0 0 1 Ⅰ0.特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0
tn. ～ 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 ll. - 1fs 00 0 0 0 0 0 0
H2. 0.1- 1 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ2. 1f5- 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H3. 1 - lot 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H4.101- 102 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
H5.102- 103 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H6.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H7.104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ7.loops- 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
H8.105- 106 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ8. 1n5- 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
H9.106- 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ10.loons- 1FLS 0 0 0 0 0 0 0 0
ill. 1〃S～ 10〟S 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ12.lo′ls-10〝S 0 0 0 0 0 0 0 0
I13.100FLS～ l DS 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ14. lms～ 10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ15.10ms～100ms00 0 0 0 0 0 0
Ⅰ16.loo ms- 1S00 0 0 00 0 0
J.パルス強度
K.パルス内パンチ敢 L.パンチ幅
Kパルス内パンチ数 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 L.パンチ幅 (長) 莱 原 エ 初 生 医 そ 合計
Ⅹ0.特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0 LO.特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0
K1 . -101 0 0 0 0 0 0 0 0 L1. .- 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K2.10L～102 0 0 0 0 0 0 0 0 L2. 1fs′-10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
X3.102-103 0 0 0 0 0 0 0 0 L3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K4.103-104 0 0 0 0 0 0 0 0 L4.100fs～ lps 0 0 0 0 0 0 0 0
K5.104-105 0 0 0 0 0 0 0 0 L5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
K6.105-106 0 0 0 0 0 00 0 L6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
K7.106-107 0 0 0 0 0 0 0 0 L7.loops- 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅹ8.107- 0 0 0 0 0 0 0 0 L8. 1ns.-10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
L9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0





エネルギー 区分平均ビーム強度 ～lMeV 1〟eV 5㍊eV ユ0∬eV20〟eV 50〟eVlOO朋ey 1GeV 5GeV 1∝;eV50GeV100GeV50∝eV1TeV～ 特に
指定
5hleV 10NeV20NeV50NeVlOONeV200NeV500NeV 1GeV 5GeV 1α;eV5∝;eV100GeV500GeV 1TeV せず
～ 6.2×103 0 0 00 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0
6.2)く103- 6.2x104 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 0 0 0 0 0
6.2x104- 6.2×105 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×105- 6.2×106 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0
6.2×106- 6.2×107 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0
6.2×ユ07- 6.2×108 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0
6.2×108- 6.2×109 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0
6.2×109- 6.2×1010 0 00 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0
6.2×1010- 6.2×101) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×10u～ 6.2×1012 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6,2×1012- 6,2X1013 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0
6.2×1013- 6.2×10Ⅰ4 0 0 Eo 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×1014- 6.2×10】5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×1015- 6.2×10Ⅰ6 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×10】6- 6.2x1017 0 0 ≧o守 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 §o】 0
6.2x1017- 6.2xlOlB 0 E o 0 0 0r 0 0 0 1.0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×10]8- 0 0 0 0 0 0 0 lo ヨ o 0 0 0 0 0 0 00
特に指定せず 0 い 十】0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 o～i0 0




回答者数 回答者の研究分野別(人数) ビー ム使用形態(件数) 素粒子物理学分野Higgssearch
単独 複合 反物質の生成と性質の研究
10 素粒子物理学 7 6 0
原子核物理学 3 2 0
エネルギー科学 0 0 0
物質 .材料科学 0 0
生命科学 0 0 0
医療利用 0 0 0
その他 0 0 0
A以後､分野標記の省略として､以下のものを使うこともある｡




AO. Al. A2. A3. A4. A5. A6. A7. A8. A9. A10, All. A12. A13. A14 A15. A16.
回 Q2-277 反 陽 子 ビー ム (将 来 使 用 したい) エネル ギ ー 区 分 毎 の 回 答 件 数
B.エネルギー分解能
BO. BI B2, 83. B4. B5. B6 B7. B8. B9 BIOBll. B12. B13. B14. B15.
(AE/En
図 Q 2-278 反 陽 子 ビ- ム (将 来 使 用 したい) エネル ギ ー分 解 能 区分 毎 の 回 答 件 数
A.エネルギー 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 B.エネルギー分解能(△E/E:%) 秦 原 こ 物 坐 医 そ 合計
AO.特に指定せず 0 0 00 0 0 0 0 BO. 特に指定せず 2 0 0 0 0 0 0 2
A1. - 1MeV 2 0 0 0 0 0 0 2 B1.12.8 - 0 0 0 0 0 io 0 0
A2. 1MeV～ 5MeV 0 0 00 0 0 0 0 B2. 6.4 -12.8 0 0 0 0 0 0 0 0
A3. 5MeV～ 10MeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B3. 3.2 .- 6.4 0 0 0 0 0 0 0 0
A4. 10MeV～ 20MeV 1 1 0 0 0 0 0 2 B4. 1.6 ～ 3.2 00 0 0 0 0 0 0
A5, 20MeV～ 50MeV 1 1 0 0 0 0 0 2 B5. 0.8 - i.6 0 0 0 0 0 0 0 0
A6. 50MeV～100MeV 1 1 0 0 0 0 0 2 B6. 0.4 - 0.8 0 0 0 0 0 0 0 0
A7.100MeV～200MeV 1 1 0 0 0 0 0 2 B7. 0.2 ′-0.4 0 0 0 0 0 0 0 0
A8.200MeV～500MeV 1 2 0 0 0 0 0 3 B8. 0.1 .-0.2 1 1 0 0 0 0 0 2
A9.500㍍eVへ 1GeV 1 2 0 0 0 0 0 3 B9. 0.05- 0.1 2 2 0 0 0 0 0 4
A10. 1GeV′- 5GeV 2 3 0 0 0 0 0 5 B10.0.02.-0.05 0 1 0 0 0 0 0 1
All. 5GeV- 1tにeV 2 2 0 0 0 0 0 4 Bll.0.01～ 0.02 0 0 0 0 0 0 0 0
A12.lOGeV～ 50GeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B12.0.005.-0.01 0 0 0 0 0 0 0 0
A13.50GeV～lOOGeV 0 0 0 0 0 0 0 0 B13.0.002′-0.005 0 0 0 0 0 0 0 0
Al4t100GeV～50(氾eV 0 0 0 0 0 0 0 0 B14.0.001′-0.002 1 1 0 0 0 0 0 2




CLO. CLl. CL2. CL3. CL4. CL5. CL6. CL7. CL8. CL9. CL10.
回Q2-279 反井手 ビーム(群集使用 したい) ビーム長径 区分 毎 の回答特赦
CS.ビーム径(短径)
CSO. CSI CS2. CS3. CS4. CS5. CS6. CS7. CS8. CS9 CSIO.
図 Q2-280 反陽子 ビーム(将来使用したい) ビーム短径区分 毎 の回答件故
CL.ビーム長径 秦 原 ここ 物 坐 医 そ 合計 CS.ビーム短径 莱 原 - i物 生 Ⅰ医 そ 合計
CLO.特に措定せず 3 1 0 0 0 0 0 4 CSO. 特に指定せず 3 1 0 0 0 10 0 4
CL1. - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS1. .- 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL2. 1rm～ 10nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS2. 1mm～ 10nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL3.lOnTt)～lOOnm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS3.10n一口～100mm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL4.lOOnm～ lFLTtl 0 0 0 0 0 0 0 0 CS4.lOOnT1]～ lILm 0 0 0 !o 0 0 00
CL5. 1FLm～ 10/Jm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS5. 1〃m～ 10人▲m 0 0 0 0 0 0 0 0
CL6.10ノJm～100〃m 1 1 0 0 0 0 0 2 CS6.10〃m～100〃m 1 2 0 0 o～o 0 3
CL7.100Jm- 1rn1 4 2 0 0 0 0 0 6 CS7.100FLm～ l rnrn 3 2 0 0 0 0 0 5
CL8. 1 mJTl～ 1cm 0 1 0 0 0 0 0 1 CS8. 1mm- 1C一口 0 0 0 0 0 0 0 0




00 DI D2 03 D4 D5 D6. D7 D8 09 010. Dll D12 ロ13 ロ14 D15. D16 017
(p'/.lC)
固 Q 2- 281 反 払子 ビー ム (市 来使 用 したい) 平 均ビーム強 度 区分 毎の 回書件 政
E.規格化エミッタンス
EO. El. E2. E3. E4. E5. E6. E7. t:8.
囲 Q2-282 反陽子 ビーム(将 来 使用 したい) 規格化エミッタンス区分 毎 の 回答件 数
E9,
(汀 l■ .ITlrAd)
D.平均ビーム強度(pソsec) 秦 原 エ 物 生 医 そ 合 計 E.慧 -:Jaf,ンス{素F 原 エ 初 坐 医 巨 合計
rx). 特に指定せず 2 0 0 0 0 0 0 2 EO.特に指定せず 3 1 0 0 0 0 0 4
D1. - 6.2x103 0 0 0 0 0 0 0 0 E1.103- 0 0 0 0 0 0 0 0
D2.6.2×103- 6,2)く10一 0 0 o Jo 0 0 0 0 E2.102-103 Jo 0 0 0 0 0 0 0
D3,6,2×10一～ 6.2×105 1 0 0 0 o Fo 0 1 E3.101-102 0 0 0 0 0 0 0 0
D4_6_2x105- 6.2×106 1 1 0 0 0 0 0 2 E4. 1-10Z 1 1 0 0 0 0 0 2
D5.6.2×106- 6.2×107 1 1 0 0 0 0 0 2 E5.10-l- 1 1 1 0 0 0 0 0 2
D6.6.2×107- 6.2×108 1 2 0 0 o ヨo 0 3 E6.10-2-10-】 0 0 0 0 0 0 0 0
D7_6_2×10月～ 6,2×109 0 1 0 ㌔o 0 0 0 1 E7.10-3-10-' 0 0 0 0 0 0 0 0
D8.6.2:く109- 6.2×1010 1 1 0 0 0 0 0 2 E8.10-4-10-3 0 0 0 0 0 0 0 0
n9.6_2×10ー0- 6,2×10】1 0 0 0 0 0 0 0 0 E9. - 10~4 0 0 0 0 0 0 0 0
r)10.6.2×101Ⅰ～ 6.2x10】2 0 0 0 lO 0 0 0 0
r)ll_6_2×1012- 6.2x10】3 1 1 0 0 0 0 0 2
r)12.6.2×1013- 6.2×10】ヰ 0 0 0 0 o ヨo 0 0
r)13_6,2×10】4- 6.2×1015 1 0 o Eo o ヨo 0 1
n14_6_2×1015- 6.2×1016 0 0 o 【o 0 0 0 0
r)15.6_2×1016- 6.2×1017 o forolo 0 0. 0 0
















… FL ム 壬… ′くFlスビ_ム ′りレ三を-ム そ諾 地





GO GI G2 G3 G4 G5 (;6 GT G8 G9. GIO Gil G12 G13 G14 6 15 G18 617 G18 G19 G20 G21 6221
回Q2-284 反 碍子 ビーム(将来使 用したい) ビーム#続 時間 区分毎の回答件赦
ド.ビー ム時間構造の型 秦 原 ここ 物 坐 医 そ 合計 G.ビーム継続時間 秦 原 こし 初 坐 医 そ 合計
Fl,連続ビー ム 6 3 0 0 0 0 0 9 GO.特に指定せず 3 0 0 0 0 0 0 3
F2.連続的パルスビー ム 2 0 0 00 0 0 2 G1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
1 0 0 0 0 0 0 1 G2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 'o 0 0
F4.その他 0 0 0 0 0 0 0 0 G3. 10fs.～100fs 0 0 0 0 00 0 0
G4.100fs～ lps 0 0 0 lO 0 0 0 0
G5. 1psへ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G6. 10ps～100ps 0 0 00 0 0 0 0
G7.loops- 1ns 0 0 0 00 00 0
GB, lns～ 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
G9. 10ns.-loons 0 0 0 0 0 0 0 0
G10.loons.- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
Gll. 1〃S～ 10〝S 0 0 0 0 0 0 0 0
G12.lOIJS～100FLS 0 0 0 0 0 0 0 0
G13.100〟S～ 1ms 0 0 0 0 0 0 0 0
G14. 1ms～ 10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
G15.10ms-10 ms 0 0 0 0 0 0 0 0
G16.100TnS～ l s 0 0 0 0 0 0 0 0
G17. l s～ 10 5 2 1 0 0 0 0 0 3
G18.10 S～100 S 0 0 0 0 0 0 0 0
Gl9.lOO s～ 103S 1 0 0 0 00 0 1
G20.103S～ 104S 1 1 0 00 0 0 2




H.パルス繰り返し(Hz) 秦 原 ここ 初 坐 医 そ 合計 Ⅰ.パルス幅 (長) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
HO.特に指定せず 1 0 0 0 0 0 0 1 Ⅰ0.特に指定せず 1 0 0 0 0 0 0 1
H1. - 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 Il. ～ lfs 00 0 0 0 0 0 0
H2. 0.1- 1 0 0 0 0 0 0 0 0 I2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H3. 1 - 101 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H4.lol′- 102 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ4.100fs～ lps 0 0 0 0 0 0 0 0
H5.102- 103 0 0 0 0 0 0 0 0 I5. 1ps～ lOps 0 0 0 0 0 0 0 0
H6.103′- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H7.lot- lob 0 0 0 0 0 0 0 0 I7.100ps～ lns 0 0 0 0 0 0 0 0
H8.105- 106 0 0 0 0 0 0 0 0 IB. lns～ lOns 0 0 0 0 0 0 0 0
H9.106- 0 0 00 0 0 0 0 Ⅰ9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ10.100ns～ 1f⊥S 00 0 0 0 0 0 0
Ill. lFES～ lOFLS 0 0 0 0 0 0 00
I12.10f上S～100FLS 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ13.100FLS～ lms 0 0 0 0 0 0 00
Ⅰ14. 1tns～ 10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ15.10ms～100ms 0 0 0 0 0 0 0 0






Ⅹノ ルヾス内パンチ数 秦 原 ここ 物 坐 医 そ 合計 L.パンチ幅 (長) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
KO,特に指定せず 1 0 0 0 0 0 0 1 LO.特に指定せず 1 0 0 0 0 0 0 1
K1. -101 0 0 0 0 0 0 0 0 L1. -一1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
x2.10Z～102 0 0 0 0 0 0 0 0 L2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
X3.102-103 0 0 0 0 0 0 0 0 L3. 10fs.-100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K4.103-10一 0 0 0 0 0 0 0 0 L4.100fs- lps 0 0 0 0 0lO 0 0
K5.104-105 0 0 0 0 0 0 0 0 L5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
K6.lo§-loも 0 0 0 0 0 0 0 0 L6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
K7.106-107 0 0 0 0 0 0 0 0 L7.loops- 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
K8.107- 0 0 0 0 0 0 0 0 L8. 1ns～ 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
L9. 10ns～lOOns 0 0 0 0 0 0 0 0





エネルギー 区分平均ビー ム強度 -1NeV1旭eV 5NeV 10NeV 20MeV50NeV10hleV200NeV500HeVlGeY 5GeV lOGPY5∝;eYlOOGeV500CeVlTeV～ 特に指定
5MeV lONeV20MeV50NeV100NeV200MeV500NeV lGeV 5GeV 1∝;eV50GeY100GeV50∝eVlTeV せず
～ 6.2×103 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×103- 6.2×104 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×104- 6.2×105 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×105- 6.2×106 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 00 0 0 0
6.2×106- 6.2×107 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0
6.2×107- 6.2×108 0 0 喜0 0 0 0 0 1 1 3 2 0 0 0 0 0 0
6.2×108- 6.2×109 0 o io 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0
6.2×109- 6.2×1010 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 !oi 0
6.2×1010- 6.2×101】 0 o )o 0 0 0 0 0300 0 0 0 0 oio 0
6.2×101王～ 6,2×10】2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×101才～ 6,2×1013 0 0 0 2 2 2 2 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0
6.2×1013- 6.2×10】4 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0
6.2×1014- 6.2x1015 1 0 0 0 0 0 0 0h 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×1015- 6.2×1016 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×10】6- 6.2x1017 0 0 lo】 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 i0 0
6.2×1017- 6.2×10】8 0 io をo 0 0 0 0 oh 0 0 0 0 0 0 0 l 0






のいずれでも原子核物理学での使用 (要望)が多い｡また､②においては､物質 ･材料科学で (使
いたいが)使えていない状況が見える｡
表-Q2-18不安定原子核ビーム使用の研究分野別分類および使用形態
回答者数 回答者の研究分野別人数(重複回答有) ビーム使用形態 (件数)単独 複合
①現在使用中の不安定原子核ビーム 21 素粒子物理学 1 1 0
原子核物理学 17 20 2
エネルギー科学 0 0 0
物質 .材料科学 1 1
生命科学 0 0
医療利用 1 1 0
その他 1 1 0
②現在 (使用したいが)使用できていな 不安定原子核ビーム 19 素粒子物理学 0 0 0
原子核物理学 8 10 0
エネルギー科学 0 0 0
物質.材料科学 9 7 1
生命科学
医療利用 1 1 0
その他 1 1 0
③将来使用したい不安定原子核ビーム 19 素粒子物理学 1 1 0
原子核物理学 14 15 3
エネルギー科学 0 0 0
物質.材料科学 2 1 1
生命科学 1 1














エネルギー範囲 素粒子物理学 原子核物理学 エネルキ寸-科学 物質 .材料科学
① ② ③ (p ② ③ ① ② ③ ① ② ③
特に指定せず 0 07002 1 000 0 2 1
(*) - 1 0 0 0 5 0 4 000 0 3 0
(*) 1- 2 0 0 1 3 2 2 00002 0
(*) 2- 4 1 01 3 4 4 000 1 1 0
(*) 4- 8 1 0 1 2 4 7 0001 1 1
(*) 8- 16 1 0 1 2 4 4 0 0 0 1 2 0
(*) 16- 32 1 01 2 2 4 00 01 1 0
(*) 32- 64 0 0 010 2 3 0 000 1 0
(*) 64- 128 0 0 0 9 3 5 00 00 00
(*)128- 256 0 0 0 4 0 7 0 0 0 0 0 0
(*)256- 512 0 0 0 4 07 00 0 0 0 0
(*)512- 1GeV/u 0 00 2 07 00 0 0 00
1GeV/u- 2GeV/u 0 00 00 2 0 0 0 0 00
2GeV/u～ 4GeV/u 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4GeV/u～ 8GeV/u 000 0 0 0 00 0 00 0
8GeV/u～16GeV/u 00 01 oFo 00 00 00
16GeV/u～ 00 0 1 0 0 0 0000 0
エネルギー範囲 生命科学 医療利用 その他 合 計
① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③
特に指定せず 0 00 0 01 00 0 04 3
(*) - 1 0 0 0 0 0 00 1 0 5 4 4
(辛) 1- 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 3 5 3
(*) 2- 4 0 0 000 0 01 0 5 6 5
(*) 4- 8 0 0 00 00 0 1 0 4 6 9
(*) 8- 16 00 0 0 00 01 0 4 7 5
(*) 16- 32 0 0 0 0 0 0 0 1 0 4 4 5
(*) 32- 64 0 0 0 00 0 0 0 0 10 3 3
(*) 64- 128 00 1 0 1 0 1 0 0 10 4 6
(*)128- 256 0 0 1 0 1 0 00 0 4 1 8
(*)256- 512 0 0 1 1 1 0 0 0 0 5 1 8
(*)512- 1GeV/u 0 0 1 0 1 0 0 0 0 2 1 8
1GeV/u- 2GeV/u 0 0 0 0 0 00 0 0 00 2
2GeV/u～ 4GeV/u o fo 0 0 0 00 0 0 0 0 0
4GeV/u～ 8GeV/u 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00



























回答者数 回答者の研究分野別 ビーム使用形態(件数) 素粒子物理学分野 原子核物理学分野ベクトル流保存則検証 陽子クラスターノックアウト反応
単独 l複合 原子核物理学分野 陽子過剰核の核子密度分布
21 素粒子物理学 1 1 0 7Be 物質 .材料科学分野
クーロン分解反応による天休核反応の研究 金属中ナイ トシフトと電子構造
原子核物理学 17 20 2 医療利用分野
ハイパー核ビ-ム 自己放射化




生命科学 0 0 0 中性子スキン
天休核反応率の直接軌定
医療利用 1 1 0 不安定核の光学ポテンシャル
不安定核の密度分布
その他 1 1 0 不安定核構造の研究
A以後､分野標記の省略として､以下のものを使 うこともある｡




AO. Al A2. 人3 A4. 人5. 人6 人7. A8 A9 AIO. All.A12. 人13, A14 A15. A16.
(H●∨/∪)
園 Q2-286 不 安 定 横 ビーム (現 在 使 用 中 ) エネル ギ ー 区分毎 の 回 答 件 数
8.エネルギー分解能
BO. BI B2. B3. B4. B5. B6, 87. B8. B9. BIO. Bll. B12. B13 B14. B15
(△∈/EI)
囲 Q 2-287 不 安 定 核 ビーム (現 在 使 用 中 ) エネル ギ ー 分 解 能 区分 毎 の 回 答 件 数
A.エネルギ-(MeV/u) 秦 原 ここ 物 坐 医 そ 合計 B.エネルギー分解能(△E/E:%) 秦 原 ここ 】物 隻 医 そ 合計
AO. 特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0 BO. 特に指定せず 0 ll 0 0 0 0 0 ll
A1. - 1 0 5 0 0 0 0 0 5 B1.12.8 ～ 01 0 0 0 0 0 1
A2. 1 - 2 0 3 0 0 0 0 0 3 B2. 6.4 -12.8 0 0 0 0 0 !o 0 0
A3_ 2 - 4 1 3 0 1 0 0 0 5 B3. 3.2 - 6.4 0 0 0 0 0 0 0 0
A4. 4 - 8 1 2 0 1 0 0 0 4 B4. 1.6 - 3.2 0 2 0 0 0 0 0 2
A5. 8 - 16 1 2 0 1 0 0 0 4 B5. 0.8 - i.6 0 5 00 0 0 0 5
A6. 16 -32 1 2 0 1 0 0 0 4 B6. 0.4 - 0.8 0 1 0 0 0 0 0 1
A7.32 -64 0 10 0 0 0 0 0 10 B7. 0.2 ～ 0.4 0 0 0 0l 0 0 0 0
A8.64 -128 0 9 0 0 0 0 1 10 B8. 0.1 - 0.2 0 0 0 0 0 0 0 0
A9_128 -256 0 4 0 0 0 0 0 4 B9. 0.05- 0.1 0 0 0 0 0 0 1 1
0 4 0 0 0 1 0 5 B10.0.02- 0.05 0 0 0 0 0 0 0 0
0 2 0 0 0 0 0 2 Bll.0.01- 0.02 0 0 0 0 0 0 0 0
A12. 1GeV/u- 2GeV/'U 0 0 0 0 0 0 00 B12.0.005- 0.01 0 0 0 ∈o 0 0 0 0
A13.2GeV/U～ 4Gelソu 0 0 0 0 0 0 0 0 B13.0.002- 0.005 0 0 0 0 0 0 0 0
A14_4GeV/u～ 8GeV/U 0 0 0 0 0 0 00 B14.0.001- 0.002 0 0 0 0 0 ト0 0 0





















cso. csl. CS2 CS3 CS4. CS5 CS6. CS7. CSB. CS9 CSIO
図Q2-289 不 安 定 核 ビーム (現 在 使 用 中) ビーム短径 区 分毎 の 回答 件 数
CL.ビーム長径 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 CS.ビーム短径 秦 原 二⊂ 物 坐 医 そ 合計
CLO.特に指定せず 0 7 0 0 0 0 0 7 CSO. 特に指定せず 0 7 0 0 0 0 0 7
CL1. - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS1. - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL2. 1nm～ 10nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS2. 1nm～ 10nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL3.10nm～lOOnn] 0 0 0 0 0 0 0 0 CS3,10rln]～100nrtl 0 0 0 0 0 0 0 0
CL4.100nm- 1fJm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS4.100nm～ lf⊥m 0 0 0 0 0 0 0 0
CL5. lf⊥m～ 10/Jm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS5. 1prn～ 10JLm 0 0 0 0 0 0 0 0
CLG.lOLm～100lLm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS6.10FLTn～100FLrn 0 0 0 0 0 0 0 0
CL7.100pm～ 1m 0 1 0 0 0 0 0 1 CS7.100FLn]～ 1m 0 1 0 0 0 0 0 1
CL8. 1rDm～ 1cm 1 7 0 1 0 0 1 10 CS8, 1mm～ 1cm 1 5 0 1 0 1 1 9




DO DI D2. D3 D4. D5 D6 D7 D8 D9 DIO Dll D12 D13 D14 D15. D16 017
(lOn■/tee)
囲 Q2-290 不安 定 核 ビー ム (現在 使 用 中) 平 均 ビーム 強 度 区分毎 の 回答 件 数
E.規格化エミッタンス




D.平均ビーム強度(ions′sec) 秦 原 二一二 初 坐 医 そ 合計 E.規格化エミッタンス(7TmnL.mrad) 素 原 コ_ 物 坐 医 そ 合計
TX). 特に指定せず 0 1 0 0 0 0 0 1 EO.特に指定せず 0 12 0 0 o !1 0 13
D1. - 6.2×103 0 8 0 0 0 0 1 9 E1.103- 0 0 0 0 0 0 0 0
r)2.6_2x103- 6.2×104 1 12 0 1 0 0 0 14 E2.102-103 0 3 0 0 0 0 0 3
D3,6.2×10一～ 6.2×105 0 9 0 0 0 0 0 9 E3.101-102 1 3 0 1 0 0 0 5
D4.6.2×105- 6.2×106 1 9 0 1 0 1 0 12 E4. 1-10】 0 2 0 0 0 0 1 3
D5.6.2×106- 6.2×107 0 2 0 0 0 0 0 2 E5.lo一l- 1 0 3 0 0 0 0 0 3
D6.6.2X107- 6.2×108 0 1 0 0 0 0 0 1 E6.10ー2-10~1 0 1 0 0 0 0 0 1
D7,6.2×108- 6.2×109 0 2 0 0 0 0 0 2 E7.10~3-10u2 0 0 0 0 0 0 0 0
D8.6_2×109- 6.2×1010 0 1 0 0 0 0 0 1 E8.10~4-10~3 0 0 0 0 0 0 0 0
D9.6.2×10】0- 6.2×101 0 1 0 0 0 0 01 E9. -101 0 0 0 0 0 0 0 0
Plo.6,2×10】1- 6.2×1012 0 1 0 0 0 0 0 1
I)ll.6.2×1012- 6.2×10】3 0 1 0 0 0 0 0 1
D12.6.2×1013- 6.2×10】一 0 1 0 0 0 0 0 1
D13,6.2×101一～ 6.2×10】5 0 1 0 0 00 0 1
D14.6.2×1015- 6.2×1016 0 1 0 0 0 0 0 1
r)15.6.2×1016- 6,2×1017 0 1 0 0 0 0 0 1
D16.6.2×10】7- 6.2×101且 0 1 0 0 0 0 0 1
D17.6.2x10】8- 0 1 0 0 0 0 0 1









国 Q2-292 不安定核ビーム(現在使用中) ど-ム時rF'l補遺の型区分毎の回答件数
GO Gl. G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8. G9 GIO GllG12.G13GlA G15 G16 G17 G18 G19 G20 621G22
回Q2-293 不安 定核ビーム (現 在 使 用 中) ビーム継 続 時間 区分 毎 の 回答 件 数
F.ビー ム時間構造の型 秦 原 コニ 初 坐 医 そ 合計 G.ビーム継続時間 秦 原 エ 初 生 医 そ 合計
Fl.連続ビー ム 1 5 0 1 0 0 0 7 GO.特に指定せず 0 13 0 0 0 0 0 13
F2.連続的パルスビー ム 0 15 0 0 0 0 1 16 G1. - 1fs 0 0 0 00 0 0 0
1 6 0 1 0 1 0 9 G2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F4.その他 00 0 0 0 0 0 0 G3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
G4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
G5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G7.loops- 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
G8. 1ns～ 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
G9. 10ns′-loons 0 0 0 】o 0 0 0 0
G10.loons- 1/Js 0 0 0 0 0 0 0 0
Gil. lFLS～ lOJIS 0 0 0 0 0 0 0 0
G12.10〝S～100/Js 0 0 0 0 0 0 0 0
G13.100FLS- 1rns 0 0 0 0 0 0 0 0
G14. 1ms′-lo拍s 0 0 0 0 0 0 0 0
G15.10ms～100ms 0 0 0 0 0 0 0 0
G16.looms- 1 S 1 1 0 1 00 0 3
G17. 1 S～ 10 S 1 1 0 1 0 1 0 .1
G18.10 S～100 S 0 0 0 0 0 0 0 0
G19.100 S～ 103 S 01 0 0 0 0 0 1
G20.103S～ 104 S 03 0 0 0 0 1 4




Hノ ルヾス繰 り返し(Hz) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 Ⅰ.パルス幅 (長) 秦 原 ここ 物 坐 医 そ 合計
HO.特に指定せず 0 3 0 0 0 0 0 3 Ⅰ0.特に指定せず 0 4 0 0 0 0 0 4
〃1. - 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 I1. - 1fs 0 00 0 0 0 0 0
H2. 0.1- 1 0 0 0 0 0 1 0 1 Ⅰ2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H3. 1 - 101 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ3. 10fs.-100fs00 0 0 0 0 0 0
H4.101- 102 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
H5.102- 103 0 2 0 0 0 0 0 2 Ⅰ5, 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H6.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 I6. lOps～lOOps 0 0 0 0 0 0 0 0
H7.lot.-105 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ7.loops- 1ns 0 0 0 0 0 0 00
H8.105- 106 0 iO 0 0 0 0 0 0 Ⅰ8. 1ns～ 10ns 0 0 0 0 0 0 1 1
H9.loも- 0 0 0 0 0 0 1 1 Ⅰ9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0
Ilo.lOOns～ lFLS 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ11. 1/Js～ 10/Js 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ12.lops-100′▲S 0 0 0 0 0 0 0 0
I13.100FLS- 1ms 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ14. 1m5- 10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ15.10ms～100ms 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ16.looms- 1 S 0 0 0 0 0 0 0 0
J.パルス強度
K.パルス内パンチ数 L.パンチ幅
Ⅹノ ルヾス内パンチ数 素 原 ここ 初 坐 医 そ 合計 L./ミンチ幅 (長) 秦 原 コニ 物 坐 医 そ 合計
Ⅹ0.特に指定せず 0 2 0 0 0 0 0 2 LO.特に指定せず 0 1 0 0 0 0 0 1
X1. -10L 0 0 0 0 0 0 0 0 L1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K2.101-102 0 0 0 0 0 0 0 0 L2. 1fs～ lOfs 0 0 0 0 0 0 0 0
K3.102-103 0 0 0 0 0 0 0 0 L3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K4,103-104 0 0 0 0 0 0 0 0 L4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
K5.104-105 0 0 0 0 0 0 0 0 L5. lps.～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
X6.105-106 0 0 0 0 0 0 0 0 L6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
K7.106-107 0 0 0 0 0 0 0 0 L7.loops- 1ns 0 1 0 0 0 0 01
X8.107- 0 0 0 0 0 0 0 0 L8. 1ns～ 10ns 0 0 0 0 0 0 00
L9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 00




∴ lNeV/u 2-eV′u 4以eV′u 8NeV/u16NeV/u32NeY/u 64yeY/u 128yeY/u 256yey/u 512yeV/u lGeV′u 2GeV/u 4GeV/l 8GeV′u16GeV/u特に掃1-eV/u 2M 4H 8- / 1蝕 ′ 32 ′ 64yV 128Hy 256一 512比 G 2 / 4 8 ′u16 / 定せず
～ 6.2×103 2 3 1 0 1 1 4 6 3 1 2 0 0 0 0 0 0
6.2X103- 6.2x104 0 1 4 4 4 4 8 8 3 1 2 0 0 0 0 0 0
6.2×104- 6.2×105 0 1 0 0 1 1 7 8 3 1 2 0 0 0 0 0 0
6.2×105- 6,2×106 1 1 3 3 3 3 4 5 2 2 2 0 0 0 1 1 0
1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0
6.2×107- 6,2x105 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0
6.2×109-6.2×109 1 】o 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0
6.2×101- 6.2×1012 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0
6.2×lOⅠ3- 6.2×1014 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0
6.2〉く10 15- 6,2)く1016 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0





回答者数 回答者の研究分野別(人数) ビーム使用形態(件数) 原子核物理学分野核モーメント測定
単独 複合 重イオン反応での核偏極機構
19 素粒子物理学 0 0 0 中性子ハローの研究
原子核物理学 8 10 0 不安定核の密度分布
エネルギー科学 0 0 0 物質 .材料科学分野
物質 .材料科学 9 7 1 RIインプラントによる標識化合物製造
生命科学 0 0 0 核物性
医療利用 1 1 0 結晶中電場勾配
その他 1 1 0 その他
不安定核ビー ム発生技術の開発
A以後､分野標記の省略として､以下のものを使 うこともある｡
素･-素粒子物理学 原-原子核物理学 エ･･･エネルギー科学 物-物質 ･材料科学 生.･生命科学 医･･･医療利用 そ-そ の他
-3 0 7 -
この真は②使用できていない不安定核ビー ムのデ一ー夕を示しています｡
A.エネルギー
AO Al, A2 A3. A4 A5. A6. A7. A8. A9, AIO. All. A12. A13. A14, A15. A16.
周Q2-295 不安定横ビーム(使用できていない) エネルギー区分毎の回答件数 (NeV/LI)
B.エネルギー分解能
BO. BI B2. B3 B4 B5. B6 87. B8. B9. BIO. Bll B12, B13. B14. B15.
(AE/E:I)
園Q2-296 不安定核ビーム(使用できていない) エネルギー分解能区分毎の回答件数
A.エネルギー(MeV/u) 秦 原 ここ 初 隻 医 そ 合計 B.エネルギー分解能(△E/E:%) 秦 原 ここ 物 坐 医 そ 合計
AO. 特に指定せず 0 2 0 2 0 0 0 4 BO. 特に指定せず 0 3 0 2 0 0 1 6
Al_ - 1 0 0 03 0 0 1 4 B1.12.8 - 0 0 0 0 0 0 0 0
Å2. 1 .- 2 0 2 0 2 0 0 1 5 B2. 6.4 -12.8 00 0 0 0 0 0 0
A3. 2 - 4 0 4 0 1 0 0 1 6 B3. 3.2 - 6.4 0 0 0 0 0 0 0 0
A4. 4 -.8 0 4 0 1 0 0 1 6 84. 1.6 - 3,2 0 1 0 0 0 1 0 2
A5. 8 - 16 0 4 0 2 0 0 1 7 B5. 0.8 - 1.6 0 1 0 1 0 1 0 3
A6. 16 -32 0 2 0 1 0 0 1 4 B6. 0.4 - 0.8 0 0 0 0 0 1 0 1
A7. 32 -64 10 2 0 1 0 0 0 3 B7. 0.2 .-0.4 0 0 0 0 0 0 0 0
A8_ 64 -128 0 3 0 0 0 1 0 4 B8. 0.1 - 0.2 0 2 0 0 0 0 0 2
A9.128 -256 0 0 0 0 0 1 0 1 B9. 0.05- 0,i 0 0 0 1 0 0 0 1
0 00 0 0 1 0 1 BlO.0.02- 0.05 0 0 0 0 0 0 0 0
All.512 - 1GeV/tl 0 0 0 0 0 1 0 1 Bll.0.01- 0.02 0 0 0 1 0 0 0 1
A12_ lGeV/u- 2GeV/u 0 0 0 0 0 0 0 0 B12,0.005- 0.01 0 0 o h 0 .0 0 0
Å13_ 2GeV/u～ 4GeV′u 0 0 0 0 0 0 0 0 Bl3,0.002- 0.005 0 0 0 0 0 ∃o 0 0
A14_ 4GeV/u～ 8GeV/U 0 0 0 0 0 0 0 0 B14.0.001- 0.002 0 0 0 0 0 :o 0 0

















CL0. CL1 CL2. CL3, CL4. CL5. CL6. CL7. CL8. CL9 CLIO.













CSO CSI CS2 CS3 CS4 CS5 CS6 CS7. CS8. CS9. CSIO
函02-298 不安定核ビーム(使用できていない) ど-ム短径区分毎の回答件数
CL.ビーム長径 秦 原 エr 物 坐 医 そ 合計 CS.ビーム短径 秦 原 二L 初 1生 医 そ 合 計
CLO.特に指定せず 0 2 0 1 0 0 1 4 CSO. 特に指定せず 0 2 0 1 0 0 1 4
CL1. - 1mm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS1, - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL2. 1nn～ 10nm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS2. 1n汀Ⅰ～ ヱOnm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL3.10nm～100mm 0 0 0 0 0 0 0 0 CS3.10nmへ100nm 00 0 0 0 0 0 0
CL4.100nm- l〟m 0 0 0 0 0 0 0 0 CS4.100nm～ 1/⊥m 00 0 0 0 芦o 0 0
CL5. 1ノ…～ 10〟m 0 0 0 0 0 0 0 0 CS5. 1jLm～ 10FLn1 0 0 0 0 o Lo 0 0
CL7.100〃m～ 1m 0 0 0 1 0 0 0 1 CS7.100fJm～ 1mm 0 0 0 1 0 0 0 1
CL8. 1mmへ 1cm 0 6 0 5 0 0 0 ll CS8. 1mmへ 1cm 0 4 0 5 0弓1 0 10














EO. ∈1. E2. E3 E4 E5. E6. E7. E8.
回Q2-300 不安 定横 ビーム(使 用できていない) 規 格 化エミッタンス区分毎の回答件敷
E9.
( T INI.nr■d)
I).平均ビーム強度(ions/≦ec) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計 E.規格化エミッタンス(7Tmm.mrad) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
DO_ 特に指定せず 0 3 0 2 0 0 1 6 EO.特に指定せず 0 4 0 3 0 1 1 9
I)i. - 6.2×103 0 2 0 0 0 0 0 2 E1.103.- 0 0 0 0 0 0 0 0
D2.6.2×103- 6.2×104 0 3 0 1 0 0 0 .I E2.102-103 0 1 0 0 0 0 0 1
D3.6,2×104- 6.2×105 0 1 0 0 0 0 0 1 E3.101-102 0 2 0 1 0 0 0 3
D4.6,2×105- 6.2x106 0 4 02 0 0 0 6 E4. 1-10】 0 1 0 0 0 0 0 1
D6.6,2×107- 6.2×108 0 2 0 0 0 1 0 3 E6.10-2-lol 0 0 0 0 0 0 0 0
D7.6,2×108- 6.2x109 0 3 0 0 0 1 0 4 E7.10~3-10L2 0 0 0 0 0 0 0 0
D8.6.2×109- 6.2×10】0 0 2 0 1 0 1 0 4 E8.10~4-10-3 0 0 0 0 0 0 0 0
D9_6.2×10t0- 6.2XlOtZ 0 2 0 0 0 1 0 3 E9. -10~4 0 0 0 0 0 0 0 0
Plo.6.2×101- 6.2)く1012 0 2 0 1 0 1 0 4
Dll.6.2×10】2′-6.2×10】3 0 2 0 0 0 0 0 2
D12.6.2×10】3- 6,2×10日 0 0 0 0 0 0 0 0
D13,6.2×1014- 6_2×1015 0 0 0 0 0 0 0 0
D14.6.2×1015- 6.2×1016 0 0 0 0 0 0 0 0
D15.6.2×1016- 6.2×1017 0 0 0 0 0 0 0 0
r)16.6.2×1017- 6.2×10柑 0 0 0 0 0 0 0 0











GO GI G2. G3 64 (;5 G6 G7 G8 G9 GIO Gll G12 G13 614 G15 G16 617 618 G19 G20 621 G22
園Q2-302 不安定横ビーム(使用できていない) ビーム推続時間区分毎の回答件数
F.ビー ム時間構造の型 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 G.ビーム継続時間 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計
Fl,連続ビー ム 0 6 0 6 0 0 0 12 GO.特に指定せず 0 2 0 5 0 0 07
F2.連続的パ′レスビー ム 0 3 0 0 0 0 1 4 G1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
0 2 0 2 0 1 0 5 G2. 1fs～ 10fs 0 0 0 00 0 0 0
F4,その他 0 0 0 0 0 0 0 0 G3. 10fs-1OOfs 0 0 0 0 0 0 0 0
G4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
G5. lps.- lops 0 0 0 0 0 0 0 0
G6. lOps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G7.loops.- 1ns 0 1 0 0 0 0 0 1
G8. 1ns～ 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
G9. 10ns-loons 0 0 0 0 0 0 0 0
G10.lOOns～ lFLS00 0 0 0 0 0 0
Gil. lFLS～ 10ILS 0 0 0 0 0 0 0 0
G12.10FLS～lOOFLS 0 0 0 0 0 0 0 0
G13.100〃S～ 1ms 0 0 0 0 0 0 0 0
G14. 1ms--lobs 0 0 0 0 0 0 0 0
Gl5,lOrns～lOOms 0 0 0 0 0 0 0 0
G16.100ms～ l s 0 2 0 1 0 0 0 3
G17. 1 S一 10 S 0 2 0 1 0 0 0 3
G18.10 S～100 S 0 0 0 0 0 1 0 1
G19.100 S～ 103S 0 0 0 0 0 1 0 1
G20.103 S～ 104 S 0 1 0 0 0 0 0 1




Hノ ルヾス繰 り返し(Hz) 秦 原 コ二 物 生 医 そ 合計 Ⅰ.パルス幅 (長) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計
HO.特に指定せず 0 1 0 1 0 0 0 2 Ⅰ0.時に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0
H1. - 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H2. 0.1- 1 0 0 00 0 0 0 0 Ⅰ2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H3. 1 .-101 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H4.101- 102 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
H5.102- 103 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H6.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0 I6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H7.104- 105 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ7.10 ps～ lns 00 0 0 0 0 0 0
H8.105- 106 0 1 0 0 0 0 0 1 Ⅰ8. 1ns～ 10ns 00 0 0 0 0 0 0
H9.106- 0 0 0 0 00 0 0 Ⅰ9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0
Ilo.100ns～ lf▲S 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ11. 1fJS～ 10〃S 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ12.10JIS～100FLS 0 0 0 0 0 0 0 0
Il3.lOOFLS～ lrns 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ14, 1ms～ 10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ15.10TDS～100tns 0 0 0 0 0 0 0 0




X.パルス内パンチ数 秦 原 こし 物 坐 医 そ 合計 L.バンチ幅 (長) 秦 原 コ二 初 坐 医 そ 合計
Ⅹ0.特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0 LO.特に指定せず 0 0 0 0 0 0 0 0
K1. -10】 0 0 0 0 0 0 0 0 Ll. ～ lfs 0 0 0 0 0 0 0 0
K2,101-102 0 0 0 0 0 0 0 0 L2. 1fsへ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K3.102-103 0 ､ い 0 0 0 0 0 0 L3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K4.103-104 0 0 0 0 0 0 0 0 L4.100fs- lps 00 0 0 0 0 0 0
Ⅹ5.104-105 0 0 0 0 0 0 0 0 L5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
K6.105-106 0 0 0 0 0 0 0 0 L6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
K7.lob-107 0 0 00 0 0 0 0 L7.100ps～ lns 0 0 0 0 0 0 0 0
L9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0
Lュo.loons- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
- 3 1 2 -
Eの真は(己収用できていない不安定核ビー ムのデ づーを示してい幸三2
M.ビームエネルギーとビーム強度との相関
∵l1NeV/u 2NeY′1 心ーeV′u 8MeY/u 16NeV/u32HeV/u 64ueV/u 128Key/u 256ueV/u 512yeV/u lGeV/u 2GeV/u 4GeV/u 8GeV/u 16GeV/u 特に指lKeV/u 2yeV/u 4NeV/u 8打eV/u 16NeV/u32yeV/u64NeY/u 128WeV/u 256New/u 5ユZyeV/u 1GeV/u 2GeV/u 4Gey/u 8Gey/u 16GeY/u 定せず
～ 6.2×103 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 3 3 3 3 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×104- 6.2X105 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 2 5 5 5 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2X106- 6.2×107 0 3 2 2 2 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0
0 2 2 2 2 0 01 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0
0 2 2 2 2 0 0 2 1 1 1 0 0 0 0 0 0
6,2×109- 6.2×1010 1 3 2 2 2 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0
0 2 2 2 2 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0
0 2 2 2 3 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0
0 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 ーo 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 l O 0 】ヲo 0 き o 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×1016- 6.2×10t7 0 0 0 Eo 0 ;o 0 0 ∈o 0 0 0 0 0 0 0 0
6.2×1017- 6_2×10】8 0 0 ～ 0 0 0 0 0 】 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5.2×1019- 0 0 0 0 0 0 ≧o 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0





回答者数 回答者の研究分野別(人数) ビー ム使用形態(件数) 素粒子物理学分野核内クオーク自由度
単独 t複合 原子核物理学分野
19 素粒子物理学 1 1 / 0 fシェルの核磁気モーメント
原子核物理学 14 15 3 ドリップライン近傍核の核構造
エネルギー科学 0 0 0 核力ポテンシャルのエネルギー依存
物質 .材料科学 2 1 1 原子核スピン励起の研究
生命科学 1 1 0 中性子過剰ビー ムによる超重元素合成
医療利用 1 t 1 1 超重元素




素-素粒子物理学 原-･原子核物理学 エ-エネルギー科学 物-物質 ･材料科学 生･･･生命科学 医-医療利用 そ･=その他
- 3 14 -
この真は③将来使用したい不安定核ビー ムのデータを示しW
A.エネルギー




BO. Bl. B2. B3 B4 B5 B6. B7. B8. B9. BIO Bll. B12 B13. B14. 815.
(AE/En
図02-305 不 安 定 積 ビー ム (将 来 使 用 した い ) エネ ル ギ ー 分 解 能 区 分 毎 の 回 答 件 数
A.エネルギ-(NeV/U) 秦 原 二∴ 物 坐 医 そ 合計 B.エネルギー分解能(△E′E:%) 秦 原 ここ 初 坐 医 そ 合計
AO. 特に措定せず 0 1 0 1 0 1 0 3 80. 特に指定せず 0 2 0 1 1 1 0 5
Al. - 1 0 4 0 0 0 0 0 4 B1.12.8 - 0 0 0 0 0 0 0 0
A2. 1 ～ 2 1 2 0 0 0 0 0 3 B2. 6.4 -12.8 0 0 0 0 0 0 0 0
A3, 2 - 4 1 4 0 0 0 0 0 5 B3, 3.2 - 6.4 0 0 0 00 0 0 0
A4. 4 - 8 1 7 0 1 0 0 0 9 B4. 1.6 .-3.2 02 0 0 0 0 0 2
Å5. 8 - 16 1 4 0 00 0 0 5 B5. 0.8 - 1.6 0 7 0 1 0 0 0 8
A6. 16 - 32 1 4 0 0 0 0 0 5 B6. 0,4 - 0.8 0 3 0 0 0 0 0 3
A7. 32 - 64 0 3 0 0 0 0 0 3 B7. 0.2 J.-0.4 0 3 0 0 0 0 0 3
A8. 64 -128 0 5 0 0 1 0 0 6 B8. 0.i - 0.2 0 4 0 0 0 0 0 4
A9.128 -256 0 7 0 0 1 0 0 8 B9. 0.05.-0.1 0 2 0 0 0 0 0 2
0 7 0 0 1 0 0 8 B10.0.02- 0.05 0 1 0 0 0 0 0 1
All,512 - 1GeV′U 0 7 0 0 1 0 0 8 ちll.0.01- 0.02 0 00 0 0 0 0 0
A12, 1GeV/u- 2GeV/u 0 2 0 0 0 0 0 2 B12.0.005- 0.01 0 0 0 0 0 0 0 0
A13.2GeV/u～ 4GeV/u 0 0 0 0 0 0 0 0 B13.0.002～ 0.005 0 0 0 0 0 0 0 0
A14.4GeV/u～ 8GeV/u 0 0 0 0 0 0 0 0 B14,0.001- 0.002 0 1 0 0 0 0 0 1




CLO. CLl. CL2. CL3. CL4 CL5. CL6. CL7. CL8. CL9. CLIO.
図021 306 不 安 定 核 ビー ム (将 来 使 用 したい ) ビー ム 長 径 区 分 毎 の 回 答 件 敦
cs.ビーム径(短径)
CSO. CSI CS2. CS3 CS4 CS5 CS6. CS7. CS8. CS9. CS10
回 Q2-307 不安 定核 ビー ム(将 来使 用 したい) ビーム短径 区分 毎 の 回答 件 数
CL.ビーム長径 秦 原､ コ＼ 初 隻 医 そ 合計 cs.ビーム短径 素 原 ここ 初 生 邑医∃ そ 合 計
CLO.特に指定せず 0 3 0 1 0 1 0 5 CSO. 特に指定せず 0 3 0 1 0 日 0 5
CLl. ～ lnm 0 00 00 0 0 0 CS1. - 1nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL2. 1nm～ 10nm 0 0 00 0 0 0 0 CS2. 1nm～ 10nm 0 0 0 0 0 0 0 0
CL3.lO nm～lOOnrn 0 0 0 0 0 0 0 0 CS3.10一m～100nm 0 0 0 】0 0 0 0 0
CL4.100nm- 1/⊥m 00lo00 0 0 0 CS4.100nm～ lFLm 00 0 0 0 0 0 0
CL5. 1/Jm～ 10〟m 0 0 0 0 0 0】 0 0 CS5. 1FLrn～ 10/Jm 0 00 0 0 0 0 0
CL6.10FLm～100fLrn 0 1 0 0 0 0 0 1 CS6,10FLm～100〃rn 0 1 0 0 0 0 0 1
CL7.100〃m～ 1mm 0 3 0 0 0 0 0 3 CS7.100〃m～ 1mm 0 3 0 20 0 0 0 3
C1｣& 1mm～ 1cm 1 13 0 1 0 0 0 15 CS8. 1mm～ 1cm 1 10 io 1 0 0 0 12




DO Dl. D2. D3. D4. D5 D6. D7 D8. D9. DIO Dll D12 D13 D14. D15. D16. D17.
(lO1■/暮●亡)







ー 1 1 1
[0 ∈1. E2. E3. E4. E5 [6 [7 ∈8. ∈9.
(方M ･mrad)
囲Q2-309 不安 定核 ビーム(将来使用 したい) 規格 化エミッタンス区分毎の 回答件数
D.平均ビーム強度(ions/sec) 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 E.規格化エミッタンス(7Cmm .mrad) 秦 原 エ 初 坐 医 そ 合計
rX). 特に指定せず 0 1 0 1 0 1 0 3 EO.特に指定せず 0 4 0 1 0 1 0 6
D1. - 6.2×103 0 3 0 0 0 0 0 3 E1.103- 0 0 0 0 0 0 0 0
r)2.6_2×103- 6,2x104 1 6 0 0 0 0 0 7 E2.102-103 0 1 0 0 0 0 0 1
D3.6.2x104- 6.2×105 0 4 0 0 0 0 0 4 E3.101-102 1 3 0 0 0 0 0 4
r)4.6.2×105- 6.2×106 1 6 0 0 0 0 0 7 E4. 1-101 0 5 0 0 0 0 0 5
r)7.6.2×10且～ 6_2×109 0 4 0 0 1 0 0 5 E7.10-3-10-2 0 0 0 0 0 0 0 0
r)8.6.2×109- 6.2×1010 0 1 0 1 0 0 0 2 E8.10~4-lO-3 0 1 0 0 0 0 0 1
n9.6.2×1010- 6,2×10】1 0 1 0 0 0 0 0 1 E9. --10~4 0 1 0 0 0 0 0 1
Plo.6.2×101- 6.2×10)2 0 1 0 0 0 0 0 1
r)llr6,2x10】2- 6,2x10lコ 0 1 0 0 0 0 0 1
n12.6.2×10】3- 6.2×10140 2 0 0 0 0 0 2 i
r)13.6.2×10H～ 6.2×1015 0 0 0 0 ,0 0 0 0 i
r)14,6,2×1015- 6.2×1016 0 0 0 0 0 0 0 0
D15,6.2:く1016- 6.2×1017 0 0 0 0 0 0 0 0 ≦











GO GI G2 G3 G4 G5 G6 67 G8 G9 GIO GllG12 G13 G14 G15 G16.617 618 G19 620 G21622
図02-311不安定横ビーム(将来使用したい) ビーム#続時間区分毎の回答件軟
F.ビー ム時間構造の型 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 G.ビーム継続時間 秦 原 コニ 初 坐 医 そ 合計
FL連続ビー ム 1 9 0 1 0 1 0 12 GO.特に指定せず 0 8 0 2 0 1 0 ll
F2.連続的パ′レスビー ム 0 8 0 0 1 1 0 10 G1. - 1fs 0 0 0 0 o lo 0 0
1 6 0 1 0 0 0 8 G2. 1fs′-10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
F4.その他 0 1 0 0 0 0 0 1 G3. 10fs′-100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
G4.100fs～ lps 0 0 0 0 0 0 0 0
G5. lps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
G7.lOOps～ lns 0 0 0 0 0 0 0 0
G8. 1n5- 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
G9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0
G10.lOOns～ lFLS 0 0 0 0 o lo 0 0
Gll. 1fJS～ 10fJS 0 0 0 0 0 0 0 0
G12.10〃S～100〟S 0 0 0 0 0 0 0 0
G13.loo″s- 1ms 0 0 0 0 0 0 0 0
G14. 1ms～ 10ms 0 0 0 0 0 0 0 0
G15.10ms～100ms 0 0 0 0 0 0 0 0
G16.100ms～ l s 1 2 0 0 0 0 0 3
G17. 1 S～ 10 S 1 2 0 0 0 0 03
G18.10 S～100 S 0 0 0 0 0 0 0 0
G19.100 S～ 103S 0 1 0 0 0 0 0 1
G20.103S～ 104S 0 2 0 0 0 0 0 2




H.パルス繰 り返し(Hz) 秦 原 エ 物 生 医 そ 合計 Ⅰ.パルス幅 (長) 秦 原 二L 物 坐 医 そ 合計
HO.特に指定せず 0 0 0 0 0 1 0 1 Ⅰ0.特に指定せず 0 3 0 0 0 1 0 4
H1. - 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H2. 0.1- 1 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H3. 1 - 101 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
H4.10】～ 102 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
H5.102- 103 0 3 0 0 0 0 0 3 Ⅰ5. 1ps～ 10ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H6.103- 104 0 0 0 0 0 0 0 0Ⅰ6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
H7.104- ユ05 0 0 0 0 0 0 0 0 Ⅰ7.loops- 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
H8.105.- loも 0 0 0 0 0 0 0 0Ⅰ8. 1ns.- 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
H9.lob- 0 0 lo 0 0 0 0 0 Ⅰ9. 10ns～100ns 0 0 0 0 0 0 0 0
Ilo.lOOns～ lFLS 0 0 0 0 0 0 0 0
Ill. 1〃S～ 10f▲S 0 0 00 0 0 0 0
Ⅰ12.10/⊥S～100〃S 0 0 0 0 0 0 0 0
113.100FLS～ lJZlS 0 0 0 0 0 0 0 0
Ⅰ14. 1ms′-lobs 0 0 00 0 00 0
Ⅰ15.10ms～100ms 0 0 0 0 0 0 0 0




K.パルス内パンチ数 秦 原 エ 物 坐 医 そ 合計 L./ミンチ幅 (長) 秦 原 こし 初 坐 医 そ 合計
KO.特に指定せず 0 0 0 0 0 1 0 1 LO.特に指定せず 0 0 0 0 0 1 0 1
K1. -lot 0 0 0 0 0 0 0 0 L1. - 1fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K2.10l～102 0 0 0 0 0 0 0 0 L2. 1fs～ 10fs 0 0 0 0 o lo 0 0
K3.102-103 0 0 0 0 0 0 0 0 L3. 10fs～100fs 0 0 0 0 0 0 0 0
K4.103-104 0 0 0 0 0 0 0 0 L4.100fs- lps 0 0 0 0 0 0 0 0
K5,104-105 0 0 0 0 0 0 0 0 L5. lps- lops 0 0 0 0 0 0 0 0
K6.105-106 0 0 00 0 0 0 0 L6. 10ps～100ps 0 0 0 0 0 0 0 0
X7.10も～107 0 0 0 0 0 0 0 0 L7.loops- 1ns 0 0 0 0 0 0 0 0
K8.107- 0 0 00 0 0 0 0 L8. 1ns～ 10ns 0 0 0 0 0 0 0 0
L9. 10n5.-loons 0 0 0 0 0 0 0 0






一二 lWeV/u 16#eV′u32yeY/u 64ueV/u 128NeV/tl 256NeV/u 512NeV/u lGeV/u 2GeV′u 4GeV/u 8GeV/u16GeV/u特に持1NeV/u 2 4MeY/u 32y / 64NV 128N ′ 256Kyu 512u GY 2 4 / 8 16 ′ 定せず
～ 6.2×103 1 0 0 0 1 2 1 2 3 3 3 1 0 0 0 0 0
2 2 4 4 4 5 1 2 3 3 3 1 0 0 0 0 0
2 1 1 1 1 2 1 2 3 3 3 1 0 0 0 0 0
0 1 3 3 4 5 3 4 4 4 4 1 0 0 0 0 0
0 0 1 1 2 1 2 4 5 5 5 2 0 0 0 0 0
0 0 1 1 1 0 2 l4 4 4 4 1 0 0 0 0 0
2 1 ･ 【 2 1 0 0 ∃ 2 2 2 2 1 0 0 0 0 0
0 0 o i 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 o 【 oら 0 0 i 0 0 i o 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 Le o 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 o l o 0 0 0 ⊆ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 01 0 J o r o 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0







回答者数 回答者の研究分野別(人数) ビーム使用形態(件数) 素粒子物理学分野 ビームの種類ニュー トリノ振動実験 γ〃
単独 複合 spring-8LEPS 逆コンプトンγ
13!lF 素粒子物理学 1 2 2 0 原子核物理学分野
核モーメント 重陽子
原子核物理学 4 5 0 ¢中間子光生成 γ線
クオー クレベルの原子核構造 高エネルギーγ線
エネルギー科学 0 0 0 核物性 重陽子
β線糊 による核モーメント核物性 重陽子 3He
物質 .材料科学 3 3 0 物質 .材料科学分野
準安定励起種ビー ムによる表面研究
【生命科学 ≡ 1 0 1 表面解析.薄膜製作 クラスター不明 質量分離したC60ビーム
医療利用 0 0 0 生命科学分野
不明 ;光子ビーム
その他 2 2 0 その他
12C(α,γ)反応断面積 α
A.ビー ムエネルギー B.エネルギー分解能
研究分野 研究課題 A_ビームエネルギー ち.エネルギー分解能(△E/E:%)
粒子物理学分野 ニュートリノ振動実験 27GeV >1(X粍
粒子物理学分野 SPrlng-8LEPS 1-3,5GeV 1-2%
/､子核物理学分野 核モーメント I,5-4.8MeV
ノ､子核物理学分野 ¢中間子光生成 3GeV 数%
ノ､子核物理学分野 クオークレベルの原子核構造 1-3GeV <1%
.＼子核物理学分野 核物性 1.5.-4.8MeV
ノ､子核物理学分野 β線NMRによる核モーメント核物性 1-5MeV 0.01
質 .材料科学分野 準安定励起種ビームによる表面研究 数 eV以下 特になし
質 .材料科学分野 表面解析.薄膜製作 50keV/cluster 0.01
質 .材料科学分野 不明 1～10keV 10-2
生命科学分野 不明
その他 12C(α,γ)反応断面積 2-3MeV 0,1%
cL.ビーム径(長径) cs.ビーム径(短径)
研究分野 研究課題 CL,ビーム長径 cs.ビーム短径
素粒子物理学分野 ニュートリノ振動実験 1m 1m
､粒子物理学分野 spring-8LEPS 数mm 数皿皿
ノ､子核物理学分野 核モーメント 1-2cm 1-2cm
/､子核物理学分野 ¢中間子光生成 10mm lnl【丑
顕子核物理学分野 クオークレベルの原子核構造
.､子核物理学分野 桓物性 I-2ctE 1-2cm
/､子核物理学分野 弓β線 NMRによる核モ -ーメント核物性 4tnm 3nm
質 .材料科学分野 表面解析.薄膜製作 10fJm 1011m
質 .材料科学分野 不明 1-10ultu 1/-10mm
生命科学分野 不明
その他 巾C(α,γ)反応断面積 1-10 nn i-10ulnl
この貢は①現在使用中のその他ビームのデータを示しています｡
D.平均ビーム強度 E.ビーム継続時間
研究分野 研究課題 D_平均ビーム強度 Eで-ム継続時間
素粒子物理学分野 ニュートリノ振動実験
素粒子物理学分野 SPrlng-8LEPS -107Hz 数日～1月
ノ､子核物理学分野 核モ-メント ～10〃A
/､子核物理学分野 ¢中間子光生成 107/sec
′子核物理学分野 クオークレベルの原子核構造 lob ～300時間
ノ､子核物理学分野 核物性 ～10/上A
､子核物理学分野 β線NMRによる核モーメント核物性 1.-20fJA 103-104S
質 材ー料科学分野 準安定励起種ビームによる表面研究 lX105aloⅡは/Sr.S 連続
質 材ー料科学分野 表面解析.薄膜製作 lJA
質 .材料科学分野 不明 ･.VmA
生命科学分野 不明
その他 12C(α.γ)反応断面積 5FLA 〉50h
F.ビーム時間構造の型







/､子核物理学分野 β線NLm による核モーメント核物性 1
質 .材料科学分野 準安定励起種ビームによる表面研究 l




G_パルス幅 H.パルス繰り返し Z.パルス内パンチ数 J.パンチ幅
研究分野 研究課題 Gパ ルス幅(長) Hパ ルス繰り返し(Hz) Ⅰパ ルス内パンチ数 J.パンチ幅 (長)
素粒子物理学分野 ニュートリノ振動実験















回答者数 回答者の研究分野別(人数) ビーム使用形態(件数) エネルギー科学分野 ビームの種類クラスター ビー ムとプラズマの相互作用
単独 壬複合 物質 .材料科学分野
10 素粒子物理学 0 0 0 永久磁石の減磁について X.γ
特になし クラスター ビー ム
原子核物理学 0 0 0 符になし H,He特になし レー ザー
エネルギー科学 1 1 0 特になし 高強度.低エネルギービーム(1m九 1(XkV)中性粒子OK
物質 .材料科学 5 6 】 2 生命科学分野
粒子線の作用メカニズム :重粒子マイクロビー ム
生命科学 1 1 0 その他
滅菌,検疫の品質保証のための線量評価 高エネルギー X線
医療利用 0 0 0
その他 1 1 o t
A.ビームエネルギー B.エネルギー分解能
研究分野 研究課題 ビームの種類 A_ビームエネルギー B,エネルギー分解能(△E/E:%)
ネルギー科学分野 クラスター ビームとプラズマの相互作用 0.1MeV/u 0.1%
質 .材料科学分野 永久磁石の減磁について ●γ 特に指定せず 特に指定せず
質 .材料科学分野 特になし クラスタービーム keV～MeV
質 .材料科学分野 特になし H,He keV～MeV
質 .材料科学分野 特になし レーザー A1
質 .材料科学分野 特になし 高強度.低エネ′レギービー ム(1m九 1(加V)中性粒子OK 50-1CKXkV 10~2
生命科学分野 粒子線の作用メカニズム 重粒子マイクロビーム 4-6MeV/n
cL_ビーム径(長径) cs.ビーム径(短径)
研究分野 研究課題 ビームの種類 CLで-ム長径 CS.ビーム短径
エネルギー科学分野 クラスタービームとプラズマの相互作用 0.5m皿 0_5mm
質 .材料科学分野 永久磁石の減磁について 'γ 特に指定せず 特に指定せず
質 .材料科学分野 特になし ラスタービーム 1m皿 lLnLn
質 .材料科学分野 特になし ,He
質 .材料科学分野 特になし -ザ-
質 .材料科学分野 特になし 高強度.低エネルギー ビー ム(lⅠA 1∝kV)中性粒子OK 1.-10皿皿 1-10m皿




研究分野 研究課題 ビームの種類 D_平均ビーム強度 E.ビーム継続時間
エネルギー科学分野 クラスター ビームとプラズマの相互作用 lol/秒 連続
質 .材料科学分野 永久磁石の減磁について 'γ 1012-1013d10tOnS/See/0_1%bw 103-loヰs
物質 .材料科学分野 特になし 向強度.低エネルギー ビー ム(1ⅡA,lCu中性粒子OK ～mA
生命科学分野 粒子線の作用メカニズム 匝粒子マイクロビー ム 1粒子単位
F.ビー ム時間構造の型
研究分野 研究課題 Fl.連続ビーム F2.連続的パルスビーム F3ノくスルビーム F4_その他
ネルギー科学分野 クラスター ビームとプラズマの相互作用 1
質 .材料科学分野 永久磁石の減磁について 1 1
生命科学分野 粒子線の作用メカニズム
その他 滅菌.検疫の品質保証のための線量評価
G.パルス幅 H.パルス繰り返し Ⅰ.パルス内パンチ数 J.パンチ幅
研究分野 研究課題 G.パルス幅(長) Hパルス繰り返し(liz) lパルス内ンチ数 I_パンチ幅(長)







回答音数 回答者の研究分野別(人数) ビーム使用形態(件数) 素粒子物理学分野 l ビームの種類ニュー トリノ 質量vFL+V で vJLビーム
単独 複合 ヒッグス粒子の探索 反〝粒子
iI ll 素粒子物理学 3 4 0 超対称性粒子の探索 反〃粒子
光子衝突 光子コライダー
原子核物理学 1 1 0 原子核物理学分野
不明 γ線
エネルギー科学 1 1 0 エネルギー科学分野
クラスタービームによるプラズマ加熱
物質 .材料科学 3 1 2 物質 .材料科学分野
半導体物性研究 各種 分子イオン
生命科学 2 1 0 光核反応断面積測定 単色光子
材料放射線カスケード損傷のその場観察 He
医療利用 0 0 0 生命科学分野
不明 重イオン
その他 0 0 0 コヒー レント光子に入るのでしょうがX線レー ザー
A.ビー ムエネルギー B.エネルギー分解能
研究分野 研究課題 A_ビームエネルギー a.エネルギー分解能(△E/E:%)
素粒子物理学分野 ニュー トリノ 質量V.+～,
粒子物理学分野 ヒッグス粒子の探索 20GeV以上 0.1%
素粒子物理学分野 超対称性粒子の探索 200GeV以上 0_1%
粒子物理学分野 光子衝突 100MeV～100GeV 特に指定せず
/､子核物理学分野 6GeV 数%
ネルギー科学分野 クラスター ビー ムによるプラズマ加熱 10keV/u 1%
質 .材料科学分野 半導体物性研究 lMeV以下 1%以下
質 .材料科学分野 光核反応断面積測定 10MeV～10GeV 1%
質 .材料科学分野 材料放射線カスケー ド損傷のその場載素 lMeV程度 指定なし
生命科学分野 lCK)～200MeV/n
cL_ビー ム径(長径) cS.ビーム径(短径)
研究分野 研究課題 cL_ビーム長径 cs.ビーム短径
素粒子物理学分野 ニュー トリノ 質量γ〃十vT
素粒子物理学分野 ヒッグス粒子の探索 80〃m以下 80/Jm以下
一一粒子物理学分野 超対称性粒子の探索 80FLm以下 80FLm以下
素粒子物理学分野 光子衝突 -10〃m ～10/Jm
/､子核物理学分野 10 mnl 10mm
エネルギー科学分野 クラスター ビー ムによるプラズマ加熱 10mDl 10mn]
質 .材料科学分野 半導体物性研究 i 1-10cm 1-local
質 .材料科学分野 光核反応断面積測定 5ulnJ 5Lul)
質 .材料科学分野 材料放射線カスケー ド損傷のその場観察 数nlnl 数皿En
生命科学分野 5〃m以下 5FLm以下
- 3 27 -
この頁は③将来使用したいその他ビニ本のデ-タを示しています｡
D.平均ビーム強度 E.ビーム継続時間
研究分野 研究課題 D.平均ビーム強度 E.ビーム継続時間
粒子物理学分野 ニュー トリノ質皇V,.十Vて
､粒子物理学分野 ヒッグス粒子の探索 1014個/S 105S以上
粒子物理学分野 超対称性粒子の探索 1014個/S 105S以上
粒子物理学分野 光子衝突 ～lOl2/sec ずつと長い
/､子核物理学分野 107/sec
ネルギー科学分野 クラスター ビー ムによるプラズマ加熱 ions
質 .材料科学分野 半導体物性研究 10L5 連続
質 .材料科学分野 光核反応断面積測定
質 .材料科学分野 料放射線カスケー ド損傷のその場親棄 106毎ショット以上 50&～lps
生命科学分野
ド.ビーム時間構造の型






ネルギー科学分野 クラスター ビー ムによるプラズマ加熱 1
質 .材料科学分野 半導体物性研究 1
質 .材料科学分野 光核反応断面積測定 1
質 .材料科学分野 材料放射線カスケード損傷のその場観察 1
生命科学分野 1
G.パルス幅 H.パルス繰り返し Ⅰ.パルス内パンチ数 J.パンチ幅
研究分野 研究課題 Gパ ルス幅 (長) Hパ ルス繰り返し(Hz) パルス内パンチ I.パンチ幅(長)
素粒子物理学分野 ニュー トリノ 質量V.+～,
粒子物理学分野 ヒッグス粒子の探索 1〃S 】 15Hz 2 loops
､粒子物理学分野 超対称性粒子の探索 1/⊥S 15Hz 2 10ps
素粒子物理学分野 光子衝突
/､子核物理学分野
ネルギー科学分野 クラスター ビー ムによるプラズマ加熱 0_01Hz 1 10ns
質 .材料科学分野 半導体物性研究
質 .材料科学分野 光核反応断面積測定





















t子 Rl子 JLイオン qtt子 放射光 コヒー レント 中性子 J粒手 中冊子 反吐子 不安定棲 その他



















素粒子 原子核 エネルギー 物質 .材料 生命科学 医療利用 その他
物理学 物理学 科学 科学
電チ ① 25 15 0 47 8 8 29
② 4 9 1 17 5 7 14
③ 33 6 2 12 3 2 ll
陽チ ① 20 35 4 50 7 22 18
② 5 8 0 13 3 6 9
③ 13 8 5 6 5 5 6
塞イオン ① 1 36 3 59 23 16 13
② 1 15 2 19 8 4 6
@ 12 4 10 4 3 5
陽電チ ♂ 18 0 0 9 0 0 3
② 4 0 0 13 0 1 3
③ 26 1 1 1
放射光 ① 0 2 1 132 41 7 16
② 0 1 0 44 14 8 4
③ 0 49 7 4 7
コヒーレント光子 ① 0 1 1 4 1 1 9
② 0 1 2 10 1 2 4
③ 1 2 22 3 5
中性千 ① 3 7 5 23 8 3 12
② 0 9 4 12 10 2 5
③ 1 5 4 19 6 2 7
〟粒チ ① 3 1 6 4 0 0 0
② 3 0 1 3 0 0 1
③ 14 3 1 3 1 1
中間チ ① 7 10 0 1 0 0 0
② 3 2 0 1 0 0 0
③ 5 7 0
反陽チ ① 6 0 0 0 0 0 0
② 1 1 0 0 0 0 0
③ 7 3
不安定核 ① 1 17 0 1 0 1 1
② 0 8 0 9 0 1 1
③ 4 2 1 0
その他 ① 2 4 0 3 1 0 2
② 0 0 1 5 1 0 1
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人数
33
t子 BA子 Iイオン 牧t子 放射光 コヒー レント 中性子 J粒子
光子ビー ム
中間子 反幹子 不安定棲 その他
圃Q2-314素粒子物理学分野の使用者(あるいは使用希望者)人数
t子 放子 Iイオン 牡t子 放射光 コヒー レント 中性子 L粒子
光子ビー ム




t子 qL子 Jイオン FAt子 放射光 コヒー レント 中性子 J粒子
光子ビー ム
中W子 反RE子 不安定板 その他
図Q2-316エネルギー科学分野の使用者(あるいは使用希望者)人数
t子 qL子 tイオン gtt子 放射光 コヒー レント 中性子 〃粒子 中冊子 反qt子 不安定棲 その他
光子ビー ム
国Q2-317物質･材料科学分野の使用者(あるいは使用希望者)人数
- 3 3 4 -
t子 qL子 暮イオン 昧t子 放射光 コヒ-レント 中性子 L粒子 中間子 反暁子 不安定核 その地
光子ビー ム
図Q2-318生命科学分野の使用者(あるいは使用希望者)人数










































































































































































:ミユオン加速器によるニュー トリノビーム発生 し 50Hz程度)および速いくり返し(10kHz程度)
ミユオンコライダーによる新粒子探索等 を持つ1GeV程度の陽子加速器を用いてそれぞれの研究条件に適したミユオンビームを生成するO
100GeV以上1TeV以下の質量をもつ新粒子の発見 陽子衝突(重心系エネルギー >10TeV)
(HlggS粒子,SUSY粒子等) e+e-衝突(重心系エネルギー 200<√S<1TeV)〃十〃-衝突(重 ギー >1TeV
ニュー トリノ実験 ニュートリノビーム
高輝度､高エネルギー素粒子実験 陽子.反陽子衝突器､電子.陽電子衝突器
ニュートリノ物理学 陽子ビー ム､ミュー オンビーム
e+eー collderによるEnergyFrontier(JLC)､ ie+e一co11der






























































































コヒー レントX線光子による物質制御 自由電子レーザー等のコヒー レント光子
超高度な安定性をもった放射光ビームを使った放射光利用実験(特に時分割実験;現在の放射光超高度な安定性を持った放射光ビーム0第3世












ミュー オン.中間子を利用した構造解析 ミュー オン中間子
真空紫外域自由電子レー ザーを用いた物性研究 自由電子レーザ and/or放射光
･uvsAX(極小角X線散乱) SR光
･極小面積からの散乱を観測する(ビームの照射系とともに記録装置にも工夫が必要となるでしょう)
コヒー レント放射光による分子の内殻励起分光､ダイナミクスの研究 コヒー レント放射光
卜光科学(物質加工､創製) 放射光ビーム
クラスター 加速器ビームとその周辺 クラスター ビーム(～102原子以上)
ミユオンを用いた応用研究 1GeV～50GeV軽度の陽子シンクロトロン(くり返





















































































































































デスクトップ形MeVマイクロビーム用加速器 陽子ビームで陽子源から細かいビームを損失なく加速できる加速器(現在開発されている様な輝度の大きなビーム 絞り込んでマイクロビームを形成す のではなく)
放射光によるプロセス技術 放射光
ビームの高度化(マイクロビーム化､高安化､高輝度化)ができれば2次元の元素分析から微細加H(～10MeV)､重イオン(～100MeV)
















X線領域のコヒー レント光を用いた非線形光学 コヒー レント放射光
高強度重イオンビームの不安定性-→ハンドリング技術-民生技術 重イオンビーム
レーザー加速 電子-陽子


































1 2 3 4 5
高原波加速 拙 速 ヲ瓶 周波加速 非高周波加速 J項竺放射光先生装モ
小型t子 Il磯 子･王イオン 小型t子 小型取手･王イオン (レーザ｣アンジュレータ













































































































































































































































































非高周波高勾配加速技術による小型電子加速器ビー ム励起型プラズマ加速器レ ザー励起型プラズマ逆チエレンコフレー ザー直交場加速器 高周波極限 (Wバンド)加速小型電子加速器に同じ





































身近な検出器試験設備 次世代高エネルギー加速器実験 検出器開発 j
低コストで建設できる(?)o









電子線加速器の現在の加速勾配は50MeV/m以下であるoLaserを利用し小型で安価なHighEnerw加脚 できれば産業 応 用 等 も 拡 雨 雪思われるo I
た加速技術が実用化され､より高い加速勾配がエネルギー効率も含めて
(原子核物理学分野)




メ リ ッ ト 小型加速器の利用 ～
直接的に私個人の研究にメリットをもたらすものは無いが､しかしながら新 】i型加速器の実用化に伴い､加速器科学やビーム物理の業界が活性化す
ると思われるので､間接的なメリットはあるだろう○
照射室をうかせるO ･電流がまだ小さいo段階Ⅲものをも効率的に｢学術的｣ にすすめられるよう研究機関の体制づくりが､利用をすすめる長期 作用 なるのでは?
- 3 6 3 -
(1.高周波加速小型電子加速器)
(物質･材料科学分野)



















































































































































































メ リ ッ ト 小型加速器の利用 .









メ リ ッ ト ′J､型加速器の利用 【~～ ｢
ターゲットのモックアップ.ビーム物理の測定等大型加速器開発-の一助
ともなるo













































































































身近な検出器試験設備 次世代高エネルギー加速器実験 検出器開発 】i
(その他)






技術で,高エネルギー物理発展のために必要な加速器技術と考える○ 医療利用において広く普及できることが期待されるogらに､このことは､E国民生活 多大な恩恵を与えるもの 考えるO









































費を使って遠くのマシンを使いに行く必要が少なくなる. 設置の方向につぎ込むことを続行してゆくべきである o lr
④維持費が安くなれば長年に渡って稼動させることができる○例えば15年
(エネルギー科学分野)
























































- 3 7 2 -
(4.非高周波加速小型陽子･重イオン加速器)
(その他)



















メ リ ッ ト 小型加速器の利用
もし､1GeV/m程度のものがつなげられ､500m～1km程度でTeV領域まで物性､生物物理


















































































- 3 7 4 -
(5.小型放射光発生装置レー ザーアンジュレー タ放射光発生装置)
(物質･材料科学分野)




















































メ リ ッ ト 小型加速器の利用 ■
必要なときに近くで使える○ スペースを実験設備に使える○
生物系の実験では特に陽子､重粒子ではビーム強度が必要なので提案】されているような小型では利用が限定されると思いますD L




























































































































































































































































































































































































































第4調査研究クループ (技術予測､技術動同調査) 瀬谷 道夫
e-mail:accel@nistep.go.jp TEL:03-3581-0605 FAX･.03-3503-3996
参考 先端科学技術動向調査委員会 (加速器科学)委員一覧
委員長 平尾 泰男 放射線医学総合研究所 顧問
(以下､委員については50音順)
委 員 上坂 充 東京大学 大学院工学系研究科 原子力工学研究施設 教授
ノ/ 遠藤 一大 広島大学 大学院先端物質科学研究科 教授
ノ′ 小方 厚 広島大学 大学院先端物質科学研究科 教授
ノ′ 片LIJ 武司 東京大学 大学院理学系研究科 原子核科学研究センター 教授
〝 北川 米吉 大阪大学 レーザー核融合研究センター 助教撹
ノ′ 熊谷 教孝 (財)高輝度光科学研究センター 放射光研究所 力]速器部門長
〝 熊Ef]雅之 放射線医学総合研究所 主任研究官
〟 小山 和義 工業技術院 電子技術総合研究所 王任研究官
" 佐藤 勇 E]本大字 原子力研究所 教授
ノ′ 佐藤 健次 大阪大学 核物理研究センター 教授
ノノ 竹田 誠之 文部省 高エネルギー加速器研究機構 助教授
ノ/ 中島 一久 文部省 高エネルギーカ口達器研究機構 助教授
〝 中村 一隆 東京工業大学 応用セラミックス研究所 助教撹
〝 西EE] 靖 宇都宮大学 大学院工学研究科 教授
〝 野田 葺 京郡大字 化学研究所 原子核科学研究施設 教授
〟 水本 元治 日本原子力研究所 東海研究所 中性子科学研究センター
陽子力口達器研究室長 (主任研究員)





























1.25歳未満 2.26-30歳 3.31-35歳 4.36-40歳 5.41-45歳









































































































































利用)､ C.その他､を表します｡(C.その他記述欄 ･. )
ビームの種類 単独 ビーム 複合ビーム 事 備 考第 1 第2
利用形態A1.A2.ら.C. 利用形態Al.A2.B.C.
1.電子ビーム 利用形態 A1.A2.ら.C. 詳細質問はP10-12
2.陽子ビーム 利用形態 A1.A2.8.C. 詳細質問はP13-15
3.重イオンヒ●-ム 利用形態 A1.A2.ら.C, 詳細質問はP16-18
4_陽電子ビーム 利用形態 A1.A2.ら.C. 詳細質問はP19-21
5.コヒ-レソト光子ヒ`-A 利用形態 A1.A2.ら.C. 詳細質問はP25-27
7.中性子ビーム 利用形態 A1.A2.B.C. 詳細質問はP28-30
8.∪粒子ビーム 利用形態 A1.A2.a.C. 詳細質問はP31-33
9.中間子ビーム 利用形態 A1.A2.B.C. l 詳細質問はP34-36
10.反陽子ビーム 利用形態 A1.A2.a.C. 詳細質問はP37-39
ll.不安定子亥ヒ`-A 利用形態 A1.A2.ら.C. 詳柑質問はP40⊥42
②現在使用したいが使用できていないビーム
*利用形態は､Al.(固定標的単純照射衝撃利用)､ A2.(固定標的重合照射衝撃利用)､B.(ビーム衝突
利用)､ C.その十乱 を表します｡(C.その他記述欄 : )
単独ビーム 複合ビーム 備 考
ど-ムの種類 F 第 1 第2利用形態A1.A2.日.C. 利用形態A1.A2.日.C.
1.電子ビーム ■ i利耶 態 A1.A2.3.C. 詳縄質問はP10-12
2.陽子ビーム げ J即 ≧態 A1.A2.a.C. 詳細質問はP13-15
3.重イオンヒ'-A 利用形態 A1.A2.ら.C. 1 詳細質問はP16-18
4.陽電子ビーム 利用形態 A1.A2.ら.C. 詳細質問はP19-21
5.放射光 利用形態 A1.A2.5.C.1 詳沌質問はP22-24
6.]ヒ-レソト光子ヒ`-A 利用形態 A1.A2.8.C.i【 詳細質問はP25-27
7.中性子ビーム 利用形態 A1.A2.B.C. 詳細質問はP28-30
8.Ll粒子ビーム 利用形態 A1.A2.ら.C. 詳組質問はP31-33
9.中間子ビーム 利用形態 A1.A2.El°. 詳柑質問はP34-36
10.反陽子ビーム 利用形態 A1.A2.8.C. 諾沌質問13:P37-39
ll.不安定核ヒ一一ム 利用形態 A1.A2.a.C. 詳細質問LS:P40-42
③将来使用したいビーム
*利用形態は､Al.(固定標的単純照射衝撃利用)､ A2.(直定標的重合照射衝撃利用)､B.(ビーム衝突
利用)､ C.その他､を表します｡(C.その他記述欄 : )
ビームの手重類】 単独ヒ-ム li 複合ビーム 備 考i
第 1 第2
利即 三態 ミA1.A2.日.C.】 利用形態A1_A2.E3.C.
1.電子 ビーム 利用形葱 A1-A2.3.C.i 詳t.B質問はP10-12
I2.陽子ビーム 利用形態 A1.A2.3.C. 詳紹質問はP13-15
3.重イオンヒ`-A 利用形慰 A1.A2.日.C. 詳細質問はP16-18
14/陽電子ビーム 利用形態 A1.A2.5.C. 詳策定質問はP19-21
5.放射光 【 利用形葱 A1.A2.ら.C. I 詳柑質問はP22-24l
7.中性子ビーム 利用形態 A｢.A2.ら.C. 1 詳細質問はP28-30
8.∪粒子ビーム i利用形態 A1.A2.ら.C. 詳細質問はP31-33
9.中間子ヒ-ム 利用形態 A1.A2.B.C. 詳細質問はP34-36
10.反陽子ビーム i 利用形態 A1.A2.8.C. 講和質問はP37-39i
























研究分野 研究課題名 ビーム使用 将来使用予定時期
5貢の分誉副こ 蓋し支えない士易合のみでけっこうです いすれひ該当す 1ー ～4.のうち該当するも
ある場合はそ るものを丸で囲 のを丸で霊んでく7=さい
の記号を記入してくT=さい んでください
① 1 単独 複合 iI 邑
§2 単独 複合
3 単独 複合
② 1 単独 襟合2 単独 複合
3 単独 複合







A.電子エネルギー ご ② ③ 己.エネルギ一分醐 旨 E ① ② ③
1 2 3 ー 2 3 1 2 3 (△[/E:%) 1 2芦3 1 2 3 1工 3
A○_ 特に指rj正せす B○. 特に指定せす 】i
Al. ～ TMeV 】 2 B1.12.8 - I i
A2. 1MeV～ 5MeV 82. ら.4 - l2.8
A3. 5MeV～ 10MeV 】 ≧ B3. 3.2 - 6.4
A4. lOMeV～ 20MeV i ! 巳4. l.6 - 3_2 】 5i
A5. 20MeV～ 50MeV iF 声 B5. 0.8 ′) 1.6
A6. 50MeV～100MeV B6. 0.4 - 0,8
A7.lOOMeV～200MeV 87. 0_2 - 0.4
A8.200MeV～500MeV E38. CL1 - 0.2 i
Ag.500MeV～ lGeV Bg. 0.05 - 0.1 I
AつO. 1GeV(ノ 5GeV B10. 0.02 - 0.05
All. 5GeV′- 10GeV all. 0.Ol ～ 0.02
A12. 10GeV′)50GeV B12. 0ー005′- 0_01
A13. 50GeV′-100GeV Bl3. 0.002- 0.005 l
A14.100GeV～500GeV i 814. 0.001- 0.002 i




! cL.ビーム長径芦 ① 】 ② E ③ cs.ビーム短径 【ち ① l .② F ③1 213 ltE213 1l213 1 2 3 112も3 1日 も3ミ
C｣○. 特に指定せず 2 】 弓CS○. 精に指定せず l i I
C｣1, - 1∩m 】 】 1cs1. - 1nm 室 5】
C｣2. 1nm～ lO∩m CS2. lnm～ 10nm 】
CL5 . 1um～ 10Um ト CS5. uーmへノ10Um l
CL5. 10um～100um F CS5. 10um～100um
cL_7.lOOLlm～ lmm l ー CS7.100Um～ 1mm l
C｣8. 一mm～ 1cm ∃ 1 CS8. 1mm′- 1cm
CLg. lcm～ lOcm CS⊆). 1cm′- 10cm ～】 i
下の ｢平均ビーム強度｣とは､ピ-ムの強度が長い時間 (パルス構造を-+Jつ場合では､パルスの繰LJ返し時間以上)で平均化
されたものをさしますO
D.平均ビーム強度 も ① r ② t ③ i D.平均ヒ-ム強度l (eソsec) ① ! ② t .3)(eソsec) 日 !2 3 】2 3 1【2 3 日 2∃3日 213 1 2≦3
D○. 特に手旨還せす 】一 1 Dg.5_2×1010-6.2× 0ーtl(10∩A 100∩A) ～ 3
D1. -6_2×103( 1fA) l DlO.6_2×10一■～6_2×lO12(100∩A- 1uA) 一
D2.5.2×103-6ー2×104(1fA 10fA) 】 D11ー 5.2×10t2-6_2×1013( 1uA 10uA) il;
D3.5.2×104-6.2×105( OーfA 1OOfA) 1 ー D12_6.2×liOt3-6.2×1014(10∪A 100UA)
D4.6.2×105-6_2×10e'(100fA′) pーA) 】 芦 D 3ー.5.2×10ー4-6.2×1015(100LiA 1mA) i
D5.6.2×lO5-6ー2×107( 1pA 10pA) ∃ D14.6.2×TOー5-6_2×1016( 1mA 10mA) 】
D6.6.2×lO7-6.2×lO8(lODA 1OODA) D15_5_2×lO16-6_2×1017(10mA 1OOmA) ll ～
D7.6ー2×108-6.2×lO9 i D16_5.2×10ー7-6_2×1018 【～≧ 】(100pA 1∩A) (100mA 1 A)
D8.6.2×109-6.2×10ー0 】 1 D17.6.2×10】8- H il( 1∩A 10∩A) I1 ( 1A～ )
(右列に続く)
E.頒桔化エミッタンス ① J ② ) ③ 】 E.規格化エミッタンス ① ･② ー ③
(nmm.m｢ad) 1 2I3 1 2 3 1 2ー 3 (nmm.m｢ad) 1 2 3日 2 封 T 2 3
∈○_特に指定せす l ～ E5. l0-1- l I
∈ 1. 0ー3- ∃ ∈5. 10-2-10一一
∈2. 102-103 E 1 i ∈7. 1〇一3-10-2 l l l L i
E3. 101- 0ー2 ⊇ l 5 ∈8_ l0-4-10-3
∈4. ー～一〇一 ∃ l ∈9. -10~4
(右列に続く)
F_ビーム時間構造の型(ど-ムの時間構造等については5貢参PL召) ① ! ② ③1 1 2 3 1 2 i 3 1 2 3
F1.運未完ビーム強さの変化はあるものの連続する (荷電粒子の場合は直流)ビーム




i 2 3 日 2 3【1 2 3 1 213 1 フ≠3 1 2 3【
GOt 特に指定せす Gll. 1L⊥S′- 1Ous lF ≡!
G1. ′- 1fs G12. 10L⊥S～100us 1
G2. 1fs～ 10fs G13.lOOus- 1ms
G3. 10fs′-100fs G14. mーs～ 10ms 1
G4.100fs′- 一ps G15. 10ms～100ms )
G5. 1ps′- 10ps r G16.100ms.- 1 S l
G5_ 10ps～100ps G17. 1 S′- 10 S
G7.100ps～ 1∩S G18_ 1O s′-一oo s
G8. 1∩S′) 10∩S G19_100 S～ 103 S
Gg. lOns～lOOn s G20_ lO3 S～ 104S
G10.100∩S′- 1us ; 】 G21. 104S′)105 S




H.パルス繰り返し t(Hz) ① ② ③ エー パルス幅 (長) ① ② ③1 2 3 1 2 3ilE2 3 日 2 3 1 2 3 1 2 3.
H○.特に指定せす I〇一 特に指定tIす ! i1
H1. -101 I Ⅰ1 -ノ 1fs I
H2ー101′-102 】 Ⅰ2. 1fs～ 10fs ～
H3.102-103 1 i Ⅰ3. 10fs～100fs
H4.103.)104 】 Ⅰ4.100fs～ 1ps
H5_104′- 0ー5 - i Ⅰ5. 一ps(J10ps i
H6.105-10e' 】 I Ⅰ6. 10PS～100PS i
H7.106-107 i ⊇ i 工7.100psへ 1ns
H8_107～ l i ら I8. 1∩S～ 10∩S l
Ig. lOns～lOOrlS i
J.パルス強度 工10_100∩S～ lLIS 】
(パ]L/ス強度に関し､指定すべき条件 .範囲等があLJました Ⅰ11. 1Us～ 10us 】
う､以下の該当する潤にこ記入く7=さいO) Ⅰ12. 10Us′)100us
i(D 1 エー3.100Us′) 1ms2 Ⅰ14 1m5- 10
3 , Ⅰ15. 10ms～100ms 】 .
② 1 工16.100ms～ ー S 弓 】2 7- 1 S 】 】
3
③ 1 t Lー パンチ幅 (長) ① ② ③2 1 2 3 1 2 3 ー 2 3
3 ｣O. 年利こ指定せす
｣1. ～ 1fs l
K.パルス内パンチ数 ① ② 【 ③ ｣2. 1fsへノ10fs 】
1 2 3 1 2 3日 2 3 ｣3. 10fsへノ100fs
KOー特に指定せす E i ｣4. 0ー0fs- 一ps
K1. ′-101 l, ｣5. 1ps′～ 10ps
K2.101-102 i 】 ｣6. 10ps～100ps 】
K3.102-103 岳 i i ｣7.一oops- て∩S l】
K4.103～104 i ｣8. 1∩S′- 10ns
K5.10`1.)105 ｣9. 10∩Sへノ100∩S !
K6.105-10e' ｣lO.lOOns～ lLIS l -














研究分野 研究謡題名 ビーム使用 将釆使用予定時期
5頁の分頴に 差し支えない場合のみでけっこうです いすれか該当す 1.-4.のうち該当するも
ある場合はその記号を記入してください るものを丸で囲んでください のを丸で囲んでください
1 単独 複合
① 2 単独 複合
3 単独 複合
② 1 単独 複合2 単 複合
3 単独 碩合
③ 1 単独 複合 1.5年以内 2.6-10年3 ll.-ー5年 4_16年以上2 単独 複合 1.5年以内 2.6-10年3 ll- 5ー圧 4 16年以上







A.陽子エネルギー ① ② ③ B.IR)し7-9#SE(△∈/∈:%) ① ② @1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3岳l巨 星3 1 2 3【
A○. 特に指定せず ! BO. 特に指定せず
A1. ′- 1MeV B1.12.日 へノ
A2. 1MeV～ 5MeV i B2. 6.4 - 12.8
A3. 5MeV′- 10MeV i B3. 3.2 ′- 5.4 l i
A4. lOMeV～ 20MeV B4, 1.6 ′) 3.2 !
A5. 20MeV～ 50MeV B5_ 0.8 ′- 1.6
A6. 5CMeV～lOOMeV 86. 0.4 へノ0.8 IF
A8.200MeV～500MeV i 1 i 88. 0,1 - 0ー2 t i t
Ag.500MeV～ lGeV Il ≡ i B9. 0.05 - 0ー1 rI
A10. 1GeV～ 5GeV ) ー I 】 510. 0.02 ′- 0.05 】 I i
All. 5GeV(J10GeV I ヨ i Bll. 0_01 へノ0.02 ,
A12. 10GeV～ 50GeV li i Bl2. 0.005- 0.01 i l
A13. 50GeV～100GeV I 313. 0.002- 0.005 声 l
A14ー 100GeV～500GeV 】 B14. 0_001() 0.002




CL.ビーム長径 ① ② ③ CS-ビーム短径 】 ① ‡ ② ③1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 213 1 2 3 1 2 3
CL○. 特に指定せす CS○. 特に指定せず
CL1. - 1nm CS1. ～ 1nm
CL2. 1∩m′)10nm CS2. 1nm～ 10nm
C｣3. 10∩m～100nm CS3. 10nm～100nm il
CL4.100∩m～ lum CS4. 0ー0nm- 1um -
CL5. 1um～ 10Um CS5, 1Llm～ 10Um
CL6. 10Llm～100um CS5. 10um～100um
CL7.100Um～ 1mm CS7.100um～ 1mm
CL8. 1mm′- 一cm CS8_ 1mm′- 1cm
C｣9. 1cm′-10cm CS9. 1cmへノ10cm




D.平均ビーム強度 Ⅰ(p'/sec) I ① ② ③ D.平均ビーム強度 】(pソsec) - ① ② ∃ ③1 2 3 日 2 3 1 2暮3 1 2 3 112 3 1 2 3
D○. 特に指定せす Dg.5.2×lO10-6.2×10ー1(10∩A 100nA)
D1_ ′-6.2×103( 1fA) D10.5.2× 0ー1-6.2×lOlZ(100∩A 1UA)
D2.6.2×103-6.2×104(1fA 10fA) Dll.5.2×1012-6.2×lO13( 1∪A 10UA)
D3.6.2×10d～6,2×lO5(10fA-100fA) D12.6.2×1013-6.2×lO14(10∪A 100UA)
D4.6.2×105-6.2×lOら(lOOfA～ lpA) D13.6.2×1014-6.2×10ー5(100∪A 1mA)
D5_6_2×105-6.2×107( 1pA 10pA) D14.6.2×10ー5-6_2×lO16( 1mA 10rnA)
D6.6.2×107-6.2×108(10pA 100pA) D15_6ー2×1076-6.2× 0ー17(10mA 100mA)
D7.6.2×105-6.2×10g(100pA 1∩A) D16ー 6.2×1017′-6.2×10ー8(100mA 1 A)
D8.6.2×109-6.2×10ー0( 1∩A 10∩A) Dl7.6.2×1018-( 1 A～ )
(右列に続く)
∈∴規格化エミッタンス(Tmm.mrad) ① ② ③ ≡.規格化エミッタンス(Trm.m｢ad) ① ② ③1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 i 2 3
EO. 特に指定せす ∈5. 10ー 1- 1
El. 103- E5. 10-2-lO-1 I
E2ー 102-103 E7_ 10-3-lO-2
E3. 101- 0ー2 E8. 10-A-10-3
E4. 1-101 Eg. ～ 0ー~4
(右列こ続く)
F.ビーム時間構造の型(ビームの時間構造等については5頁参照) ① A ③1 2 3 1 2 3 1 2 1 3
F1.連続ビーム強さの変化はあるものの連続する (荷電粒子の場合は直流)ビーム




G.ビーム紘続時間 ① ー ② ･◎ E G-ビーム継杭時間 E～ l ∫ ② ③1 2 封 1 2 3 1 2弓3 1 2f3.日 2 3 1 2 3
G○. 特に指定せす 】 守 Gll. 1LiS～ lOLIS 岳 l ≧ 岳
G1. - 1fs 巨 l i 1 G12. 10LIS～100LIS i L L
G2. 1fs～ 10fs と l G13.100us′) 1ms il ⊇
G3. 10fs～100fs E 【 F G14. 1ms～ 10ms 】
G4.700fs- 1ps E l≧ G15. 10ms(J一〇〇ms 5l ｣
G7一100ps～ 1∩s l i ち G18. 10 S～100 S
G8. 1ns～ 10∩S 】 】 Gig.loo s- 103 S ≡
Gg. lO∩S～lOO∩s I G20. 103 S～ 104S E i I
上記のピ｢ム構造でF=4.の場合及びよLJ詳細な条件等が挙げられる場合につ き ま しては､ 以下にこ J
提示 を お罷 いいた しますO
H.パルス繰LJ返し(Hz) ① 】 ② ･③ I.パルス幅 (蛋) ① 】 .② ③1 2日 日 2i3 2 3 1 2 封 1 2L3 ｢工 3
HO.特に指'這tj-す 】l E E 工C. 特に指定せす 1 】 -
H1. - 0.1 t l Ⅰ1. - 1fs 】 F
H2. 0.1′) 1 r Ⅰ2. 1fs′- 10fs i t
H3. 1 - lOI F 工3_ 10fs～100fs l
H4_101- 102 2 工4.100fs′- 一ps ち i i 】
H5.102- 103 声 工5. 1ps～ 10ps 】 ∃ l
H7.lOd ～ 105 F l I7.lOODS～ lns L r i
H8.105- 10e 芦 r 工8_ 1ns～ 10∩S F 】 l 書
J.パルス強度(/UL'ス強度に関し＼指定すへき条件 .範囲等があLJましたら､以下の該当する潤にこ記入くたきいう) I一o.100∩S- 1us l r l! 】 【
工11. lLIS～ 10us 【
Ⅰ12_ 1∪5 100 臣 ら F
L I L 工13.100LiS～ lms ～ t l l
① 2 Ⅰ14_ 1ms～ 10ms !
3 Ⅰ15. 10ms～100｢¶S
② 1 工16.100ms′- 1 S l 言2 I7- 1 S ～ ! 1 一 一 】 】 ー
③ 1 i L-パンチ帽 (長)I ① ② ③2 日 2岳3 日 2E封 1 2 3
3 ｣○. 特に指定せす
｣1ー ～ 1fs i
K.パルス内パンチ放 き ① ② ! ③ 】 ｣2. 1fs～ 10fs I
il 2ーL31日 2i3日 も213t ｣3. 10fs～lOOfs F ち
K○.特に指定せす 】 il ｣4.100fs- 1ps 巨 巨
K1. ′-70 1 ∫ ｣5. 1ps～ 10ps i
K2. 0ー1-102 】 芦 】 ｣5. 10ps～100ps t L f ～ I
K3.102-103 1 ー ｣7.100ps～ ーns 賀 I
K4.103～10`1 ｣8. 1∩S～ 10∩S
K5.104-105 l ! ｣⊆). 10ns(ノ100ns
K6.105～lO6 【 t ｣10.100∩S′- 1us 邑














研究分野 研究課包名 重イオン 1 ビーム使用 将来使用予定時期
5頁の分頬に 差し支えない場合のみでけっこう の種類 いすれか該当す 1.-4.のうち該当するも
ある場合はそ です るものを丸で囲 のを丸で囲んでください
の記号を記入してください んでください
i①Z1 単独 複合2 1
3 単独 複合
㌧ごI 1 単独 複合
2 単独 複合
3 単独 複合】








Aー 重イオンエネルギー(MeV/∪) ① L ② ③ E B.エネルギー分解能 ① ② @1 2 311 213 日 2 3弓 (△E/E:%) 日 2弓3 1 2岳3 1 2-3■
A1_ - 1 t 【 i l B1.l2.a - ら
A2. 1 ′- 2 J Illi ! t 1 日2. 6.4 - 12.8 i I
A3. 2 (J 4 F 弓 B3. 3.2 - 5,4 l】
A5. 8 - 16 巳5. 0.8 - 1.6 il ら i
A6. 16 - 32 Lら I i B5. 0.4 - 0.8
A7. 32 - 64 t l B7. 0_2 - 0.4 5 ; i 弓
A8. 64 - 128 LI ⊆ 弓 E B8. 0.1 - 0.2 t r
Ag.128 - 256 弓F L 1 】 E39. 0.05 - 0.1 岳 i 】 i
All.512 - 1GeV/UEr白 i】 Bll. 0.0ー ～ 0.02 岳 l
A12. 1GeV/U- 2GeV/U 】 B12_ 0.005- 0.81 】
A13. 2GeV/∪～ 4GeV/U ia tt Ll T B13_ 0.002- 0.005 l I チ
A14. 4GeV/U～ 8GeV/U l l t B14. 0.001- 0.002 5




G.ビーム継続時間 ① ② ③ G.ど-ム姓琵時間 i ① r ② ③
G○. 特に指定せす - Gll. 1LIS～ 10us i ! 巨
G1. ′- 1fs i G12. 10LIS～100us ⊇
G2. 1fs′- 10fs l G13. 0ー0LIS- 1ms ! ≦
G3. 10fs～ 0ー0fs 】 ～ G14. -1m5- 10ms ? i 5
G4.lOOfs～ 1ps l I i G15. 10ms.-一ooms i !
G5. 1ps～ 10ps F l a G15.一ooms- 1 s l i l Zち
G5. 10ps～lOOps i 1 i G17. 1 5′) 10 S 】
G7.100ps- 1∩s i ⊇ G18. lO s～100 S 】-
G8. 1∩S′- 10ns ! G19.100 S～ 103 S
G9. 10ns～100∩S r G20. lO3 S～ lO4 S lJI
G10.100∩S～ 1us i i G2一. 10ds～ 105 S i l
(右列に続く) G22. lO5 S～ ∃ 弓
上記のビーム時間構造でF=4.の場合及びよLJ詳細な条件等が挙げられる場合につき ましては､以下
にご提示をお良いいた しますo
H.パルス繰LJ返し ① ② ③ 工.パルス幅 (長) E ① ② ③
(Hz) 1 2 3 1 2 3 ー 2 3 日 2 311 2 3.1 2 3■
H○.特に指定せす Ⅰ○. 特に指定せす ! i
H1. - 0.1 工1. - 1fs ■ 】【 l
H2. 0.1～ 1 工2. 1fs～ 10fs 1】
H3. i - lOl I Ⅰ3. 10fs～100fs 】1
H4.lOl ～ lO2 ILILl 工4.100†S- 1ps ー F
H5.102 - 103 l Ⅰ5. 1ps～ 10ps !
H5.103 - lO4 Ⅰ6. 10ps～100ps - ⊆
H7.lol - lO5 工7. 0ー0ps′) 1∩S 】
H8. 0ー5 - lO6 工8. 1∩S′- 10∩S i
Hg.106 - Ig. 10∩S～100∩S
J.パルス強度(パルス強度に問し､指定すべき条件 .範囲等があLJましたら＼以下の該当する潤にこ記入ください ) Ⅰ10_100ns′) uーs
Ⅰ11. lLIS～ 10LIS
2. 一〇｣▲S～100
∫ 1 Ⅰ13.100Us- 1ms2 4 1m へ.10 .
3 Ⅰ15. 10ms′-100ms
② 1 Ⅰ16.100ms～ 1 S2 工7 1 S′- ～
l 3
@ 】 1 ｣.パンチ唱 (長)I ∫ ② ③2 1 2 3 1岳2 3 日 2 3
3 ｣○. 特に指定せす
｣1. - lfs
K.パルス内パンチ数 ① ② ③ ｣2. 1fs′) 10fs
1 2 3 1工 3 1 2 3 L3. lOf5-lOOfs
K○.特に指定せす ｣4.100fs～ lps
K1. -101 l ｣5. lps～ 10ps



















研究分野 研究課題名 ビーム使用 将来使用予定時期
差し支え7=3い場合のみでけっこうです いすれか該当する=Jのを丸で囲んでください 1.-4.のうち該当するも 】のを丸で囲んでください
①5 1 単独 複合 【l-iI育
2 単独 複合
ド 単独 複合
② 1 単独 複合2
3 単独 複合







A.陽電子エネルギー ① ② ③ a.エネルギー分解能 ① 巨 ② ③
1 2 3 1【2 3 1 2 3 (△巨/∈:㌔) 1 2 封 1 2.3 1 2.3
A○. 特に指rFLせす B○_ 特に指定せす
Al. ～ lMeV Bl.l2.8 - 弓
A2_ 1MeV～ 5MeV j B2. 6.4 - 12_8 i l l
A3. 5MeV～ 10NeV 】 B3. 3.2 ′- 5.4 l
A4. 10MeV- 2OMeV B4. 1,6 (J 3t2
A5. 20hleV～ 50MeV 日5. 0ー8 ′- 1_5
A6. 50MeV～lOOMeV 室 86. 0.4 ′- 0.8
A7.lOOMeV～200MeV 87. 0.2 - 0ー4 】
A8.200MeV.-500MeV B8. 0.1 ′- 0.2
Ag.500MeV～ lGeV B⊆)_ 0.05 - 0.1
A10_ 1GeV′- 5GeV 810. 0.02 - 0.05
All. 5GeV～ lOGeV 日日. 0.01 ′- 0.02
A12. 10GeVへノ50GeV 1 】 812. 0.005- 0_01 I 】 l
A 3ー. 50GeV′-100GeV i B13ー 0.002- 0.005
A 4ー.100GeV～500GeV B14. 0.001′～ 0.002 】




CL.ビーム長径 I ② 】 ③ cs.ど-ム矧至 ; ① ② ; ③
ー 2】3 1 2 3 1 2 3 Fl 2 3 lE2i3日 2日
CL○. 特に指定せす 芦 】 CS○. 特に指定せす F l【 E i i
CL1. - 1nm CS1. ′- 1∩m 喜 一 ! ー
CL2. 1nm～ 10∩m i CS2. 1∩m′)10∩m !
cL3. 10∩m～100∩m i i i CS3_ lO∩m～lOO∩rTl 【
CL5. 1um～ 10Llm l I CS5. 1um～ 10Llm
CL6. 10um′)100Um CS5. 10Um～100um ,
C｣7.100LlrTl～ 1mm ! l 【F ; l CS7.100um′- 1mm 】 声
C｣8_ 1mm～ 1cm 】 ! l CS8. 1mm～ 1cm F t
C｣9. 1cm′- 10cm 】 】 】 l CS⊆). 1cm～ 10cm i




D.平均ビーム強度 】(e十/sec) i ① 】 ② ･雷 D.平均ヒ-ム強度 1 ① ② 】 ③日l2 3 1 二日 112 3 (e+/sec) 1 2ー 3 日 2 3日 】2日
lDO. 特に指定せす i iFDg.5.2×10i0-6_2×101(10∩A′､100∩A) 巨 葛
- D1. -6.2×103( 1fA) 芦 i】 D10.6.2×10一～6.2×1012(100∩A- 1UA) I 巨
D2.6.2×lO3-6_2×104(1fA 10fA) ～】5 Dll.6.2×1012-6.2×10】3( 1uA 10uA) E F
D3.6.2×104-6.2×lO5(10fA 100fA) I 十 !D12.6.2×1013-6.2×灯 d(lO∪A 100LIA) 】
D4.6.2×105-6.2×10e'(lOOfA～ lDA) r 日 il FtP 3-6.(foxoltuOld～6-.2mXi,?l5 1 一
D5.6.2×106-6_2×107 1 C.14.6.2×1015-6.2×1016 1】 !( 1pA 10pA) ( 1mA 10mA)
D6.6_2×107-6.2×108(10pA 1QQpA) 1 邑 仁 D15.6.2×lOl6-6.2×1017(10mA 1COmA) i ち
D7.5.2×lO8-6.2× 0ー9(100pA 1∩A) ⊇ D16.6.2×1017-6.2×lO18(lOOmA 1 A)
(右列に続く) i
≡_規格化エミッタンス(Tim .mrad) ① ② ③ E.規格化エミッタンス 】 ① ② ③lt2 3 112】3日 i2 封 (nm .m｢ad) lt2】3 日 2】3 1 2日
E○. 特に指定甘す ま L 暮 ! 【 t ､ E5. 10-I- 1 亀 i l 】 il
E1. 103～ 1～ l 】 i 】 ∈5. 10-2-10-l E ∈ 【 】
E3. 101-lO2 F I E8. 10ー1-10-3 弓 ⇒ i
E4. 1-101 r i t i i 】 E⊆). ～10-4 i ! ! 】 I
(右列に続く)
ド.ビーム時間構造の型(ビームの時間構造等については6頁参照) ① 】 ② ③
F去.諾 笑話詰 るものの連続する (荷電粒子の場合は直流)l i
ビーム I≡




G.ど-ム継続時間 l ① 1 .② ー ③ ! G-ヒ-ム蛙矯時間 i ① ー ② i (3)1 2 ｢ 1 2 3日 を2F3 日 !213 日 2日 1!2F3
G1. - 1fs ト F 【 ∃ 【 G12- 10Us～100us E 弓 t F
C4.lCOfs～ Tps 】 1】 G15. 10ms′-1OOms l It 一 i
G5. 1ps～ Oーps i i ∃ i f ー T G76-一ooms- 1 S i i E ,
L G7. 0ー0ps～ l∩S i 【! G18. 10 S′-100 S 【 L
G8. 1ns～ 10∩S ら らI i Glg_100 S～ 103S 】 5 l t 】
Gg. 10∩S～lOO∩s l l l 一 七 】 l t G20_ 0ー3S～ 104 s l i i ー 1 1 1
, G10.100∩S′- 1us 】 巨 111 G21. 104 S～ 105S ! FI 【 r
は き芸完 蓋芸LR漂誓言妄言三の場合及びよLJ詳細な条件等が挙げられる場合につきましては､以下
(Hz) 日 1213 1日 3日 2ーぎ3】 日 萱2131,t2日 1ー 2 J










研究分野5頁の 類にある場合はそ ⊆ 蓋し支えない悪書雷雲雲けっこうです】I 工 ､すれか該当すビーム使用るものを丸で囲 将来使用予定時期1ー ～4.のうち該当するものを丸で霊んでく7=さい
の記号を記入 んでください
してください
① 毛1 単独 複合 iI;巨F【
2 単独 複合
3 単独 複合I
② 1 1単独 複合2 単独 複合
3 単独 複合
巨 単独 複合 1.5年以内 2.5-10年3 1ー～15圧 4 絹fELiJ 上







A.光子エネルギー(光子波長) (D ② @ E3.エネルギー分解能 ー(△∈/E) (D ② ③
AO. 特に指定せす B○. 特に指定甘す
A1. ′- 0.1eV( ～ 12 Um) I 日1 10 -B2. 1 ′ 10
A2. 0.1eV′- 1eV(12 um ～ 1.2Llm) E33. 10~l- 1 iB4 0-2 ′ 10-1 】 l l 】
A3. 1 eV～ 10 eV( 1.2um ～ 120 ∩m) B5. 10J3 - 10-2 ～E36 一4 3
A4_ 10 eV～ 100 eV(120 ∩m ～ 12 ∩m) B7. 10~5.- 10-48_ -ー l5
A5.100 eVT 1keV(12 nm ～ 一.2∩m) Bg. l0-7 - 10-610 18 7
A5. ー keV～ Oー keV( 1.2nm ～ 120 pm) 】 Bll. l0-ち- 10-a lE312 1010 0 9
A7. 10 keV′- 100 keV(120 pm ～ 12 pm) B13. 10-l～ 10-､q t l i i ー4 I? ー1- l -





CA｣.ど-ム長径 F ① 1 ② 1 ③ CAS.ピーム短径 1 ① ･② ③1 2i3 1F2 3;1 2E3 日 2 3 1 2 3 日 2!3
cA｣3.100∩m～ Lーlm L L L ! L L ミcAS3.100∩m- 1um ～ i l 乍 i t f l 1
CAL5.'LOOum～ '1mm ㌔ 1 CAS6_100um～ 1mm 1 !
CA｣8. 1cm～ 10cm ≠ ≠ 】 ‖=AS8. 1cm～ 10cm l l 弓 弓
C3.ビーム径 (上の放射光ビームに光学素子等で操作を加えた利用直前のピ-ムへの要求)
CBL.ビーム長径 j ① E ② 】 ③ CBS一ピーム短径 i ① r ② l ③
CB｣3. 10∩m～ 0ー0∩m 1 i C3S3. 10∩m～100∩m
cB｣4.100∩m～ lLJm 皇l 育 cBS4_100∩m- 1um 与 i i
C8L5. lLlm～ lOurTl】 】 【 CE3S5. 1Llm～ 10LlrTl声
C∈∋｣6. OーLlm～700Um J ～ J ] l ic8S5. 0ーUm～100Llm l j i I
CB｣7.100Llm～ 1mm ち 11 も i CBS7.100um～ 1mm i ～i i
CE∋｣8- 1mm～ 1cm 】 ii i CBS8. 1mm～ 1cm ! i `≡ 】【
CBLg. 1crTl～ 10cm 】 ≠】 t CBSg. 1cm～ lOcm r 1 芦 ドI
以下のD.光束､E.光束 (負)密度､F.輝度については､時間的平均値としますo
(phot0∩S/SeC/0.1%b..〟.) 1 2F3 日 2臣封 1 2 3 (DhOて0∩S/SeC/Jn｢aq2/口.l恥.､N.)E1 2 3 1 2 封 日 2 つ
DO.特に指定i=す 1 i F t i ≡O.矧こ指定せす F ∃
D1. - 104 L A l L l t L ≡ 1. - 105 も ～ i 一 t
D3.105～ lO5 ∃ F 】 E3. 0ー7 - 10日 , I l l
D4.105 --107 r 1 ㌔ ～ E4.108- 10与 t も i 与 ー
D6.103- 109 i F F i E6.て0ー0- TOl' l , 声 i
D7.109- 101.8 l l l 1 ら 1 E7.10"～ 1012 F 】 ? ー ー
D8.10l0- 10】1 F F ! 】 E8.10】2- 10ー3 声 ‡
Dg.一ol- 1012 F E 【 i F I F Eg.TOTS- 70" 1 f ～ き ～
D10.1012- 10'.3 1 E10.1014- 1015 弓 l ≠
Dll_10ーコ～ lOTl El一.1015- 1016 l l !
D12.lOld～ lOl5 E12.lOー5 - 10'7 1 i ! i
D13.1015- 1018 l 】 】 ∈13.10ー7- 1018 ! l
Dl4.1016- 10'7 i ? 】 El°.1018- 1019 1 I
D15.1017- Oーla 芦 弓 弓 】 i i El5. 0ーー9- TO2C ち
D16.1018- 10!9 】 i E16.lO20- 102l 】 l!
D17_10ー9- 10m iF ∈17.102ー′- 102 I
D18.1020- i El.8.102- t も l t l t l
TJL.頓首(photO∩S/see/rnml/n｢ad2/0.1.Xb.yr.〕 ① ② ③ I F=.輝度〔photo∩S/sec/mmこ/m｢ad2/0.1%b.～.) ① ② 】 ③1t2弓3 1.二∴十 ㌦ 二 3 十 2】3 1 2 3 1 2 3
F=O.特に指rFLせす 】 i F=lO.10ー6～ 10 7ー
F1. - 10日 i FH.1017～ 10lB l
F2.108- 109 i i F12_lOla～ lOー9 ⊇
F=3. 0ー9- lOH' J J Fl3.1019- 10m I
F5.101t～ 1012 】 l l r ⊇ 】 F15-1021- 1022 ) i
F=6.lOl2- 1013 ; 1 F16.lO22- 0ー23 i ～
F7.10ー3- 101l i E 】 F=ー7.1023～ 1024 i
F8.101- 0ー;5 】 戸 】 F=l8ー 1024- lO25
F=9.1015- 101も 【 I Flg.1025へノ1026
(右列に続く) F20.lO25～ t ー l 】
放射光の詳細パラメータ表 (3)
G.ビーム時間構造の型 t(ビームの時間構造等については6亘参郵 E ① ② ⊆ ③1 2 3 1 2 ! 3 l t 2 t 3




G4.その他 lち 1 ～ ら
H.ど-ム継続時間 】ー ① ② ③ H.ビーム姓抗時間 tl ① ② ∃ ③
H1. ′- 1fs t I 】 t {12. 10LIS～100us 5 E I
H2. 1fs～ 10fs 岳 E 】 H13ー 100Us- 1ms 弓 芦 ト 1
H3_ lOfs～100fs i 【 l H14. 1ms～ 10ms l l 1
H4.100fs- 一ps L H15. lOms～100ms
H5. 1ps～ 10ps ∃ l I 1 l t Hl6.looms- 1 S
H6. 10ps～100ps i t 毒 H17. 1 S～ 10 S 弓
H7.100ps- 1∩S ー 弓 r H18. 10 S～100 S らI
H8. 1∩5- 10ns ) F Hlg.lOO s～ 103S l) 勇
Hg. 10∩S～100∩S 〉 F t H20. 103S～ 104S も ミ 1 ～ 1
(右列に続く) H22_ 105S～ ? 】 / l F ～
日 E2 3 日 2 3 1i2 3 1 2 3 1 2H 122昌3
I○.特に指oJ=せす L ∈ I ; r l I3.直線垂直偏光 】 l1 I
工1.繁偏光 i i 】 l 1 1 L I4.円偏光 ! 1 【⊆
上記のビーム時間構造でG4.の場合及びよLJ詳細な条件等力て挙げられる場合につ き ま しては､以下 5
に ご提示を お罷 いいた します ○
(Hz) 日 t2 3日 '2H り 2!3j 日 2∃3 lL2E3葛1t2Er3ゝ
J○.特に指定せす t F 芦 i 巨 ー r KO. 矧こ指定tIす ! ∃ f ぎ E 弓
J1. -101 t 1 1 】 ヨ ー K1. - 1fs
J2.10ー～102 1 【 K2. fーs- 10fs ～
J4.103′-104 I K4.100fs′- 一ps
J6.105-106 t L】 【 F トF K5. lOps～100ps i
J7.106-107 】 i】 K7.100ps- 1ns ) 】
J8.107′- -≡ l l l I K8. 1∩S～ lO∩S l l
】 K⊆). 10ns～100∩S l≦
｣.パルス強度(パ ルス強度に関し､指oj上すべき条件 .範選等があLJましたう､以下の該当する欄にこ記入くだ言いQ) K10.100∩S- 1Us 】
Kll. 1us～ 10LIS t E ∃ ri ≧】i
～ K12. 10us～100LIS i ! t i t 1 一 .
① 1 岳 K13.100LIS- 1ms li2 4 1ms～ 10 i l
3 K15_ 10ms～100ms I !













1 研究分野 研究課盟名差し支えない場合のみでけっこうですF ビー ム使用いすれか該当するものを丸で囲んでください 将釆使用予定時期1.-4.のうち該当するもの壱丸で囲んでく/=さいしてください
① 1 単独 複合2 l 単独 複合
3l 単独 複合
l② 1 単独 複合
2rー 単独 複合
(31 単独 複合
③】 1 i 単独 複合 1.5年以内 2.5-10年3 1T～15生 4 15竺以上
凸 l 巨 単独 複合 1.5三以円 2.6-10竺3 日～l5圧 4 16年以上







A.光子エネルギー 丁. ② ③ 日_エネルギー分解能 ① 1 ② ③
(光子波長) ー2き3 十 二日 1 2 3. (△∈/[) 1 2∃3 】 2】3 一 二 3
A○. 特にテ旨定i3-す 】 lF 日○. 特にチ旨還せす 】
A1. - 10-3ev( ～ 1.2mm) H i H Il 51 10 - ∃ ∃ 1 t 1F B2. 1 70 l F E F ∫】
A2. 10-3eV′) 10-2eV(12mm ～ 120 Um) ∃!r 】 i】 E33. 0-I- l i F E F 1i巳4 2 10-7 ー 】 】 ∃ 【
A3. 10J2eV～ lO~ーev(120 um ～ 12 Um) ‡ 】i L 】 l E35. 10'3～ 10-2 】36 -4 ′- 3 i i
A4. 10-ーeV-J l eV(12 Um ～ 1.2Um) B7. 10L5- 10-4 】8 TO- ノ 5 ! l
A5. 1 eV′- 10 eV( 1.2um ～ 120 ∩m) i l 辛 I B9. 10-7 - 1,0-6 i ii 10 OL9 7 i
A5_ 10 eV～ 100 eVI(720 ∩m ～ 72 ∩m) Bll, 10~9 - l0-8 -日12. -1□～ 19 l t さ き ･ I
A7.lOO eV～ l keV(12 ∩m ～ 1.2∩m) ≡lF i EH3. 10-1'- 10-18 5 i ∃日14_ 2J H ) 】 】
A8. 1 keV～ 10 keV( 1.2∩m ～ 120 pm) 】 ちF ≡i B15. ′- 10-12 】∃




CA｣.ビーム長径 E ① ! ② ③ CAS-ビーム短径 - ① ② ③
巨 2 封 1j213 112‡3 1 213 lF213 112 3
CAL○. 特に指定甘す F CASO_ 特に指定せす ! l
CAL1. - 10∩m 】 I CAS1. ′) 10∩m
CA｣2. 10∩m～100∩m ～ CAS2ー 10nm′-100∩m i
CAL3ー 100nm～ 1um CAS3_100∩m- 1um 芦 】
CAL4. 1urTl～ 10Llm t CAS4. 1Um～ 10Um ∃
CAL5_ 10um～100um CAS5. 10um～100um i
CAL6.100um～ 1mm CAS6.100Um′- 1mm
CAL7. lmm～ lcm , CAS7. 一mm～ 1cm
CAL8. 1cm′)10cm 1l 芦l CAS8_ 1cm′- 一〇cm ≧
CAL9. 10cm～ CAS⊆)ー 10cm′- 】 】 ∃
CB.ビーム径 (上のビームに光学素子等で操作を加えた利用直前のビームへの要求)
CBL.ビーム長径 】 ① ② E ③ ⊇ CE3S.ビーム短径 ① ② ③
CBLO. 特に指定せす i 】 C[∋SO. 特に指定せす ∃
cE3｣1. - l∩m E CBSl. ～ lrlm 【
cBL2. 1∩m～ 10∩m ! CBS2. 1∩m′-10∩m
CB｣3. 10nm′-100∩m 1 1 CBS3. 10∩m～100∩m ら【
CBL4.100nm/- 1um CBS4. 0ー0nm- 1Llm i
CBL5. 1Um～ 10um CBS5. uーm～ OーLlm ∃】
CBL5. 10um～100Um I C[∋Set lOLlm～100um i1
CBL7.100um′- 1mm ～i 【 CBS7ー 100umへノ 1mm 】§
C[∋｣8. 1mm～ 1cm !ー L t i cBSBー 1mm～ lcm ～ 弓
CBL9. 1cm.-10cm Ei C【∋S⊆)_ 1cm～ 10cm 】
CBL10. 10cm～ i i C[∋S10. 10cm′) i
以下のD.光束､E.光束 (負)密度､F.輝度については､時間的平均値としますo
D.光束 (flux)(photO∩S/sec/0.一%b.Wー) ① 5 ② ③ ≡.光束 (負)密度 【 ① ② l ③1 2 3】1 2 3 1 2!3 (photo∩S/SeC/rn｢adZ/0.1%b.vI.) 1 2 3 1 2 3 1 2 3
D○.特に指定せす i EO.特に指定せず i
D1, ′～ 10日 I I E1.lOg～ 1010 I ち
D2.10B ～ lO9 F ∈2.lOt0- 101 】
D3.10g～ lO10 】 E3.lO'ー～ 10ー2 7 I 1
D4.10ー0- lol一 ` ∈4.1012～ 1013 F【
D5.101ー～ 10】2 l ∈5_ 0ー13- 1014
D6.1012- 1013 I E6.10ー4.～10ー5 i
D7.lO13- 1014 E7.10ー5- 10ー6 , 】
D8.1014- 10】5 E8.1016- 1017 i
Dg.1015～ 1016 E9.lO17～ 1018 - i 】
D10.10一缶～ 1017 ElO_1018～ 10ー9 i i I
Dll.10ー7- 1018 Ell.10ー9～ lO20 ? i iI l
Dl2.10ー8- lO19 ∈12.1020- 102ー ; 【I
D13.1〇一9～ 1020 E13.102ー～ 102
D14.1020 - il E14.1022 /) 1
F.輝度(photO∩S/see/mn2/n｢ad2/0.一触.～.) ① ② ∃ ③ l F,輝度I(photo｡S/sec/m2/m｢ad2/0.胤 W.) ① 岳 ② E ③日 2 3 1i2 封 ー 2 3 1】2H 5日 2 3F1-2 3
FO.特に指定甘す i t F8ー lOt8- 1019 t l i t
F1.101ー～ 10ー2 Fg.10ー9- 10m
F2.lO12～ 10ー3 Flo.1020- 102ー
F=3.lola- 1014 F=1l.1021- 102
F5.1075- 1016 F=l3.1023- lO24
F=6. Oーlb～ lO17 F=l4.1024- lO25




GA.(時間的)コヒーレンス長 F ① 】 ② F ③ GA.(時間的)コヒ-レソス長(入2/△人で定義される) ÷ ② F ③(入2/△人で定義される) E1邑2L31112蔓3日 tZE3ー 112㌧3 112!封 112 3
GA1. -10∩m l F 】 E 】 l 【 【 【 GAS.10OLim′- 1mm I ltEtt l
t GA2.100∩m- 1Llm l t 芦 F t t r t GAS. 1mm～ 1cm 】 【 1 FI t
G〔∃,空間的コヒーレンス/iラメ一夕の記述欄 (要求かある場合)
① 】 ･② t ③
ー i 2 E 3 i l t 2 1 3 1 2 3
iF E ! ～ 圭 i
H.ど-ム時間構造の型 F ① ･2) F .3)
ビーム l r
H2.連続的パjL/スヒ-ム! 芙質的に て ル て/てンチと見なせて､パルス間隔が数 H 日 ～ 】∩sec～LISeC程度 (パルス間隔がま豆く連続的にみえる) ～i I
H3.パルスビームlパルスは複数あるいは多数のパンチから構成され､パル H i｡ ≧ 1Iス間隔加数nlSeC～SeC程度
il ⊇
I4.†oofs- 1ps 】 r Ⅰ15. 10ms～lOOms 】1 】 】
Ⅰ5. 10ps～100ロS ≡ ! E 】 1 Iー7 1 S～ lO s i 芦 F r
` Ⅰ7-100ps～ 1∩S i ∈ t E t r E 芦 t I18. 10 S～lOO s l l E L t L 1
Ⅰ10_10 0 ∩S～ LーI S t i i 一 一 一 一 一 i 工 2一. 104 Sへ 105 s F r l F ! 喜 F :
(右列に続く) 工22. lO5S～ E F 室 I t 】 l 臣 葛 I
】
∈ J.偏光状態 ① i ③ J.偏光状態 1 ① ② 【 ③
1 21 3 11213 1 213 1 1 2 i 3 1 ー 2 十 十 二日 こ
Jl.繋偏光 弓 毛 し i J4.円偏光 l 1. l 1 ミ ～
J2.直緑水平偏光 r ∃ i 】 F J5.楕円偏光 【 F ] ! i
上記のピ-ム時間構造でH4.の場合及びよLJ詳細な条件等が挙げられる場合につきましては､以下
にご提示をお羅いいたします.
① i ② ③ F













研究分野 研究課題名 ビーム使用 将来使用予定時期
5頁の分類に 蓋し支えない場合のみで(7つこうです いずれか該当す 1.-.4.のうち該当す吉も 【
ある場合はその記号を記入してください るものを丸で囲んでください の弧 で臥 でく/t即 弓】
① ー 単独 複合 -i】
t2 【 里独 複合
3⊆ 単独 複合
②i 1 1 【 単独 複合
2 【 里独 複合F
3 豊～
i@ 1Ei 弓 呈独 複合】 1.5年以F_2,6-10空3 ll- 5ーfE 4.て6竺以上
21 【 単独 複合 は .誓 駕篭 24.?6～三OujfE_= 岳







A.中性子エネルギ- 1 .① ② 】 ③ A.中r=子二ネルギー ① ② ③ .
∴ 2t3rlE2 3日 !213 1ら2 3 日 2i3売日 2E3弓
A5. 1 ｢neV～ 10 meV1 ir 】 31. 12.8 - 】1 【】
A⊆). 10 eV ′)100 eV 1】 i B5. 0.日 (J 1.6 )弓 岳
A :. 1 keV～ lO keV 【 , 】 i 37. ○.2 - 0.4 ir
A14. 1 MeV～ 10 MeV r tt r E BlO. 0.C)2- 0.05 r ≠ 室 (i dl




CL.ヒ-ム長径 tl ① ② ③ CS.ど-ム矧室 l ① ② ③1 2!3 l!2H lt2 3. lt2i3 日 21311!2 3
C｣O. 特に指定せす CS○. 特に指定せず 岳
CL1. ′) 1nm i CS1. へノ 1nm l
CL2. 1∩m～ 10nm l CS2_ ∩ーm′- 10nm I
CL3. lO∩m～100nm l L l ! cs3. 10nm～100∩m も 1 ㌧ 1 1
cL4.100∩m～ lLlm 岳 i E CS4.100∩m- 1Llm
C｣5. 1um′-10um CS5. 1Um～ 10Um 寡
C｣6. 10Um～100Um 】 ∃ CS6. lOum～lOOLlm 】 ∃
C｣7.100um～ 一mm CS7.100Um′～ 1mm 1
C｣8. 1mmへノ 1cm i cs8. 1mm～ 1cm ! 】
C｣9. lcm～ 10cm ⊇ cs⊆). 1cm～ 10cm F




D.フラックス i ① ② 圭 ③ D.フラックス も ① l ② F ③
D○.精に指定せす F D7. 108-一og
D1. ′)103 l 臣 D8. lOg～1010 1
D2. 103～lO4 1 i Dg. 10ー0-一ol 1
D3. 104-lO5 1 D10. 10一～1012 5
D4. 105へノ106 i ら Dll. 1012-1013 】
D5. 10∈'-107 E D12. 1013-10ld l t 】
D6. lO7-108 1 ! t t t t 】 一 一 i D13. 10ー4-lOl5 l r
(右列に続く) i D14. 1〇一5- E ! 岳 5 t
E-ど-ム時間構造の型 l . ① t ② i ③
(ヒ-ム時間構造等については6頁参照) ∃ 1 2 3 1 ⊆ 2 3 1 2 3
E1.連続ビーム強さの変化はあるものの連続する (荷電粒子の場合は直流)ビーム l ～ Ii





F=.ど-ム継続時間 岳 ① 】 ② ⊇ ③ F_ど-ム謎続時間 E ① L ② E ③
日 2 3ll 2 3 1 2】3 1 2】3 l】2i3 l巨 】3
F=○. 特に指定せす r i ぎ 1 F71. 7LIS～ てOLIS l t l i l t i
F1. - 1fs 臣 事 】 , f 】 F12. 10Us～100us 】 I 1 ⊆
I F2. fーs～ lOfs L l l t A F13.10OLIS- 1ms i l も ㌔ ち r
F6. 10Ds～100〔)S E Ll i i F17. 1 S′- 1O s l
F=7.100ps- 1∩s F 】 】 i l F18. 10 S′-一oo s 芦 L
F8. lrlS～ 10∩s t i F ー 】 Flg. 0ー0 S～ 103S F ,
Fg. 1CrlS-1CO∩S 】il 芦 ∃ F20. 103S～ 104s i E I l l i
FIG.100rlS- 1LIS l 岳 i i E F 21. 104 5- 105S ー t f r ∫














ー 研究分野l5頁の 芸副こある場合はその記号を記入してください 研究課題名差し支えない場合のみで'けっこうです 】 ビーム使用 等いすれ731該当す ∃るfJのを丸で囲 lんでください 将来使用予定時期1.～4.のうち該当するものを丸で囲んでくださいI :
巨 重砲 複合
① 2ー 単独 複合 i
3i 単独 複合 lEi
② 1 単独 複合2 単独 複合
I1 l
③ 1 単独 複合ト 1.5年以円 2.5-lo草3ー 1て(-15定 4 16空以上







A.Ll粒子エネルギ- ① 邑 ② ③ l E3.エネルギー分解能(△∈/∈‥%) ① し ② l ③1 2き3 1 2 3 ー 2 3 1 2 3 1 2 3 1 213
A○. 特に指定せず 岳 B○. 特に詣足せす l
A1. - MーeV i i l ～ E31.12.8 - f i ) i ) ∫ ) ～
A2. 1MeV～ 5MeV E32. 6.4 - 12,a l
A3_ 5MeV～ 10MeV B3. 3.2 - 6.4 ! i
A4. lOMeV～ 20MeV ∃ 1 84_ i.5 - 3.2 i
A5. 20MeV～ 50MeV l B5. 0.8 .- 1.6
A6. 50MeV～lOOMeV B6. 0.4 ′- 0.8 i
A7.lOOMeV～200MeV 】 i E37. 0.2 - 0.4 】
A8.200NeV～500MeV L l J B8. 0_ー ～ 0.2
A9.500MeV～ lGeV F l l l ! i Bg. 0.05 - 0.1
A10. 1GeV～ 5GeV 】 l B10. 0.02 - 0.05
All. 5GeV(J10GeV ら.1一. 0.01 ′) 0.02
A12. 10GeV～ 50GeV il Bl2. 0.005- 0.01 i も
Al3. 50GeV～lOOGeV i i B13. 〇一002′- 0.005
A14. 100GeV へノ l i B14. 0_001- 0ー002




C｣.ビーム長径 ① ② ③ cs.ど-ム短径 tち ① ･2) F ③ 【日 2 3 1 2 3 1 2.3 1 2 3 ～ 3…1 2i3
C｣O. 特に指Q/上せず ⊇ 弓 巨 ? CS○. 矧 こ指定iIす lF
CL2. 1nm′- 10∩m ! a CS2. lrlm～ 10nm 1
CL3. 10∩m～100nm 【 CS3. 10∩m(J100∩m キ ミ ← t I を ±
CL_5. lLlm～ lOum 】 】 CS5. 1Llm～ 10Llm 言 ≡
C｣5. Oーum～100Llm 】 CS5. 10um～100um L 】
C｣7.100um-- 1mm i CS7.lOOLlm～ 1mm
C｣10. 10cm～ t i I ㌔ー ち l t csl.0. 10cm～ も ～ t も ＼ 1 ㌔
下の ｢平均ビーム強度｣とは＼ビームの強度か長い時間 (パルス構造をもつ場合では､パルスの繰LJ返し時間以上)で平均化
されたものをさしますo
A 2L3日 2 3 1 2 3. (muO∩S/sec) 日 2 3 1 2 封 1∃2!3
D1. -103 iE l l 】r 】 D7. 10日～10g F l 芦
D2. 103-10一二 i L l i D8. 10与～て018 ＼ ～ 篭 l l
D4. 105-106 喜 li -】 D10. TOlt～1072 , Ll
D5. lOe～lO7 i , 】 ∃ D11_ 1012- l ∃ i 【 】
(右列に続く) 】
IE
≡.規格化エミッタンス 1 ① Z ② ③ E E.規格化エミッタンス ー ① l ② 】 .3) i
(Tmm.rn｢ad) 日 213ilt2日 112～3t (TTm .m｢ad) 一 二ミ3了 2 3日 2 3EO. 特に詣還せす 1 】 ≡5. 10-I- 1 j I i
E2. loョ-103 t . ら i E71 10一3-10-2 】 1】
E4. 1-10' t ; l ! 1 E9. -10-4 】 】
F.ど-ム時間構造の型 i ① 1 ② ③
(ピームの時間構造等については5頁参照) i 1 2 ' 3 1 2 3 1 2 , 3
F2.連続的パルスビーム実質的に1 1パンチと見なせて､パルス間隔が数nsec～LISeC程度 ( ルス間隔か層 く蓮未完白勺にみえる) ≡】i 】 】｣1 1 li !】～
1パルスは頂芸文あるいは多款のパンチ73＼ら構成され､パルス間隔が数msec～sec程度
F4.その他 ≧⊇ 2i, ∃ I ～ 弓! 】 H 弓
G3. 1Of.S～100fs , i l L 【 G14. 1ms～ Oーms l i l i t i l
1 G4.100fs- 一ps F トr 芦 ∃ G15- 10ms～100ms E 】 i i ⊆ t





H.パルス繰LJ返し(Hz) ① ･ニ ③ 工.パルス幅 (長) ･① 【 ② (3 )
1 2 ー 31112 3LiL :ち3 ㌔｢∴ 3ilj2 3 1 213;
H1. (J O.1 r ll F 工1. - 1fs 】 l L L i 一
H2. 8.7- 1 i f ∫ l ー _T2. fーs- 1Cfs i r r F F i
H4.101- 102 1】 LL. ㌔ Ⅰ4.100fs- 1ps l i 】ー 】 ち
H5.102- 103 i i Ⅰ5. lps～ 10ps ∃ 】 L l
{7.1(〕4 - 705 r F ～ jF ～ 工7.100ps～ 7〔S I F t i 1 11
う､以下の該当する欄にこ記入く:三lさいO〕 iT32. 70us～1DOus ∫ 【I き ー 1 ,
(D 2 I14. 1ms～ 10ms 】 i L i
2 1 Ⅰ17. 1 S ～ J I 】 ) ) j j ∫
3 1 t
≧ 1 ｣.パンチ喝 (長) ① 】 ② t ③

































研究分野 r蓋≡葦針 支えな㌘芸雷雲吾 でけっこうしてください ■中間子の ビーム使用いすれか該当するものを丸で囲んでください 将釆使用予定時期1.-4.のうち該当するものを丸で囲んでください】
① ー 単独 複合2 単独 複合











A.中間子エネルギー ① ② 】 ③ ら.工ネJL/ギー分解能(△[E:%) ① ② ③十 2日 1 2 3■｢ 2i3 1 2 3 112葛3 ー 2 3
A1. - 1MeV t i i l L E31_12.8 - ち l I
A2. 1MeV～ 5MeV E 】i ! F B2. 6.4 - 12.8 F f f 1I F
A3. 5MeV～ lOMeV t ∃ l B3. 3.2 - 6.4 i
A4. lOMeV～ 20MeV L i ∃ B4. 1.5 - 3.2 巨
A5. 20MeV～ 50MeV 】 ∃ B5. 0.8 - 1一缶 i 】
A5. 50MeV～100MeV i i 巳6. 0.4 - 0.8
A7.lOOMeV～200MeV B7. 0.2 - 0.4 【 l
A8.200MeV～500MeV B8. 0.T ～ 0.2
Ag.500MeV～ 1GeV E 89. 0.05 - 0.1 ≡
A10, 1GeV′- 5GeV 810. 0.02 ′) 0.05 !
AHー 5GeV- 1QGeV ～ Bll. 0.01 (J O.02 ー l
A12. 10GeV(J50GeV Bl2. OlOO5- 0.Ol
A13_ 50GeV～100GeV L E313. 0.002- 0.005 l l
A14. 100GeV ～ t 〉 B14. 0.001へノ 0.002 i




CL.ど-ム長径 FI ① ② ③ CS.ど-ム短径 Ei ① ② 【 ③1t213 1E2E3 11213 日 2131日 2[3EIL2 3.
CLO. 特に指定せず 【 CSO. 特に指定せず
CL1. ′) 1nm 【 CS1. ′- 1∩m
C｣2. 1∩m～ 10nm t il CS2. 1∩m(-10nm ～
C｣3. 10∩m′)100∩m l li CS3. lOnm～lOOnm i
C｣4.100∩m～ uーm i i CS4.100nm- 1Um
C｣5. 1Llm～ 10Llm i t I CS5. 1Llm～ 0ーUm 1 】
C｣5. 10um～100um l CS6. 10Um～100Um
C｣7.100um～ lmm 葛 i CS7.100um～ 1mm 【
C｣8. 1mm～ 1cm 1 i CS8. 1mm′- 1cm
C｣9. 1cm′- 10cm i CSg. 1cm～ lOcm
C｣10. 10cm～ F r i F t i CS10. 10cm′- l
下の ｢平均ビーム強度｣とは､ヒ-ムの強度が長い時間 (パjL/ス構造をもつ場合では､パルスの操LJ返し時間以上)で平均化
されたものをさします○
D.平均ビーム強度(mesO∩S/sec) ① i p@ D.平均ビーム強度 ! ① ② ③112F3 1 2 3 1 213 (meso∩S/sec) 112 3.日 2 3 1 2 3
DO.特に指定せす l l l 弓 も D6. 107-108 l ～
D1. .-103 I D7. 108-log
D2. 103-104 t D8. 109-1010
D3. loヰ-105 I Dg. 1010-lO1 1 t ー
D4. lO5-106 ～ D10. 101tへノ1012
D5. 106-107 i l Dll. 1(〕 】2- l:I
(右列に続く) I
≡.ビーム時間構造の型(ビーム時間構造等については6頁参照) ① E ② ③l 弓 2 3 1 2 ! 3 1 2 2 3
E1.連続ビーム強さの変化はあるものの連続する (荷電粒子の場合は直流)ビーム 】
E2.連続的/UL'スヒ-A実質的に 1パル 1パンチと見なせて､パルス間隔が数nsec～LISeC程度 (バJL/ス間隔が短く連続的にみえる) ～
E3./てルスビーム1パルスは複数あるいは多数のパンチから構成され､パルス間隔が数msec～sec程度 【
E4.その他
F.ビーム継続時間 ① ② ③ F.ど-ム継杭時間 ① ② ③
1 2 3日 2i3 1 2 3 ー 2 3 ー 2 3 1 2 3
F○. 特に指定せず i 邑 l Fl1. 1us～ lOLIS
F=1. - 1fs 】 F12一 10us～100Us
F2. lfs～ lOfs l l F13.100us～ 7ms E 3
F3. 10fs～100fs ～ F14. 1ms/- 10ms a1
F4.100fs～ 1ps F15. 10ms′-一ooms -
F5. 1ps′- 一ops F15.一ooms- 1 S i E l 1
F5. 10ps～100ps F17. 1 S-ノ10 S t
F7.100psへノ 1∩S F18. 10 S′-100 S
F8. 1∩S～ 10∩S l F19.100 S～ 103 S 1
F9. 10ns′-100∩S i I F20. 103 S～ 10ds
F一o.100∩S′- 1us ≡ F21. lOds～ 1055














I 研究分野 研究謡毘名 ピ-ム使用 将来使用予定時期
E孟夏完芸慧窒 差し支え7=aい場合のみでけっこうです いすれひ該当す 1.-4.のうち該当するもるものを丸で囲 のを丸で囲んでください
の記号を記入してください んでく/=さい
2 i 単4望 複合
I
i3 単独 複合
1】 】 i 単独 複合
喜②i! 2E l 単独 複合3喜 1







A.反陽子エネルギ- ① ② ③ ら.エネルギー分解首巨 ① ② ③
日 223 lf2 3日 2声3 (△E/E:%) 172 3日 F2 3 1 2 3
' A2. 1MeV～ 5MeV F i 82. 6_4 - l2.8 ! i 】 E
A3. 5MeV～ OーMeV Ii B3. 3.2 - 6_4
A4. lOMeV～ 20MeV i 書 B4. 1_5 (J 3ー2
A5. 2CMeV～ 50MeV i i E35. 0_8 へノ 1.6
A6. 5(〕MeV～100MeV 】 B6. 0.4 へノ○_8 l
A7. 0ー0MeVへ′200MeV il 【 B7.0.2 ′- 0_4
A8.200MeV～500MeV ∃ 】 B8. 0.1 - 0.2 r
A⊆).50OMeV- 1GeV 1 】 Bg. 0_05 - 0.i I
A1(〕. 1GeV′- 5GeV 】 】 B10. 0.02 ′- ○_05 i 5
All. 5GeV～ lCGeV L i f F E Bll. 0.01 ′- 0.02 i i ∫ ド
A12. 10GeV′)50GeV 1 t 賀 t Bl2. 0.005- 0.Ol t l 】～ ㌔
∃ A13. 50GeV～100GeV 日13. 0_002- 0.005 】 !




cL.ビーム長径 li ① 】 ② @ cs.ど-ム穎径 F ① ② t ③lー 213日 2 3+ 2 3 Ell2E3 112t3 1工 3
CL○. 矧こ指定せす 芦 CS○. 特に指定せす l t
C｣1. ′- 1nm CS1. ′- 1n m ?
CL2. 1∩m～ 70∩rn CS2. 1∩m′- 10∩m
C｣3. 10nm～100∩m CS3ー 10nmへノ100∩m i
CL4.100∩m- 1L⊥m I CS4.100∩m～ lLlm 】i F ⊇ l
CL5. uーm～ 10um 1 CS5. 1Llm～ OーLim 1
CL5. 10um～100um CS6. 10um′)100um
cL7.lOOLlm～ lmm ! CS7.100um～ 1mm
C｣8. 1mm- 1cm l CS8. 1mm(ノ 1cm i F 1




D.平均ヒ-ム強度(pソsec) ① ② i ③ 】 D.平均ビーム強度 ① ② ー ③日 2 3ー 1 2 3 1 2 3F (p+/sec) 1 2戸3 1 2 3ー 1 2 3
D1. -6.2×103( ′ 1fA) D10.6_2×101-6.2×1012(100∩A 1uA)
D2.5_2×103′-6.2×104(1fA 10fA) Dl1.5.2×1012-.6.2×1013( 1uA～ 一〇UA) i
D3.6.2×104-6.2×105(lOfA～lC)OfA) i D12_6.2×1013-6.2×lO】d(10uAへノ100UA)
D4.6.2×105-6.2×105(100fA～ tpA) D13_6.2×1014-6.2×1015(100UA～ 一mA)
D5_6.2×106-6.2×107( pーA 10pA) Dl4.6.2×1015-6.2×lOtb( 1mA′ 10mA) al i
D6_6_2×lO7-6.2×lO8 D15.5.2×10ー6-6.2×lO17 i(10pA 100pA) (lOmA 100mA)
D7.6.2×108-6.2×109 【 DIG.5.2×lO17-6_2×1018 i(10OpA 1∩A) (100mA 1 A)
D8.6.2×lO9-6.2×lO10 D 7ー.5.2×一〇一8ヘ ノ 邑( lnA 1OnA) ( 1 A～ )
(右列に続く) i
≡.規格化エミッタンス(nmm.m｢ad) ① ② ③ - E.規格化エミッタンスI (Tmm.m｢ad) ① ② ! ③ー 2 3ー 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2】3
E○, 特に指定せず i ∈5_ 10~1へノ 1 ～
E1. 103- i E6. 10-2-10-1 i
∈2. 0ー2～103 】i ∈7. 0ー-3′-1〇一2
E3. 10ー～102 2 rt E8. 0ー-4-lO-3
E4. 1- 0ー1 l l E9. -10~4 l
(右列に続く)











反 陽子 ビー ムの詳細 パ ラメータ表 (3)
G.ど-ム港読時間 ① ② 弓 .3) F G一ビーム継続時間 し ① ⊆ .② l ③
1.2?331 2芦3日 j2き3 日 7213jlF2日 日 2 3
G1. - lfs i し 【 し 【 G12. 10us～100us L も ち 卜 】
G2. 1fs～ 10fs 】 l 【 G13.100Us′- 1ms i ∃ ‡ r 】
G3. 10fs～ OーOfs J 2 1 ? l i J G14. mーs～ Oーms E J ～ f f ～ ～
G4.100fs～ lps L l l . ち Gl5. 10ms～100ms 弓 !
G5. 1ps～ 10ps i F ･G16.一ooms- 1 S ! r
G 5 . 10⊂)S～100ps i i r 【 t l G17. 1 S～ 10 S 害 1 E 1 1 i l l
G7.70〔)ps- て∩S i i f ぎ i F G78. 78 S～ 0ー0 S ∈ ー
G8. 1ns′- 10ns G19.lOO s～ lO3 S i
Gg. lOns～lOOns i G20_ 103S～ 104 S 】 岳 l
G10.loons- 1LiS E i t E G21. 104 S～ て05s E 【 芦
(右列に続く) G22. 1FOS s～ F I ー i i 】 F ー
上記 のビーム時間構造で F=4.の場 合及びよLJ詳細な条件等が挙げられる場合につきましては､以下
にご捷示をお願いいた します○
H一パルス繰LJ返し ー ① ー ② ③ I.バJrL/ス唱 (長) 】1 ① ② 【 .②(Hz) 日 2 3日 22F3 日 2 3【 1L21封 112 3 1 2 3.
H○.特に指定せす F i 工○. 特に指定せす t i l l
H1. - 0.ー F E l l , l ITー ～ ?fs t J t i
H2_ 0_1～ 1 F F Ⅰ2. 1fs～ 10fs 】 ⊆
H3. 1 - 101 t l Ⅰ3_ 10fs～100fs 1 ～ ち
H4.101- 102 ∈ 工4.TOOl=S～ lps 守
H5.102- 103 f E F l i ー f 工5. てDs～ Oーc's l f ー f l E ぎ 1
H7.10d～ 105 :7.100ps ～ て∩ S ∃ 】
H8.lO5- 105 巨 F I8_ 1ns- 1C)∩S
Hg.106 - i i 工9. 10ns ～100∩S 1
J.パルス強度(パJL,ス強度に関し､指定すへぎ条件 .範囲等があLJましたう､以下の該当する潤にこ記入ください○) Ilo.lOOns～ lLIS 【 】Ⅰ12. 10us-1OOus 】 】メ l j I
i l l Ⅰ13.1COLIS～ mーs 1 】
① 2 1 ～ Ⅰ1.4, 1ms～ 10ms l l
∈3 t 工15. 10ms～100ms 】l ∃ Iら
l l Ⅰー5.10Oms.-- 1 S F j
② 2 t Ⅰー7. 1 S～ i 弓 1 ー l 一 一 t
3 【
l F l L-パンチ幅 (長) i ① 】 ② ③
③ 2 ～ 112 3 1 2E3 7 2 3
3 】 ｣○. 特に指定せす
i L1. - 1fs ち l i t
K./iルス内パンチ数 E ① I ② ③ ｣2. lf5- lOfs i l
iー2i3 I 2 3 日 2 3 ｣3, 7Ofs′-10(〕fs 5 L f
KO.特に指r定せず ～ l i ｣4.100fs- 一ps ～ l l t 1
K1. -101 ; 】 l i ｣5. lPS～ 10ps la
K2.lOl～102 ∃ ∃ ! E i I ｣5. 10ps′-100ps
K3.lO2- 0ー3 i ii 1 ー ｣7.100Dsへノ 1∩ S ー , iI
K4.103～104 i ! i ⊆ ｣8. 1∩S～ 10∩S i
K5一lO4-105 F E F E I L ｣与. 0ー∩S′-100ns i l l
K6,105-105 f j 】 J J ｣10.100∩S- 1Us j 】 I
K7.lob-lO7 l F l l ｣11. 1Us′- - F












研究分野 研究課題名 不安定核 ビーム使用 将宋使用予定時期
5頁の分類に 差し支えT:Cよい場合のあでけっこう の種環 いすれか該当す 1.-4.のうち該当するも
ある場合はそ です るものを丸で囲 のを丸で囲んでください
の記号を記入 んでください
してください
l① 1 i 単独 複合2 単独 複合
3 Ii 単独 複合
巨 1F 単独 複合
② 2 i 単粒 複合 】
3 単独 複合
③ 1 単独 複合 1.5年以内 2,5-lo草3ー 11-15年 4 l6:王以上2 】 単独 複合 5琵以内 2.5-10年3.11へノl5圧 4 16fE以上








A.不安定核エネルギー(MeV/U) ① ② ･③ B.エネルギー分解能 】 ① F ② ー ③ロ 2ー盲31ll 2 3 1 2i3 (△E/E:%) 日 2 3tT∃2 3日 2 3
AO. 特に指定せす E F BC. 指に指定せす ー
A1. ′- 1 I i E31.12.8 - モ E
A2_ 1 - 2 1 ～ ち ～ 52. 5.4 - l2_8 ･ 】 ー ?
A3. 2 - 4 】 i B3. 3.2 ′- 6.4 , i 1
A4. 4 - 8 E B4. 1.5 - 3.2 l l i E i 】
A5一 日 ′) 16 l 【 E35. 0_8 - ㌧6 ち L i l I
A6. 15 -ノ32 ｣ 】 l 】 E35. 0.4 - 0_8
A7- 32 - 64 1 1 ち i B7. 0.2 ′- 0.4
A8. 64 ～.128 トF B8. 0.1 ′- 0.2
Ag.l28 - 256 ー ～ ) 声 F I 巳9. 0.○5 - 0.1 l , A! 】
AつO.256 (-512 【 i l l ) B70. 0,02 - 0.05 一 声 】 一 声
A12. 1GeV/U - 2GeV/uli l ‡ ち l l E312- 0.C.05- 0.Ol l t i





G.ビーム継続時間 ① ② 貞 ③ G.ビーム継杭時間 t】 ① ② ③】1 2 3 1 2 3 日 2H 1 2 3 1 2 3 日 2E3
G○. 特に指定せす ＼ ～ Gll. 1us～ 10us ～ I モ I
G1. (J lfs il G12. 10Us′-100Us F
G2. 1fs～ 10fs ∃ i G13.100Us- 1ms 】i
G3. 10fs-1QQfs ‡ l l ～ G14. 1ms～ 10ms 1
G4.100fs～ 1ps G15ー 10ms′-100ms
G5_ 1ps～ 10ps il G16.100ms′- 1 S
G5. lOps ～100ps 1 1 G17. 1 S～ 10 S 1
G7.100ps～ ∩ーS G18_ 10 S～100 S
G8. 1∩Sへ.10∩S G19_100 S′- 103 S
Gg_ 10∩S～100∩S 1 G20. 103 S～ 104S ー 】
G10.100∩S～ LーIS i i 弓 G21. 104S～ 105 S !
(右列こ続く) E G22. lO5 S～ ～
上記のビーム時間構造でF4.の場合及びより詳細な条件等が挙げられる場合につきましては､以下
にご提示をお罷いいた します.
H.パルス損LJ返し f(Hz) ① ② F ③ I.パルス幅 (長) ① i ② 暮 ③
H○.特に指定せす 声 Ⅰ○. 特に指定せす i
H1. - 0.ー Il. ～ lfs i
H2. 0_1- 1 工2. 1fs～ 10fs
H3ー 1 ′- 101 工3. Oーfs～ 0ー0fs
H4.101- 102 工4.100fs- 一ps l
H5.102- 103 ～ Ⅰ5- 1ps～ 10ps i
H6.103- 0ー4 I6. Oーps～100ps
H7,104～ 105 工7_100ps- 1ns ～
H8.105- 105 I8. 1∩sJ- 10∩S
Hg.105- 工9. 10∩S～ 0ー0∩S
J.パルス強度 TLltO.10Qns- 1us
(パ ルス強度に問し､指定すべき条件 .範囲等73iあLJました Ill. uーs～ 10LIS 】 ー i
う､以下の該当する欄にこ記入ください○) Ⅰ12_ 10us～100us
i 1 も 工13_100us- 1ms i ～
① 2 エー4. 1ms′- 10ms
3 r15. Oーms～100ms
② 1 116.一ooms- 1 S 一 i l2 I 工7 t ～ 】
3 I
③ 1 l L.パンチ唱 (畏)ー ① ② ③2 1 2 3 ー 2 3 1 2 3
3 ｣○. 特に指定せす ? I
i L1. - 1fs
K.パルス内パンチ数 ① ② ③ ｣2. fーs～ Oーfs
1 2 3 日 2 3 1 2 3 ｣3. 10fs～100fs
KO.特に指定せす ｣4.lOOfs- ∃PS i
K1. へノーOl ｣5. 1ps～ 10ps
K2.10l～102 ｣5. Oーps～ 0ー0ps
K3.102-lO3 一 一 ｣7.100ps～ l∩S
K4.103- 0ー4 L8. 1ns～ 一〇∩S
K5.104へノ105 i ｣9. 0ー∩S～ 0ー0∩S
K6. 0ー5-lO6 ｣10.100∩S- 1us














研究分野 研究課題名 その他 ビーム使用 将釆使用予定時期
5頁の分類に 差し支え7=iい場合のみで(.7つ ビームの種類 いすれか該当す 1.-4.のうち該当するも
ある場合はその記号窄記入してください こうです liるものを丸で富んでください の琶丸で囲んでください
① 1 iIr 単独 複合2 単独 複合
3 単独 複合
巨 1 単独 複合 !
② 2 , 単独 複合
3 負i 単独 複合
③ 1 単独 複合l 1.5年以内 2.5-10年3 日～ 5ー年 4 16年以上







① ② ! ③ i .D ＼空 ③
1 1 2 3 . 1 2 3 ≒ l F 2 F 3 】 1 ! 2 3 1 2 3 l r 2 E 3
日 章 ‖ 日 日 隻
C.ビーム径
CLービーム長径 CS.ビーム短径
① l ② L ③ ① ② l ③




① ) ② l ③ ① 】 ② 芦 ③
1 2 3 1 も 2 3 E ー 2 亀 3 L 1 1 2 も 3 ∈ 1 1 2 も 3 t ､ 2 も 3
, l 【
i
F=_ビーム時間構造の型 (該当する欄に /印) (D ② ③
(ビームの時間構造等については6貢参零弓) 1 2 3 ≠ 1 2 3 芦 l 】 2 3
F1.連未完ヒ-ム i i ～
強さの変化はあるものの連続する (荷電粒子の場合は直流)
ビーム
F2.連続的パルスビーム実質的に1 1パンチと見なせて､パルス間隔か数) ∩sec～LiSeC程度 (/UL'ス間隔が短く連続的にみえる) 日 】


















する開発予測調査 :平成 10年 11月上旬～平成 11年 1月中旬).その結果を､同量乱1たしますカ口達器ビー
ムに関する二一一ス等調査参考資料 (プレ-クス)L'-技術による小型加速器等に関する開発予測調査結果










41A 電子リンクか口達器 (陽子 ･重イオン)(研究開発段階lV)
4-B L/一tjL励起型プラスマ加速器 (陽子)(研究開発段階 l)
4-C L/-サー衝撃波か口達器 (重イオン)(研究開発段階 l)





まとめ (非高周波高勾配加速技術等による小型加速器等の提案のまとめ (試案) 科学技術庁 科学技術
政策研究所 平成 10年11月 :同封の青色用紙の資料 :参考資料の別添)を作成し､それらの小型加速器








































































































iv-A 電子リング加速器 (陽子 ･重イオン)(研究開発段階Ⅳ)
iv-B レーザー励起型プラズマ加速器 (陽子)(研究開発段階 Ⅰ)
iv-C レーザー衝撃波加速器 (重イオン)(研究開発段階 Ⅰ)
iv-D 直交場加速器 (陽子 ･重イオン)(研究開発段階 I)
Ⅴ 放射光発生装置






































委員長 平尾 泰男 放射線医学総合研究所 顧問
(以下､委員については50音順)
委 員 上坂 充 東京大学 大学院工学系研究科 原子力工学研究施設 助教授
I/ 遠藤 -太 広島大学 大学院先端物質科学研究科 教享受
I/ 小方 厚 広島大学 大学院先端物質科学研究科 教授
(平成 10年9月末まで 文部省 高エネルギー加速器研究機構 教授)
J 片山 武司 東京大学 大学院理学系研究科 原子核科学研究センター 教授
〝 北川 米喜 大阪大学 レー ザー核融合研究センター 助教揺
J 熊谷 教孝 (財)高輝度光科学研究センター 加速器部門長
J 熊田 雅之 放射線医学総合研究所 主任研究官
〝 小山 和義 工業技術院 電子技術総合研究所 主任研究官
J 佐藤 勇 日本大学 原子力研究所 教授
〝 佐藤 健次 大阪大学 核物理研究センター 教授
〝 竹田 誠之 文部省 高エネルギー加速器研究機構 助教授
I 中島 一久 文部省 高エネルギー加速器研究機構 助教授
I 中村 一隆 東京工業大学 応用セラミックス研究所 助教∃受
〝 西田 靖 宇都宮大学 大学院工学研究科 教授
〝 野田 章 京都大学 化学研究所 原子核科学研究施設 教授
J 水本 元治 日本原子力研究所 東海研究所 中性子科学研究センター
陽子加速器研究室長 (主任研究員)




1. 調査時期 平成 10年 11月9日～平成11年1月16日
































b.実用化時期予測轄果 : (中間点による)実用化予測時期 :2012年頃
図-i.高周波加速小型電子加速巷の実用化予測時期分布
????? ????????????????????? ??? ?? ? くN=38)


















































1.5年 以 内 2.5-10年 3.10- 15年 4.15-20年 5.20-25年 8.25-30年 7.30年 以上
iJ'非高周波高勾配加速技術による小型電子加速器(Q4.)
iトA ビー ム励起型プラズマ加速器 (研究開発段階Ⅲ)
ii-B レー ザー励起型プラズマ加速器 (研究開発段階Ⅲ)
iil:逆チェレンコフレー ザー加速器 (研究開発段階Ⅲ)








































1 5年 以 内 2.5-10年 3.10-15年 4.15-20年 5 20-25年 6.25-30年 7.30年 以上
♂
ii-B レー ザー励起型プラズマ加速巻 く中間点による)実用化予測時期 :2014年頃




















5年 以内 2,5-10年 3.10-15年 4.15-20年 5.20-25年 6.25.-30年 7.30年 以上
ii-C 逆チェレンコフレー ザー加速羊 (小型電子加速器)
サンプル敢過小で実用化予測時期算定不能
全回答数 回答数 実用化予測時期
















'rv 非高周波高勾配加速技術による小型陽子 ･重イオン加速器 (Q6.)
わー A 電子リング加速器 (信子 ･重イオン)(研究開発段階Ⅱ)
山IB レー ザー励起型プラズマ加速器 (隆子)(研究開発段階 Ⅰ)
山一C レ-ザー衝撃波加速器 (重イオン)(研究開発段塔Ⅰ) ･


















山IA 電子リング加速器 (小型隆子 ･重イオン加速器)
サンプル数過小で実用化予測時期算定不能
全回答数 回答数 実用化予測時期






如-B レー ザー励起型プラズマ加速器 (小型張子加速器)
サンプル数過小で実用化予測時期算定不能
全回答数 回答数 実用化予測時期






～-C レー ザー衝撃波加速器 (小型隆子 ･重イオン加速器)
サンプル数過小で実用化予測時期算定不能
全回答数 回答数 実用化予測時期






hr-D 直交場加速器 (小型隆子 ･重イオン加速器)
サンプル致過小で実用化予測時期算定不能
全回答数 回答数 実用化予測時期







V-A レー ザーアンジュレー タ放射光発生装置 (研究開発段階Ⅲ) ･･別添p42-45
a.実用化の可否に関する加速器研究者の意見等





























































予 測 調 査 及 び 予 測 課 題 実用化予測時期
1.第5回技術予測調査 (1991年時点) 2012年頃○プラズマ波を利用した超小型加速器が実用化される
2.第6回技術予測調査 (1996年時点) -(該当課題なし)














2.第6回技術予測調査 (1996年時点) 2009年頃○エネルギー200MeVで直径 5m以内の超小型医療用加速器が実用化
される





















































l 非高周波高勾配加速技術による小型陽子 ･重イオン加速器 (p27-40)
fトA 電子リング加速器 (陽子 ･重イオン)(研究開発段階EV)(p28-29)
1トB レーザー励起型プラズマ加速器 (陽子)(研究開発段階】)(p30-32)
lトC レーザー衝撃波加速器 (重イオン)(研究開発段階 l)(p32-34)
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電子原として､L/-ザーカソードと呼ばれるものを想定した第1案 (図- トB-1-2 (a).)
と､プラズマカソード (補助レーザ-を用い､プラズマ中の電子を集めてピ-ム化する方法)を































































･プラズマ共鳴密度 :1018/cm3 ･プラズマ波長 :30um
･レーザー強度 :251W ･レーザーエネルギー :10J
･パルス幅 :0.4ps ･集光強度 :1018W/cm2
･プラスマ波力口達電場 :70GV/m ･最大加速長 :1.4cm



























































































































































トDl2 プラスマ (碓波型)直交場カ口達器 (研究開発段階IJ)
加速原理





















































































































































































































- 1二 ∵ ∴
後方散乱光
プラズマ
? ? ? ? ? ? ? ??
?













































































































































































































































ビームエネルギ- :46.2MeV 波長 :1Um
ビームエネルギ一幅 :0.1% パルスエネルギー :2J/pu一se
ビーム強度 :1.6nC/bunch パルス幅ピークパウ- :llW

















加速器からの電子ビーム エネルギ一幅 :0.2% 波長 :10um
ビームエネルギー :132MeV 量子寿命 :1時間 パルスエネルギ-:2J/pulse
ビーム強度 :1.2A 規格化 ピー クパウ- :1GW
ビームパルス長 :2ps エミッタンス :0.4mm 平均パワー :10MW
パンチ数 :50貯蔵リンク関係 ･mrad繰り返し周波数 :100Hz衝突部でのビーム スポット径 :100Um
周長 :10m 半径:30Llm
偏向電磁石曲率 :1mエネルギー損失 28.5eV RFCavity
熊Efj 雅之 (放射線医学総合研究所)案
図-川-A-2 (b).
目標とする光子エネルギー､光子ビーム強度等
･光子エネルギー 33keV(最大磁場では330keV)(×緑)
･光子ビーム強度 2×1015photons/sec
･光子数スペクトル幅 0.4%
44
実現のための技術課題
･貯蔵リンクの径か｣＼さい (偏向電磁石の曲率半径が小さい)ことによる非線形効果とその取LJ
扱い
･電子ビーム ･レーザー衝突郡のパラメーター設定
･100MW級スーパ-キャビティーの開発 (実証試験)
･波長10umのレーザー用のミラーの開発
･スーパーキャビティーの安定性の確保
(以上で､本資料は終了です｡)
45

小型化の概要
陽子シンクロトロンにおいて､周波数可変幅の広い高周波加速システムおよび高磁場大電流パ
ルス電磁石を採用して､可能な限LJ小さなEB率半径で力口達できるよう小型化する｡
加速器全休装置構成国
RFQ電源等 RF電源等
約5-6m
(シンクロトロン本体の重量は数トン程度)
提案論文
(1)HIAverbukhetaJ,Proc.EPAC88,Rome,1988,p.413.
(2)L･Picardietal,Proc,EPAC94,London,1994,p,2607.
(1)
約5-6m
研究機関
●BudkerlnstituteofNuclearPhysics
●FrascatjNationa=-aboratory
これまでの実族結果
･なし
目榎とするビー ムエネルギー､ビーム強度等
･ビー ムエネルギー 200MeV
･ビー ム強度 数10nA
･パルス繰LJ返し 1Hz以上
実現のための技術課題
･周波数変化幅の広いRF力□速システムの開発
･高磁場大電流パルス電磁石技術開発
(2)
